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季節の便り

今回は、熊本銀行 下通支店からの便りです。

熊本銀行
下通支店

S e a s o n’s  G r e e t i n g

　平成28年4月に発生した熊本地震で大きな被害を
受け、立ち入りが規制されている熊本城。
　現在、多くの部分で立ち入ることはできませんが、
二の丸広場や加藤神社の周辺から天守閣や櫓を見る
ことができます。
　7月末には「奇跡の一本石垣」と呼ばれる飯田丸
五階櫓が倒壊しないよう、崩れた石垣部分に鉄骨を
入れて補強する工事が完了しました。
　傷ついている熊本城ですが、復興に向けて進んで
いく熊本城を是非見学にお越しください。
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と
向
学
心
に
感
銘
し
て
東
京
に
開
校
し
た
ば
か
り
の
女
子
大
学
校
へ

の
進
学
を
支
援
し
、同
校
で「
家
庭
化
学
」の
講
座
名
で
応
用
化
学
を

講
じ
て
い
た
長
井
は
そ
の
基
礎
か
ら
指
導
し
、助
手
と
し
て
側
に
置

い
て
く
ん
と
う

薫
陶
し
た
。紅
一
点
の
合
格
者
と
な
っ
て
帝
大
生
へ
の
道
と
な

る
中
等
教
員
検
定
試
験
の
受
験

  

う
な
が  

を
促
し
た
の
も
長
井
で
あ
る
。

　
四
つ
の
大
学
で
の
八
年
間
に
お
よ
ん
だ
ア
メ
リ
カ
留
学
の
支
え
は

国
内
で
は
未
開
の
栄
養
学
に
対
す
る
強
い
意
欲
と
熱
意
。思
え
ば
、

食
物・栄
養・健
康
と
い
う
今
日
的
な
関
心
の
先
駆
で
あ
る
。帰
国
後

は
母
校
の
教
授
を
務
め
な
が
ら
鈴
木
梅
太
郎
研
究
室
に
通
い
、東
京

帝
大
よ
り
農
学
博
士
の
学
位
を
得
る
。生
涯
独
身
。理
学
系
の
優
秀

生
に
贈
ら
れ
る
日
本
女
子
大
の「
丹
下
賞
」は
後
輩
の
学
徒
を
励
ま

す
た
め
に
少
な
い
私
財
か
ら
残
し
た
基
金
が
も
と
に
な
っ
た
。

（
文
・
山
﨑  

潔
）

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ「
あ
さ
が
来
た
」は
幕
末
か
ら
明
治・大

正
に
活
躍
し
た
実
業
家
広
岡
浅
子
を
モ
デ
ル
に
近
代
女
性
の
進
む
べ

き
姿
を
描
い
て
共
感
を
呼
ん
だ
。女
性
の
高
等
教
育

  

か
え
り  

が
顧
み
ら
れ
な

か
っ
た
時
代
に
創
立
に
尽
力
し
た
日
本
初
の
女
子
大
学
校
が
現
在
の

日
本
女
子
大
、丹
下
ウ
メ
は
家
政
学
部
の
第
一
回
生
で
あ
る
。進
学

し
て
初
の
女
子
帝
大
生
と
な
る
東
北
帝
国
大
学
で
有
機
化
学
、米
国

留
学
で
栄
養
学
を
修
め
、理
化
学
研
究
所・鈴
木
梅
太
郎
の
も
と
で

ビ
タ
ミ
ン
研
究
に
成
果
を
残
し
て
女
性
化
学
者

 

さ
き
が
け 

の
魁
と
な
っ
た
。

　
維
新
の
余
震
さ
め
や
ら
ぬ
鹿
児
島
市
中
の
新
興
資
産
家
に
生
ま

れ
た
少
女
を
こ
の
道
に
導
い
た
の
は
三
歳
の
夏
に
訪
れ
た
不
幸
と
、

す
ぐ
上
の
姉
ハ
ナ
の
き
ょ
う
だ
い
あ
い

姉
妹
愛
に
よ
る
。祇
園
祭
の
笛
太
鼓
に
誘
わ
れ

て
姉
と
と
も
に
走
っ
た
廊
下
で
転
倒
し
、持
っ
て
い
た
た
け
ば
し

竹
箸
が
右
目

に
刺
さ
っ
て
失
明
に
見
舞
わ
れ
る
。「
嫁
に
も
行
け
な
く
な
る
」と
悲

し
む
母
を
前
に「
私
が
勉
強
を
助
け
て
お
な
ご
ん
学
者
に
す
る
」と

師
範
学
校
へ
進
学
を
勧
め
た
の
が
姉
。十
三
歳
に
な
っ
た
最
年
少
の

ウ
メ
は
年
長
者
を
し
の
ぐ
最
高
点
で
合
格
し
、運
命
と
な
っ
た
。

　
未
踏
に
挑
む
女
性
化
学
者
を
育
て
た
キ
ー
マ
ン
は
鹿
児
島
出
身

の
政
治
家・前
田
正
名
と
東
京
帝
大
教
授
の
長
井
長
義
で
あ
る
。親

戚
筋
に
も
あ
た
る
前
田
は
郷
里
で
教
員
を
し
て
い
た
ウ
メ
の
非
凡
さ
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家政学部の授業

生誕の地にある丹下ウメ像（鹿児島市・山形屋本店前） 創立10年頃の授業風景～化学実験～
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【バックナンバーのお知らせ】 「FFG 調査月報」のバックナンバーは、ふくおかフィナンシャルグループのホームページにてご覧いただけます。
http://www.fukuoka-fg.com/

C O N T E N T S

今
月
の
一
枚  

「
住
ま
い
る
子
ど
も
夏
祭
り
」

2007年熊本城は築城400年を迎え、復元整備
事業として「本丸御殿大広間」が復元されました。
元々藩主の居間や会見の場、台所、広間として
使われ、部屋数も53室あったと言われています。
中でも一番格式が高い「昭君之間」は豪華絢爛な
金箔張の部屋で、中国の故事に登場する絶世の
美女「王昭君」の物語が描かれています。現在は
熊本地震の影響で公開は中止されています。

今 月 の 表 紙

熊本城・本丸御殿「昭君之間」

2

トップに聞く！

126 24

2

181

6 「オールインワン加工体制」で
多様なニーズに応え、
加工の総合企業を目指す。

日創プロニティ 株式会社　石田 徹 氏

12 鉄製金網一筋で130年。
線材加工製品を通して
安心で快適な国土造りに貢献する。

株式会社 小財スチール　小齊 康正 氏

18 地震直後も物流を止めることなく
輸送部門を通常運行。
お客様との「和」を大切に、
物流業務を通して地域に貢献。

熊本交通運輸 株式会社　住永 金司 氏

24 海底通信ケーブル工事の
プロ集団として社会インフラの発展に
貢献していきます。

株式会社 コクサイエンジニアリング　黒木 哲也 氏

九州を知る！ マンスリーコラム

オナゴ化学者ノ朝。  丹下 ウメ
59

※写真提供：日本女子大学 10636 6256
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46 九州の逸品　熊本 からし蓮根
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104 見つけたアジア　折たたみ屋根市場（メークロン）

九州の達人　　　　　　　　　　 権田 菜々子

48 寄稿　〈三菱総合研究所〉 MONTHLY REVIEW

55

78
80

DATA in 九州　今月の注目データ
経済動向・経済指標

58
70
74

海外駐在員報告（ニューヨーク・香港）
海外進出最前線（上海・台北）
貿易お役立ち情報

「世界の偉人」を知る　チャールズ・ダーウィン

102 FFGニュース

福岡銀行×福岡移住計画

若葉高等学校
ダンス部 キャプテン

　当
日
は
総
勢
5
0
0
名
の
子

ど
も
た
ち
が
参
加
。子
ど
も
た
ち

は
大
工
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、の

こ
ぎ
り
や
釘
打
ち
な
ど
の
家
づ

く
り
の
工
程
を
体
験
し
た
ほ
か
、

実
際
に
本
物
の
木
材
を
使
っ
て

小
さ
な
家
を
組
み
建
て
、棟
上
式

の
時
の
餅
ま
き
に
見
立
て
た
お

菓
子
ま
き
な
ど

も
行
い
ま
し
た
。

　暑
い
中
で
の

開
催
と
な
り
ま

し
た
が
、会
場
に

は
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
が
あ
ふ

れ
、子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
夏
休

み
の
楽
し
い
思

い
出
と
な
っ
た

よ
う
で
す
。

　今
月
の
一
枚
は
、平
成
28
年

8
月
19
日（
金
）に
福
岡
銀
行
本

店
で
開
催
し
た
、「
住
ま
い
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー（
福
岡
銀
行
本
店
中

2
階
）」の
オ
ー
プ
ン
5
周
年
記

念
イ
ベ
ン
ト「
住
ま
い
る
子
ど
も

夏
祭
り
」に
参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
と
の
集
合
写
真
で
す
。

福岡銀行本店　「住まいる子ども夏祭り」に参加した子どもたちと行員
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金箔張の部屋で、中国の故事に登場する絶世の
美女「王昭君」の物語が描かれています。現在は
熊本地震の影響で公開は中止されています。

今 月 の 表 紙

熊本城・本丸御殿「昭君之間」

2

トップに聞く！

126 24

2

181

6 「オールインワン加工体制」で
多様なニーズに応え、
加工の総合企業を目指す。

日創プロニティ 株式会社　石田 徹 氏

12 鉄製金網一筋で130年。
線材加工製品を通して
安心で快適な国土造りに貢献する。

株式会社 小財スチール　小齊 康正 氏

18 地震直後も物流を止めることなく
輸送部門を通常運行。
お客様との「和」を大切に、
物流業務を通して地域に貢献。

熊本交通運輸 株式会社　住永 金司 氏

24 海底通信ケーブル工事の
プロ集団として社会インフラの発展に
貢献していきます。

株式会社 コクサイエンジニアリング　黒木 哲也 氏

九州を知る！ マンスリーコラム

オナゴ化学者ノ朝。  丹下 ウメ
59

※写真提供：日本女子大学 10636 6256

36

46 九州の逸品　熊本 からし蓮根

106

104 見つけたアジア　折たたみ屋根市場（メークロン）

九州の達人　　　　　　　　　　 権田 菜々子

48 寄稿　〈三菱総合研究所〉 MONTHLY REVIEW

55

78
80

DATA in 九州　今月の注目データ
経済動向・経済指標

58
70
74

海外駐在員報告（ニューヨーク・香港）
海外進出最前線（上海・台北）
貿易お役立ち情報

「世界の偉人」を知る　チャールズ・ダーウィン

102 FFGニュース

福岡銀行×福岡移住計画

若葉高等学校
ダンス部 キャプテン

　当
日
は
総
勢
5
0
0
名
の
子

ど
も
た
ち
が
参
加
。子
ど
も
た
ち

は
大
工
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、の

こ
ぎ
り
や
釘
打
ち
な
ど
の
家
づ

く
り
の
工
程
を
体
験
し
た
ほ
か
、

実
際
に
本
物
の
木
材
を
使
っ
て

小
さ
な
家
を
組
み
建
て
、棟
上
式

の
時
の
餅
ま
き
に
見
立
て
た
お

菓
子
ま
き
な
ど

も
行
い
ま
し
た
。

　暑
い
中
で
の

開
催
と
な
り
ま

し
た
が
、会
場
に

は
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
が
あ
ふ

れ
、子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
夏
休

み
の
楽
し
い
思

い
出
と
な
っ
た

よ
う
で
す
。

　今
月
の
一
枚
は
、平
成
28
年

8
月
19
日（
金
）に
福
岡
銀
行
本

店
で
開
催
し
た
、「
住
ま
い
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー（
福
岡
銀
行
本
店
中

2
階
）」の
オ
ー
プ
ン
5
周
年
記

念
イ
ベ
ン
ト「
住
ま
い
る
子
ど
も

夏
祭
り
」に
参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
と
の
集
合
写
真
で
す
。

福岡銀行本店　「住まいる子ども夏祭り」に参加した子どもたちと行員
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▲山田工場（左から石田会長、石田社長、柴戸頭取）

日創プロニティ 株式会社

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

取
引
店
／
福
岡
銀
行 

大
橋
支
店

代
表
取
締
役
社
長

石
田

　徹
氏

日
創
プ
ロ
ニ
テ
ィ 

株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長

石
田 

利
幸
氏

「
オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
加
工
体
制
」で

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

加
工
の
総
合
企
業
を
目
指
す
。
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日創プロニティ 株式会社

ち
に
も
作
れ
そ
う
だ
」と
感
じ
た
も
の

を
製
品
化
し
た
り
、お
客
様
か
ら「
こ

う
い
う
も
の
は
作
れ
な
い
か
」と
い
う

要
望
に
お
応
え
す
る
こ
と
で
加
工
技

術
を
向
上
さ
せ
て
き
ま
し
た
。こ
う
し

て
装
飾
金
具
に
と
ど
ま
ら
ず
、建
築
資

材
や
畜
産
資
材
な
ど
、様
々
な
分
野
の

金
属
製
品
加
工
を
手
が
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
、金
属
加
工
専
門
業
者
の

工
場
と
し
て
は
西
日
本
で
最
大
級
の

規
模
を
誇
る「
山
田
工
場（
福
岡
県
嘉

麻
市
）」と
、2
0
1
4
年（
平
成
26

年
）に
竣
工
し
た「
福
島
工
場（
福
島

県
石
川
郡
石
川
町
）」の
２
つ
の
工
場

か
ら
、全
国
の
お
客
様
に
様
々
な
用
途

の
製
品
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、2
0
0
7
年（
平
成
19
年
）

に
は
、社
名
を「
日
創
工
業
株
式
会

社
」か
ら「
日
創
プ
ロ
ニ
テ
ィ
株
式
会

社
」に
変
更
し
、福
岡
証
券
取
引
所

（
Q
ボ
ー
ド
）へ
の
上
場
も
果
た
し
ま

し
た
。

社
寺
仏
閣・

日
本
家
屋
向
け

装
飾
金
具
の

製
造
が
原
点

　
我
が
社
は
、金
属
加
工
メ
ー

カ
ー
と
し
て
様
々
な
製
品
を
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
、エ
ネ
ル

ギ
ー
関
連
資
材（
太
陽
光
発
電
用
資

材
）や
建
築
資
材
、駐
車
場
資
材（
ロ
ッ

ク
板
等
）、農
業・畜
産
資
材
な
ど
の
金

属
加
工
品
で
す
。

　
創
業
は
1
9
7
8
年（
昭
和
53

年
）。私
の
父
・
石
田
利
幸（
現
会
長
）

が
、社
寺
仏
閣
や
日
本
家
屋
に
用
い
ら

れ
る
装
飾
金
具
の
製
造
を
福
岡
県
山

田
市（
現
嘉
麻
市
）で
始
め
ま
し
た
。

現
会
長
が
そ
れ
ま
で
板
金
職
人
が
手

作
り
し
て
い
た
装
飾
金
具
を
規
格
化

（
全
国
初
）し
、安
価
で
高
品
質
な
装

飾
金
具
を
量
産
し
は
じ
め
た
と
こ
ろ
、

各
地
で
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、現
会
長
は
目
に
入
っ
た
金
属

製
品
の
中
で「
こ
れ
だ
っ
た
ら
自
分
た

溶
接・組
み
立
て
、塗
装・メ
ッ
キ
と
い
っ

た
多
く
の
工
程
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、各
工
程
に
特
化
し
た
専
門

業
者
に
よ
る
分
離
発
注
が
一
般
的
で

す
が
、我
が
社
で
は
全
て
の
工
程
を
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
完
結
さ
せ
、ど
ん
な
要

望
に
も
短
納
期
・
安
価
・
高
品
質
で
お

応
え
す
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
お
客
様
か
ら「
困
っ
た
時
は
日
創
プ

ロ
ニ
テ
ィ
に
相
談
す
る
」と
い
う
声
を

多
く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、こ
れ
は
、

お
客
様
か
ら
の
相
談
に
真
摯
に
対
応

し
て
き
た
結
果
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

太
陽
光
発
電
分
野
で
も

確
固
た
る
地
位
を
確
立

　
近
年
の
我
が
社
の
成
長
を
支
え
て

き
た
主
力
製
品
が
産
業
用
太
陽
光
パ

ネ
ル
の
土
台
と
な
る「
架
台
」で
す
。太

陽
光
パ
ネ
ル
の
架
台
は
、設
置
す
る
場

所
や
条
件
に
合
わ
せ
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
の
設
計
や
、長
期
に
わ
た
る
使
用
に

耐
え
ら
れ
る
強
度
が
必
要
で
す
。我
が

顧
客
の
要
望
に

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

応
え
る

オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

加
工
体
制

　
我
が
社
が
最
も

大
切
に
し
て
い
る
の
が

「
加
工
」サ
ー
ビ
ス
で
す
。加
工
に
当

た
っ
て
は
、「
ど
の
技
術
を
使
う
べ
き

か
」、「
ど
の
技
術
を
組
み
合
わ
せ
る
べ

き
か
」、「
ど
ん
な
技
術
を
新
た
に
開

発
す
べ
き
な
の
か
」を
常
に
考
え
、試

行
錯
誤
し
な
が
ら
お
客
様
の
期
待
を

超
え
る
加
工
品
の
提
供
に
努
め
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
た
試
行
錯
誤
の
末
に
作
り

上
げ
た
シ
ス
テ
ム
が

「
オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

加
工
体
制
」
で

す
。金
属
加
工
は
、

材
料
の
仕
入
れ
に

は
じ
ま
り
、そ
の
切

断
、曲
げ
・
プ
レ
ス
、

材
料
や
加
工
方
法
を
研
究
し
、太
陽

光
パ
ネ
ル
を
搭
載
で
き
る
ス
チ
ー
ル
製

の
カ
ー
ポ
ー
ト「
ソ
ー
ラ
ー
ネ
オ
ポ
ー

ト
」を
開
発
し
ま
し
た
。

（
※
１
）家
屋
の
別
棟
と
し
て
立
て
ら
れ
る
、

屋
根
材
と
柱
だ
け
の
簡
易
な
自
動
車

倉
庫

様
々
な
素
材
の
加
工
を
担
う
企
業
へ

　
我
が
社
は
創
業
か
ら
今
日
ま
で「
金

属
加
工
」に
特
化
し
た
技
術
・サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、昨
年
に
は
日
経
産
業
新
聞

の「
N
E
X
T
50
上
場
中
堅
企
業
ラ

ン
キ
ン
グ
」（
※
２
）で
全
国
１
位
を
獲

得
す
る
な
ど
、各
方
面
か
ら
高
い
評
価

を
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も「
加
工
」で
付
加
価
値
を
創
造

し
て
い
く
た
め
に
、こ
れ
ま
で
以
上
に

お
客
様
の
期
待
を
超
え
る
製
品・サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
注
力
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
は「
加
工
の
総
合
企
業
」に
な

る
べ
く
、M
&
A
や
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
の

社
で
は
、産
業
用
太
陽
光
発
電
の
普

及
が
拡
大
す
る
前
か
ら
他
社
に
先
駆

け
て
製
造
に
取
り
組
み
、設
計
シ
ス
テ

ム
ソ
フ
ト
を
独
自
に
構
築
す
る
な
ど
、

設
計
・
製
造
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
独
自
に
蓄

積
し
て
き
ま
し
た
。こ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に

よ
り
、お
客
様
か
ら
設
計
の
依
頼
が

あ
っ
た
翌
日
に
は
設
計
図
面
を
持
参

で
き
る
体
制
や
、設
計
か
ら
製
造
ま
で

一
貫
し
て
手
が
け
ら
れ
る
体
制
が
可

能
と
な
り
、評
判
と
な
っ
て
、全
国
か

ら
多
く
の
引
き
合
い
を
い
た
だ
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。　

　
ま
た
最
近
で
は
、太
陽
光
パ
ネ
ル
を

設
置
で
き
る「
住
宅
用
カ
ー
ポ
ー
ト
」

（
※
１
）が
好
評
で
す
。あ
る
時
お
客
様

か
ら「
個
人
宅
の
カ
ー
ポ
ー
ト
の
屋
根

に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
載
せ
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
」と
い
う
相
談
を
受
け
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。通
常
の
カ
ー

ポ
ー
ト
で
は
、太
陽
光
パ
ネ
ル
の
重
み

に
耐
え
る
だ
け
の
強
度
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
金
属
加
工

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
、使
用
す
る

推
進
に
よ
り
事
業
領
域
の
拡
大
を
目

指
し
、ゴ
ム
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、ガ
ラ
ス
、

木
材
と
素
材
に
こ
だ
わ
ら
な
い
加
工
に

取
り
組
み
、創
業
40
周
年
を
迎
え
る

2
0
1
8
年
に
は
、連
結
売
上
高
を

1
0
0
億
円
ま
で
拡
大
さ
せ
、さ
ら
に

将
来
的
に
は
メ
ー
カ
ー
と
し
て
自
社
ブ

ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
て
海
外
に
も
展

開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
社
名
の〝
プ
ロ
ニ
テ
ィ
〞は
、加
工

（
プ
ロ
セ
ッ
シ
ン
グ

processing

）、前
進（
プ
ロ
グ
レ
ス

progress

）、

無
限
大（

イ
ン
フ
ィ
ニ
テ
ィ

infinity

）を
組
み
合
わ
せ

た
造
語
で
は
あ
り
ま
す
が
、社
名
に
込

め
た
、「『
加
工
』の
無
限
大
の
可
能
性

に
向
か
っ
て
力
強
く
前
進
し
て
い
こ

う
」と
い
う
思
い
を
胸
に
、こ
れ
か
ら
も

加
工
で
様
々
な
価
値
を「
日
々
創
造
」

す
る
企
業
と
し
て
、精
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

（
※
２
）上
場
す
る
中
堅
企
業
の
競
争
力
を

様
々
な
指
標
を
測
っ
て
ラ
ン
キ
ン
グ
し

た
も
の

▲万能金具

▲ATM外装板

▲駐車場ロック板

▲シェードウォール

▲トラッシュガード

▲ユニブース

▲太陽光パネルの架台

▲ソーラーネオポート

▲ソーラーネオポート（倉庫付）

第1工場

第2工場

第3工場 第4工場 第5工場

福島県にも工場があります！

主 力 製 品山 田 工 場 オールインワン加工体制見学風景

一
般
的
に
は
当
業
界
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
は
分
業
制

オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
加
工
体
制

最終ユーザー
自動車・半導体メーカー等

一次卸問屋

二次卸問屋

一次加工業者
材料切断

二次加工業者
曲げ・プレス・成型

三次加工業者
溶接・組立・研磨

四次加工業者
塗装・メッキ

材料メーカー

ユーザー
大手設備・プラントメーカー

鉄鋼商社

日創プロニティ
株式会社

直
接
仕
入

価
格
交
渉

我が社の製品は
様々な分野に
拡がっています。

◀石田会長

金属加工には
無限大の可能性が
ありますね。

最新鋭の設備で
オールインワン
加工体制を
支えています。

石田社長▶◀柴戸頭取 敷地面積35,000㎡
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届
け
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、2
0
0
7
年（
平
成
19
年
）

に
は
、社
名
を「
日
創
工
業
株
式
会

社
」か
ら「
日
創
プ
ロ
ニ
テ
ィ
株
式
会

社
」に
変
更
し
、福
岡
証
券
取
引
所

（
Q
ボ
ー
ド
）へ
の
上
場
も
果
た
し
ま

し
た
。

社
寺
仏
閣・

日
本
家
屋
向
け

装
飾
金
具
の

製
造
が
原
点

　
我
が
社
は
、金
属
加
工
メ
ー

カ
ー
と
し
て
様
々
な
製
品
を
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
、エ
ネ
ル

ギ
ー
関
連
資
材（
太
陽
光
発
電
用
資

材
）や
建
築
資
材
、駐
車
場
資
材（
ロ
ッ

ク
板
等
）、農
業・畜
産
資
材
な
ど
の
金

属
加
工
品
で
す
。

　
創
業
は
1
9
7
8
年（
昭
和
53

年
）。私
の
父
・
石
田
利
幸（
現
会
長
）

が
、社
寺
仏
閣
や
日
本
家
屋
に
用
い
ら

れ
る
装
飾
金
具
の
製
造
を
福
岡
県
山

田
市（
現
嘉
麻
市
）で
始
め
ま
し
た
。

現
会
長
が
そ
れ
ま
で
板
金
職
人
が
手

作
り
し
て
い
た
装
飾
金
具
を
規
格
化

（
全
国
初
）し
、安
価
で
高
品
質
な
装

飾
金
具
を
量
産
し
は
じ
め
た
と
こ
ろ
、

各
地
で
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、現
会
長
は
目
に
入
っ
た
金
属

製
品
の
中
で「
こ
れ
だ
っ
た
ら
自
分
た

溶
接・組
み
立
て
、塗
装・メ
ッ
キ
と
い
っ

た
多
く
の
工
程
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、各
工
程
に
特
化
し
た
専
門

業
者
に
よ
る
分
離
発
注
が
一
般
的
で

す
が
、我
が
社
で
は
全
て
の
工
程
を
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
完
結
さ
せ
、ど
ん
な
要

望
に
も
短
納
期
・
安
価
・
高
品
質
で
お

応
え
す
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
お
客
様
か
ら「
困
っ
た
時
は
日
創
プ

ロ
ニ
テ
ィ
に
相
談
す
る
」と
い
う
声
を

多
く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、こ
れ
は
、

お
客
様
か
ら
の
相
談
に
真
摯
に
対
応

し
て
き
た
結
果
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

太
陽
光
発
電
分
野
で
も

確
固
た
る
地
位
を
確
立

　
近
年
の
我
が
社
の
成
長
を
支
え
て

き
た
主
力
製
品
が
産
業
用
太
陽
光
パ

ネ
ル
の
土
台
と
な
る「
架
台
」で
す
。太

陽
光
パ
ネ
ル
の
架
台
は
、設
置
す
る
場

所
や
条
件
に
合
わ
せ
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
の
設
計
や
、長
期
に
わ
た
る
使
用
に

耐
え
ら
れ
る
強
度
が
必
要
で
す
。我
が

顧
客
の
要
望
に

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

応
え
る

オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

加
工
体
制

　
我
が
社
が
最
も

大
切
に
し
て
い
る
の
が

「
加
工
」サ
ー
ビ
ス
で
す
。加
工
に
当

た
っ
て
は
、「
ど
の
技
術
を
使
う
べ
き

か
」、「
ど
の
技
術
を
組
み
合
わ
せ
る
べ

き
か
」、「
ど
ん
な
技
術
を
新
た
に
開

発
す
べ
き
な
の
か
」を
常
に
考
え
、試

行
錯
誤
し
な
が
ら
お
客
様
の
期
待
を

超
え
る
加
工
品
の
提
供
に
努
め
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
た
試
行
錯
誤
の
末
に
作
り

上
げ
た
シ
ス
テ
ム
が

「
オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

加
工
体
制
」
で

す
。金
属
加
工
は
、

材
料
の
仕
入
れ
に

は
じ
ま
り
、そ
の
切

断
、曲
げ
・
プ
レ
ス
、

材
料
や
加
工
方
法
を
研
究
し
、太
陽

光
パ
ネ
ル
を
搭
載
で
き
る
ス
チ
ー
ル
製

の
カ
ー
ポ
ー
ト「
ソ
ー
ラ
ー
ネ
オ
ポ
ー

ト
」を
開
発
し
ま
し
た
。

（
※
１
）家
屋
の
別
棟
と
し
て
立
て
ら
れ
る
、

屋
根
材
と
柱
だ
け
の
簡
易
な
自
動
車

倉
庫

様
々
な
素
材
の
加
工
を
担
う
企
業
へ

　
我
が
社
は
創
業
か
ら
今
日
ま
で「
金

属
加
工
」に
特
化
し
た
技
術
・サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、昨
年
に
は
日
経
産
業
新
聞

の「
N
E
X
T
50
上
場
中
堅
企
業
ラ

ン
キ
ン
グ
」（
※
２
）で
全
国
１
位
を
獲

得
す
る
な
ど
、各
方
面
か
ら
高
い
評
価

を
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も「
加
工
」で
付
加
価
値
を
創
造

し
て
い
く
た
め
に
、こ
れ
ま
で
以
上
に

お
客
様
の
期
待
を
超
え
る
製
品・サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
注
力
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
は「
加
工
の
総
合
企
業
」に
な

る
べ
く
、M
&
A
や
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
の

社
で
は
、産
業
用
太
陽
光
発
電
の
普

及
が
拡
大
す
る
前
か
ら
他
社
に
先
駆

け
て
製
造
に
取
り
組
み
、設
計
シ
ス
テ

ム
ソ
フ
ト
を
独
自
に
構
築
す
る
な
ど
、

設
計
・
製
造
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
独
自
に
蓄

積
し
て
き
ま
し
た
。こ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に

よ
り
、お
客
様
か
ら
設
計
の
依
頼
が

あ
っ
た
翌
日
に
は
設
計
図
面
を
持
参

で
き
る
体
制
や
、設
計
か
ら
製
造
ま
で

一
貫
し
て
手
が
け
ら
れ
る
体
制
が
可

能
と
な
り
、評
判
と
な
っ
て
、全
国
か

ら
多
く
の
引
き
合
い
を
い
た
だ
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。　

　
ま
た
最
近
で
は
、太
陽
光
パ
ネ
ル
を

設
置
で
き
る「
住
宅
用
カ
ー
ポ
ー
ト
」

（
※
１
）が
好
評
で
す
。あ
る
時
お
客
様

か
ら「
個
人
宅
の
カ
ー
ポ
ー
ト
の
屋
根

に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
載
せ
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
」と
い
う
相
談
を
受
け
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。通
常
の
カ
ー

ポ
ー
ト
で
は
、太
陽
光
パ
ネ
ル
の
重
み

に
耐
え
る
だ
け
の
強
度
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
金
属
加
工

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
、使
用
す
る

推
進
に
よ
り
事
業
領
域
の
拡
大
を
目

指
し
、ゴ
ム
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、ガ
ラ
ス
、

木
材
と
素
材
に
こ
だ
わ
ら
な
い
加
工
に

取
り
組
み
、創
業
40
周
年
を
迎
え
る

2
0
1
8
年
に
は
、連
結
売
上
高
を

1
0
0
億
円
ま
で
拡
大
さ
せ
、さ
ら
に

将
来
的
に
は
メ
ー
カ
ー
と
し
て
自
社
ブ

ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
て
海
外
に
も
展

開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
社
名
の〝
プ
ロ
ニ
テ
ィ
〞は
、加
工

（
プ
ロ
セ
ッ
シ
ン
グ

processing

）、前
進（
プ
ロ
グ
レ
ス

progress

）、

無
限
大（

イ
ン
フ
ィ
ニ
テ
ィ

infinity

）を
組
み
合
わ
せ

た
造
語
で
は
あ
り
ま
す
が
、社
名
に
込

め
た
、「『
加
工
』の
無
限
大
の
可
能
性

に
向
か
っ
て
力
強
く
前
進
し
て
い
こ

う
」と
い
う
思
い
を
胸
に
、こ
れ
か
ら
も

加
工
で
様
々
な
価
値
を「
日
々
創
造
」

す
る
企
業
と
し
て
、精
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

（
※
２
）上
場
す
る
中
堅
企
業
の
競
争
力
を

様
々
な
指
標
を
測
っ
て
ラ
ン
キ
ン
グ
し

た
も
の

▲万能金具

▲ATM外装板

▲駐車場ロック板

▲シェードウォール

▲トラッシュガード

▲ユニブース

▲太陽光パネルの架台

▲ソーラーネオポート

▲ソーラーネオポート（倉庫付）

第1工場

第2工場

第3工場 第4工場 第5工場

福島県にも工場があります！

主 力 製 品山 田 工 場 オールインワン加工体制見学風景

一
般
的
に
は
当
業
界
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
は
分
業
制

オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
加
工
体
制

最終ユーザー
自動車・半導体メーカー等

一次卸問屋

二次卸問屋

一次加工業者
材料切断

二次加工業者
曲げ・プレス・成型

三次加工業者
溶接・組立・研磨

四次加工業者
塗装・メッキ

材料メーカー

ユーザー
大手設備・プラントメーカー

鉄鋼商社

日創プロニティ
株式会社

直
接
仕
入

価
格
交
渉

我が社の製品は
様々な分野に
拡がっています。

◀石田会長

金属加工には
無限大の可能性が
ありますね。

最新鋭の設備で
オールインワン
加工体制を
支えています。

石田社長▶◀柴戸頭取 敷地面積35,000㎡
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ち
に
も
作
れ
そ
う
だ
」と
感
じ
た
も
の

を
製
品
化
し
た
り
、お
客
様
か
ら「
こ

う
い
う
も
の
は
作
れ
な
い
か
」と
い
う

要
望
に
お
応
え
す
る
こ
と
で
加
工
技

術
を
向
上
さ
せ
て
き
ま
し
た
。こ
う
し

て
装
飾
金
具
に
と
ど
ま
ら
ず
、建
築
資

材
や
畜
産
資
材
な
ど
、様
々
な
分
野
の

金
属
製
品
加
工
を
手
が
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
、金
属
加
工
専
門
業
者
の

工
場
と
し
て
は
西
日
本
で
最
大
級
の

規
模
を
誇
る「
山
田
工
場（
福
岡
県
嘉

麻
市
）」と
、2
0
1
4
年（
平
成
26

年
）に
竣
工
し
た「
福
島
工
場（
福
島

県
石
川
郡
石
川
町
）」の
２
つ
の
工
場

か
ら
、全
国
の
お
客
様
に
様
々
な
用
途

の
製
品
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、2
0
0
7
年（
平
成
19
年
）

に
は
、社
名
を「
日
創
工
業
株
式
会

社
」か
ら「
日
創
プ
ロ
ニ
テ
ィ
株
式
会

社
」に
変
更
し
、福
岡
証
券
取
引
所

（
Q
ボ
ー
ド
）へ
の
上
場
も
果
た
し
ま

し
た
。

社
寺
仏
閣・

日
本
家
屋
向
け

装
飾
金
具
の

製
造
が
原
点

　
我
が
社
は
、金
属
加
工
メ
ー

カ
ー
と
し
て
様
々
な
製
品
を
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
、エ
ネ
ル

ギ
ー
関
連
資
材（
太
陽
光
発
電
用
資

材
）や
建
築
資
材
、駐
車
場
資
材（
ロ
ッ

ク
板
等
）、農
業・畜
産
資
材
な
ど
の
金

属
加
工
品
で
す
。

　
創
業
は
1
9
7
8
年（
昭
和
53

年
）。私
の
父
・
石
田
利
幸（
現
会
長
）

が
、社
寺
仏
閣
や
日
本
家
屋
に
用
い
ら

れ
る
装
飾
金
具
の
製
造
を
福
岡
県
山

田
市（
現
嘉
麻
市
）で
始
め
ま
し
た
。

現
会
長
が
そ
れ
ま
で
板
金
職
人
が
手

作
り
し
て
い
た
装
飾
金
具
を
規
格
化

（
全
国
初
）し
、安
価
で
高
品
質
な
装

飾
金
具
を
量
産
し
は
じ
め
た
と
こ
ろ
、

各
地
で
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、現
会
長
は
目
に
入
っ
た
金
属

製
品
の
中
で「
こ
れ
だ
っ
た
ら
自
分
た

溶
接・組
み
立
て
、塗
装・メ
ッ
キ
と
い
っ

た
多
く
の
工
程
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、各
工
程
に
特
化
し
た
専
門

業
者
に
よ
る
分
離
発
注
が
一
般
的
で

す
が
、我
が
社
で
は
全
て
の
工
程
を
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
完
結
さ
せ
、ど
ん
な
要

望
に
も
短
納
期
・
安
価
・
高
品
質
で
お

応
え
す
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
お
客
様
か
ら「
困
っ
た
時
は
日
創
プ

ロ
ニ
テ
ィ
に
相
談
す
る
」と
い
う
声
を

多
く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、こ
れ
は
、

お
客
様
か
ら
の
相
談
に
真
摯
に
対
応

し
て
き
た
結
果
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

太
陽
光
発
電
分
野
で
も

確
固
た
る
地
位
を
確
立

　
近
年
の
我
が
社
の
成
長
を
支
え
て

き
た
主
力
製
品
が
産
業
用
太
陽
光
パ

ネ
ル
の
土
台
と
な
る「
架
台
」で
す
。太

陽
光
パ
ネ
ル
の
架
台
は
、設
置
す
る
場

所
や
条
件
に
合
わ
せ
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
の
設
計
や
、長
期
に
わ
た
る
使
用
に

耐
え
ら
れ
る
強
度
が
必
要
で
す
。我
が

顧
客
の
要
望
に

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

応
え
る

オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

加
工
体
制

　
我
が
社
が
最
も

大
切
に
し
て
い
る
の
が

「
加
工
」サ
ー
ビ
ス
で
す
。加
工
に
当

た
っ
て
は
、「
ど
の
技
術
を
使
う
べ
き

か
」、「
ど
の
技
術
を
組
み
合
わ
せ
る
べ

き
か
」、「
ど
ん
な
技
術
を
新
た
に
開

発
す
べ
き
な
の
か
」を
常
に
考
え
、試

行
錯
誤
し
な
が
ら
お
客
様
の
期
待
を

超
え
る
加
工
品
の
提
供
に
努
め
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
た
試
行
錯
誤
の
末
に
作
り

上
げ
た
シ
ス
テ
ム
が

「
オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

加
工
体
制
」
で

す
。金
属
加
工
は
、

材
料
の
仕
入
れ
に

は
じ
ま
り
、そ
の
切

断
、曲
げ
・
プ
レ
ス
、

▲最前列左4番目から松尾常務、石田会長、石田社長、柴戸頭取、行德支店長（福岡銀行）

材
料
や
加
工
方
法
を
研
究
し
、太
陽

光
パ
ネ
ル
を
搭
載
で
き
る
ス
チ
ー
ル
製

の
カ
ー
ポ
ー
ト「
ソ
ー
ラ
ー
ネ
オ
ポ
ー

ト
」を
開
発
し
ま
し
た
。

（
※
１
）家
屋
の
別
棟
と
し
て
立
て
ら
れ
る
、

屋
根
材
と
柱
だ
け
の
簡
易
な
自
動
車

倉
庫

様
々
な
素
材
の
加
工
を
担
う
企
業
へ

　
我
が
社
は
創
業
か
ら
今
日
ま
で「
金

属
加
工
」に
特
化
し
た
技
術
・サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、昨
年
に
は
日
経
産
業
新
聞

の「
N
E
X
T
50
上
場
中
堅
企
業
ラ

ン
キ
ン
グ
」（
※
２
）で
全
国
１
位
を
獲

得
す
る
な
ど
、各
方
面
か
ら
高
い
評
価

を
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も「
加
工
」で
付
加
価
値
を
創
造

し
て
い
く
た
め
に
、こ
れ
ま
で
以
上
に

お
客
様
の
期
待
を
超
え
る
製
品・サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
注
力
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
は「
加
工
の
総
合
企
業
」に
な

る
べ
く
、M
&
A
や
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
の

福岡銀行
取締役頭取 柴戸 　成

◎インタビューを終えて

　西日本で最大級の規模を誇る「山田工場」を拝見し、次々に金属が加工されて
いく現場の迫力に圧倒されました。
　金属素材の仕入れから様々な加工をワンストップで行う「オールインワン加工
体制」を構築しておられますが、お取引先のご要望に応え続けることで蓄積
されてきたノウハウと充実した設備があるからこそ可能になるのだと思います。
　これからも、「加工」技術をさらに極められ、メーカーとしての確たるブランド
を構築されることを期待しています。

社
で
は
、産
業
用
太
陽
光
発
電
の
普

及
が
拡
大
す
る
前
か
ら
他
社
に
先
駆

け
て
製
造
に
取
り
組
み
、設
計
シ
ス
テ

ム
ソ
フ
ト
を
独
自
に
構
築
す
る
な
ど
、

設
計
・
製
造
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
独
自
に
蓄

積
し
て
き
ま
し
た
。こ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に

よ
り
、お
客
様
か
ら
設
計
の
依
頼
が

あ
っ
た
翌
日
に
は
設
計
図
面
を
持
参

で
き
る
体
制
や
、設
計
か
ら
製
造
ま
で

一
貫
し
て
手
が
け
ら
れ
る
体
制
が
可

能
と
な
り
、評
判
と
な
っ
て
、全
国
か

ら
多
く
の
引
き
合
い
を
い
た
だ
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。　

　
ま
た
最
近
で
は
、太
陽
光
パ
ネ
ル
を

設
置
で
き
る「
住
宅
用
カ
ー
ポ
ー
ト
」

（
※
１
）が
好
評
で
す
。あ
る
時
お
客
様

か
ら「
個
人
宅
の
カ
ー
ポ
ー
ト
の
屋
根

に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
載
せ
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
」と
い
う
相
談
を
受
け
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。通
常
の
カ
ー

ポ
ー
ト
で
は
、太
陽
光
パ
ネ
ル
の
重
み

に
耐
え
る
だ
け
の
強
度
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
金
属
加
工

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
、使
用
す
る

推
進
に
よ
り
事
業
領
域
の
拡
大
を
目

指
し
、ゴ
ム
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、ガ
ラ
ス
、

木
材
と
素
材
に
こ
だ
わ
ら
な
い
加
工
に

取
り
組
み
、創
業
40
周
年
を
迎
え
る

2
0
1
8
年
に
は
、連
結
売
上
高
を

1
0
0
億
円
ま
で
拡
大
さ
せ
、さ
ら
に

将
来
的
に
は
メ
ー
カ
ー
と
し
て
自
社
ブ

ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
て
海
外
に
も
展

開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
社
名
の〝
プ
ロ
ニ
テ
ィ
〞は
、加
工

（
プ
ロ
セ
ッ
シ
ン
グ

processing

）、前
進（
プ
ロ
グ
レ
ス

progress

）、

無
限
大（

イ
ン
フ
ィ
ニ
テ
ィ

infinity

）を
組
み
合
わ
せ

た
造
語
で
は
あ
り
ま
す
が
、社
名
に
込

め
た
、「『
加
工
』の
無
限
大
の
可
能
性

に
向
か
っ
て
力
強
く
前
進
し
て
い
こ

う
」と
い
う
思
い
を
胸
に
、こ
れ
か
ら
も

加
工
で
様
々
な
価
値
を「
日
々
創
造
」

す
る
企
業
と
し
て
、精
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

（
※
２
）上
場
す
る
中
堅
企
業
の
競
争
力
を

様
々
な
指
標
を
測
っ
て
ラ
ン
キ
ン
グ
し

た
も
の
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ち
に
も
作
れ
そ
う
だ
」と
感
じ
た
も
の

を
製
品
化
し
た
り
、お
客
様
か
ら「
こ

う
い
う
も
の
は
作
れ
な
い
か
」と
い
う

要
望
に
お
応
え
す
る
こ
と
で
加
工
技

術
を
向
上
さ
せ
て
き
ま
し
た
。こ
う
し

て
装
飾
金
具
に
と
ど
ま
ら
ず
、建
築
資

材
や
畜
産
資
材
な
ど
、様
々
な
分
野
の

金
属
製
品
加
工
を
手
が
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
、金
属
加
工
専
門
業
者
の

工
場
と
し
て
は
西
日
本
で
最
大
級
の

規
模
を
誇
る「
山
田
工
場（
福
岡
県
嘉

麻
市
）」と
、2
0
1
4
年（
平
成
26

年
）に
竣
工
し
た「
福
島
工
場（
福
島

県
石
川
郡
石
川
町
）」の
２
つ
の
工
場

か
ら
、全
国
の
お
客
様
に
様
々
な
用
途

の
製
品
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、2
0
0
7
年（
平
成
19
年
）

に
は
、社
名
を「
日
創
工
業
株
式
会

社
」か
ら「
日
創
プ
ロ
ニ
テ
ィ
株
式
会

社
」に
変
更
し
、福
岡
証
券
取
引
所

（
Q
ボ
ー
ド
）へ
の
上
場
も
果
た
し
ま

し
た
。

社
寺
仏
閣・

日
本
家
屋
向
け

装
飾
金
具
の

製
造
が
原
点

　
我
が
社
は
、金
属
加
工
メ
ー

カ
ー
と
し
て
様
々
な
製
品
を
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
、エ
ネ
ル

ギ
ー
関
連
資
材（
太
陽
光
発
電
用
資

材
）や
建
築
資
材
、駐
車
場
資
材（
ロ
ッ

ク
板
等
）、農
業・畜
産
資
材
な
ど
の
金

属
加
工
品
で
す
。

　
創
業
は
1
9
7
8
年（
昭
和
53

年
）。私
の
父
・
石
田
利
幸（
現
会
長
）

が
、社
寺
仏
閣
や
日
本
家
屋
に
用
い
ら

れ
る
装
飾
金
具
の
製
造
を
福
岡
県
山

田
市（
現
嘉
麻
市
）で
始
め
ま
し
た
。

現
会
長
が
そ
れ
ま
で
板
金
職
人
が
手

作
り
し
て
い
た
装
飾
金
具
を
規
格
化

（
全
国
初
）し
、安
価
で
高
品
質
な
装

飾
金
具
を
量
産
し
は
じ
め
た
と
こ
ろ
、

各
地
で
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、現
会
長
は
目
に
入
っ
た
金
属

製
品
の
中
で「
こ
れ
だ
っ
た
ら
自
分
た

溶
接・組
み
立
て
、塗
装・メ
ッ
キ
と
い
っ

た
多
く
の
工
程
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、各
工
程
に
特
化
し
た
専
門

業
者
に
よ
る
分
離
発
注
が
一
般
的
で

す
が
、我
が
社
で
は
全
て
の
工
程
を
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
完
結
さ
せ
、ど
ん
な
要

望
に
も
短
納
期
・
安
価
・
高
品
質
で
お

応
え
す
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
お
客
様
か
ら「
困
っ
た
時
は
日
創
プ

ロ
ニ
テ
ィ
に
相
談
す
る
」と
い
う
声
を

多
く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、こ
れ
は
、

お
客
様
か
ら
の
相
談
に
真
摯
に
対
応

し
て
き
た
結
果
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

太
陽
光
発
電
分
野
で
も

確
固
た
る
地
位
を
確
立

　
近
年
の
我
が
社
の
成
長
を
支
え
て

き
た
主
力
製
品
が
産
業
用
太
陽
光
パ

ネ
ル
の
土
台
と
な
る「
架
台
」で
す
。太

陽
光
パ
ネ
ル
の
架
台
は
、設
置
す
る
場

所
や
条
件
に
合
わ
せ
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
の
設
計
や
、長
期
に
わ
た
る
使
用
に

耐
え
ら
れ
る
強
度
が
必
要
で
す
。我
が

顧
客
の
要
望
に

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

応
え
る

オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

加
工
体
制

　
我
が
社
が
最
も

大
切
に
し
て
い
る
の
が

「
加
工
」サ
ー
ビ
ス
で
す
。加
工
に
当

た
っ
て
は
、「
ど
の
技
術
を
使
う
べ
き

か
」、「
ど
の
技
術
を
組
み
合
わ
せ
る
べ

き
か
」、「
ど
ん
な
技
術
を
新
た
に
開

発
す
べ
き
な
の
か
」を
常
に
考
え
、試

行
錯
誤
し
な
が
ら
お
客
様
の
期
待
を

超
え
る
加
工
品
の
提
供
に
努
め
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
た
試
行
錯
誤
の
末
に
作
り

上
げ
た
シ
ス
テ
ム
が

「
オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

加
工
体
制
」
で

す
。金
属
加
工
は
、

材
料
の
仕
入
れ
に

は
じ
ま
り
、そ
の
切

断
、曲
げ
・
プ
レ
ス
、

▲最前列左4番目から松尾常務、石田会長、石田社長、柴戸頭取、行德支店長（福岡銀行）

材
料
や
加
工
方
法
を
研
究
し
、太
陽

光
パ
ネ
ル
を
搭
載
で
き
る
ス
チ
ー
ル
製

の
カ
ー
ポ
ー
ト「
ソ
ー
ラ
ー
ネ
オ
ポ
ー

ト
」を
開
発
し
ま
し
た
。

（
※
１
）家
屋
の
別
棟
と
し
て
立
て
ら
れ
る
、

屋
根
材
と
柱
だ
け
の
簡
易
な
自
動
車

倉
庫

様
々
な
素
材
の
加
工
を
担
う
企
業
へ

　
我
が
社
は
創
業
か
ら
今
日
ま
で「
金

属
加
工
」に
特
化
し
た
技
術
・サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、昨
年
に
は
日
経
産
業
新
聞

の「
N
E
X
T
50
上
場
中
堅
企
業
ラ

ン
キ
ン
グ
」（
※
２
）で
全
国
１
位
を
獲

得
す
る
な
ど
、各
方
面
か
ら
高
い
評
価

を
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も「
加
工
」で
付
加
価
値
を
創
造

し
て
い
く
た
め
に
、こ
れ
ま
で
以
上
に

お
客
様
の
期
待
を
超
え
る
製
品・サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
注
力
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
は「
加
工
の
総
合
企
業
」に
な

る
べ
く
、M
&
A
や
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
の

福岡銀行
取締役頭取 柴戸 　成

◎インタビューを終えて

　西日本で最大級の規模を誇る「山田工場」を拝見し、次々に金属が加工されて
いく現場の迫力に圧倒されました。
　金属素材の仕入れから様々な加工をワンストップで行う「オールインワン加工
体制」を構築しておられますが、お取引先のご要望に応え続けることで蓄積
されてきたノウハウと充実した設備があるからこそ可能になるのだと思います。
　これからも、「加工」技術をさらに極められ、メーカーとしての確たるブランド
を構築されることを期待しています。

社
で
は
、産
業
用
太
陽
光
発
電
の
普

及
が
拡
大
す
る
前
か
ら
他
社
に
先
駆

け
て
製
造
に
取
り
組
み
、設
計
シ
ス
テ

ム
ソ
フ
ト
を
独
自
に
構
築
す
る
な
ど
、

設
計
・
製
造
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
独
自
に
蓄

積
し
て
き
ま
し
た
。こ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に

よ
り
、お
客
様
か
ら
設
計
の
依
頼
が

あ
っ
た
翌
日
に
は
設
計
図
面
を
持
参

で
き
る
体
制
や
、設
計
か
ら
製
造
ま
で

一
貫
し
て
手
が
け
ら
れ
る
体
制
が
可

能
と
な
り
、評
判
と
な
っ
て
、全
国
か

ら
多
く
の
引
き
合
い
を
い
た
だ
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。　

　
ま
た
最
近
で
は
、太
陽
光
パ
ネ
ル
を

設
置
で
き
る「
住
宅
用
カ
ー
ポ
ー
ト
」

（
※
１
）が
好
評
で
す
。あ
る
時
お
客
様

か
ら「
個
人
宅
の
カ
ー
ポ
ー
ト
の
屋
根

に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
載
せ
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
」と
い
う
相
談
を
受
け
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。通
常
の
カ
ー

ポ
ー
ト
で
は
、太
陽
光
パ
ネ
ル
の
重
み

に
耐
え
る
だ
け
の
強
度
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
金
属
加
工

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
、使
用
す
る

推
進
に
よ
り
事
業
領
域
の
拡
大
を
目

指
し
、ゴ
ム
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、ガ
ラ
ス
、

木
材
と
素
材
に
こ
だ
わ
ら
な
い
加
工
に

取
り
組
み
、創
業
40
周
年
を
迎
え
る

2
0
1
8
年
に
は
、連
結
売
上
高
を

1
0
0
億
円
ま
で
拡
大
さ
せ
、さ
ら
に

将
来
的
に
は
メ
ー
カ
ー
と
し
て
自
社
ブ

ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
て
海
外
に
も
展

開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
社
名
の〝
プ
ロ
ニ
テ
ィ
〞は
、加
工

（
プ
ロ
セ
ッ
シ
ン
グ

processing

）、前
進（
プ
ロ
グ
レ
ス

progress

）、

無
限
大（

イ
ン
フ
ィ
ニ
テ
ィ

infinity

）を
組
み
合
わ
せ

た
造
語
で
は
あ
り
ま
す
が
、社
名
に
込

め
た
、「『
加
工
』の
無
限
大
の
可
能
性

に
向
か
っ
て
力
強
く
前
進
し
て
い
こ

う
」と
い
う
思
い
を
胸
に
、こ
れ
か
ら
も

加
工
で
様
々
な
価
値
を「
日
々
創
造
」

す
る
企
業
と
し
て
、精
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

（
※
２
）上
場
す
る
中
堅
企
業
の
競
争
力
を

様
々
な
指
標
を
測
っ
て
ラ
ン
キ
ン
グ
し

た
も
の
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▲福岡第2工場前（左から小齊社長、柴戸頭取）

株式会社 小財スチール

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

鉄
製
金
網
一
筋
で
1
3
0
年
。

線
材
加
工
製
品
を
通
し
て

安
心
で
快
適
な
国
土
造
り
に
貢
献
す
る
。

株
式
会
社 

こ
ざ
い
小
財
ス
チ
ー
ル

取
引
店
／
福
岡
銀
行 

久
留
米
営
業
部

こ
さ
い

小
齊 

や
す
ま
さ

康
正
氏

代
表
取
締
役
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▲福岡第2工場前（左から小齊社長、柴戸頭取）

株式会社 小財スチール

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

鉄
製
金
網
一
筋
で
1
3
0
年
。

線
材
加
工
製
品
を
通
し
て

安
心
で
快
適
な
国
土
造
り
に
貢
献
す
る
。

株
式
会
社 

こ
ざ
い
小
財
ス
チ
ー
ル

取
引
店
／
福
岡
銀
行 

久
留
米
営
業
部

こ
さ
い

小
齊 

や
す
ま
さ

康
正
氏

代
表
取
締
役
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株式会社 小財スチール

が
で
き
ま
し
た
。も
ち
ろ

ん
、そ
の

間
は
、

多
く
の

お
客
様

の
ニ
ー
ズ

を
拾
い

上
げ
、何

と
か
事
業

を
軌
道
に
の
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。現
在
で
は
、土
木
・
建
築
工
事
で

使
用
さ
れ
る
鉄
製
金
網
を
中
心
に
、

様
々
な
金
網
を
製
造
、地
元
九
州
に
加

え
西
日
本
に
も
販
路
を
拡
大
し
て
い

ま
す
。

自
然
に
優
し
く
、

環
境
を
守
る
た
め
の
金
網

　
我
が
社
の
土
木
資
材
用
の
金
網
は
、

河
川
の
護
岸
工
事
に
使
用
す
る

「
じ
ゃ
か
ご

蛇
篭
」と「
か
ご
マ
ッ
ト
」、山
の
斜

面
に
設
置
す
る「
落
石
防
止
網
」、フ
ェ

ン
ス
な
ど
に
広
く
使
用
す
る「
ひ
し
形

近
江
商
人
で
あ
っ
た
創
業
者
に
よ
る

炭
鉱
向
　ふ
る
い
　

け
篩
販
売
か
ら
ス
タ
ー
ト

　
鉄
製
金
網
の
製
造
販
売
を
行
う
我

が
社
の
創
業
は
1
8
8
6
年（
明
治

19
年
）。今
年
で
創
業
1
3
0
年
を
迎

え
ま
し
た
。近
江
地
方（
現
在
の
滋
賀

県
）の
出
身
で
、木
枠
に
金
網
を
張
っ

た「
篩
」の
行
商
を
し
て
い
た
曽
祖
父・
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を
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用
の
篩
の
販
売
を
は
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た
の
が
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の
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け
で
す
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後
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9
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年（
大
正
13
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は
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を
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け
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ら
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線
を
編
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で
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の
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作
を
は
じ
め
ま

し
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。石
炭
生
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の
伸
び
に
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せ
、

業
況
は
順
調
だ
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た
も
の
の
、間
も
な

く
炭
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の
衰
退・閉
山
と
と
も
に
篩
の

取
扱
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が
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な
く
な
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い
き
ま
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た
。し
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し
、金
網
製
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の
幅
広
い
用

途
が
幸
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し
、「
石
炭
選
別
用
の
篩
」
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ら「
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築
用
の
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上
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こ
と
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に
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を
起
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し
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が
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、我

が
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の
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を
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こ
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で
、強
度
を

増
し
、ひ
び
割
れ
を
防
ぐ
効
果
が
期
待

で
き
ま
す
。

　
ま
た
、一
般
的
な
住
宅
基
礎
工
事
で

は
、工
事
現
場
で
鉄
筋
を
基
礎
部
分
の

大
き
さ
に
合
わ
せ
て
切
断
し
て
コ
ン
ク

用
さ
れ
て
い
ま
す
。私
は「
か
ご
マ
ッ
ト

工
法
技
術
推
進
協
会（
全
国
の「
か
ご

マ
ッ
ト
」工
法
施
工
業
者
７
社
で
組

織
）」の
会
長
と
し
て
、「
か
ご
マ
ッ
ト
」

工
法
の
更
な
る
普
及
促
進
に
向
け
た

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

建
設
工
事
現
場
の
省
力
化
に
貢
献

　
我
が
社
の
建
築
資
材
用
の
金
網
は
、

主
に
住
宅
の
基
礎
部
分
や
高
層
建
築

物
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
柱
を
内
部
で
補
強

す
る「
鉄
筋
溶
接
金
網
」が
あ
り
ま
す
。

　
多
く
の
公
共
施
設
や
住
宅
等
の
床

材
の
下
に
は
基
礎
と
し
て
コ
ン
ク
リ
ー

ト
が
敷
き

詰
め
ら
れ

て
い
ま

す
。し
か

し
、コ
ン
ク

リ
ー
ト
だ

け
で
は

地
盤
の

わ
ず
か
な

金
網
」、そ
し
て
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
等
の

野
生
動
物
か
ら
田
畑
を
守
る「
防
獣

用
フ
ェ
ン
ス
」が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
、現
在
最
も
注
力
し
て

い
る
の
が「
か
ご
マ
ッ
ト
」で
す
。「
か
ご

マ
ッ
ト
」は
、金
網
状
の
か
ご
の
中
に
自

然
石
を
敷
き
詰
め
て
広
範
囲
の
河
川

敷
に
設
置
す
る
こ
と
で
、流
水
に
よ
る

河
岸
の
侵
食
を
食
い
止
め
ま
す
。従
来

の
護
岸
工
事
で
は
河
川
敷
を
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
固
め
る
工
法
が
使
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、そ
れ
で
は
水
中
生
物
の
住

処
を
奪
っ
て
し
ま
う
た
め
生
態
系
が
壊

れ
て
し
ま
い
ま
す
。一
方
、「
か
ご
マ
ッ

ト
」を
活
用
す
る
と
、か
ご
内
に
敷
き

詰
め
ら
れ
た
自
然
石
の
間
に
生
物
を

育
む
こ
と
の
で
き
る
隙
間
を
十
分
に
確

保
で
き
る
た
め
、自
然
の
生
態
系
を
壊

さ
ず
に
治
水
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
こ
の
護
岸
工
法
は
旧
建
設
省（
現
国

土
交
通
省
）が「
環
境
に
優
し
い
多
自

然
型
工
法
」と
し
て
推
奨
し
た
こ
と
も

あ
っ
て
、現
在
で
は
多
く
の
地
方
公
共

団
体
の
護
岸
工
事
の
工
法
と
し
て
採

リ
ー
ト
を
流
し
込
む
必
要
が
あ
り
ま

す
が
、我
が
社
は
事
前
に
鉄
筋
を
切
断

し
、さ
ら
に
溶
接
ま
で
行
っ
て
納
入
す

る
た
め
、現
場
で
は
金
網
を
設
置
し
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
流
し
込
む
だ
け
で
作

業
が
完
了
出
来
る
よ
う
、作
業
負
担
の

軽
減
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。お
客
様
か

ら
は
大
変
ご
好
評
い
た
だ
い
て
お
り
、

現
在「
鉄
筋
溶
接
金
網
」は
我
が
社
の

中
で
最
も
売
上
が
伸
び
て
い
る
製
品

と
な
っ
て
い
ま
す
。

九
州・西
日
本
の
発
展
に
貢
献

　
近
年
、土
木
・
建
築
業
界
で
は
少
子

化
等
の
影
響
で
、若
い
労
働
力
の
不
足

や
高
齢
化
が
深
刻
に
な
っ
て
お
り
、こ

の
ま
ま
で
は
昨
今
の
建
築
原
材
料
の

高
騰
と
相
ま
っ
て
、業
界
全
体
が
収
縮

し
て
し
ま
う
懸
念
が
あ
り
ま
す
。我
が

社
で
は
こ
の
深
刻
な
問
題
の
解
決
に
少

し
で
も
貢
献
す
べ
く
、工
事
・
建
築
現

場
に
お
い
て
工
期
短
縮
、労
働
力
の
省

力
化
に
貢
献
で
き
る
新
た
な
鉄
筋
加

工
製
品
の
開
発
に
注
力
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、創
業
か
ら
1
3
0
年
間
、

我
が
社
は
金
網
一
筋
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。決
し
て
目
立
つ
製
品

主な金網製 品見学風景

防獣用の金網

鉄筋溶接金網（建築資材用）

河川の護岸工事用網

ひし型金網

落石防止網

河川の護岸工事に
活用されている
「かごマット」は環境に
優しい工法ですね。

金網を中心とした
建材メーカーとして、
高強度・高機能な建材を
追求し続けます。

柴戸頭取▶◀小齊社長

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、身
の
回
り
の
い

た
る
と
こ
ろ
に
使
わ
れ
、私
た
ち
の
生

活
を
支
え
る
重
要
な
製
品
と
な
っ
て
い

ま
す
。今
後
も
、金
網
製
品
に
対
す
る

誇
り
と
責
任
を
持
っ
て
、こ
れ
ま
で
に

得
た
知
識
や
経
験
を
結
集
し
、今
後

も
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州
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に
は
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本
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ち
の
生

活
を
支
え
る
重
要
な
製
品
と
な
っ
て
い

ま
す
。今
後
も
、金
網
製
品
に
対
す
る

誇
り
と
責
任
を
持
っ
て
、こ
れ
ま
で
に

得
た
知
識
や
経
験
を
結
集
し
、今
後

も
九
州
さ
ら
に
は
西
日
本
の
発
展
に

貢
献
で
き
る
資
材
を
提
供
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

箱わな（
イノシ

シ用）

防獣用
フェン

ス

かご
マット

かご
マット

活用例

注 目

234 1

材料入荷伸　　線直線カット自動溶接機

製
造
工
程
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が
で
き
ま
し
た
。も
ち
ろ

ん
、そ
の

間
は
、

多
く
の

お
客
様

の
ニ
ー
ズ

を
拾
い

上
げ
、何

と
か
事
業

を
軌
道
に
の
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。現
在
で
は
、土
木
・
建
築
工
事
で

使
用
さ
れ
る
鉄
製
金
網
を
中
心
に
、

様
々
な
金
網
を
製
造
、地
元
九
州
に
加

え
西
日
本
に
も
販
路
を
拡
大
し
て
い

ま
す
。

自
然
に
優
し
く
、

環
境
を
守
る
た
め
の
金
網

　
我
が
社
の
土
木
資
材
用
の
金
網
は
、

河
川
の
護
岸
工
事
に
使
用
す
る

「
じ
ゃ
か
ご

蛇
篭
」と「
か
ご
マ
ッ
ト
」、山
の
斜

面
に
設
置
す
る「
落
石
防
止
網
」、フ
ェ

ン
ス
な
ど
に
広
く
使
用
す
る「
ひ
し
形

近
江
商
人
で
あ
っ
た
創
業
者
に
よ
る

炭
鉱
向
　ふ
る
い
　

け
篩
販
売
か
ら
ス
タ
ー
ト

　
鉄
製
金
網
の
製
造
販
売
を
行
う
我

が
社
の
創
業
は
1
8
8
6
年（
明
治

19
年
）。今
年
で
創
業
1
3
0
年
を
迎

え
ま
し
た
。近
江
地
方（
現
在
の
滋
賀

県
）の
出
身
で
、木
枠
に
金
網
を
張
っ

た「
篩
」の
行
商
を
し
て
い
た
曽
祖
父・

 

こ
さ
い
　
す
て
じ
ろ
う 

小
齊
捨
次
郎
が
、九
州
の
交
通
の
要

衝
・
久
留
米
市
に
居
を
移
し
、石
炭
選

別
用
の
篩
の
販
売
を
は
じ
め
た
の
が

創
業
の
き
っ
か
け
で
す
。

　
創
業
後
、1
9
2
4
年（
大
正
13

年
）に
は
、生
産
工
場
を
設
け
、自
ら
鉄

線
を
編
ん
で
篩
の
製
作
を
は
じ
め
ま

し
た
。石
炭
生
産
の
伸
び
に
合
わ
せ
、

業
況
は
順
調
だ
っ
た
も
の
の
、間
も
な

く
炭
鉱
の
衰
退・閉
山
と
と
も
に
篩
の

取
扱
い
が
少
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。し
か
し
、金
網
製
品
の
幅
広
い
用

途
が
幸
い
し
、「
石
炭
選
別
用
の
篩
」

か
ら「
土
木・建
築
用
の
金
網
」へ
と
上

手
く
主
力
製
品
の
転
換
を
図
る
こ
と

変
化
に
よ
っ
て
大
き
く
ひ
び
割
れ
を
起

こ
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
た
め
、我

が
社
の
製
品
を
使
う
こ
と
で
、強
度
を

増
し
、ひ
び
割
れ
を
防
ぐ
効
果
が
期
待

で
き
ま
す
。

　
ま
た
、一
般
的
な
住
宅
基
礎
工
事
で

は
、工
事
現
場
で
鉄
筋
を
基
礎
部
分
の

大
き
さ
に
合
わ
せ
て
切
断
し
て
コ
ン
ク

用
さ
れ
て
い
ま
す
。私
は「
か
ご
マ
ッ
ト

工
法
技
術
推
進
協
会（
全
国
の「
か
ご

マ
ッ
ト
」工
法
施
工
業
者
７
社
で
組

織
）」の
会
長
と
し
て
、「
か
ご
マ
ッ
ト
」

工
法
の
更
な
る
普
及
促
進
に
向
け
た

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

建
設
工
事
現
場
の
省
力
化
に
貢
献

　
我
が
社
の
建
築
資
材
用
の
金
網
は
、

主
に
住
宅
の
基
礎
部
分
や
高
層
建
築

物
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
柱
を
内
部
で
補
強

す
る「
鉄
筋
溶
接
金
網
」が
あ
り
ま
す
。

　
多
く
の
公
共
施
設
や
住
宅
等
の
床

材
の
下
に
は
基
礎
と
し
て
コ
ン
ク
リ
ー

ト
が
敷
き

詰
め
ら
れ

て
い
ま

す
。し
か

し
、コ
ン
ク

リ
ー
ト
だ

け
で
は

地
盤
の

わ
ず
か
な

金
網
」、そ
し
て
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
等
の

野
生
動
物
か
ら
田
畑
を
守
る「
防
獣

用
フ
ェ
ン
ス
」が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
、現
在
最
も
注
力
し
て

い
る
の
が「
か
ご
マ
ッ
ト
」で
す
。「
か
ご

マ
ッ
ト
」は
、金
網
状
の
か
ご
の
中
に
自

然
石
を
敷
き
詰
め
て
広
範
囲
の
河
川

敷
に
設
置
す
る
こ
と
で
、流
水
に
よ
る

河
岸
の
侵
食
を
食
い
止
め
ま
す
。従
来

の
護
岸
工
事
で
は
河
川
敷
を
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
固
め
る
工
法
が
使
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、そ
れ
で
は
水
中
生
物
の
住

処
を
奪
っ
て
し
ま
う
た
め
生
態
系
が
壊

れ
て
し
ま
い
ま
す
。一
方
、「
か
ご
マ
ッ

ト
」を
活
用
す
る
と
、か
ご
内
に
敷
き

詰
め
ら
れ
た
自
然
石
の
間
に
生
物
を

育
む
こ
と
の
で
き
る
隙
間
を
十
分
に
確

保
で
き
る
た
め
、自
然
の
生
態
系
を
壊

さ
ず
に
治
水
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
こ
の
護
岸
工
法
は
旧
建
設
省（
現
国

土
交
通
省
）が「
環
境
に
優
し
い
多
自

然
型
工
法
」と
し
て
推
奨
し
た
こ
と
も

あ
っ
て
、現
在
で
は
多
く
の
地
方
公
共

団
体
の
護
岸
工
事
の
工
法
と
し
て
採

▲福岡第2工場内 前列左から林田部長、小齊専務、小齊社長、柴戸頭取、井上久留米営業部長（福岡銀行）、伊香賀部長代理

リ
ー
ト
を
流
し
込
む
必
要
が
あ
り
ま

す
が
、我
が
社
は
事
前
に
鉄
筋
を
切
断

し
、さ
ら
に
溶
接
ま
で
行
っ
て
納
入
す

る
た
め
、現
場
で
は
金
網
を
設
置
し
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
流
し
込
む
だ
け
で
作

業
が
完
了
出
来
る
よ
う
、作
業
負
担
の

軽
減
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。お
客
様
か

ら
は
大
変
ご
好
評
い
た
だ
い
て
お
り
、

現
在「
鉄
筋
溶
接
金
網
」は
我
が
社
の

中
で
最
も
売
上
が
伸
び
て
い
る
製
品

と
な
っ
て
い
ま
す
。

九
州・西
日
本
の
発
展
に
貢
献

　
近
年
、土
木
・
建
築
業
界
で
は
少
子

化
等
の
影
響
で
、若
い
労
働
力
の
不
足

や
高
齢
化
が
深
刻
に
な
っ
て
お
り
、こ

の
ま
ま
で
は
昨
今
の
建
築
原
材
料
の

高
騰
と
相
ま
っ
て
、業
界
全
体
が
収
縮

し
て
し
ま
う
懸
念
が
あ
り
ま
す
。我
が

社
で
は
こ
の
深
刻
な
問
題
の
解
決
に
少

し
で
も
貢
献
す
べ
く
、工
事
・
建
築
現

場
に
お
い
て
工
期
短
縮
、労
働
力
の
省

力
化
に
貢
献
で
き
る
新
た
な
鉄
筋
加

工
製
品
の
開
発
に
注
力
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、創
業
か
ら
1
3
0
年
間
、

我
が
社
は
金
網
一
筋
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。決
し
て
目
立
つ
製
品

福岡銀行
取締役頭取 柴戸 　成

◎インタビューを終えて

　創業から130年もの間、鉄製金網一筋に製造販売に取り組まれ、九州最大の
金網メーカーとして堅調な成長を続けられています。
　治水工事やがけ崩れ防止、また住宅等の基礎部分向けなどの多くの製品を
手がけられ、私たちの生活を守るかけがえのない企業として活躍されています。
　これから熊本地震の復興工事が本格化し、当社の製品がこれまで以上に
必要となります。今後は熊本地震の早期復興と防災への取り組み、さらには
九州・西日本のインフラ整備に貢献されることを期待しています。

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、身
の
回
り
の
い

た
る
と
こ
ろ
に
使
わ
れ
、私
た
ち
の
生

活
を
支
え
る
重
要
な
製
品
と
な
っ
て
い

ま
す
。今
後
も
、金
網
製
品
に
対
す
る

誇
り
と
責
任
を
持
っ
て
、こ
れ
ま
で
に

得
た
知
識
や
経
験
を
結
集
し
、今
後

も
九
州
さ
ら
に
は
西
日
本
の
発
展
に

貢
献
で
き
る
資
材
を
提
供
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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が
で
き
ま
し
た
。も
ち
ろ

ん
、そ
の

間
は
、

多
く
の

お
客
様

の
ニ
ー
ズ

を
拾
い

上
げ
、何

と
か
事
業

を
軌
道
に
の
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。現
在
で
は
、土
木
・
建
築
工
事
で

使
用
さ
れ
る
鉄
製
金
網
を
中
心
に
、

様
々
な
金
網
を
製
造
、地
元
九
州
に
加

え
西
日
本
に
も
販
路
を
拡
大
し
て
い

ま
す
。

自
然
に
優
し
く
、

環
境
を
守
る
た
め
の
金
網

　
我
が
社
の
土
木
資
材
用
の
金
網
は
、

河
川
の
護
岸
工
事
に
使
用
す
る

「
じ
ゃ
か
ご

蛇
篭
」と「
か
ご
マ
ッ
ト
」、山
の
斜

面
に
設
置
す
る「
落
石
防
止
網
」、フ
ェ

ン
ス
な
ど
に
広
く
使
用
す
る「
ひ
し
形

近
江
商
人
で
あ
っ
た
創
業
者
に
よ
る

炭
鉱
向
　ふ
る
い
　

け
篩
販
売
か
ら
ス
タ
ー
ト

　
鉄
製
金
網
の
製
造
販
売
を
行
う
我

が
社
の
創
業
は
1
8
8
6
年（
明
治

19
年
）。今
年
で
創
業
1
3
0
年
を
迎

え
ま
し
た
。近
江
地
方（
現
在
の
滋
賀

県
）の
出
身
で
、木
枠
に
金
網
を
張
っ

た「
篩
」の
行
商
を
し
て
い
た
曽
祖
父・

 

こ
さ
い
　
す
て
じ
ろ
う 

小
齊
捨
次
郎
が
、九
州
の
交
通
の
要

衝
・
久
留
米
市
に
居
を
移
し
、石
炭
選

別
用
の
篩
の
販
売
を
は
じ
め
た
の
が

創
業
の
き
っ
か
け
で
す
。

　
創
業
後
、1
9
2
4
年（
大
正
13

年
）に
は
、生
産
工
場
を
設
け
、自
ら
鉄

線
を
編
ん
で
篩
の
製
作
を
は
じ
め
ま

し
た
。石
炭
生
産
の
伸
び
に
合
わ
せ
、

業
況
は
順
調
だ
っ
た
も
の
の
、間
も
な

く
炭
鉱
の
衰
退・閉
山
と
と
も
に
篩
の

取
扱
い
が
少
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。し
か
し
、金
網
製
品
の
幅
広
い
用

途
が
幸
い
し
、「
石
炭
選
別
用
の
篩
」

か
ら「
土
木・建
築
用
の
金
網
」へ
と
上

手
く
主
力
製
品
の
転
換
を
図
る
こ
と

変
化
に
よ
っ
て
大
き
く
ひ
び
割
れ
を
起

こ
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
た
め
、我

が
社
の
製
品
を
使
う
こ
と
で
、強
度
を

増
し
、ひ
び
割
れ
を
防
ぐ
効
果
が
期
待

で
き
ま
す
。

　
ま
た
、一
般
的
な
住
宅
基
礎
工
事
で

は
、工
事
現
場
で
鉄
筋
を
基
礎
部
分
の

大
き
さ
に
合
わ
せ
て
切
断
し
て
コ
ン
ク

用
さ
れ
て
い
ま
す
。私
は「
か
ご
マ
ッ
ト

工
法
技
術
推
進
協
会（
全
国
の「
か
ご

マ
ッ
ト
」工
法
施
工
業
者
７
社
で
組

織
）」の
会
長
と
し
て
、「
か
ご
マ
ッ
ト
」

工
法
の
更
な
る
普
及
促
進
に
向
け
た

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

建
設
工
事
現
場
の
省
力
化
に
貢
献

　
我
が
社
の
建
築
資
材
用
の
金
網
は
、

主
に
住
宅
の
基
礎
部
分
や
高
層
建
築

物
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
柱
を
内
部
で
補
強

す
る「
鉄
筋
溶
接
金
網
」が
あ
り
ま
す
。

　
多
く
の
公
共
施
設
や
住
宅
等
の
床

材
の
下
に
は
基
礎
と
し
て
コ
ン
ク
リ
ー

ト
が
敷
き

詰
め
ら
れ

て
い
ま

す
。し
か

し
、コ
ン
ク

リ
ー
ト
だ

け
で
は

地
盤
の

わ
ず
か
な

金
網
」、そ
し
て
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
等
の

野
生
動
物
か
ら
田
畑
を
守
る「
防
獣

用
フ
ェ
ン
ス
」が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
、現
在
最
も
注
力
し
て

い
る
の
が「
か
ご
マ
ッ
ト
」で
す
。「
か
ご

マ
ッ
ト
」は
、金
網
状
の
か
ご
の
中
に
自

然
石
を
敷
き
詰
め
て
広
範
囲
の
河
川

敷
に
設
置
す
る
こ
と
で
、流
水
に
よ
る

河
岸
の
侵
食
を
食
い
止
め
ま
す
。従
来

の
護
岸
工
事
で
は
河
川
敷
を
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
固
め
る
工
法
が
使
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、そ
れ
で
は
水
中
生
物
の
住

処
を
奪
っ
て
し
ま
う
た
め
生
態
系
が
壊

れ
て
し
ま
い
ま
す
。一
方
、「
か
ご
マ
ッ

ト
」を
活
用
す
る
と
、か
ご
内
に
敷
き

詰
め
ら
れ
た
自
然
石
の
間
に
生
物
を

育
む
こ
と
の
で
き
る
隙
間
を
十
分
に
確

保
で
き
る
た
め
、自
然
の
生
態
系
を
壊

さ
ず
に
治
水
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
こ
の
護
岸
工
法
は
旧
建
設
省（
現
国

土
交
通
省
）が「
環
境
に
優
し
い
多
自

然
型
工
法
」と
し
て
推
奨
し
た
こ
と
も

あ
っ
て
、現
在
で
は
多
く
の
地
方
公
共

団
体
の
護
岸
工
事
の
工
法
と
し
て
採

▲福岡第2工場内 前列左から林田部長、小齊専務、小齊社長、柴戸頭取、井上久留米営業部長（福岡銀行）、伊香賀部長代理

リ
ー
ト
を
流
し
込
む
必
要
が
あ
り
ま

す
が
、我
が
社
は
事
前
に
鉄
筋
を
切
断

し
、さ
ら
に
溶
接
ま
で
行
っ
て
納
入
す

る
た
め
、現
場
で
は
金
網
を
設
置
し
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
流
し
込
む
だ
け
で
作

業
が
完
了
出
来
る
よ
う
、作
業
負
担
の

軽
減
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。お
客
様
か

ら
は
大
変
ご
好
評
い
た
だ
い
て
お
り
、

現
在「
鉄
筋
溶
接
金
網
」は
我
が
社
の

中
で
最
も
売
上
が
伸
び
て
い
る
製
品

と
な
っ
て
い
ま
す
。

九
州・西
日
本
の
発
展
に
貢
献

　
近
年
、土
木
・
建
築
業
界
で
は
少
子

化
等
の
影
響
で
、若
い
労
働
力
の
不
足

や
高
齢
化
が
深
刻
に
な
っ
て
お
り
、こ

の
ま
ま
で
は
昨
今
の
建
築
原
材
料
の

高
騰
と
相
ま
っ
て
、業
界
全
体
が
収
縮

し
て
し
ま
う
懸
念
が
あ
り
ま
す
。我
が

社
で
は
こ
の
深
刻
な
問
題
の
解
決
に
少

し
で
も
貢
献
す
べ
く
、工
事
・
建
築
現

場
に
お
い
て
工
期
短
縮
、労
働
力
の
省

力
化
に
貢
献
で
き
る
新
た
な
鉄
筋
加

工
製
品
の
開
発
に
注
力
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、創
業
か
ら
1
3
0
年
間
、

我
が
社
は
金
網
一
筋
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。決
し
て
目
立
つ
製
品

福岡銀行
取締役頭取 柴戸 　成

◎インタビューを終えて

　創業から130年もの間、鉄製金網一筋に製造販売に取り組まれ、九州最大の
金網メーカーとして堅調な成長を続けられています。
　治水工事やがけ崩れ防止、また住宅等の基礎部分向けなどの多くの製品を
手がけられ、私たちの生活を守るかけがえのない企業として活躍されています。
　これから熊本地震の復興工事が本格化し、当社の製品がこれまで以上に
必要となります。今後は熊本地震の早期復興と防災への取り組み、さらには
九州・西日本のインフラ整備に貢献されることを期待しています。

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、身
の
回
り
の
い

た
る
と
こ
ろ
に
使
わ
れ
、私
た
ち
の
生

活
を
支
え
る
重
要
な
製
品
と
な
っ
て
い

ま
す
。今
後
も
、金
網
製
品
に
対
す
る

誇
り
と
責
任
を
持
っ
て
、こ
れ
ま
で
に

得
た
知
識
や
経
験
を
結
集
し
、今
後

も
九
州
さ
ら
に
は
西
日
本
の
発
展
に

貢
献
で
き
る
資
材
を
提
供
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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品
の
運
送
を
始
め
ま
し
た
。そ
の
後

1
9
7
2
年（
昭
和
47
年
）に
独
立
、

ト
ラ
ッ
ク
５
台
で
熊
本
交
通
運
輸
有

限
会
社
を
創
業
し
ま
し
た
。

　
創
業
後
し
ば
ら
く
は
、兄
が
勤
務
し

て
い
た
地
元
物
流
会
社
の
荷
物
を
運

ん
だ
り
、知
り
合
い
の
大
手
物
流
会
社

の
下
請
け
と
し
て
荷
物
を
運
ぶ
仕
事

を
続
け
て
き
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
私
は

「
我
が
社
に『
N
o
』と
い
う
言
葉
は
な

い
」と
い
う
信
念
で
、他
社
が
や
り
た

が
ら
な
い
運
送
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。ま
た
常
に
、お
客

様
の
商
品
が
売
れ
る
た
め
に
は
ど
ん
な

運
送
が
ベ
ス
ト
な
の
か
を
考
え
、積
極

的
に
提
案
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、多
く
の
お
客
様
か
ら
信

頼
を
い
た
だ
き
、徐
々
に
取
引
先
が
増

え
て
い
き
ま
し
た
。お
か
げ
様
で
、我

が
社
の
売
上
も
増
え
続
け
、現
在
で
は

グ
ル
ー
プ
全
体
で
年
商
1
4
1
億
円

規
模
の
企
業
に
ま
で
成
長
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

住
永
社
長
の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
へ
の
憧
れ
が
全
て
の

原
点
だ
そ
う
で
す
ね
。

私
は
幼
少
の
頃
か
ら
ト
ラ
ッ
ク

が
大
好
き
で
、「
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
に
な
り
た
い
」と
い
う
夢
を

ず
っ
と
抱
い
て
い
ま
し
た
。高
校
卒
業

後
、一
旦
は
母
の
紹
介
で
魚
屋
に
就
職

し
ま
し
た
が
、ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

へ
の
夢
が
忘
れ
ら
れ
ず
、1
9
6
7

年（
昭
和
42
年
）に
魚
屋
を
退
職
し
て

１
台
の
中
古
ト
ラ
ッ
ク
を
購
入
し
、商

　「一
業
種
一
社
主
義
」の
も
と
、お

客
様
と
と
も
に
成
長
を
続
け
て
こ

ら
れ
た
そ
う
で
す
ね
。 

　
我
が
社
が
最
も
大
切
に
し
て
い
る

の
が
、お
客
様
と
の
つ
な
が
り
で
あ
る

「
和
」で
す
。具
体
的
な
取
り
組
み
が

「
一
業
種
一
社
主
義
」。つ
ま
り
、運
送

会
社
を
介
し
た
情
報
漏
え
い
等
を
懸

念
さ
れ
る
お
客
様
の
ご
要
望
に
応
え
る

た
め
、お
客
様
の
同
業
他
社（
ラ
イ
バ

ル
会
社
）と
の
お
取
引
は
原
則
お
引
き

受
け
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。な

ぜ
な
ら
、お
客
様
と
の
信
頼
関
係
を
大

切
に
守
り
な
が
ら
、「
お
客
様
の
成
長

こ
そ
が
我
が
社
の
成
長
に
つ
な
が
る
」

と
の
信
念
に
基
づ
き
、単
な
る
輸
送
だ

け
の
お
取
引
で
な
く
、輸
送
を
超
え
た

物
流
サ
ー
ビ
ス
を
ご
提
供
す
る
こ
と

で
、我
が
社
と
の
取
引
に
満
足
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

　
そ
の
例
が
農
産
物
の
輸
送
で
す
。

1
9
7
5
年（
昭
和
50
年
）頃
、ま
だ

農
産
物
を
冷
や
し
て
運
ぶ
定
温
輸
送

時
代
に
は
乗
用
車
の
ク
ー
ラ
ー
を
ト

ラ
ッ
ク
に
取
り
付
け
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。ま
た
、適
正
な
輸
送
価
格
も
ド

ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
大
切
な
環
境
改
善

の
１
つ
で
す
の
で
、適
正
価
格
を
下
回

る
運
賃
で
の
仕
事
は
原
則
お
断
り
し

て
い
ま
す
。安
価
受
注
を
引
き
受
け
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
待
遇
が
悪
化
し
、安
全

運
行
が
で
き
な
け
れ
ば
、お
客
様
の
信

頼
が
得
ら
れ
な
い
と
確
信
す
る
か
ら

で
す
。 

　
今
で
は
、我
が
社
の
事
故
率
は
走
行 

10
万
㎞
当
た
り
0
．0
9
件（
軽
微
な

物
損
事
故
の
み
）で
、業
界
平
均（
同

0
．6
件
）を
１
桁
下
回
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
事
故
率
ゼ
ロ

を
目
指
し
、安
全
な
輸
送
体
制
の
整

備
を
さ
ら
に
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　熊
本
地
震
が
発
生
し
た
際
も

輸
送
は
止
め
な
か
っ
た
と
か
。 

　
我
が
社
で
は「
何
が
あ
っ
て
も

『
荷
物
を
届
け
る
』使
命
を
果
た

す
」と
い
う
基
本
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。常
日
頃
か
ら
危
機
管
理

を
徹
底
し
、非
常
時
を
想
定
し

た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
繰
り
返

し
行
っ
て
き
た
お
か
げ
で
、今
回

の
熊
本
地
震
で
は
輸
送
を
止
め

ず
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
今
回
の
熊
本
地
震
に
よ
っ
て
、

機
に
注
入
す
る
ま
で
の
作
業
を
ド
ラ
イ

バ
ー
が
行
っ
て
お
り
、周
囲
か
ら
は「
そ

こ
ま
で
や
る
の
か
」と
驚
か
れ
ま
す
。 

　
た
だ
、お
客
様
が
最
終
的
に
満
足

し
て
い
た
だ
け
る
か
ど
う
か
は
、お
客

様
と
接
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
次
第
で
す
。

そ
の
た
め
、我
が
社
で
は
ド
ラ
イ
バ
ー

の
働
く
環
境
づ
く
り
に
も
努
め
て
い

ま
す
。ト
ラ
ッ
ク
に
冷
房
が
な
か
っ
た

と
が
で
き
ま
し
た
。お
か
げ
様
で
現
在

で
は
、我
が
社
の
売
上
の
３
割
が
農
産

物
輸
送
と
な
り
、ト
マ
ト
や
ス
イ
カ
な

ど
熊
本
名
産
の
農
産
物
を
県
下
全
域

か
ら
集
荷
し
、首
都
圏
等
ま
で
輸
送
す

る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

 

　「
か
ゆ
い
所
に
手
が
届
く
物
流

サ
ー
ビ
ス
」に
も
注
力
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
ね
。

　
我
が
社
で
は
、お
客
様
ご
と
に
担
当

が
固
定
さ
れ
、運
ぶ
商
品
の
特
性
を
熟

知
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
が
、お
客
様
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て「
荷
台
の
長
さ
や

幅
」、「
中
の
構
造
」、「
温
度
調
整
」や

「
組
立
加
工
の
有
無
」ま
で
を
徹
底
管

理
し
、お
客
様
の
と
こ
ろ
ま
で
商
品
を

お
届
け
す
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、サ
ッ
シ
を
輸
送
す
る
場
合
、

ド
ラ
イ
バ
ー
が
納
品
先
で
組
み
立
て
を

行
い
、更
に
は
建
物
へ
の
取
り
付
け
ま

で
対
応
し
て
い
ま
す
。ま
た
、イ
ン
キ
の

輸
送
に
あ
た
っ
て
は
、イ
ン
キ
を
印
刷

が
確
立
し
て
い

な
い
時
代
、地
元

の
生
産
者
か
ら
熊

本
産
の
完
熟
ト
マ

ト
を
東
京
ま
で
運

ん
で
ほ
し
い
と
の
相

談
を
受
け
ま
し
た
。

完
熟
の
状
態
を
保
っ
た

ま
ま
輸
送
す
る
た
め
に

は
、ト
マ
ト
を
完
全
に
冷

や
し
て
お
く
こ
と
が
必
要

だ
っ
た
た
め
、段
ボ
ー
ル
会

社
と
協
力
し
、１
年
以
上

を
費
や
し
て
、荷
台
の
中
で

冷
気
が
均
一
に
な
る
段
ボ
ー

ル
を
開
発
し
ま
し
た
。さ
ら
に

集
荷
場
で
の
検
品
作
業
ま
で
も

請
け
負
う
こ
と
で
、高
品
質
の

ト
マ
ト
を
一
番
お
い
し
い
状
態
の

ま
ま
東
京
ま
で
輸
送
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。す
る

と
、生
産
者
か
ら
大
変
喜
ば
れ
、そ

の
後
の
熊
本
産
ト
マ
ト
の
全
国
で
の

販
路
拡
大
に
も
大
い
に
貢
献
す
る
こ

▲益城物流センター前（左から住永社長、竹下頭取、住永会長）

熊本交通運輸 株式会社

竹下頭取

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

地
震
直
後
も
物
流
を
止
め
る
こ
と
な
く

輸
送
部
門
を
通
常
運
行
。

お
客
様
と
の「
和
」を
大
切
に
、

物
流
業
務
を
通
し
て
地
域
に
貢
献
。

住永社長

我
が
社
で
も
熊
本
県
内
に
構
え
る
3

箇
所
の
物
流
施
設
に
被
害
を
受
け
ま

し
た
。幸
い
に
し
て
ト
ラ
ッ
ク
や
社
員
へ

の
被
害
が
な
か
っ
た
た
め
、地
震
発
生

直
後
か
ら
熊
本
県
産
の
野
菜
を
首
都

圏
ま
で
届
け
る
な
ど
、通
常
通
り
の
輸

送
を
行
い
、お
客
様
か
ら
は
大
い
に
驚

か
れ
る
と
と
も
に
、大
変
感
謝
も
し
て

い
た
だ
け
ま
し
た
。

　今
後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

　
ま
ず
は
、熊
本
地
震
か
ら
の
復
興
に

全
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。地
震
後
は

貨
物
輸
送
に
加
え
、グ
ル
ー
プ
会
社
で

地
元
益
城
町
の
避
難
所
を
巡
る
無
償

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
な
ど
、グ
ル
ー
プ

の
総
力
を
挙
げ
て
復
興
支
援
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。今
後
も
物
流
の
プ

ロ
と
し
て
出
来
る
限
り
の
貢
献
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
物
流
業
界
で
は
３
Ｐ
Ｌ
事
業（
※
）と

い
う
言
葉
が
よ
く
使
わ
れ
ま
す
が
、我

が
社
で
は
そ
う
し
た
言
葉
が
つ

く
ら
れ
る
前
か
ら
、お
客
様
の
物

流
に
関
す
る
相
談
に
は
何
で
も

応
じ
、我
が
社
独
自
の
視
点
で

様
々
な
ご
提
案
を
行
う
な
ど
、総

合
的
な
物
流
サ
ー
ビ
ス
を
ご
提

供
し
て
き
ま
し
た
。今
後
も
こ
の

方
向
性
を
変
え
る
つ
も
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。益
城
熊
本
空
港
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
近
く
に
新
た
に
物

流
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、総
合
物

流
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
拡
充
を

図
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　
最
後
に
、我
が
社
は
熊
本
県
の

物
流
会
社
と
し
て
、創
業
か
ら
の

精
神
で
あ
る「
お
客
様
と
の
共
存

共
栄
」に
向
け
一
歩
一
歩
着
実
に

前
進
す
る
こ
と
で
、地
域
の
発
展
、

繁
栄
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
※
）３
Ｐ
Ｌ
事
業
…
３
Ｐ
Ｌ
と
はthird 

party logistics

の
略
。荷
主
企

業
に
代
わ
っ
て
、最
も
効
率
的
な

物
流
戦
略
の
企
画
立
案
や
物
流
シ

ス
テ
ム
の
構
築
の
提
案
を
行
い
、か

つ
、そ
れ
を
包
括
的
に
受
託
し
、実

行
す
る
こ
と
。 

取
引
店
／
熊
本
銀
行 

益
城
支
店

熊
本
交
通
運
輸 

株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

住
永 

金
司
氏
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品
の
運
送
を
始
め
ま
し
た
。そ
の
後

1
9
7
2
年（
昭
和
47
年
）に
独
立
、

ト
ラ
ッ
ク
５
台
で
熊
本
交
通
運
輸
有

限
会
社
を
創
業
し
ま
し
た
。

　
創
業
後
し
ば
ら
く
は
、兄
が
勤
務
し

て
い
た
地
元
物
流
会
社
の
荷
物
を
運

ん
だ
り
、知
り
合
い
の
大
手
物
流
会
社

の
下
請
け
と
し
て
荷
物
を
運
ぶ
仕
事

を
続
け
て
き
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
私
は

「
我
が
社
に『
N
o
』と
い
う
言
葉
は
な

い
」と
い
う
信
念
で
、他
社
が
や
り
た

が
ら
な
い
運
送
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。ま
た
常
に
、お
客

様
の
商
品
が
売
れ
る
た
め
に
は
ど
ん
な

運
送
が
ベ
ス
ト
な
の
か
を
考
え
、積
極

的
に
提
案
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、多
く
の
お
客
様
か
ら
信

頼
を
い
た
だ
き
、徐
々
に
取
引
先
が
増

え
て
い
き
ま
し
た
。お
か
げ
様
で
、我

が
社
の
売
上
も
増
え
続
け
、現
在
で
は

グ
ル
ー
プ
全
体
で
年
商
1
4
1
億
円

規
模
の
企
業
に
ま
で
成
長
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

住
永
社
長
の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
へ
の
憧
れ
が
全
て
の

原
点
だ
そ
う
で
す
ね
。

私
は
幼
少
の
頃
か
ら
ト
ラ
ッ
ク

が
大
好
き
で
、「
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
に
な
り
た
い
」と
い
う
夢
を

ず
っ
と
抱
い
て
い
ま
し
た
。高
校
卒
業

後
、一
旦
は
母
の
紹
介
で
魚
屋
に
就
職

し
ま
し
た
が
、ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

へ
の
夢
が
忘
れ
ら
れ
ず
、1
9
6
7

年（
昭
和
42
年
）に
魚
屋
を
退
職
し
て

１
台
の
中
古
ト
ラ
ッ
ク
を
購
入
し
、商

　「一
業
種
一
社
主
義
」の
も
と
、お

客
様
と
と
も
に
成
長
を
続
け
て
こ

ら
れ
た
そ
う
で
す
ね
。 

　
我
が
社
が
最
も
大
切
に
し
て
い
る

の
が
、お
客
様
と
の
つ
な
が
り
で
あ
る

「
和
」で
す
。具
体
的
な
取
り
組
み
が

「
一
業
種
一
社
主
義
」。つ
ま
り
、運
送

会
社
を
介
し
た
情
報
漏
え
い
等
を
懸

念
さ
れ
る
お
客
様
の
ご
要
望
に
応
え
る

た
め
、お
客
様
の
同
業
他
社（
ラ
イ
バ

ル
会
社
）と
の
お
取
引
は
原
則
お
引
き

受
け
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。な

ぜ
な
ら
、お
客
様
と
の
信
頼
関
係
を
大

切
に
守
り
な
が
ら
、「
お
客
様
の
成
長

こ
そ
が
我
が
社
の
成
長
に
つ
な
が
る
」

と
の
信
念
に
基
づ
き
、単
な
る
輸
送
だ

け
の
お
取
引
で
な
く
、輸
送
を
超
え
た

物
流
サ
ー
ビ
ス
を
ご
提
供
す
る
こ
と

で
、我
が
社
と
の
取
引
に
満
足
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

　
そ
の
例
が
農
産
物
の
輸
送
で
す
。

1
9
7
5
年（
昭
和
50
年
）頃
、ま
だ

農
産
物
を
冷
や
し
て
運
ぶ
定
温
輸
送

時
代
に
は
乗
用
車
の
ク
ー
ラ
ー
を
ト

ラ
ッ
ク
に
取
り
付
け
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。ま
た
、適
正
な
輸
送
価
格
も
ド

ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
大
切
な
環
境
改
善

の
１
つ
で
す
の
で
、適
正
価
格
を
下
回

る
運
賃
で
の
仕
事
は
原
則
お
断
り
し

て
い
ま
す
。安
価
受
注
を
引
き
受
け
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
待
遇
が
悪
化
し
、安
全

運
行
が
で
き
な
け
れ
ば
、お
客
様
の
信

頼
が
得
ら
れ
な
い
と
確
信
す
る
か
ら

で
す
。 

　
今
で
は
、我
が
社
の
事
故
率
は
走
行 

10
万
㎞
当
た
り
0
．0
9
件（
軽
微
な

物
損
事
故
の
み
）で
、業
界
平
均（
同

0
．6
件
）を
１
桁
下
回
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
事
故
率
ゼ
ロ

を
目
指
し
、安
全
な
輸
送
体
制
の
整

備
を
さ
ら
に
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　熊
本
地
震
が
発
生
し
た
際
も

輸
送
は
止
め
な
か
っ
た
と
か
。 

　
我
が
社
で
は「
何
が
あ
っ
て
も

『
荷
物
を
届
け
る
』使
命
を
果
た

す
」と
い
う
基
本
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。常
日
頃
か
ら
危
機
管
理

を
徹
底
し
、非
常
時
を
想
定
し

た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
繰
り
返

し
行
っ
て
き
た
お
か
げ
で
、今
回

の
熊
本
地
震
で
は
輸
送
を
止
め

ず
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
今
回
の
熊
本
地
震
に
よ
っ
て
、

機
に
注
入
す
る
ま
で
の
作
業
を
ド
ラ
イ

バ
ー
が
行
っ
て
お
り
、周
囲
か
ら
は「
そ

こ
ま
で
や
る
の
か
」と
驚
か
れ
ま
す
。 

　
た
だ
、お
客
様
が
最
終
的
に
満
足

し
て
い
た
だ
け
る
か
ど
う
か
は
、お
客

様
と
接
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
次
第
で
す
。

そ
の
た
め
、我
が
社
で
は
ド
ラ
イ
バ
ー

の
働
く
環
境
づ
く
り
に
も
努
め
て
い

ま
す
。ト
ラ
ッ
ク
に
冷
房
が
な
か
っ
た

と
が
で
き
ま
し
た
。お
か
げ
様
で
現
在

で
は
、我
が
社
の
売
上
の
３
割
が
農
産

物
輸
送
と
な
り
、ト
マ
ト
や
ス
イ
カ
な

ど
熊
本
名
産
の
農
産
物
を
県
下
全
域

か
ら
集
荷
し
、首
都
圏
等
ま
で
輸
送
す

る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

 

　「
か
ゆ
い
所
に
手
が
届
く
物
流

サ
ー
ビ
ス
」に
も
注
力
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
ね
。

　
我
が
社
で
は
、お
客
様
ご
と
に
担
当

が
固
定
さ
れ
、運
ぶ
商
品
の
特
性
を
熟

知
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
が
、お
客
様
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て「
荷
台
の
長
さ
や

幅
」、「
中
の
構
造
」、「
温
度
調
整
」や

「
組
立
加
工
の
有
無
」ま
で
を
徹
底
管

理
し
、お
客
様
の
と
こ
ろ
ま
で
商
品
を

お
届
け
す
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、サ
ッ
シ
を
輸
送
す
る
場
合
、

ド
ラ
イ
バ
ー
が
納
品
先
で
組
み
立
て
を

行
い
、更
に
は
建
物
へ
の
取
り
付
け
ま

で
対
応
し
て
い
ま
す
。ま
た
、イ
ン
キ
の

輸
送
に
あ
た
っ
て
は
、イ
ン
キ
を
印
刷

が
確
立
し
て
い

な
い
時
代
、地
元

の
生
産
者
か
ら
熊

本
産
の
完
熟
ト
マ

ト
を
東
京
ま
で
運

ん
で
ほ
し
い
と
の
相

談
を
受
け
ま
し
た
。

完
熟
の
状
態
を
保
っ
た

ま
ま
輸
送
す
る
た
め
に

は
、ト
マ
ト
を
完
全
に
冷

や
し
て
お
く
こ
と
が
必
要

だ
っ
た
た
め
、段
ボ
ー
ル
会

社
と
協
力
し
、１
年
以
上

を
費
や
し
て
、荷
台
の
中
で

冷
気
が
均
一
に
な
る
段
ボ
ー

ル
を
開
発
し
ま
し
た
。さ
ら
に

集
荷
場
で
の
検
品
作
業
ま
で
も

請
け
負
う
こ
と
で
、高
品
質
の

ト
マ
ト
を
一
番
お
い
し
い
状
態
の

ま
ま
東
京
ま
で
輸
送
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。す
る

と
、生
産
者
か
ら
大
変
喜
ば
れ
、そ

の
後
の
熊
本
産
ト
マ
ト
の
全
国
で
の

販
路
拡
大
に
も
大
い
に
貢
献
す
る
こ

▲益城物流センター前（左から住永社長、竹下頭取、住永会長）

熊本交通運輸 株式会社

竹下頭取

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

地
震
直
後
も
物
流
を
止
め
る
こ
と
な
く

輸
送
部
門
を
通
常
運
行
。

お
客
様
と
の「
和
」を
大
切
に
、

物
流
業
務
を
通
し
て
地
域
に
貢
献
。

住永社長

我
が
社
で
も
熊
本
県
内
に
構
え
る
3

箇
所
の
物
流
施
設
に
被
害
を
受
け
ま

し
た
。幸
い
に
し
て
ト
ラ
ッ
ク
や
社
員
へ

の
被
害
が
な
か
っ
た
た
め
、地
震
発
生

直
後
か
ら
熊
本
県
産
の
野
菜
を
首
都

圏
ま
で
届
け
る
な
ど
、通
常
通
り
の
輸

送
を
行
い
、お
客
様
か
ら
は
大
い
に
驚

か
れ
る
と
と
も
に
、大
変
感
謝
も
し
て

い
た
だ
け
ま
し
た
。

　今
後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

　
ま
ず
は
、熊
本
地
震
か
ら
の
復
興
に

全
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。地
震
後
は

貨
物
輸
送
に
加
え
、グ
ル
ー
プ
会
社
で

地
元
益
城
町
の
避
難
所
を
巡
る
無
償

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
な
ど
、グ
ル
ー
プ

の
総
力
を
挙
げ
て
復
興
支
援
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。今
後
も
物
流
の
プ

ロ
と
し
て
出
来
る
限
り
の
貢
献
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
物
流
業
界
で
は
３
Ｐ
Ｌ
事
業（
※
）と

い
う
言
葉
が
よ
く
使
わ
れ
ま
す
が
、我

が
社
で
は
そ
う
し
た
言
葉
が
つ

く
ら
れ
る
前
か
ら
、お
客
様
の
物

流
に
関
す
る
相
談
に
は
何
で
も

応
じ
、我
が
社
独
自
の
視
点
で

様
々
な
ご
提
案
を
行
う
な
ど
、総

合
的
な
物
流
サ
ー
ビ
ス
を
ご
提

供
し
て
き
ま
し
た
。今
後
も
こ
の

方
向
性
を
変
え
る
つ
も
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。益
城
熊
本
空
港
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
近
く
に
新
た
に
物

流
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、総
合
物

流
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
拡
充
を

図
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　
最
後
に
、我
が
社
は
熊
本
県
の

物
流
会
社
と
し
て
、創
業
か
ら
の

精
神
で
あ
る「
お
客
様
と
の
共
存

共
栄
」に
向
け
一
歩
一
歩
着
実
に

前
進
す
る
こ
と
で
、地
域
の
発
展
、

繁
栄
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
※
）３
Ｐ
Ｌ
事
業
…
３
Ｐ
Ｌ
と
はthird 

party logistics

の
略
。荷
主
企

業
に
代
わ
っ
て
、最
も
効
率
的
な

物
流
戦
略
の
企
画
立
案
や
物
流
シ

ス
テ
ム
の
構
築
の
提
案
を
行
い
、か

つ
、そ
れ
を
包
括
的
に
受
託
し
、実

行
す
る
こ
と
。 

取
引
店
／
熊
本
銀
行 

益
城
支
店

熊
本
交
通
運
輸 

株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

住
永 

金
司
氏
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品
の
運
送
を
始
め
ま
し
た
。そ
の
後

1
9
7
2
年（
昭
和
47
年
）に
独
立
、

ト
ラ
ッ
ク
５
台
で
熊
本
交
通
運
輸
有

限
会
社
を
創
業
し
ま
し
た
。

　
創
業
後
し
ば
ら
く
は
、兄
が
勤
務
し

て
い
た
地
元
物
流
会
社
の
荷
物
を
運

ん
だ
り
、知
り
合
い
の
大
手
物
流
会
社

の
下
請
け
と
し
て
荷
物
を
運
ぶ
仕
事

を
続
け
て
き
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
私
は

「
我
が
社
に『
N
o
』と
い
う
言
葉
は
な

い
」と
い
う
信
念
で
、他
社
が
や
り
た

が
ら
な
い
運
送
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。ま
た
常
に
、お
客

様
の
商
品
が
売
れ
る
た
め
に
は
ど
ん
な

運
送
が
ベ
ス
ト
な
の
か
を
考
え
、積
極

的
に
提
案
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、多
く
の
お
客
様
か
ら
信

頼
を
い
た
だ
き
、徐
々
に
取
引
先
が
増

え
て
い
き
ま
し
た
。お
か
げ
様
で
、我

が
社
の
売
上
も
増
え
続
け
、現
在
で
は

グ
ル
ー
プ
全
体
で
年
商
1
4
1
億
円

規
模
の
企
業
に
ま
で
成
長
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

住
永
社
長
の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
へ
の
憧
れ
が
全
て
の

原
点
だ
そ
う
で
す
ね
。

私
は
幼
少
の
頃
か
ら
ト
ラ
ッ
ク

が
大
好
き
で
、「
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
に
な
り
た
い
」と
い
う
夢
を

ず
っ
と
抱
い
て
い
ま
し
た
。高
校
卒
業

後
、一
旦
は
母
の
紹
介
で
魚
屋
に
就
職

し
ま
し
た
が
、ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

へ
の
夢
が
忘
れ
ら
れ
ず
、1
9
6
7

年（
昭
和
42
年
）に
魚
屋
を
退
職
し
て

１
台
の
中
古
ト
ラ
ッ
ク
を
購
入
し
、商

　「一
業
種
一
社
主
義
」の
も
と
、お

客
様
と
と
も
に
成
長
を
続
け
て
こ

ら
れ
た
そ
う
で
す
ね
。 

　
我
が
社
が
最
も
大
切
に
し
て
い
る

の
が
、お
客
様
と
の
つ
な
が
り
で
あ
る

「
和
」で
す
。具
体
的
な
取
り
組
み
が

「
一
業
種
一
社
主
義
」。つ
ま
り
、運
送

会
社
を
介
し
た
情
報
漏
え
い
等
を
懸

念
さ
れ
る
お
客
様
の
ご
要
望
に
応
え
る

た
め
、お
客
様
の
同
業
他
社（
ラ
イ
バ

ル
会
社
）と
の
お
取
引
は
原
則
お
引
き

受
け
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。な

ぜ
な
ら
、お
客
様
と
の
信
頼
関
係
を
大

切
に
守
り
な
が
ら
、「
お
客
様
の
成
長

こ
そ
が
我
が
社
の
成
長
に
つ
な
が
る
」

と
の
信
念
に
基
づ
き
、単
な
る
輸
送
だ

け
の
お
取
引
で
な
く
、輸
送
を
超
え
た

物
流
サ
ー
ビ
ス
を
ご
提
供
す
る
こ
と

で
、我
が
社
と
の
取
引
に
満
足
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

　
そ
の
例
が
農
産
物
の
輸
送
で
す
。

1
9
7
5
年（
昭
和
50
年
）頃
、ま
だ

農
産
物
を
冷
や
し
て
運
ぶ
定
温
輸
送

時
代
に
は
乗
用
車
の
ク
ー
ラ
ー
を
ト

ラ
ッ
ク
に
取
り
付
け
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。ま
た
、適
正
な
輸
送
価
格
も
ド

ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
大
切
な
環
境
改
善

の
１
つ
で
す
の
で
、適
正
価
格
を
下
回

る
運
賃
で
の
仕
事
は
原
則
お
断
り
し

て
い
ま
す
。安
価
受
注
を
引
き
受
け
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
待
遇
が
悪
化
し
、安
全

運
行
が
で
き
な
け
れ
ば
、お
客
様
の
信

頼
が
得
ら
れ
な
い
と
確
信
す
る
か
ら

で
す
。 

　
今
で
は
、我
が
社
の
事
故
率
は
走
行 

10
万
㎞
当
た
り
0
．0
9
件（
軽
微
な

物
損
事
故
の
み
）で
、業
界
平
均（
同

0
．6
件
）を
１
桁
下
回
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
事
故
率
ゼ
ロ

を
目
指
し
、安
全
な
輸
送
体
制
の
整

備
を
さ
ら
に
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　熊
本
地
震
が
発
生
し
た
際
も

輸
送
は
止
め
な
か
っ
た
と
か
。 

　
我
が
社
で
は「
何
が
あ
っ
て
も

『
荷
物
を
届
け
る
』使
命
を
果
た

す
」と
い
う
基
本
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。常
日
頃
か
ら
危
機
管
理

を
徹
底
し
、非
常
時
を
想
定
し

た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
繰
り
返

し
行
っ
て
き
た
お
か
げ
で
、今
回

の
熊
本
地
震
で
は
輸
送
を
止
め

ず
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
今
回
の
熊
本
地
震
に
よ
っ
て
、

機
に
注
入
す
る
ま
で
の
作
業
を
ド
ラ
イ

バ
ー
が
行
っ
て
お
り
、周
囲
か
ら
は「
そ

こ
ま
で
や
る
の
か
」と
驚
か
れ
ま
す
。 

　
た
だ
、お
客
様
が
最
終
的
に
満
足

し
て
い
た
だ
け
る
か
ど
う
か
は
、お
客

様
と
接
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
次
第
で
す
。

そ
の
た
め
、我
が
社
で
は
ド
ラ
イ
バ
ー

の
働
く
環
境
づ
く
り
に
も
努
め
て
い

ま
す
。ト
ラ
ッ
ク
に
冷
房
が
な
か
っ
た

と
が
で
き
ま
し
た
。お
か
げ
様
で
現
在

で
は
、我
が
社
の
売
上
の
３
割
が
農
産

物
輸
送
と
な
り
、ト
マ
ト
や
ス
イ
カ
な

ど
熊
本
名
産
の
農
産
物
を
県
下
全
域

か
ら
集
荷
し
、首
都
圏
等
ま
で
輸
送
す

る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

 

　「
か
ゆ
い
所
に
手
が
届
く
物
流

サ
ー
ビ
ス
」に
も
注
力
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
ね
。

　
我
が
社
で
は
、お
客
様
ご
と
に
担
当

が
固
定
さ
れ
、運
ぶ
商
品
の
特
性
を
熟

知
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
が
、お
客
様
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て「
荷
台
の
長
さ
や

幅
」、「
中
の
構
造
」、「
温
度
調
整
」や

「
組
立
加
工
の
有
無
」ま
で
を
徹
底
管

理
し
、お
客
様
の
と
こ
ろ
ま
で
商
品
を

お
届
け
す
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、サ
ッ
シ
を
輸
送
す
る
場
合
、

ド
ラ
イ
バ
ー
が
納
品
先
で
組
み
立
て
を

行
い
、更
に
は
建
物
へ
の
取
り
付
け
ま

で
対
応
し
て
い
ま
す
。ま
た
、イ
ン
キ
の

輸
送
に
あ
た
っ
て
は
、イ
ン
キ
を
印
刷

が
確
立
し
て
い

な
い
時
代
、地
元

の
生
産
者
か
ら
熊

本
産
の
完
熟
ト
マ

ト
を
東
京
ま
で
運

ん
で
ほ
し
い
と
の
相

談
を
受
け
ま
し
た
。

完
熟
の
状
態
を
保
っ
た

ま
ま
輸
送
す
る
た
め
に

は
、ト
マ
ト
を
完
全
に
冷

や
し
て
お
く
こ
と
が
必
要

だ
っ
た
た
め
、段
ボ
ー
ル
会

社
と
協
力
し
、１
年
以
上

を
費
や
し
て
、荷
台
の
中
で

冷
気
が
均
一
に
な
る
段
ボ
ー

ル
を
開
発
し
ま
し
た
。さ
ら
に

集
荷
場
で
の
検
品
作
業
ま
で
も

請
け
負
う
こ
と
で
、高
品
質
の

ト
マ
ト
を
一
番
お
い
し
い
状
態
の

ま
ま
東
京
ま
で
輸
送
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。す
る

と
、生
産
者
か
ら
大
変
喜
ば
れ
、そ

の
後
の
熊
本
産
ト
マ
ト
の
全
国
で
の

販
路
拡
大
に
も
大
い
に
貢
献
す
る
こ

熊本交通運輸 株式会社

我
が
社
で
も
熊
本
県
内
に
構
え
る
3

箇
所
の
物
流
施
設
に
被
害
を
受
け
ま

し
た
。幸
い
に
し
て
ト
ラ
ッ
ク
や
社
員
へ

の
被
害
が
な
か
っ
た
た
め
、地
震
発
生

直
後
か
ら
熊
本
県
産
の
野
菜
を
首
都

圏
ま
で
届
け
る
な
ど
、通
常
通
り
の
輸

送
を
行
い
、お
客
様
か
ら
は
大
い
に
驚

か
れ
る
と
と
も
に
、大
変
感
謝
も
し
て

い
た
だ
け
ま
し
た
。

　今
後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

　
ま
ず
は
、熊
本
地
震
か
ら
の
復
興
に

全
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。地
震
後
は

貨
物
輸
送
に
加
え
、グ
ル
ー
プ
会
社
で

地
元
益
城
町
の
避
難
所
を
巡
る
無
償

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
な
ど
、グ
ル
ー
プ

の
総
力
を
挙
げ
て
復
興
支
援
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。今
後
も
物
流
の
プ

ロ
と
し
て
出
来
る
限
り
の
貢
献
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
物
流
業
界
で
は
３
Ｐ
Ｌ
事
業（
※
）と

い
う
言
葉
が
よ
く
使
わ
れ
ま
す
が
、我

が
社
で
は
そ
う
し
た
言
葉
が
つ

く
ら
れ
る
前
か
ら
、お
客
様
の
物

流
に
関
す
る
相
談
に
は
何
で
も

応
じ
、我
が
社
独
自
の
視
点
で

様
々
な
ご
提
案
を
行
う
な
ど
、総

合
的
な
物
流
サ
ー
ビ
ス
を
ご
提

供
し
て
き
ま
し
た
。今
後
も
こ
の

方
向
性
を
変
え
る
つ
も
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。益
城
熊
本
空
港
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
近
く
に
新
た
に
物

流
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、総
合
物

流
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
拡
充
を

図
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　
最
後
に
、我
が
社
は
熊
本
県
の

物
流
会
社
と
し
て
、創
業
か
ら
の

精
神
で
あ
る「
お
客
様
と
の
共
存

共
栄
」に
向
け
一
歩
一
歩
着
実
に

前
進
す
る
こ
と
で
、地
域
の
発
展
、

繁
栄
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
※
）３
Ｐ
Ｌ
事
業
…
３
Ｐ
Ｌ
と
はthird 

party logistics

の
略
。荷
主
企

業
に
代
わ
っ
て
、最
も
効
率
的
な

物
流
戦
略
の
企
画
立
案
や
物
流
シ

ス
テ
ム
の
構
築
の
提
案
を
行
い
、か

つ
、そ
れ
を
包
括
的
に
受
託
し
、実

行
す
る
こ
と
。 

▲昭和47年、熊本交通運輸有限会社創業当時の写真

◀昭和47年、熊本交通運輸
　有限会社開業時の車庫

昭和59年、益城町▶
（現在地）に本社を移転　

お客様との共存共栄を
目指した経営を
貫いてまいります。

◀住永社長

▲全社員研修会

熊本の農産物を
首都圏等にお届け！
熊本の農産物を
首都圏等にお届け！

倉庫部門
TOTAL SYSTEM LOGISTICSのベース
として自社倉庫延面積20,000坪の体制で
臨みます。

長距離部門
関東、東海、近畿地方を中心に輸送フィールド
は全国に広がっています。中継基地として、広
島、中部（四日市）にも営業所を設けました。

専属・専門輸送部門
人と車を派遣し、お客様の名前で
運ぶシステムで、業界随一のキャ
リアと実績を誇っています。

竹下頭取▶

研修会や安全大会等、
社員教育にも力を
入れておられますね。

思 い 出 の 写 真
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品
の
運
送
を
始
め
ま
し
た
。そ
の
後

1
9
7
2
年（
昭
和
47
年
）に
独
立
、

ト
ラ
ッ
ク
５
台
で
熊
本
交
通
運
輸
有

限
会
社
を
創
業
し
ま
し
た
。

　
創
業
後
し
ば
ら
く
は
、兄
が
勤
務
し

て
い
た
地
元
物
流
会
社
の
荷
物
を
運

ん
だ
り
、知
り
合
い
の
大
手
物
流
会
社

の
下
請
け
と
し
て
荷
物
を
運
ぶ
仕
事

を
続
け
て
き
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
私
は

「
我
が
社
に『
N
o
』と
い
う
言
葉
は
な

い
」と
い
う
信
念
で
、他
社
が
や
り
た

が
ら
な
い
運
送
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。ま
た
常
に
、お
客

様
の
商
品
が
売
れ
る
た
め
に
は
ど
ん
な

運
送
が
ベ
ス
ト
な
の
か
を
考
え
、積
極

的
に
提
案
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、多
く
の
お
客
様
か
ら
信

頼
を
い
た
だ
き
、徐
々
に
取
引
先
が
増

え
て
い
き
ま
し
た
。お
か
げ
様
で
、我

が
社
の
売
上
も
増
え
続
け
、現
在
で
は

グ
ル
ー
プ
全
体
で
年
商
1
4
1
億
円

規
模
の
企
業
に
ま
で
成
長
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

住
永
社
長
の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
へ
の
憧
れ
が
全
て
の

原
点
だ
そ
う
で
す
ね
。

私
は
幼
少
の
頃
か
ら
ト
ラ
ッ
ク

が
大
好
き
で
、「
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
に
な
り
た
い
」と
い
う
夢
を

ず
っ
と
抱
い
て
い
ま
し
た
。高
校
卒
業

後
、一
旦
は
母
の
紹
介
で
魚
屋
に
就
職

し
ま
し
た
が
、ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

へ
の
夢
が
忘
れ
ら
れ
ず
、1
9
6
7

年（
昭
和
42
年
）に
魚
屋
を
退
職
し
て

１
台
の
中
古
ト
ラ
ッ
ク
を
購
入
し
、商

　「一
業
種
一
社
主
義
」の
も
と
、お

客
様
と
と
も
に
成
長
を
続
け
て
こ

ら
れ
た
そ
う
で
す
ね
。 

　
我
が
社
が
最
も
大
切
に
し
て
い
る

の
が
、お
客
様
と
の
つ
な
が
り
で
あ
る

「
和
」で
す
。具
体
的
な
取
り
組
み
が

「
一
業
種
一
社
主
義
」。つ
ま
り
、運
送

会
社
を
介
し
た
情
報
漏
え
い
等
を
懸

念
さ
れ
る
お
客
様
の
ご
要
望
に
応
え
る

た
め
、お
客
様
の
同
業
他
社（
ラ
イ
バ

ル
会
社
）と
の
お
取
引
は
原
則
お
引
き

受
け
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。な

ぜ
な
ら
、お
客
様
と
の
信
頼
関
係
を
大

切
に
守
り
な
が
ら
、「
お
客
様
の
成
長

こ
そ
が
我
が
社
の
成
長
に
つ
な
が
る
」

と
の
信
念
に
基
づ
き
、単
な
る
輸
送
だ

け
の
お
取
引
で
な
く
、輸
送
を
超
え
た

物
流
サ
ー
ビ
ス
を
ご
提
供
す
る
こ
と

で
、我
が
社
と
の
取
引
に
満
足
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

　
そ
の
例
が
農
産
物
の
輸
送
で
す
。

1
9
7
5
年（
昭
和
50
年
）頃
、ま
だ

農
産
物
を
冷
や
し
て
運
ぶ
定
温
輸
送

時
代
に
は
乗
用
車
の
ク
ー
ラ
ー
を
ト

ラ
ッ
ク
に
取
り
付
け
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。ま
た
、適
正
な
輸
送
価
格
も
ド

ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
大
切
な
環
境
改
善

の
１
つ
で
す
の
で
、適
正
価
格
を
下
回

る
運
賃
で
の
仕
事
は
原
則
お
断
り
し

て
い
ま
す
。安
価
受
注
を
引
き
受
け
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
待
遇
が
悪
化
し
、安
全

運
行
が
で
き
な
け
れ
ば
、お
客
様
の
信

頼
が
得
ら
れ
な
い
と
確
信
す
る
か
ら

で
す
。 

　
今
で
は
、我
が
社
の
事
故
率
は
走
行 

10
万
㎞
当
た
り
0
．0
9
件（
軽
微
な

物
損
事
故
の
み
）で
、業
界
平
均（
同

0
．6
件
）を
１
桁
下
回
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
事
故
率
ゼ
ロ

を
目
指
し
、安
全
な
輸
送
体
制
の
整

備
を
さ
ら
に
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　熊
本
地
震
が
発
生
し
た
際
も

輸
送
は
止
め
な
か
っ
た
と
か
。 

　
我
が
社
で
は「
何
が
あ
っ
て
も

『
荷
物
を
届
け
る
』使
命
を
果
た

す
」と
い
う
基
本
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。常
日
頃
か
ら
危
機
管
理

を
徹
底
し
、非
常
時
を
想
定
し

た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
繰
り
返

し
行
っ
て
き
た
お
か
げ
で
、今
回

の
熊
本
地
震
で
は
輸
送
を
止
め

ず
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
今
回
の
熊
本
地
震
に
よ
っ
て
、

機
に
注
入
す
る
ま
で
の
作
業
を
ド
ラ
イ

バ
ー
が
行
っ
て
お
り
、周
囲
か
ら
は「
そ

こ
ま
で
や
る
の
か
」と
驚
か
れ
ま
す
。 

　
た
だ
、お
客
様
が
最
終
的
に
満
足

し
て
い
た
だ
け
る
か
ど
う
か
は
、お
客

様
と
接
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
次
第
で
す
。

そ
の
た
め
、我
が
社
で
は
ド
ラ
イ
バ
ー

の
働
く
環
境
づ
く
り
に
も
努
め
て
い

ま
す
。ト
ラ
ッ
ク
に
冷
房
が
な
か
っ
た

と
が
で
き
ま
し
た
。お
か
げ
様
で
現
在

で
は
、我
が
社
の
売
上
の
３
割
が
農
産

物
輸
送
と
な
り
、ト
マ
ト
や
ス
イ
カ
な

ど
熊
本
名
産
の
農
産
物
を
県
下
全
域

か
ら
集
荷
し
、首
都
圏
等
ま
で
輸
送
す

る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

 

　「
か
ゆ
い
所
に
手
が
届
く
物
流

サ
ー
ビ
ス
」に
も
注
力
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
ね
。

　
我
が
社
で
は
、お
客
様
ご
と
に
担
当

が
固
定
さ
れ
、運
ぶ
商
品
の
特
性
を
熟

知
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
が
、お
客
様
の

ニ
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に
合
わ
せ
て「
荷
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の
長
さ
や

幅
」、「
中
の
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造
」、「
温
度
調
整
」や

「
組
立
加
工
の
有
無
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で
を
徹
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管
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し
、お
客
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の
と
こ
ろ
ま
で
商
品
を

お
届
け
す
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、サ
ッ
シ
を
輸
送
す
る
場
合
、

ド
ラ
イ
バ
ー
が
納
品
先
で
組
み
立
て
を

行
い
、更
に
は
建
物
へ
の
取
り
付
け
ま

で
対
応
し
て
い
ま
す
。ま
た
、イ
ン
キ
の

輸
送
に
あ
た
っ
て
は
、イ
ン
キ
を
印
刷

が
確
立
し
て
い

な
い
時
代
、地
元

の
生
産
者
か
ら
熊

本
産
の
完
熟
ト
マ

ト
を
東
京
ま
で
運

ん
で
ほ
し
い
と
の
相

談
を
受
け
ま
し
た
。

完
熟
の
状
態
を
保
っ
た

ま
ま
輸
送
す
る
た
め
に

は
、ト
マ
ト
を
完
全
に
冷

や
し
て
お
く
こ
と
が
必
要

だ
っ
た
た
め
、段
ボ
ー
ル
会

社
と
協
力
し
、１
年
以
上

を
費
や
し
て
、荷
台
の
中
で

冷
気
が
均
一
に
な
る
段
ボ
ー

ル
を
開
発
し
ま
し
た
。さ
ら
に

集
荷
場
で
の
検
品
作
業
ま
で
も

請
け
負
う
こ
と
で
、高
品
質
の

ト
マ
ト
を
一
番
お
い
し
い
状
態
の

ま
ま
東
京
ま
で
輸
送
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。す
る

と
、生
産
者
か
ら
大
変
喜
ば
れ
、そ

の
後
の
熊
本
産
ト
マ
ト
の
全
国
で
の

販
路
拡
大
に
も
大
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に
貢
献
す
る
こ
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内
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箇
所
の
物
流
施
設
に
被
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を
受
け
ま

し
た
。幸
い
に
し
て
ト
ラ
ッ
ク
や
社
員
へ

の
被
害
が
な
か
っ
た
た
め
、地
震
発
生

直
後
か
ら
熊
本
県
産
の
野
菜
を
首
都

圏
ま
で
届
け
る
な
ど
、通
常
通
り
の
輸

送
を
行
い
、お
客
様
か
ら
は
大
い
に
驚

か
れ
る
と
と
も
に
、大
変
感
謝
も
し
て

い
た
だ
け
ま
し
た
。

　今
後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

　
ま
ず
は
、熊
本
地
震
か
ら
の
復
興
に

全
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。地
震
後
は

貨
物
輸
送
に
加
え
、グ
ル
ー
プ
会
社
で

地
元
益
城
町
の
避
難
所
を
巡
る
無
償

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
な
ど
、グ
ル
ー
プ

の
総
力
を
挙
げ
て
復
興
支
援
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。今
後
も
物
流
の
プ

ロ
と
し
て
出
来
る
限
り
の
貢
献
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
物
流
業
界
で
は
３
Ｐ
Ｌ
事
業（
※
）と

い
う
言
葉
が
よ
く
使
わ
れ
ま
す
が
、我

が
社
で
は
そ
う
し
た
言
葉
が
つ

く
ら
れ
る
前
か
ら
、お
客
様
の
物

流
に
関
す
る
相
談
に
は
何
で
も

応
じ
、我
が
社
独
自
の
視
点
で

様
々
な
ご
提
案
を
行
う
な
ど
、総

合
的
な
物
流
サ
ー
ビ
ス
を
ご
提

供
し
て
き
ま
し
た
。今
後
も
こ
の

方
向
性
を
変
え
る
つ
も
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。益
城
熊
本
空
港
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
近
く
に
新
た
に
物

流
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、総
合
物

流
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
拡
充
を

図
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　
最
後
に
、我
が
社
は
熊
本
県
の

物
流
会
社
と
し
て
、創
業
か
ら
の

精
神
で
あ
る「
お
客
様
と
の
共
存

共
栄
」に
向
け
一
歩
一
歩
着
実
に

前
進
す
る
こ
と
で
、地
域
の
発
展
、

繁
栄
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
※
）３
Ｐ
Ｌ
事
業
…
３
Ｐ
Ｌ
と
はthird 

party logistics

の
略
。荷
主
企

業
に
代
わ
っ
て
、最
も
効
率
的
な

物
流
戦
略
の
企
画
立
案
や
物
流
シ

ス
テ
ム
の
構
築
の
提
案
を
行
い
、か

つ
、そ
れ
を
包
括
的
に
受
託
し
、実

行
す
る
こ
と
。 

▲昭和47年、熊本交通運輸有限会社創業当時の写真

◀昭和47年、熊本交通運輸
　有限会社開業時の車庫

昭和59年、益城町▶
（現在地）に本社を移転　

お客様との共存共栄を
目指した経営を
貫いてまいります。

◀住永社長

▲全社員研修会

熊本の農産物を
首都圏等にお届け！
熊本の農産物を
首都圏等にお届け！

倉庫部門
TOTAL SYSTEM LOGISTICSのベース
として自社倉庫延面積20,000坪の体制で
臨みます。

長距離部門
関東、東海、近畿地方を中心に輸送フィールド
は全国に広がっています。中継基地として、広
島、中部（四日市）にも営業所を設けました。

専属・専門輸送部門
人と車を派遣し、お客様の名前で
運ぶシステムで、業界随一のキャ
リアと実績を誇っています。

竹下頭取▶

研修会や安全大会等、
社員教育にも力を
入れておられますね。

思 い 出 の 写 真
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品
の
運
送
を
始
め
ま
し
た
。そ
の
後

1
9
7
2
年（
昭
和
47
年
）に
独
立
、

ト
ラ
ッ
ク
５
台
で
熊
本
交
通
運
輸
有

限
会
社
を
創
業
し
ま
し
た
。

　
創
業
後
し
ば
ら
く
は
、兄
が
勤
務
し

て
い
た
地
元
物
流
会
社
の
荷
物
を
運

ん
だ
り
、知
り
合
い
の
大
手
物
流
会
社

の
下
請
け
と
し
て
荷
物
を
運
ぶ
仕
事

を
続
け
て
き
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
私
は

「
我
が
社
に『
N
o
』と
い
う
言
葉
は
な

い
」と
い
う
信
念
で
、他
社
が
や
り
た

が
ら
な
い
運
送
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。ま
た
常
に
、お
客

様
の
商
品
が
売
れ
る
た
め
に
は
ど
ん
な

運
送
が
ベ
ス
ト
な
の
か
を
考
え
、積
極

的
に
提
案
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、多
く
の
お
客
様
か
ら
信

頼
を
い
た
だ
き
、徐
々
に
取
引
先
が
増

え
て
い
き
ま
し
た
。お
か
げ
様
で
、我

が
社
の
売
上
も
増
え
続
け
、現
在
で
は

グ
ル
ー
プ
全
体
で
年
商
1
4
1
億
円

規
模
の
企
業
に
ま
で
成
長
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

住
永
社
長
の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
へ
の
憧
れ
が
全
て
の

原
点
だ
そ
う
で
す
ね
。

私
は
幼
少
の
頃
か
ら
ト
ラ
ッ
ク

が
大
好
き
で
、「
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
に
な
り
た
い
」と
い
う
夢
を

ず
っ
と
抱
い
て
い
ま
し
た
。高
校
卒
業

後
、一
旦
は
母
の
紹
介
で
魚
屋
に
就
職

し
ま
し
た
が
、ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

へ
の
夢
が
忘
れ
ら
れ
ず
、1
9
6
7

年（
昭
和
42
年
）に
魚
屋
を
退
職
し
て

１
台
の
中
古
ト
ラ
ッ
ク
を
購
入
し
、商

　「一
業
種
一
社
主
義
」の
も
と
、お

客
様
と
と
も
に
成
長
を
続
け
て
こ

ら
れ
た
そ
う
で
す
ね
。 

　
我
が
社
が
最
も
大
切
に
し
て
い
る

の
が
、お
客
様
と
の
つ
な
が
り
で
あ
る

「
和
」で
す
。具
体
的
な
取
り
組
み
が

「
一
業
種
一
社
主
義
」。つ
ま
り
、運
送

会
社
を
介
し
た
情
報
漏
え
い
等
を
懸

念
さ
れ
る
お
客
様
の
ご
要
望
に
応
え
る

た
め
、お
客
様
の
同
業
他
社（
ラ
イ
バ

ル
会
社
）と
の
お
取
引
は
原
則
お
引
き

受
け
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。な

ぜ
な
ら
、お
客
様
と
の
信
頼
関
係
を
大

切
に
守
り
な
が
ら
、「
お
客
様
の
成
長

こ
そ
が
我
が
社
の
成
長
に
つ
な
が
る
」

と
の
信
念
に
基
づ
き
、単
な
る
輸
送
だ

け
の
お
取
引
で
な
く
、輸
送
を
超
え
た

物
流
サ
ー
ビ
ス
を
ご
提
供
す
る
こ
と

で
、我
が
社
と
の
取
引
に
満
足
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

　
そ
の
例
が
農
産
物
の
輸
送
で
す
。

1
9
7
5
年（
昭
和
50
年
）頃
、ま
だ

農
産
物
を
冷
や
し
て
運
ぶ
定
温
輸
送

時
代
に
は
乗
用
車
の
ク
ー
ラ
ー
を
ト

ラ
ッ
ク
に
取
り
付
け
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。ま
た
、適
正
な
輸
送
価
格
も
ド

ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
大
切
な
環
境
改
善

の
１
つ
で
す
の
で
、適
正
価
格
を
下
回

る
運
賃
で
の
仕
事
は
原
則
お
断
り
し

て
い
ま
す
。安
価
受
注
を
引
き
受
け
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
待
遇
が
悪
化
し
、安
全

運
行
が
で
き
な
け
れ
ば
、お
客
様
の
信

頼
が
得
ら
れ
な
い
と
確
信
す
る
か
ら

で
す
。 

　
今
で
は
、我
が
社
の
事
故
率
は
走
行 

10
万
㎞
当
た
り
0
．0
9
件（
軽
微
な

物
損
事
故
の
み
）で
、業
界
平
均（
同

0
．6
件
）を
１
桁
下
回
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
事
故
率
ゼ
ロ

を
目
指
し
、安
全
な
輸
送
体
制
の
整

備
を
さ
ら
に
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　熊
本
地
震
が
発
生
し
た
際
も

輸
送
は
止
め
な
か
っ
た
と
か
。 

　
我
が
社
で
は「
何
が
あ
っ
て
も

『
荷
物
を
届
け
る
』使
命
を
果
た

す
」と
い
う
基
本
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。常
日
頃
か
ら
危
機
管
理

を
徹
底
し
、非
常
時
を
想
定
し

た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
繰
り
返

し
行
っ
て
き
た
お
か
げ
で
、今
回

の
熊
本
地
震
で
は
輸
送
を
止
め

ず
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
今
回
の
熊
本
地
震
に
よ
っ
て
、

機
に
注
入
す
る
ま
で
の
作
業
を
ド
ラ
イ

バ
ー
が
行
っ
て
お
り
、周
囲
か
ら
は「
そ

こ
ま
で
や
る
の
か
」と
驚
か
れ
ま
す
。 

　
た
だ
、お
客
様
が
最
終
的
に
満
足

し
て
い
た
だ
け
る
か
ど
う
か
は
、お
客

様
と
接
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
次
第
で
す
。

そ
の
た
め
、我
が
社
で
は
ド
ラ
イ
バ
ー

の
働
く
環
境
づ
く
り
に
も
努
め
て
い

ま
す
。ト
ラ
ッ
ク
に
冷
房
が
な
か
っ
た

と
が
で
き
ま
し
た
。お
か
げ
様
で
現
在

で
は
、我
が
社
の
売
上
の
３
割
が
農
産

物
輸
送
と
な
り
、ト
マ
ト
や
ス
イ
カ
な

ど
熊
本
名
産
の
農
産
物
を
県
下
全
域

か
ら
集
荷
し
、首
都
圏
等
ま
で
輸
送
す

る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

 

　「
か
ゆ
い
所
に
手
が
届
く
物
流

サ
ー
ビ
ス
」に
も
注
力
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
ね
。

　
我
が
社
で
は
、お
客
様
ご
と
に
担
当

が
固
定
さ
れ
、運
ぶ
商
品
の
特
性
を
熟

知
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
が
、お
客
様
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て「
荷
台
の
長
さ
や

幅
」、「
中
の
構
造
」、「
温
度
調
整
」や

「
組
立
加
工
の
有
無
」ま
で
を
徹
底
管

理
し
、お
客
様
の
と
こ
ろ
ま
で
商
品
を

お
届
け
す
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、サ
ッ
シ
を
輸
送
す
る
場
合
、

ド
ラ
イ
バ
ー
が
納
品
先
で
組
み
立
て
を

行
い
、更
に
は
建
物
へ
の
取
り
付
け
ま

で
対
応
し
て
い
ま
す
。ま
た
、イ
ン
キ
の

輸
送
に
あ
た
っ
て
は
、イ
ン
キ
を
印
刷

が
確
立
し
て
い

な
い
時
代
、地
元

の
生
産
者
か
ら
熊

本
産
の
完
熟
ト
マ

ト
を
東
京
ま
で
運

ん
で
ほ
し
い
と
の
相

談
を
受
け
ま
し
た
。

完
熟
の
状
態
を
保
っ
た

ま
ま
輸
送
す
る
た
め
に

は
、ト
マ
ト
を
完
全
に
冷

や
し
て
お
く
こ
と
が
必
要

だ
っ
た
た
め
、段
ボ
ー
ル
会

社
と
協
力
し
、１
年
以
上

を
費
や
し
て
、荷
台
の
中
で

冷
気
が
均
一
に
な
る
段
ボ
ー

ル
を
開
発
し
ま
し
た
。さ
ら
に

集
荷
場
で
の
検
品
作
業
ま
で
も

請
け
負
う
こ
と
で
、高
品
質
の

ト
マ
ト
を
一
番
お
い
し
い
状
態
の

ま
ま
東
京
ま
で
輸
送
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。す
る

と
、生
産
者
か
ら
大
変
喜
ば
れ
、そ

の
後
の
熊
本
産
ト
マ
ト
の
全
国
で
の

販
路
拡
大
に
も
大
い
に
貢
献
す
る
こ

熊本交通運輸 株式会社

◎インタビューを終えて

▲前列左2番目から澁谷次長、平井常務、住永専務、住永会長、住永社長、竹下頭取、池田支店長（熊本銀行）

我
が
社
で
も
熊
本
県
内
に
構
え
る
3

箇
所
の
物
流
施
設
に
被
害
を
受
け
ま

し
た
。幸
い
に
し
て
ト
ラ
ッ
ク
や
社
員
へ

の
被
害
が
な
か
っ
た
た
め
、地
震
発
生

直
後
か
ら
熊
本
県
産
の
野
菜
を
首
都

圏
ま
で
届
け
る
な
ど
、通
常
通
り
の
輸

送
を
行
い
、お
客
様
か
ら
は
大
い
に
驚

か
れ
る
と
と
も
に
、大
変
感
謝
も
し
て

い
た
だ
け
ま
し
た
。

　今
後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

　
ま
ず
は
、熊
本
地
震
か
ら
の
復
興
に

全
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。地
震
後
は

貨
物
輸
送
に
加
え
、グ
ル
ー
プ
会
社
で

地
元
益
城
町
の
避
難
所
を
巡
る
無
償

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
な
ど
、グ
ル
ー
プ

の
総
力
を
挙
げ
て
復
興
支
援
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。今
後
も
物
流
の
プ

ロ
と
し
て
出
来
る
限
り
の
貢
献
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
物
流
業
界
で
は
３
Ｐ
Ｌ
事
業（
※
）と

い
う
言
葉
が
よ
く
使
わ
れ
ま
す
が
、我

が
社
で
は
そ
う
し
た
言
葉
が
つ

く
ら
れ
る
前
か
ら
、お
客
様
の
物

流
に
関
す
る
相
談
に
は
何
で
も

応
じ
、我
が
社
独
自
の
視
点
で

様
々
な
ご
提
案
を
行
う
な
ど
、総

合
的
な
物
流
サ
ー
ビ
ス
を
ご
提

供
し
て
き
ま
し
た
。今
後
も
こ
の

方
向
性
を
変
え
る
つ
も
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。益
城
熊
本
空
港
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
近
く
に
新
た
に
物

流
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、総
合
物

流
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
拡
充
を

図
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　
最
後
に
、我
が
社
は
熊
本
県
の

物
流
会
社
と
し
て
、創
業
か
ら
の

精
神
で
あ
る「
お
客
様
と
の
共
存

共
栄
」に
向
け
一
歩
一
歩
着
実
に

前
進
す
る
こ
と
で
、地
域
の
発
展
、

繁
栄
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
※
）３
Ｐ
Ｌ
事
業
…
３
Ｐ
Ｌ
と
はthird 

party logistics

の
略
。荷
主
企

業
に
代
わ
っ
て
、最
も
効
率
的
な

物
流
戦
略
の
企
画
立
案
や
物
流
シ

ス
テ
ム
の
構
築
の
提
案
を
行
い
、か

つ
、そ
れ
を
包
括
的
に
受
託
し
、実

行
す
る
こ
と
。 

熊本銀行
取締役頭取 竹下　英

　創業以来、お客様との「和」を大切にし、そのニーズにきめ細やかに対応する
ことで、熊本でも有数の物流会社にまで成長してこられました。
　今回の地震発生直後も物流を止めずに、通常と変わりない輸送を行われた
当社の取り組みからは、住永社長の物流業務に対する強い思いや使命感を感じ
ました。
　今後も、付加価値の高い物流サービスを提供され、地域とともに発展して
いかれることを期待しています。
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品
の
運
送
を
始
め
ま
し
た
。そ
の
後

1
9
7
2
年（
昭
和
47
年
）に
独
立
、

ト
ラ
ッ
ク
５
台
で
熊
本
交
通
運
輸
有

限
会
社
を
創
業
し
ま
し
た
。

　
創
業
後
し
ば
ら
く
は
、兄
が
勤
務
し

て
い
た
地
元
物
流
会
社
の
荷
物
を
運

ん
だ
り
、知
り
合
い
の
大
手
物
流
会
社

の
下
請
け
と
し
て
荷
物
を
運
ぶ
仕
事

を
続
け
て
き
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
私
は

「
我
が
社
に『
N
o
』と
い
う
言
葉
は
な

い
」と
い
う
信
念
で
、他
社
が
や
り
た

が
ら
な
い
運
送
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。ま
た
常
に
、お
客

様
の
商
品
が
売
れ
る
た
め
に
は
ど
ん
な

運
送
が
ベ
ス
ト
な
の
か
を
考
え
、積
極

的
に
提
案
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、多
く
の
お
客
様
か
ら
信

頼
を
い
た
だ
き
、徐
々
に
取
引
先
が
増

え
て
い
き
ま
し
た
。お
か
げ
様
で
、我

が
社
の
売
上
も
増
え
続
け
、現
在
で
は

グ
ル
ー
プ
全
体
で
年
商
1
4
1
億
円

規
模
の
企
業
に
ま
で
成
長
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

住
永
社
長
の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
へ
の
憧
れ
が
全
て
の

原
点
だ
そ
う
で
す
ね
。

私
は
幼
少
の
頃
か
ら
ト
ラ
ッ
ク

が
大
好
き
で
、「
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
に
な
り
た
い
」と
い
う
夢
を

ず
っ
と
抱
い
て
い
ま
し
た
。高
校
卒
業

後
、一
旦
は
母
の
紹
介
で
魚
屋
に
就
職

し
ま
し
た
が
、ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

へ
の
夢
が
忘
れ
ら
れ
ず
、1
9
6
7

年（
昭
和
42
年
）に
魚
屋
を
退
職
し
て

１
台
の
中
古
ト
ラ
ッ
ク
を
購
入
し
、商

　「一
業
種
一
社
主
義
」の
も
と
、お

客
様
と
と
も
に
成
長
を
続
け
て
こ

ら
れ
た
そ
う
で
す
ね
。 

　
我
が
社
が
最
も
大
切
に
し
て
い
る

の
が
、お
客
様
と
の
つ
な
が
り
で
あ
る

「
和
」で
す
。具
体
的
な
取
り
組
み
が

「
一
業
種
一
社
主
義
」。つ
ま
り
、運
送

会
社
を
介
し
た
情
報
漏
え
い
等
を
懸

念
さ
れ
る
お
客
様
の
ご
要
望
に
応
え
る

た
め
、お
客
様
の
同
業
他
社（
ラ
イ
バ

ル
会
社
）と
の
お
取
引
は
原
則
お
引
き

受
け
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。な

ぜ
な
ら
、お
客
様
と
の
信
頼
関
係
を
大

切
に
守
り
な
が
ら
、「
お
客
様
の
成
長

こ
そ
が
我
が
社
の
成
長
に
つ
な
が
る
」

と
の
信
念
に
基
づ
き
、単
な
る
輸
送
だ

け
の
お
取
引
で
な
く
、輸
送
を
超
え
た

物
流
サ
ー
ビ
ス
を
ご
提
供
す
る
こ
と

で
、我
が
社
と
の
取
引
に
満
足
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

　
そ
の
例
が
農
産
物
の
輸
送
で
す
。

1
9
7
5
年（
昭
和
50
年
）頃
、ま
だ

農
産
物
を
冷
や
し
て
運
ぶ
定
温
輸
送

時
代
に
は
乗
用
車
の
ク
ー
ラ
ー
を
ト

ラ
ッ
ク
に
取
り
付
け
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。ま
た
、適
正
な
輸
送
価
格
も
ド

ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
大
切
な
環
境
改
善

の
１
つ
で
す
の
で
、適
正
価
格
を
下
回

る
運
賃
で
の
仕
事
は
原
則
お
断
り
し

て
い
ま
す
。安
価
受
注
を
引
き
受
け
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
待
遇
が
悪
化
し
、安
全

運
行
が
で
き
な
け
れ
ば
、お
客
様
の
信

頼
が
得
ら
れ
な
い
と
確
信
す
る
か
ら

で
す
。 

　
今
で
は
、我
が
社
の
事
故
率
は
走
行 

10
万
㎞
当
た
り
0
．0
9
件（
軽
微
な

物
損
事
故
の
み
）で
、業
界
平
均（
同

0
．6
件
）を
１
桁
下
回
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
事
故
率
ゼ
ロ

を
目
指
し
、安
全
な
輸
送
体
制
の
整

備
を
さ
ら
に
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　熊
本
地
震
が
発
生
し
た
際
も

輸
送
は
止
め
な
か
っ
た
と
か
。 

　
我
が
社
で
は「
何
が
あ
っ
て
も

『
荷
物
を
届
け
る
』使
命
を
果
た

す
」と
い
う
基
本
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。常
日
頃
か
ら
危
機
管
理

を
徹
底
し
、非
常
時
を
想
定
し

た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
繰
り
返

し
行
っ
て
き
た
お
か
げ
で
、今
回

の
熊
本
地
震
で
は
輸
送
を
止
め

ず
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
今
回
の
熊
本
地
震
に
よ
っ
て
、

機
に
注
入
す
る
ま
で
の
作
業
を
ド
ラ
イ

バ
ー
が
行
っ
て
お
り
、周
囲
か
ら
は「
そ

こ
ま
で
や
る
の
か
」と
驚
か
れ
ま
す
。 

　
た
だ
、お
客
様
が
最
終
的
に
満
足

し
て
い
た
だ
け
る
か
ど
う
か
は
、お
客

様
と
接
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
次
第
で
す
。

そ
の
た
め
、我
が
社
で
は
ド
ラ
イ
バ
ー

の
働
く
環
境
づ
く
り
に
も
努
め
て
い

ま
す
。ト
ラ
ッ
ク
に
冷
房
が
な
か
っ
た

と
が
で
き
ま
し
た
。お
か
げ
様
で
現
在

で
は
、我
が
社
の
売
上
の
３
割
が
農
産

物
輸
送
と
な
り
、ト
マ
ト
や
ス
イ
カ
な

ど
熊
本
名
産
の
農
産
物
を
県
下
全
域

か
ら
集
荷
し
、首
都
圏
等
ま
で
輸
送
す

る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

 

　「
か
ゆ
い
所
に
手
が
届
く
物
流

サ
ー
ビ
ス
」に
も
注
力
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
ね
。

　
我
が
社
で
は
、お
客
様
ご
と
に
担
当

が
固
定
さ
れ
、運
ぶ
商
品
の
特
性
を
熟

知
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
が
、お
客
様
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て「
荷
台
の
長
さ
や

幅
」、「
中
の
構
造
」、「
温
度
調
整
」や

「
組
立
加
工
の
有
無
」ま
で
を
徹
底
管

理
し
、お
客
様
の
と
こ
ろ
ま
で
商
品
を

お
届
け
す
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、サ
ッ
シ
を
輸
送
す
る
場
合
、

ド
ラ
イ
バ
ー
が
納
品
先
で
組
み
立
て
を

行
い
、更
に
は
建
物
へ
の
取
り
付
け
ま

で
対
応
し
て
い
ま
す
。ま
た
、イ
ン
キ
の

輸
送
に
あ
た
っ
て
は
、イ
ン
キ
を
印
刷

が
確
立
し
て
い

な
い
時
代
、地
元

の
生
産
者
か
ら
熊

本
産
の
完
熟
ト
マ

ト
を
東
京
ま
で
運

ん
で
ほ
し
い
と
の
相

談
を
受
け
ま
し
た
。

完
熟
の
状
態
を
保
っ
た

ま
ま
輸
送
す
る
た
め
に

は
、ト
マ
ト
を
完
全
に
冷

や
し
て
お
く
こ
と
が
必
要

だ
っ
た
た
め
、段
ボ
ー
ル
会

社
と
協
力
し
、１
年
以
上

を
費
や
し
て
、荷
台
の
中
で

冷
気
が
均
一
に
な
る
段
ボ
ー

ル
を
開
発
し
ま
し
た
。さ
ら
に

集
荷
場
で
の
検
品
作
業
ま
で
も

請
け
負
う
こ
と
で
、高
品
質
の

ト
マ
ト
を
一
番
お
い
し
い
状
態
の

ま
ま
東
京
ま
で
輸
送
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。す
る

と
、生
産
者
か
ら
大
変
喜
ば
れ
、そ

の
後
の
熊
本
産
ト
マ
ト
の
全
国
で
の

販
路
拡
大
に
も
大
い
に
貢
献
す
る
こ

熊本交通運輸 株式会社

◎インタビューを終えて

▲前列左2番目から澁谷次長、平井常務、住永専務、住永会長、住永社長、竹下頭取、池田支店長（熊本銀行）

我
が
社
で
も
熊
本
県
内
に
構
え
る
3

箇
所
の
物
流
施
設
に
被
害
を
受
け
ま

し
た
。幸
い
に
し
て
ト
ラ
ッ
ク
や
社
員
へ

の
被
害
が
な
か
っ
た
た
め
、地
震
発
生

直
後
か
ら
熊
本
県
産
の
野
菜
を
首
都

圏
ま
で
届
け
る
な
ど
、通
常
通
り
の
輸

送
を
行
い
、お
客
様
か
ら
は
大
い
に
驚

か
れ
る
と
と
も
に
、大
変
感
謝
も
し
て

い
た
だ
け
ま
し
た
。

　今
後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

　
ま
ず
は
、熊
本
地
震
か
ら
の
復
興
に

全
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。地
震
後
は

貨
物
輸
送
に
加
え
、グ
ル
ー
プ
会
社
で

地
元
益
城
町
の
避
難
所
を
巡
る
無
償

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
な
ど
、グ
ル
ー
プ

の
総
力
を
挙
げ
て
復
興
支
援
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。今
後
も
物
流
の
プ

ロ
と
し
て
出
来
る
限
り
の
貢
献
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
物
流
業
界
で
は
３
Ｐ
Ｌ
事
業（
※
）と

い
う
言
葉
が
よ
く
使
わ
れ
ま
す
が
、我

が
社
で
は
そ
う
し
た
言
葉
が
つ

く
ら
れ
る
前
か
ら
、お
客
様
の
物

流
に
関
す
る
相
談
に
は
何
で
も

応
じ
、我
が
社
独
自
の
視
点
で

様
々
な
ご
提
案
を
行
う
な
ど
、総

合
的
な
物
流
サ
ー
ビ
ス
を
ご
提

供
し
て
き
ま
し
た
。今
後
も
こ
の

方
向
性
を
変
え
る
つ
も
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。益
城
熊
本
空
港
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
近
く
に
新
た
に
物

流
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、総
合
物

流
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
拡
充
を

図
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　
最
後
に
、我
が
社
は
熊
本
県
の

物
流
会
社
と
し
て
、創
業
か
ら
の

精
神
で
あ
る「
お
客
様
と
の
共
存

共
栄
」に
向
け
一
歩
一
歩
着
実
に

前
進
す
る
こ
と
で
、地
域
の
発
展
、

繁
栄
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
※
）３
Ｐ
Ｌ
事
業
…
３
Ｐ
Ｌ
と
はthird 

party logistics

の
略
。荷
主
企

業
に
代
わ
っ
て
、最
も
効
率
的
な

物
流
戦
略
の
企
画
立
案
や
物
流
シ

ス
テ
ム
の
構
築
の
提
案
を
行
い
、か

つ
、そ
れ
を
包
括
的
に
受
託
し
、実

行
す
る
こ
と
。 

熊本銀行
取締役頭取 竹下　英

　創業以来、お客様との「和」を大切にし、そのニーズにきめ細やかに対応する
ことで、熊本でも有数の物流会社にまで成長してこられました。
　今回の地震発生直後も物流を止めずに、通常と変わりない輸送を行われた
当社の取り組みからは、住永社長の物流業務に対する強い思いや使命感を感じ
ました。
　今後も、付加価値の高い物流サービスを提供され、地域とともに発展して
いかれることを期待しています。
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個
人
創
業
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、創
業
当
初
は
苦
労
の
連
続

で
し
た
。創
業
し
た
ば
か
り
の
個
人
事

業
主
に
海
底
通
信
ケ
ー
ブ
ル
の
工
事

を
任
せ
て
く
れ
る
企
業
は
な
く
、し
ば

ら
く
は
海
底
ケ
ー
ブ
ル
工
事
以
外
の

周
辺
分
野
で
あ
る
電
気
工
事
や
船
舶

造
修
等
で
生
計
を
立
て
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
周
辺
工
事
の
受
注
が
増
え
、

1
9
8
2
年（
昭
和
57
年
）に
法
人
化

す
る
こ
と
が
で
き
た
頃
、よ
う
や
く
海

底
通
信
ケ
ー
ブ
ル
工
事
に
携
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
数
年
後
に
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ

イ
ン
ト
が
訪
れ
ま
し
た
。我
が
社
の
仕

事
ぶ
り
が
N
T
T
グ
ル
ー
プ
の
担
当

者
の
方
の
目
に
留
ま
り
、N
T
T
グ

ル
ー
プ
の
海
底
通
信
ケ
ー
ブ
ル
工
事

を
請
け
負
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
現
在
は
、N
T
T
ワ
ー
ル
ド
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
マ
リ
ン
株
式
会
社
様
の

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
し
て
、日
本
全
国

及
び
東
南
ア
ジ
ア
の
海
底
ケ
ー
ブ
ル
工

事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

創
業
の
き
っ
か
け
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

我
が
社
は
光
通
信
ケ
ー
ブ
ル

を
海
底
に
工
事
す
る
会
社
で
、

1
9
7
8
年（
昭
和
53
年
）に
創
業
し

ま
し
た
。私
が
こ
の
仕
事
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
、伯
父
か
ら
の
紹
介
で
海
底
通

信
ケ
ー
ブ
ル
工
事
全
般
を
行
う
会
社

に
就
職
し
た
こ
と
で
す
。そ
の
時
海
底

通
信
ケ
ー
ブ
ル
工
事
の
面
白
さ・や
り

が
い
に
魅
力
を
感
じ
た
私
は「
独
立
し

て
自
分
の
力
を
試
し
た
い
」と
思
い
、

仕
事
の
依
頼
を
一
度
も
断
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。ど
ん
な
仕
事
で
も

「
出
来
ま
す
。や
ら
せ
て
下
さ
い
」と

そ
の
場
で
即
決
し
て
き
ま
し
た
。中
に

は
、我
が
社
の
よ
う
な
中
小
企
業
で
は

と
て
も
困
難
と
思
わ
れ
た
大
型
工
事

も
あ
り
ま
し
た
が
、お
客
様
の
期
待
を

超
え
よ
う
と
い
う
一
心
で
従
業
員
と

一
緒
に
知
恵
を
絞
り
、全
て
や
り
遂
げ

て
き
ま
し
た
。お
客
様
か
ら
は「
当
初

は
こ
ん
な
小
さ
な
企
業
に
任
せ
て
本

当
に
大
丈
夫
な
の
か
と
不
安
だ
っ
た

が
、今
で
は
コ
ク
サ
イ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
に
頼
め
ば
、何
と
か
し
て
く
れ
る

と
思
っ
て
い
る
。」と
い
う
大
変
有
難

い
評
価
を
い
た
だ
け
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　最
後
に
将
来
展
望
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　
今
後
の
私
の
使
命
は
、次
世
代
へ
の

継
承
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。創
業
か
ら

38
年
間
が
む
し
ゃ
ら
に
走
っ
て
き
た
結

果
、お
客
様
か
ら
の
信
頼
、そ
し
て
安

定
的
な
仕
事
を
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
信
頼
関
係

を
堅
持
し
、次
世
代
の
育
成
、そ
し
て

承
継
を
ス
ム
ー
ズ
に
実
施
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
注
力
し
て
い
る
の
が
従

業
員
教
育
で
す
。社
内
で
蓄
積
し
た

専
門
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
作
業

訓
練
に
よ
り
、プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
な

　
お
客
様
か
ら
大
き
な
信
頼
を
得
て

お
ら
れ
ま
す
が
、ど
う
い
っ
た
こ
と
を

心
掛
け
て
こ
ら
れ
た
の
で
す
か
。

　
私
は
創
業
以
降
、お
客
様
か
ら
の

▲海底ケーブル敷設船「おりおん」前（左から黒木社長、吉澤頭取）

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

吉澤頭取黒木社長

株式会社 コクサイエンジニアリング

取
引
店
／
親
和
銀
行 

馬
町
支
店

株
式
会
社

コ
ク
サ
イ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

代
表
取
締
役
社
長

黒
木 

哲
也
氏

海
底
通
信
ケ
ー
ブ
ル
工
事
の

プ
ロ
集
団
と
し
て
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
発
展
に

貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、長
年
我
が
社
は
近
隣
の
清
掃
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。私
が
一
番
大
切

だ
と
考
え
て
い
る「
人
間
力
」が
養
わ

れ
る
よ
う
、次
の
世
代
に
も
着
実
に
繋

げ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
社
員
一
人
ひ
と
り
が

創
造
性
と
行
動
力
を
存
分
に
発
揮
す

る
こ
と
で
、お
客
様
に
期
待
を
超
え
る

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続
け
る
と
と
も

に
、社
員
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
を
実
現
で
き

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ず
ケ
ー
ブ
ル
を
敷
く
海
底
面
の
状
況

を
調
べ
、敷
設
す
る
場
所
を
決
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。沈
没
船
や
岩
礁
、さ

ん
ご
礁
等
を
避
け
、平
ら
な
海
底
面
に

ケ
ー
ブ
ル
を
着
底
さ
せ
る
か
ど
う
か

が
、そ
の
後
の
ケ
ー
ブ
ル
の
耐
久
年
数

を
大
き
く
左
右
す
る
た
め
で
す
。ま

た
、敷
設
工
事
は
海
上
か
ら
専
用
船
を

使
う
の
で
す
が
、風
速
10
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
と
工
事
が
で
き
な
い
た
め
、工

事
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
過
去
3
年
に

渡
る
気
象
デ
ー
タ
を
分
析
し
、最
適
な

日
時
を
決
定
し
た
上
で
工
事
に
取
り

掛
か
る
な
ど
の
配
慮
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　
事
前
に
決
め
た
場
所
に
正
確
に

　海
底
通
信
ケ
ー
ブ
ル
工
事
に
つ
い

て
詳
し
く
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
現
在
、電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

の
情
報
通
信
の
大
半
は
光
通
信
ケ
ー

ブ
ル
が
担
っ
て
い
ま
す
。海
底
に
敷
か

れ
た
ケ
ー
ブ
ル
を
通
し
て
リ
ア
ル
タ
イ

ム
の
通
信
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、ケ
ー
ブ
ル
は
深
い
と
こ
ろ
で
は

数
千
メ
ー
ト
ル
の
海
底
に
敷
設
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。そ
の
敷
設
に
は
高
度

な
技
術
・ノ
ウ
ハ
ウ
が
求
め
ら
れ
る
た

め
、海
底
通
信
ケ
ー
ブ
ル
工
事
を
施
工

で
き
る
の
は
全
国
で
も
数
社
、九
州
に

は
我
が
社
し
か
お
り
ま
せ
ん
。

　
実
際
に
敷
設
工
事
を
行
う
際
は
、ま

の
影
響
を
考
慮
し
な
が
ら
作
業
が
で

き
る
よ
う
な
制
御
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、海
底
通
信
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
工

事
及
び
撤
去
工
事
は
、長
い
時
で
数
週

間
も
船
に
乗
っ
た
ま
ま
作
業
を
続
け
る

た
め
、そ
う
し
た
生
活
で
の
ス
ト
レ
ス

を
少
し
で
も
軽
減
で
き
る
よ
う
、船
内

に
食
堂
や
サ
ロ
ン
な
ど
の
快
適
な
居
住

空
間
を
設
け
て
い
る
ほ
か
、海
底
通
信

ケ
ー
ブ
ル
を
保
管
す
る
ケ
ー
ブ
ル
タ
ン

ク
に
は
夏
場
で
も
快
適
に
作
業
が
で
き

る
よ
う
に
冷
房
設
備
を
導
入
す
る
な

ど
、作
業
員
に
も
優
し
い
最
新
鋭
の
船

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ケ
ー
ブ
ル
を
敷
く
技
術
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、円
滑
に
工
事
を
進
め
る
た
め
の

能
力
や
技
術
は
、長
年
に
渡
っ
て
培
っ

て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
と
し
て
我
が
社
の
最

大
の
強
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　海
底
ケ
ー
ブ
ル
工
事
で
は
最
新
鋭

船
の「
お
り
お
ん
」が
大
活
躍
し
て
い

る
そ
う
で
す
ね
。

　
2
0
1
3
年（
平
成
25
年
）、新
し

く
建
造
し
た
の
が
海
底
ケ
ー
ブ
ル
敷

設
船「
お
り
お
ん
」で
す
。

　「
お
り
お
ん
」は
最
新
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー（
D
．P
．S
）を
搭
載
し
て
お
り
、

海
底
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
中
は
潮
流
や
波
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個
人
創
業
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、創
業
当
初
は
苦
労
の
連
続

で
し
た
。創
業
し
た
ば
か
り
の
個
人
事

業
主
に
海
底
通
信
ケ
ー
ブ
ル
の
工
事

を
任
せ
て
く
れ
る
企
業
は
な
く
、し
ば

ら
く
は
海
底
ケ
ー
ブ
ル
工
事
以
外
の

周
辺
分
野
で
あ
る
電
気
工
事
や
船
舶

造
修
等
で
生
計
を
立
て
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
周
辺
工
事
の
受
注
が
増
え
、

1
9
8
2
年（
昭
和
57
年
）に
法
人
化

す
る
こ
と
が
で
き
た
頃
、よ
う
や
く
海

底
通
信
ケ
ー
ブ
ル
工
事
に
携
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
数
年
後
に
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ

イ
ン
ト
が
訪
れ
ま
し
た
。我
が
社
の
仕

事
ぶ
り
が
N
T
T
グ
ル
ー
プ
の
担
当

者
の
方
の
目
に
留
ま
り
、N
T
T
グ

ル
ー
プ
の
海
底
通
信
ケ
ー
ブ
ル
工
事

を
請
け
負
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
現
在
は
、N
T
T
ワ
ー
ル
ド
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
マ
リ
ン
株
式
会
社
様
の

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
し
て
、日
本
全
国

及
び
東
南
ア
ジ
ア
の
海
底
ケ
ー
ブ
ル
工

事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

創
業
の
き
っ
か
け
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

我
が
社
は
光
通
信
ケ
ー
ブ
ル

を
海
底
に
工
事
す
る
会
社
で
、

1
9
7
8
年（
昭
和
53
年
）に
創
業
し

ま
し
た
。私
が
こ
の
仕
事
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
、伯
父
か
ら
の
紹
介
で
海
底
通

信
ケ
ー
ブ
ル
工
事
全
般
を
行
う
会
社

に
就
職
し
た
こ
と
で
す
。そ
の
時
海
底

通
信
ケ
ー
ブ
ル
工
事
の
面
白
さ・や
り

が
い
に
魅
力
を
感
じ
た
私
は「
独
立
し

て
自
分
の
力
を
試
し
た
い
」と
思
い
、

仕
事
の
依
頼
を
一
度
も
断
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。ど
ん
な
仕
事
で
も

「
出
来
ま
す
。や
ら
せ
て
下
さ
い
」と

そ
の
場
で
即
決
し
て
き
ま
し
た
。中
に

は
、我
が
社
の
よ
う
な
中
小
企
業
で
は

と
て
も
困
難
と
思
わ
れ
た
大
型
工
事

も
あ
り
ま
し
た
が
、お
客
様
の
期
待
を

超
え
よ
う
と
い
う
一
心
で
従
業
員
と

一
緒
に
知
恵
を
絞
り
、全
て
や
り
遂
げ

て
き
ま
し
た
。お
客
様
か
ら
は「
当
初

は
こ
ん
な
小
さ
な
企
業
に
任
せ
て
本

当
に
大
丈
夫
な
の
か
と
不
安
だ
っ
た

が
、今
で
は
コ
ク
サ
イ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
に
頼
め
ば
、何
と
か
し
て
く
れ
る

と
思
っ
て
い
る
。」と
い
う
大
変
有
難

い
評
価
を
い
た
だ
け
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　最
後
に
将
来
展
望
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　
今
後
の
私
の
使
命
は
、次
世
代
へ
の

継
承
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。創
業
か
ら

38
年
間
が
む
し
ゃ
ら
に
走
っ
て
き
た
結

果
、お
客
様
か
ら
の
信
頼
、そ
し
て
安

定
的
な
仕
事
を
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
信
頼
関
係

を
堅
持
し
、次
世
代
の
育
成
、そ
し
て

承
継
を
ス
ム
ー
ズ
に
実
施
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
注
力
し
て
い
る
の
が
従

業
員
教
育
で
す
。社
内
で
蓄
積
し
た

専
門
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
作
業

訓
練
に
よ
り
、プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
な

　
お
客
様
か
ら
大
き
な
信
頼
を
得
て

お
ら
れ
ま
す
が
、ど
う
い
っ
た
こ
と
を

心
掛
け
て
こ
ら
れ
た
の
で
す
か
。

　
私
は
創
業
以
降
、お
客
様
か
ら
の

▲海底ケーブル敷設船「おりおん」前（左から黒木社長、吉澤頭取）

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

吉澤頭取黒木社長

株式会社 コクサイエンジニアリング

取
引
店
／
親
和
銀
行 

馬
町
支
店

株
式
会
社

コ
ク
サ
イ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

代
表
取
締
役
社
長

黒
木 

哲
也
氏

海
底
通
信
ケ
ー
ブ
ル
工
事
の

プ
ロ
集
団
と
し
て
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
発
展
に

貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、長
年
我
が
社
は
近
隣
の
清
掃
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。私
が
一
番
大
切

だ
と
考
え
て
い
る「
人
間
力
」が
養
わ

れ
る
よ
う
、次
の
世
代
に
も
着
実
に
繋

げ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
社
員
一
人
ひ
と
り
が

創
造
性
と
行
動
力
を
存
分
に
発
揮
す

る
こ
と
で
、お
客
様
に
期
待
を
超
え
る

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続
け
る
と
と
も

に
、社
員
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
を
実
現
で
き

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ず
ケ
ー
ブ
ル
を
敷
く
海
底
面
の
状
況

を
調
べ
、敷
設
す
る
場
所
を
決
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。沈
没
船
や
岩
礁
、さ

ん
ご
礁
等
を
避
け
、平
ら
な
海
底
面
に

ケ
ー
ブ
ル
を
着
底
さ
せ
る
か
ど
う
か

が
、そ
の
後
の
ケ
ー
ブ
ル
の
耐
久
年
数

を
大
き
く
左
右
す
る
た
め
で
す
。ま

た
、敷
設
工
事
は
海
上
か
ら
専
用
船
を

使
う
の
で
す
が
、風
速
10
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
と
工
事
が
で
き
な
い
た
め
、工

事
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
過
去
3
年
に

渡
る
気
象
デ
ー
タ
を
分
析
し
、最
適
な

日
時
を
決
定
し
た
上
で
工
事
に
取
り

掛
か
る
な
ど
の
配
慮
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　
事
前
に
決
め
た
場
所
に
正
確
に

　海
底
通
信
ケ
ー
ブ
ル
工
事
に
つ
い

て
詳
し
く
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
現
在
、電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

の
情
報
通
信
の
大
半
は
光
通
信
ケ
ー

ブ
ル
が
担
っ
て
い
ま
す
。海
底
に
敷
か

れ
た
ケ
ー
ブ
ル
を
通
し
て
リ
ア
ル
タ
イ

ム
の
通
信
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、ケ
ー
ブ
ル
は
深
い
と
こ
ろ
で
は

数
千
メ
ー
ト
ル
の
海
底
に
敷
設
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。そ
の
敷
設
に
は
高
度

な
技
術
・ノ
ウ
ハ
ウ
が
求
め
ら
れ
る
た

め
、海
底
通
信
ケ
ー
ブ
ル
工
事
を
施
工

で
き
る
の
は
全
国
で
も
数
社
、九
州
に

は
我
が
社
し
か
お
り
ま
せ
ん
。

　
実
際
に
敷
設
工
事
を
行
う
際
は
、ま

の
影
響
を
考
慮
し
な
が
ら
作
業
が
で

き
る
よ
う
な
制
御
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、海
底
通
信
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
工

事
及
び
撤
去
工
事
は
、長
い
時
で
数
週

間
も
船
に
乗
っ
た
ま
ま
作
業
を
続
け
る

た
め
、そ
う
し
た
生
活
で
の
ス
ト
レ
ス

を
少
し
で
も
軽
減
で
き
る
よ
う
、船
内

に
食
堂
や
サ
ロ
ン
な
ど
の
快
適
な
居
住

空
間
を
設
け
て
い
る
ほ
か
、海
底
通
信

ケ
ー
ブ
ル
を
保
管
す
る
ケ
ー
ブ
ル
タ
ン

ク
に
は
夏
場
で
も
快
適
に
作
業
が
で
き

る
よ
う
に
冷
房
設
備
を
導
入
す
る
な

ど
、作
業
員
に
も
優
し
い
最
新
鋭
の
船

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ケ
ー
ブ
ル
を
敷
く
技
術
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、円
滑
に
工
事
を
進
め
る
た
め
の

能
力
や
技
術
は
、長
年
に
渡
っ
て
培
っ

て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
と
し
て
我
が
社
の
最

大
の
強
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　海
底
ケ
ー
ブ
ル
工
事
で
は
最
新
鋭

船
の「
お
り
お
ん
」が
大
活
躍
し
て
い

る
そ
う
で
す
ね
。

　
2
0
1
3
年（
平
成
25
年
）、新
し

く
建
造
し
た
の
が
海
底
ケ
ー
ブ
ル
敷

設
船「
お
り
お
ん
」で
す
。

　「
お
り
お
ん
」は
最
新
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー（
D
．P
．S
）を
搭
載
し
て
お
り
、

海
底
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
中
は
潮
流
や
波
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個
人
創
業
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、創
業
当
初
は
苦
労
の
連
続

で
し
た
。創
業
し
た
ば
か
り
の
個
人
事

業
主
に
海
底
通
信
ケ
ー
ブ
ル
の
工
事

を
任
せ
て
く
れ
る
企
業
は
な
く
、し
ば

ら
く
は
海
底
ケ
ー
ブ
ル
工
事
以
外
の

周
辺
分
野
で
あ
る
電
気
工
事
や
船
舶

造
修
等
で
生
計
を
立
て
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
周
辺
工
事
の
受
注
が
増
え
、

1
9
8
2
年（
昭
和
57
年
）に
法
人
化

す
る
こ
と
が
で
き
た
頃
、よ
う
や
く
海

底
通
信
ケ
ー
ブ
ル
工
事
に
携
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
数
年
後
に
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ

イ
ン
ト
が
訪
れ
ま
し
た
。我
が
社
の
仕

事
ぶ
り
が
N
T
T
グ
ル
ー
プ
の
担
当

者
の
方
の
目
に
留
ま
り
、N
T
T
グ

ル
ー
プ
の
海
底
通
信
ケ
ー
ブ
ル
工
事

を
請
け
負
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
現
在
は
、N
T
T
ワ
ー
ル
ド
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
マ
リ
ン
株
式
会
社
様
の

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
し
て
、日
本
全
国

及
び
東
南
ア
ジ
ア
の
海
底
ケ
ー
ブ
ル
工

事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

創
業
の
き
っ
か
け
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

我
が
社
は
光
通
信
ケ
ー
ブ
ル

を
海
底
に
工
事
す
る
会
社
で
、

1
9
7
8
年（
昭
和
53
年
）に
創
業
し

ま
し
た
。私
が
こ
の
仕
事
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
、伯
父
か
ら
の
紹
介
で
海
底
通

信
ケ
ー
ブ
ル
工
事
全
般
を
行
う
会
社

に
就
職
し
た
こ
と
で
す
。そ
の
時
海
底

通
信
ケ
ー
ブ
ル
工
事
の
面
白
さ・や
り

が
い
に
魅
力
を
感
じ
た
私
は「
独
立
し

て
自
分
の
力
を
試
し
た
い
」と
思
い
、

仕
事
の
依
頼
を
一
度
も
断
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。ど
ん
な
仕
事
で
も

「
出
来
ま
す
。や
ら
せ
て
下
さ
い
」と

そ
の
場
で
即
決
し
て
き
ま
し
た
。中
に

は
、我
が
社
の
よ
う
な
中
小
企
業
で
は

と
て
も
困
難
と
思
わ
れ
た
大
型
工
事

も
あ
り
ま
し
た
が
、お
客
様
の
期
待
を

超
え
よ
う
と
い
う
一
心
で
従
業
員
と

一
緒
に
知
恵
を
絞
り
、全
て
や
り
遂
げ

て
き
ま
し
た
。お
客
様
か
ら
は「
当
初

は
こ
ん
な
小
さ
な
企
業
に
任
せ
て
本

当
に
大
丈
夫
な
の
か
と
不
安
だ
っ
た

が
、今
で
は
コ
ク
サ
イ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
に
頼
め
ば
、何
と
か
し
て
く
れ
る

と
思
っ
て
い
る
。」と
い
う
大
変
有
難

い
評
価
を
い
た
だ
け
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　最
後
に
将
来
展
望
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　
今
後
の
私
の
使
命
は
、次
世
代
へ
の

継
承
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。創
業
か
ら

38
年
間
が
む
し
ゃ
ら
に
走
っ
て
き
た
結

果
、お
客
様
か
ら
の
信
頼
、そ
し
て
安

定
的
な
仕
事
を
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
信
頼
関
係

を
堅
持
し
、次
世
代
の
育
成
、そ
し
て

承
継
を
ス
ム
ー
ズ
に
実
施
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
注
力
し
て
い
る
の
が
従

業
員
教
育
で
す
。社
内
で
蓄
積
し
た

専
門
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
作
業

訓
練
に
よ
り
、プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
な

　
お
客
様
か
ら
大
き
な
信
頼
を
得
て

お
ら
れ
ま
す
が
、ど
う
い
っ
た
こ
と
を

心
掛
け
て
こ
ら
れ
た
の
で
す
か
。

　
私
は
創
業
以
降
、お
客
様
か
ら
の

株式会社 コクサイエンジニアリング

人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、長
年
我
が
社
は
近
隣
の
清
掃
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。私
が
一
番
大
切

だ
と
考
え
て
い
る「
人
間
力
」が
養
わ

れ
る
よ
う
、次
の
世
代
に
も
着
実
に
繋

げ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
社
員
一
人
ひ
と
り
が

創
造
性
と
行
動
力
を
存
分
に
発
揮
す

る
こ
と
で
、お
客
様
に
期
待
を
超
え
る

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続
け
る
と
と
も

に
、社
員
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
を
実
現
で
き

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ず
ケ
ー
ブ
ル
を
敷
く
海
底
面
の
状
況

を
調
べ
、敷
設
す
る
場
所
を
決
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。沈
没
船
や
岩
礁
、さ

ん
ご
礁
等
を
避
け
、平
ら
な
海
底
面
に

ケ
ー
ブ
ル
を
着
底
さ
せ
る
か
ど
う
か

が
、そ
の
後
の
ケ
ー
ブ
ル
の
耐
久
年
数

を
大
き
く
左
右
す
る
た
め
で
す
。ま

た
、敷
設
工
事
は
海
上
か
ら
専
用
船
を

使
う
の
で
す
が
、風
速
10
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
と
工
事
が
で
き
な
い
た
め
、工

事
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
過
去
3
年
に

渡
る
気
象
デ
ー
タ
を
分
析
し
、最
適
な

日
時
を
決
定
し
た
上
で
工
事
に
取
り

掛
か
る
な
ど
の
配
慮
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　
事
前
に
決
め
た
場
所
に
正
確
に

　海
底
通
信
ケ
ー
ブ
ル
工
事
に
つ
い

て
詳
し
く
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
現
在
、電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

の
情
報
通
信
の
大
半
は
光
通
信
ケ
ー

ブ
ル
が
担
っ
て
い
ま
す
。海
底
に
敷
か

れ
た
ケ
ー
ブ
ル
を
通
し
て
リ
ア
ル
タ
イ

ム
の
通
信
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、ケ
ー
ブ
ル
は
深
い
と
こ
ろ
で
は

数
千
メ
ー
ト
ル
の
海
底
に
敷
設
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。そ
の
敷
設
に
は
高
度

な
技
術
・ノ
ウ
ハ
ウ
が
求
め
ら
れ
る
た

め
、海
底
通
信
ケ
ー
ブ
ル
工
事
を
施
工

で
き
る
の
は
全
国
で
も
数
社
、九
州
に

は
我
が
社
し
か
お
り
ま
せ
ん
。

　
実
際
に
敷
設
工
事
を
行
う
際
は
、ま

の
影
響
を
考
慮
し
な
が
ら
作
業
が
で

き
る
よ
う
な
制
御
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、海
底
通
信
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
工

事
及
び
撤
去
工
事
は
、長
い
時
で
数
週

間
も
船
に
乗
っ
た
ま
ま
作
業
を
続
け
る

た
め
、そ
う
し
た
生
活
で
の
ス
ト
レ
ス

を
少
し
で
も
軽
減
で
き
る
よ
う
、船
内

に
食
堂
や
サ
ロ
ン
な
ど
の
快
適
な
居
住

空
間
を
設
け
て
い
る
ほ
か
、海
底
通
信

ケ
ー
ブ
ル
を
保
管
す
る
ケ
ー
ブ
ル
タ
ン

ク
に
は
夏
場
で
も
快
適
に
作
業
が
で
き

る
よ
う
に
冷
房
設
備
を
導
入
す
る
な

ど
、作
業
員
に
も
優
し
い
最
新
鋭
の
船

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ケ
ー
ブ
ル
を
敷
く
技
術
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、円
滑
に
工
事
を
進
め
る
た
め
の

能
力
や
技
術
は
、長
年
に
渡
っ
て
培
っ

て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
と
し
て
我
が
社
の
最

大
の
強
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　海
底
ケ
ー
ブ
ル
工
事
で
は
最
新
鋭

船
の「
お
り
お
ん
」が
大
活
躍
し
て
い

る
そ
う
で
す
ね
。

　
2
0
1
3
年（
平
成
25
年
）、新
し

く
建
造
し
た
の
が
海
底
ケ
ー
ブ
ル
敷

設
船「
お
り
お
ん
」で
す
。

　「
お
り
お
ん
」は
最
新
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー（
D
．P
．S
）を
搭
載
し
て
お
り
、

海
底
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
中
は
潮
流
や
波

海底ケーブルの
敷設工事の
プロ集団として実績を
積み重ねています。

見 学 風 景 作 業 風 景

日本の隅々にまで
情報通信サービスを
提供しておられるの
ですね。

◀吉澤頭取 黒木社長▶

▲「おりおん」ドラムケーブルエンジン

▲海底でのケーブル作業

▲撤去ケーブル収容

▲撤去ケーブル巻き上げ

▲ケーブル繰出しと作業艇牽引

会議室

サロン厨　房

食　堂

▲「おりおん」操縦席

▲「海底線史料館」を見学

★船名「おりおん」の由来★
夜空でひときわ明るく輝く星座「オリオン座」のように、
当社の希望の星として命名しました。

海底ケーブル敷設船
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個
人
創
業
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、創
業
当
初
は
苦
労
の
連
続

で
し
た
。創
業
し
た
ば
か
り
の
個
人
事

業
主
に
海
底
通
信
ケ
ー
ブ
ル
の
工
事

を
任
せ
て
く
れ
る
企
業
は
な
く
、し
ば

ら
く
は
海
底
ケ
ー
ブ
ル
工
事
以
外
の

周
辺
分
野
で
あ
る
電
気
工
事
や
船
舶

造
修
等
で
生
計
を
立
て
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
周
辺
工
事
の
受
注
が
増
え
、

1
9
8
2
年（
昭
和
57
年
）に
法
人
化

す
る
こ
と
が
で
き
た
頃
、よ
う
や
く
海

底
通
信
ケ
ー
ブ
ル
工
事
に
携
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
数
年
後
に
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ

イ
ン
ト
が
訪
れ
ま
し
た
。我
が
社
の
仕

事
ぶ
り
が
N
T
T
グ
ル
ー
プ
の
担
当

者
の
方
の
目
に
留
ま
り
、N
T
T
グ

ル
ー
プ
の
海
底
通
信
ケ
ー
ブ
ル
工
事

を
請
け
負
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
現
在
は
、N
T
T
ワ
ー
ル
ド
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
マ
リ
ン
株
式
会
社
様
の

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
し
て
、日
本
全
国

及
び
東
南
ア
ジ
ア
の
海
底
ケ
ー
ブ
ル
工

事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

創
業
の
き
っ
か
け
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

我
が
社
は
光
通
信
ケ
ー
ブ
ル

を
海
底
に
工
事
す
る
会
社
で
、

1
9
7
8
年（
昭
和
53
年
）に
創
業
し

ま
し
た
。私
が
こ
の
仕
事
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
、伯
父
か
ら
の
紹
介
で
海
底
通

信
ケ
ー
ブ
ル
工
事
全
般
を
行
う
会
社

に
就
職
し
た
こ
と
で
す
。そ
の
時
海
底

通
信
ケ
ー
ブ
ル
工
事
の
面
白
さ・や
り

が
い
に
魅
力
を
感
じ
た
私
は「
独
立
し

て
自
分
の
力
を
試
し
た
い
」と
思
い
、

仕
事
の
依
頼
を
一
度
も
断
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。ど
ん
な
仕
事
で
も

「
出
来
ま
す
。や
ら
せ
て
下
さ
い
」と

そ
の
場
で
即
決
し
て
き
ま
し
た
。中
に

は
、我
が
社
の
よ
う
な
中
小
企
業
で
は

と
て
も
困
難
と
思
わ
れ
た
大
型
工
事

も
あ
り
ま
し
た
が
、お
客
様
の
期
待
を

超
え
よ
う
と
い
う
一
心
で
従
業
員
と

一
緒
に
知
恵
を
絞
り
、全
て
や
り
遂
げ

て
き
ま
し
た
。お
客
様
か
ら
は「
当
初

は
こ
ん
な
小
さ
な
企
業
に
任
せ
て
本

当
に
大
丈
夫
な
の
か
と
不
安
だ
っ
た

が
、今
で
は
コ
ク
サ
イ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
に
頼
め
ば
、何
と
か
し
て
く
れ
る

と
思
っ
て
い
る
。」と
い
う
大
変
有
難

い
評
価
を
い
た
だ
け
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　最
後
に
将
来
展
望
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　
今
後
の
私
の
使
命
は
、次
世
代
へ
の

継
承
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。創
業
か
ら

38
年
間
が
む
し
ゃ
ら
に
走
っ
て
き
た
結

果
、お
客
様
か
ら
の
信
頼
、そ
し
て
安

定
的
な
仕
事
を
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
信
頼
関
係

を
堅
持
し
、次
世
代
の
育
成
、そ
し
て

承
継
を
ス
ム
ー
ズ
に
実
施
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
注
力
し
て
い
る
の
が
従

業
員
教
育
で
す
。社
内
で
蓄
積
し
た

専
門
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
作
業

訓
練
に
よ
り
、プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
な

　
お
客
様
か
ら
大
き
な
信
頼
を
得
て

お
ら
れ
ま
す
が
、ど
う
い
っ
た
こ
と
を

心
掛
け
て
こ
ら
れ
た
の
で
す
か
。

　
私
は
創
業
以
降
、お
客
様
か
ら
の

株式会社 コクサイエンジニアリング

人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、長
年
我
が
社
は
近
隣
の
清
掃
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。私
が
一
番
大
切

だ
と
考
え
て
い
る「
人
間
力
」が
養
わ

れ
る
よ
う
、次
の
世
代
に
も
着
実
に
繋

げ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
社
員
一
人
ひ
と
り
が

創
造
性
と
行
動
力
を
存
分
に
発
揮
す

る
こ
と
で
、お
客
様
に
期
待
を
超
え
る

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続
け
る
と
と
も

に
、社
員
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
を
実
現
で
き

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ず
ケ
ー
ブ
ル
を
敷
く
海
底
面
の
状
況

を
調
べ
、敷
設
す
る
場
所
を
決
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。沈
没
船
や
岩
礁
、さ

ん
ご
礁
等
を
避
け
、平
ら
な
海
底
面
に

ケ
ー
ブ
ル
を
着
底
さ
せ
る
か
ど
う
か

が
、そ
の
後
の
ケ
ー
ブ
ル
の
耐
久
年
数

を
大
き
く
左
右
す
る
た
め
で
す
。ま

た
、敷
設
工
事
は
海
上
か
ら
専
用
船
を

使
う
の
で
す
が
、風
速
10
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
と
工
事
が
で
き
な
い
た
め
、工

事
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
過
去
3
年
に

渡
る
気
象
デ
ー
タ
を
分
析
し
、最
適
な

日
時
を
決
定
し
た
上
で
工
事
に
取
り

掛
か
る
な
ど
の
配
慮
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　
事
前
に
決
め
た
場
所
に
正
確
に

　海
底
通
信
ケ
ー
ブ
ル
工
事
に
つ
い

て
詳
し
く
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
現
在
、電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

の
情
報
通
信
の
大
半
は
光
通
信
ケ
ー

ブ
ル
が
担
っ
て
い
ま
す
。海
底
に
敷
か

れ
た
ケ
ー
ブ
ル
を
通
し
て
リ
ア
ル
タ
イ

ム
の
通
信
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、ケ
ー
ブ
ル
は
深
い
と
こ
ろ
で
は

数
千
メ
ー
ト
ル
の
海
底
に
敷
設
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。そ
の
敷
設
に
は
高
度

な
技
術
・ノ
ウ
ハ
ウ
が
求
め
ら
れ
る
た

め
、海
底
通
信
ケ
ー
ブ
ル
工
事
を
施
工

で
き
る
の
は
全
国
で
も
数
社
、九
州
に

は
我
が
社
し
か
お
り
ま
せ
ん
。

　
実
際
に
敷
設
工
事
を
行
う
際
は
、ま

の
影
響
を
考
慮
し
な
が
ら
作
業
が
で

き
る
よ
う
な
制
御
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、海
底
通
信
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
工

事
及
び
撤
去
工
事
は
、長
い
時
で
数
週

間
も
船
に
乗
っ
た
ま
ま
作
業
を
続
け
る

た
め
、そ
う
し
た
生
活
で
の
ス
ト
レ
ス

を
少
し
で
も
軽
減
で
き
る
よ
う
、船
内

に
食
堂
や
サ
ロ
ン
な
ど
の
快
適
な
居
住

空
間
を
設
け
て
い
る
ほ
か
、海
底
通
信

ケ
ー
ブ
ル
を
保
管
す
る
ケ
ー
ブ
ル
タ
ン

ク
に
は
夏
場
で
も
快
適
に
作
業
が
で
き

る
よ
う
に
冷
房
設
備
を
導
入
す
る
な

ど
、作
業
員
に
も
優
し
い
最
新
鋭
の
船

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ケ
ー
ブ
ル
を
敷
く
技
術
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、円
滑
に
工
事
を
進
め
る
た
め
の

能
力
や
技
術
は
、長
年
に
渡
っ
て
培
っ

て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
と
し
て
我
が
社
の
最

大
の
強
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　海
底
ケ
ー
ブ
ル
工
事
で
は
最
新
鋭

船
の「
お
り
お
ん
」が
大
活
躍
し
て
い

る
そ
う
で
す
ね
。

　
2
0
1
3
年（
平
成
25
年
）、新
し

く
建
造
し
た
の
が
海
底
ケ
ー
ブ
ル
敷

設
船「
お
り
お
ん
」で
す
。

　「
お
り
お
ん
」は
最
新
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー（
D
．P
．S
）を
搭
載
し
て
お
り
、

海
底
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
中
は
潮
流
や
波

海底ケーブルの
敷設工事の
プロ集団として実績を
積み重ねています。

見 学 風 景 作 業 風 景

日本の隅々にまで
情報通信サービスを
提供しておられるの
ですね。

◀吉澤頭取 黒木社長▶

▲「おりおん」ドラムケーブルエンジン

▲海底でのケーブル作業

▲撤去ケーブル収容

▲撤去ケーブル巻き上げ

▲ケーブル繰出しと作業艇牽引

会議室

サロン厨　房

食　堂

▲「おりおん」操縦席

▲「海底線史料館」を見学

★船名「おりおん」の由来★
夜空でひときわ明るく輝く星座「オリオン座」のように、
当社の希望の星として命名しました。

海底ケーブル敷設船
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個
人
創
業
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、創
業
当
初
は
苦
労
の
連
続

で
し
た
。創
業
し
た
ば
か
り
の
個
人
事

業
主
に
海
底
通
信
ケ
ー
ブ
ル
の
工
事

を
任
せ
て
く
れ
る
企
業
は
な
く
、し
ば

ら
く
は
海
底
ケ
ー
ブ
ル
工
事
以
外
の

周
辺
分
野
で
あ
る
電
気
工
事
や
船
舶

造
修
等
で
生
計
を
立
て
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
周
辺
工
事
の
受
注
が
増
え
、

1
9
8
2
年（
昭
和
57
年
）に
法
人
化

す
る
こ
と
が
で
き
た
頃
、よ
う
や
く
海

底
通
信
ケ
ー
ブ
ル
工
事
に
携
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
数
年
後
に
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ

イ
ン
ト
が
訪
れ
ま
し
た
。我
が
社
の
仕

事
ぶ
り
が
N
T
T
グ
ル
ー
プ
の
担
当

者
の
方
の
目
に
留
ま
り
、N
T
T
グ

ル
ー
プ
の
海
底
通
信
ケ
ー
ブ
ル
工
事

を
請
け
負
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
現
在
は
、N
T
T
ワ
ー
ル
ド
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
マ
リ
ン
株
式
会
社
様
の

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
し
て
、日
本
全
国

及
び
東
南
ア
ジ
ア
の
海
底
ケ
ー
ブ
ル
工

事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

創
業
の
き
っ
か
け
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

我
が
社
は
光
通
信
ケ
ー
ブ
ル

を
海
底
に
工
事
す
る
会
社
で
、

1
9
7
8
年（
昭
和
53
年
）に
創
業
し

ま
し
た
。私
が
こ
の
仕
事
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
、伯
父
か
ら
の
紹
介
で
海
底
通

信
ケ
ー
ブ
ル
工
事
全
般
を
行
う
会
社

に
就
職
し
た
こ
と
で
す
。そ
の
時
海
底

通
信
ケ
ー
ブ
ル
工
事
の
面
白
さ・や
り

が
い
に
魅
力
を
感
じ
た
私
は「
独
立
し

て
自
分
の
力
を
試
し
た
い
」と
思
い
、

◎インタビューを終えて

仕
事
の
依
頼
を
一
度
も
断
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。ど
ん
な
仕
事
で
も

「
出
来
ま
す
。や
ら
せ
て
下
さ
い
」と

そ
の
場
で
即
決
し
て
き
ま
し
た
。中
に

は
、我
が
社
の
よ
う
な
中
小
企
業
で
は

と
て
も
困
難
と
思
わ
れ
た
大
型
工
事

も
あ
り
ま
し
た
が
、お
客
様
の
期
待
を

超
え
よ
う
と
い
う
一
心
で
従
業
員
と

一
緒
に
知
恵
を
絞
り
、全
て
や
り
遂
げ

て
き
ま
し
た
。お
客
様
か
ら
は「
当
初

は
こ
ん
な
小
さ
な
企
業
に
任
せ
て
本

当
に
大
丈
夫
な
の
か
と
不
安
だ
っ
た

が
、今
で
は
コ
ク
サ
イ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
に
頼
め
ば
、何
と
か
し
て
く
れ
る

と
思
っ
て
い
る
。」と
い
う
大
変
有
難

い
評
価
を
い
た
だ
け
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　最
後
に
将
来
展
望
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　
今
後
の
私
の
使
命
は
、次
世
代
へ
の

継
承
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。創
業
か
ら

38
年
間
が
む
し
ゃ
ら
に
走
っ
て
き
た
結

果
、お
客
様
か
ら
の
信
頼
、そ
し
て
安

定
的
な
仕
事
を
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
信
頼
関
係

を
堅
持
し
、次
世
代
の
育
成
、そ
し
て

承
継
を
ス
ム
ー
ズ
に
実
施
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
注
力
し
て
い
る
の
が
従

業
員
教
育
で
す
。社
内
で
蓄
積
し
た

専
門
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
作
業

訓
練
に
よ
り
、プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
な

　
お
客
様
か
ら
大
き
な
信
頼
を
得
て

お
ら
れ
ま
す
が
、ど
う
い
っ
た
こ
と
を

心
掛
け
て
こ
ら
れ
た
の
で
す
か
。

　
私
は
創
業
以
降
、お
客
様
か
ら
の

株式会社 コクサイエンジニアリング株式会社 コクサイエンジニアリング

親和銀行
取締役頭取 吉澤 俊介

　黒木社長が夢を追い求めて創業された会社は、我々の日常生活には欠かせ
ない通信インフラを支える会社へと成長されました。
　また、従業員の皆様が活き活きと働いておられるのは、一人ひとりが輝ける
ように、技術面だけではなく人間力の向上にも重点を置いた教育を実施されて
いる成果だと思います。
　これからもお客様の期待を超えるサービスを提供し飛躍を続けられることを
祈念いたします。

人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、長
年
我
が
社
は
近
隣
の
清
掃
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。私
が
一
番
大
切

だ
と
考
え
て
い
る「
人
間
力
」が
養
わ

れ
る
よ
う
、次
の
世
代
に
も
着
実
に
繋

げ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
社
員
一
人
ひ
と
り
が

創
造
性
と
行
動
力
を
存
分
に
発
揮
す

る
こ
と
で
、お
客
様
に
期
待
を
超
え
る

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続
け
る
と
と
も

に
、社
員
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
を
実
現
で
き

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ず
ケ
ー
ブ
ル
を
敷
く
海
底
面
の
状
況

を
調
べ
、敷
設
す
る
場
所
を
決
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。沈
没
船
や
岩
礁
、さ

ん
ご
礁
等
を
避
け
、平
ら
な
海
底
面
に

ケ
ー
ブ
ル
を
着
底
さ
せ
る
か
ど
う
か

が
、そ
の
後
の
ケ
ー
ブ
ル
の
耐
久
年
数

を
大
き
く
左
右
す
る
た
め
で
す
。ま

た
、敷
設
工
事
は
海
上
か
ら
専
用
船
を

使
う
の
で
す
が
、風
速
10
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
と
工
事
が
で
き
な
い
た
め
、工

事
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
過
去
3
年
に

渡
る
気
象
デ
ー
タ
を
分
析
し
、最
適
な

日
時
を
決
定
し
た
上
で
工
事
に
取
り

掛
か
る
な
ど
の
配
慮
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　
事
前
に
決
め
た
場
所
に
正
確
に

　海
底
通
信
ケ
ー
ブ
ル
工
事
に
つ
い

て
詳
し
く
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
現
在
、電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

の
情
報
通
信
の
大
半
は
光
通
信
ケ
ー

ブ
ル
が
担
っ
て
い
ま
す
。海
底
に
敷
か

れ
た
ケ
ー
ブ
ル
を
通
し
て
リ
ア
ル
タ
イ

ム
の
通
信
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、ケ
ー
ブ
ル
は
深
い
と
こ
ろ
で
は

数
千
メ
ー
ト
ル
の
海
底
に
敷
設
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。そ
の
敷
設
に
は
高
度

な
技
術
・ノ
ウ
ハ
ウ
が
求
め
ら
れ
る
た

め
、海
底
通
信
ケ
ー
ブ
ル
工
事
を
施
工

で
き
る
の
は
全
国
で
も
数
社
、九
州
に

は
我
が
社
し
か
お
り
ま
せ
ん
。

　
実
際
に
敷
設
工
事
を
行
う
際
は
、ま

の
影
響
を
考
慮
し
な
が
ら
作
業
が
で

き
る
よ
う
な
制
御
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、海
底
通
信
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
工

事
及
び
撤
去
工
事
は
、長
い
時
で
数
週

間
も
船
に
乗
っ
た
ま
ま
作
業
を
続
け
る

た
め
、そ
う
し
た
生
活
で
の
ス
ト
レ
ス

を
少
し
で
も
軽
減
で
き
る
よ
う
、船
内

に
食
堂
や
サ
ロ
ン
な
ど
の
快
適
な
居
住

空
間
を
設
け
て
い
る
ほ
か
、海
底
通
信

ケ
ー
ブ
ル
を
保
管
す
る
ケ
ー
ブ
ル
タ
ン

ク
に
は
夏
場
で
も
快
適
に
作
業
が
で
き

る
よ
う
に
冷
房
設
備
を
導
入
す
る
な

ど
、作
業
員
に
も
優
し
い
最
新
鋭
の
船

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ケ
ー
ブ
ル
を
敷
く
技
術
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、円
滑
に
工
事
を
進
め
る
た
め
の

能
力
や
技
術
は
、長
年
に
渡
っ
て
培
っ

て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
と
し
て
我
が
社
の
最

大
の
強
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　海
底
ケ
ー
ブ
ル
工
事
で
は
最
新
鋭

船
の「
お
り
お
ん
」が
大
活
躍
し
て
い

る
そ
う
で
す
ね
。

　
2
0
1
3
年（
平
成
25
年
）、新
し

く
建
造
し
た
の
が
海
底
ケ
ー
ブ
ル
敷

設
船「
お
り
お
ん
」で
す
。

　「
お
り
お
ん
」は
最
新
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー（
D
．P
．S
）を
搭
載
し
て
お
り
、

海
底
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
中
は
潮
流
や
波
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個
人
創
業
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、創
業
当
初
は
苦
労
の
連
続

で
し
た
。創
業
し
た
ば
か
り
の
個
人
事

業
主
に
海
底
通
信
ケ
ー
ブ
ル
の
工
事

を
任
せ
て
く
れ
る
企
業
は
な
く
、し
ば

ら
く
は
海
底
ケ
ー
ブ
ル
工
事
以
外
の

周
辺
分
野
で
あ
る
電
気
工
事
や
船
舶

造
修
等
で
生
計
を
立
て
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
周
辺
工
事
の
受
注
が
増
え
、

1
9
8
2
年（
昭
和
57
年
）に
法
人
化

す
る
こ
と
が
で
き
た
頃
、よ
う
や
く
海

底
通
信
ケ
ー
ブ
ル
工
事
に
携
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
数
年
後
に
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ

イ
ン
ト
が
訪
れ
ま
し
た
。我
が
社
の
仕

事
ぶ
り
が
N
T
T
グ
ル
ー
プ
の
担
当

者
の
方
の
目
に
留
ま
り
、N
T
T
グ

ル
ー
プ
の
海
底
通
信
ケ
ー
ブ
ル
工
事

を
請
け
負
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
現
在
は
、N
T
T
ワ
ー
ル
ド
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
マ
リ
ン
株
式
会
社
様
の

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
し
て
、日
本
全
国

及
び
東
南
ア
ジ
ア
の
海
底
ケ
ー
ブ
ル
工

事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

創
業
の
き
っ
か
け
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

我
が
社
は
光
通
信
ケ
ー
ブ
ル

を
海
底
に
工
事
す
る
会
社
で
、

1
9
7
8
年（
昭
和
53
年
）に
創
業
し

ま
し
た
。私
が
こ
の
仕
事
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
、伯
父
か
ら
の
紹
介
で
海
底
通

信
ケ
ー
ブ
ル
工
事
全
般
を
行
う
会
社

に
就
職
し
た
こ
と
で
す
。そ
の
時
海
底

通
信
ケ
ー
ブ
ル
工
事
の
面
白
さ・や
り

が
い
に
魅
力
を
感
じ
た
私
は「
独
立
し

て
自
分
の
力
を
試
し
た
い
」と
思
い
、

◎インタビューを終えて

仕
事
の
依
頼
を
一
度
も
断
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。ど
ん
な
仕
事
で
も

「
出
来
ま
す
。や
ら
せ
て
下
さ
い
」と

そ
の
場
で
即
決
し
て
き
ま
し
た
。中
に

は
、我
が
社
の
よ
う
な
中
小
企
業
で
は

と
て
も
困
難
と
思
わ
れ
た
大
型
工
事

も
あ
り
ま
し
た
が
、お
客
様
の
期
待
を

超
え
よ
う
と
い
う
一
心
で
従
業
員
と

一
緒
に
知
恵
を
絞
り
、全
て
や
り
遂
げ

て
き
ま
し
た
。お
客
様
か
ら
は「
当
初

は
こ
ん
な
小
さ
な
企
業
に
任
せ
て
本

当
に
大
丈
夫
な
の
か
と
不
安
だ
っ
た

が
、今
で
は
コ
ク
サ
イ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
に
頼
め
ば
、何
と
か
し
て
く
れ
る

と
思
っ
て
い
る
。」と
い
う
大
変
有
難

い
評
価
を
い
た
だ
け
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　最
後
に
将
来
展
望
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　
今
後
の
私
の
使
命
は
、次
世
代
へ
の

継
承
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。創
業
か
ら

38
年
間
が
む
し
ゃ
ら
に
走
っ
て
き
た
結

果
、お
客
様
か
ら
の
信
頼
、そ
し
て
安

定
的
な
仕
事
を
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
信
頼
関
係

を
堅
持
し
、次
世
代
の
育
成
、そ
し
て

承
継
を
ス
ム
ー
ズ
に
実
施
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
注
力
し
て
い
る
の
が
従

業
員
教
育
で
す
。社
内
で
蓄
積
し
た

専
門
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
作
業

訓
練
に
よ
り
、プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
な

　
お
客
様
か
ら
大
き
な
信
頼
を
得
て

お
ら
れ
ま
す
が
、ど
う
い
っ
た
こ
と
を

心
掛
け
て
こ
ら
れ
た
の
で
す
か
。

　
私
は
創
業
以
降
、お
客
様
か
ら
の

株式会社 コクサイエンジニアリング株式会社 コクサイエンジニアリング

親和銀行
取締役頭取 吉澤 俊介

　黒木社長が夢を追い求めて創業された会社は、我々の日常生活には欠かせ
ない通信インフラを支える会社へと成長されました。
　また、従業員の皆様が活き活きと働いておられるのは、一人ひとりが輝ける
ように、技術面だけではなく人間力の向上にも重点を置いた教育を実施されて
いる成果だと思います。
　これからもお客様の期待を超えるサービスを提供し飛躍を続けられることを
祈念いたします。

人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、長
年
我
が
社
は
近
隣
の
清
掃
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。私
が
一
番
大
切

だ
と
考
え
て
い
る「
人
間
力
」が
養
わ

れ
る
よ
う
、次
の
世
代
に
も
着
実
に
繋

げ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
社
員
一
人
ひ
と
り
が

創
造
性
と
行
動
力
を
存
分
に
発
揮
す

る
こ
と
で
、お
客
様
に
期
待
を
超
え
る

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続
け
る
と
と
も

に
、社
員
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
を
実
現
で
き

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ず
ケ
ー
ブ
ル
を
敷
く
海
底
面
の
状
況

を
調
べ
、敷
設
す
る
場
所
を
決
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。沈
没
船
や
岩
礁
、さ

ん
ご
礁
等
を
避
け
、平
ら
な
海
底
面
に

ケ
ー
ブ
ル
を
着
底
さ
せ
る
か
ど
う
か

が
、そ
の
後
の
ケ
ー
ブ
ル
の
耐
久
年
数

を
大
き
く
左
右
す
る
た
め
で
す
。ま

た
、敷
設
工
事
は
海
上
か
ら
専
用
船
を

使
う
の
で
す
が
、風
速
10
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
と
工
事
が
で
き
な
い
た
め
、工

事
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
過
去
3
年
に

渡
る
気
象
デ
ー
タ
を
分
析
し
、最
適
な

日
時
を
決
定
し
た
上
で
工
事
に
取
り

掛
か
る
な
ど
の
配
慮
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　
事
前
に
決
め
た
場
所
に
正
確
に

　海
底
通
信
ケ
ー
ブ
ル
工
事
に
つ
い

て
詳
し
く
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
現
在
、電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

の
情
報
通
信
の
大
半
は
光
通
信
ケ
ー

ブ
ル
が
担
っ
て
い
ま
す
。海
底
に
敷
か

れ
た
ケ
ー
ブ
ル
を
通
し
て
リ
ア
ル
タ
イ

ム
の
通
信
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、ケ
ー
ブ
ル
は
深
い
と
こ
ろ
で
は

数
千
メ
ー
ト
ル
の
海
底
に
敷
設
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。そ
の
敷
設
に
は
高
度

な
技
術
・ノ
ウ
ハ
ウ
が
求
め
ら
れ
る
た

め
、海
底
通
信
ケ
ー
ブ
ル
工
事
を
施
工

で
き
る
の
は
全
国
で
も
数
社
、九
州
に

は
我
が
社
し
か
お
り
ま
せ
ん
。

　
実
際
に
敷
設
工
事
を
行
う
際
は
、ま

の
影
響
を
考
慮
し
な
が
ら
作
業
が
で

き
る
よ
う
な
制
御
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、海
底
通
信
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
工

事
及
び
撤
去
工
事
は
、長
い
時
で
数
週

間
も
船
に
乗
っ
た
ま
ま
作
業
を
続
け
る

た
め
、そ
う
し
た
生
活
で
の
ス
ト
レ
ス

を
少
し
で
も
軽
減
で
き
る
よ
う
、船
内

に
食
堂
や
サ
ロ
ン
な
ど
の
快
適
な
居
住

空
間
を
設
け
て
い
る
ほ
か
、海
底
通
信

ケ
ー
ブ
ル
を
保
管
す
る
ケ
ー
ブ
ル
タ
ン

ク
に
は
夏
場
で
も
快
適
に
作
業
が
で
き

る
よ
う
に
冷
房
設
備
を
導
入
す
る
な

ど
、作
業
員
に
も
優
し
い
最
新
鋭
の
船

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ケ
ー
ブ
ル
を
敷
く
技
術
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、円
滑
に
工
事
を
進
め
る
た
め
の

能
力
や
技
術
は
、長
年
に
渡
っ
て
培
っ

て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
と
し
て
我
が
社
の
最

大
の
強
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　海
底
ケ
ー
ブ
ル
工
事
で
は
最
新
鋭

船
の「
お
り
お
ん
」が
大
活
躍
し
て
い

る
そ
う
で
す
ね
。

　
2
0
1
3
年（
平
成
25
年
）、新
し

く
建
造
し
た
の
が
海
底
ケ
ー
ブ
ル
敷

設
船「
お
り
お
ん
」で
す
。

　「
お
り
お
ん
」は
最
新
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー（
D
．P
．S
）を
搭
載
し
て
お
り
、

海
底
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
中
は
潮
流
や
波
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ト ッ く ！聞にプ 会 要概社

熊本銀行 益城支店

会
社
概
要

ト
ッ
プ
に
聞
く

ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
で
は
、

ブ
ラ
ン
ド
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る

「
あ
な
た
の
い
ち
ば
ん
に
。」

の
実
践
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

全
国
の
皆
さ
ま

ご
声
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

元
気
で
頑
張
って
い
ま
す
。
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防災対応型ソーラーネオポート

ト ッ く ！聞にプ 会 要概社

金網など鉄筋加工
製品のことなら
私たちにお任せ下さい!

福岡市中央区に本社を構え、護岸工事や崖崩れ防止工事等に使われる
土木用の金網や、建設資材として住宅コンクリート基礎を内部で補強する
際に使用される金網などを製造しています。
身の回りのいたるところで使われ、今や生活を支える重要な製品となって
いる金網を提供し続けて、今年で130周年を迎えました。
工事・建築現場において、工期短縮、労働力の省力化に貢献できる、新たな
鉄筋加工製品の開発にも注力しています。

株式会社 小財スチール
■ 創　　業：1886年
■ 設　　立：1928年
■ 所 在 地：福岡市中央区
■ 資 本 金：1,195万円
■ 従 業 員：64名
■ 事業内容：
　 建築土木用線材加工製品の製造販売
■ 事業拠点：
　（本　社）福岡市中央区
　（支　店）鹿児島県鹿児島市
　（営業所）宮崎県えびの市

大阪市中央区
　（出張所）北九州市小倉北区
　（工　場）福岡県久留米市

福岡県三井郡大刀洗町
宮崎県えびの市

■ 取 引 店：
久留米営業部
0942-32-4431

日創プロニティ 株式会社
■ 創　　業：1978年
■ 設　　立：1983年
■ 所 在 地：福岡市南区
■ 資 本 金：1,176百万円
■ 従 業 員：112名
■ 事業内容：金属加工業
■ 事業拠点：
　（本　社）福岡市南区
　（工　場）福岡県嘉麻市

福島県石川郡石川町
　（営業所）東京都台東区

大阪市淀川区
福島県石川郡石川町

　（関連会社）群馬県藤岡市
東京都台東区

■ 取 引 店：
大橋支店
092-551-2131

山田工場（福岡県嘉麻市）と福島工場（福島県石川郡石川町）で、あらゆる
金属の加工製品をつくっています。金属加工は、切断、曲げ・プレス、溶接・
組み立て、塗装・メッキといった多くの工程がありますが、我が社では、
様々な加工をワンストップで行える「オールインワン加工体制」を整え、
お客様のご要望に短納期・安価・高品質でお応えしています。
今後は、あらゆる素材を加工する、加工の総合企業を目指します。

▲万能金具

「日々創造」
旺盛なチャレンジ
精神で課題に
挑戦し続けます。
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海底ケーブル敷設船「おりおん」。進水式後の航海の様子

最新鋭船「おりおん」と

長年培ってきたノウハウが

最大の強みです!

ト ッ く ！聞にプ 会 要概社

熊本交通運輸 株式会社
■ 創　　業：1972年
■ 所 在 地：熊本県上益城郡益城町
■ 資 本 金：9,000万円
■ 従 業 員：337名（グループ840名）
■ 事業内容：
　 一般貨物自動車運送業、
　 貨物運送取扱業、倉庫業、
　 産業廃棄物収集運搬業、
　 旅客自動車運送業、
　 精密機器輸送業、引越業
■ 事業拠点：
　（本　社）熊本県上益城郡益城町
　（営業所・物流センター）
　 熊本県上益城郡益城町、
　 福岡県糟屋郡久山町、
　 鹿児島県いちき串木野市、
　 沖縄県浦添市、広島県三次市、
　 三重県四日市市、東京都港区

■ 取 引 店：
益城支店
096-286-8181

熊本県上益城郡益城町に本社を構え、長距離輸送、専属・専門輸送、倉庫を
事業の三本柱として、総合的な物流サービスをご提供しています。
お客様とのつながりである「和」を大切に、「一業種一社主義」に取り組むととも
に、「小廻り」を効かせて「かゆい所に手が届く物流サービス」に注力しています。
これからも、創業からの精神である「お客様との共存共栄」に向け日々邁進し、
総合物流サービスを通して地域の発展、繁栄に寄与してまいります。

■ 取 引 店：
馬町支店
095-824-2500

株式会社 コクサイエンジニアリング

光通信ケーブルは電話やインターネット等の膨大な情報通信の99%を
担っています。その光通信ケーブルを最新鋭船の「おりおん」を使って海底
に敷設しています。
社員一人ひとりが創造性と行動力を存分に発揮して、お客様の期待を
超えるサービスを提供するとともに、日常生活には欠かせない通信イン
フラを支える企業としての重責を今後も担ってまいります。

■ 創　　業：1978年
■ 所 在 地：長崎県長崎市
■ 資 本 金：1,000万円
■ 従 業 員：70名
■ 事業内容：
　 電気通信工事業
　 電気工事業
　 土木工事業
　 水道施設工事業
　 船員派遣事業
　 一般派遣事業
　 船舶造修業
　 データエントリー事業
　 その他付随する事業
■ 事業拠点：
　（本　社）長崎県長崎市

私たちの使命は
物流を止めないこと。
お客様の大切な商品を
確実にお届けします。
復興に向けた
熊本の熱い思いを込めて!

全社員研修会での挨拶訓練の様子
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FILE No.30
九州の「地域ブランド」をご紹介致します。

　
か
ら
し
蓮
根
は
３
５
０
年
余
の
歴
史

を
誇
る
熊
本
の
郷
土
料
理
で
す
。

　
栄
養
価
が
高
い
蓮
根
の
穴
に
食
欲

増
進
の
か
ら
し
味
噌
を
詰
め
、小
麦
粉

な
ど
で
衣
を
つ
け
菜
種
油
で
揚
げ
た

も
の
で
、江
戸
時
代
初
期
、病
弱
だ
っ
た

細
川
藩
初
代
藩
主
・
細
川
忠
利
公
の
た
め

に
考
案
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　
現
在
は
か
ら
し
味
噌
の
味
や
種
類
の

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
増
え
、蓮
根
の
サ
ク

サ
ク
と
し
た
歯
ご
た
え
と
、や
わ
ら
か

な
甘
味
の
後
に
続
く
か
ら
し
味
噌
の
刺

激
は
熊
本
の
味
と
し
て
愛
さ
れ
続
け
て

い
ま
す
。

愛され続ける歯ごたえと辛味

写真提供：えきマチ1丁目熊本 「おだ商店 三色蓮根」



FILE No.30
九州の「地域ブランド」をご紹介致します。

　
か
ら
し
蓮
根
は
３
５
０
年
余
の
歴
史

を
誇
る
熊
本
の
郷
土
料
理
で
す
。

　
栄
養
価
が
高
い
蓮
根
の
穴
に
食
欲

増
進
の
か
ら
し
味
噌
を
詰
め
、小
麦
粉

な
ど
で
衣
を
つ
け
菜
種
油
で
揚
げ
た

も
の
で
、江
戸
時
代
初
期
、病
弱
だ
っ
た

細
川
藩
初
代
藩
主
・
細
川
忠
利
公
の
た
め

に
考
案
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　
現
在
は
か
ら
し
味
噌
の
味
や
種
類
の

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
増
え
、蓮
根
の
サ
ク

サ
ク
と
し
た
歯
ご
た
え
と
、や
わ
ら
か

な
甘
味
の
後
に
続
く
か
ら
し
味
噌
の
刺

激
は
熊
本
の
味
と
し
て
愛
さ
れ
続
け
て

い
ま
す
。

愛され続ける歯ごたえと辛味

写真提供：えきマチ1丁目熊本 「おだ商店 三色蓮根」



脱・偶発的イノベーション

MRI MONTHLY REVIEW

　
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
る
現
場
の
多
く
に
は
共
通
点
が
あ
る
。

ま
ず
、戦
術（
施
策
）は
あ
る
が
、戦
略（
全
体
設
計
）が
な
い
こ

と
。次
に
、仕
組
み
は
あ
る
が
、運
用
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
。

こ
れ
ら
に
あ
て
は
ま
る
と
、偶
発
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
を

脱
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
例
え
ば
、オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
デ
ザ
イ
ン
シ
ン
キ
ン

グ
な
ど
の
方
法
論
や
成
功
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、施
策

（
戦
術
）を
起
点
に
走
り
始
め
た
現
場
は
多
い
。し
か
し
、多
産

多
死
を
基
本
原
則
と
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
で
、自
社
は

年
間
に
ど
れ
く
ら
い
の
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
す
必
要
が
あ
る

か
、生
み
出
し
た
ア
イ
デ
ア
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
、そ
の
た
め

に
必
要
な
社
内
の
仕
組
み
や
評
価
手
順
な
ど
、最
終
的
な

ゴ
ー
ル
を
見
据
え
た
戦
略（
全
体
設
計
）が
事
前
に
構
築
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
少
な
い
。ア
イ
デ
ア
の
絶
対
数
が
足
り
ず
、多
産

が
実
現
で
き
て
い
な
い
。多
産
は
実
現
し
た
も
の
の
ス
ム
ー
ズ

に
多
死
で
き
な
い
。ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
す
仕
組
み
に
フ
ォ
ー

カ
ス
す
る
あ
ま
り
、生
み
出
し
た
ア
イ
デ
ア
を
成
長
軌
道
に
乗

せ
る
仕
組
み
の
運
用
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
い
る
。い
ず
れ
も

戦
略（
全
体
設
計
）が
な
い
か
、仕
組
み
の
運
用
が
不
十
分
で

あ
る
。

　
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
デ
ザ
イ
ン
シ
ン
キ
ン
グ
な
ど
の

方
法
論
や
成
功
事
例
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

が
、日
本
企
業
の
現
場
で
は
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
な
個
人
か
ら
自
発
的
に
生
ま
れ
て
く
る
と
い
う
意
識
が

根
強
く
、そ
の
成
否
は
偶
然
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。偶

発
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
を
脱
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
、優
れ

た
ア
イ
デ
ア
を
も
つ
個
人
の
発
現
を
待
つ
の
で
は
な
く
、組
織

的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
セ
ス
の
確
立
に
あ
る
。以
下
、そ
の

仕
組
み
づ
く
り（
全
体
設
計
）と
運
用（
運
用
設
計・マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
）に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
全
体
設
計
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
の
は
な
ぜ
か
。組
織
的
な
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
取
り
組
み
は
、ま
ず
担
当
組
織
を
設
置

し
何
を
す
る
か
検
討
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。し
か
し
、初
め

て
の
取
り
組
み
で
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
く
、何
を
し
て
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
。一
方
で
、経
営
層
の
関
心
は
高
く
、ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス

ト
や
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
、分
か
り
や

す
い
、報
告
し
や
す
い
施
策
を
ま
ず
走
ら
せ
て
し
ま
う
。全
体

設
計
が
お
ろ
そ
か
な
ま
ま
個
別
の
施
策
を
展
開
す
る
と
、イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
が
進
ま
な
い
だ
け
で
な
く
、以
下
に
示
す
よ

う
な
副
作
用
を
生
じ
る
恐
れ
す
ら
あ
る
。

■
失
敗
例
1
：
社
内
で
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
。発
表

会
に
は
経
営
層
も
参
加
し
、想
定
以
上
の
盛
り
上
が
り
を
み

せ
た
。し
か
し
、コ
ン
テ
ス
ト
終
了
後
の
プ
ロ
セ
ス
を
整
備
し

て
お
ら
ず
、ア
イ
デ
ア
は
塩
漬
け
状
態
に
。や
る
気
に
な
っ
て

い
た
応
募
者
は
も
と
よ
り
社
内
に
白
け
た
雰
囲
気
が
ま
ん

延
し
て
し
ま
っ
た
。

■
失
敗
例
2
：
複
数
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
集
め
て
ア
イ
デ
ア

創
出
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
開
催
し
た
。し
か
し
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
は
期
待
に
反
し
て
自
社
事
業
の
枠
を
大
き
く
は
み
出

し
て
考
え
る
余
力
は
な
く
、新
し
い
ア
イ
デ
ア
は
得
ら
れ
な

か
っ
た
。逆
に
、ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
か
ら
は
、参
加
は
し
た
も
の

の
自
分
た
ち
に
メ
リ
ッ
ト
は
な
か
っ
た
、と
距
離
を
置
か
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
全
体
設
計
の
ポ
イ
ン
ト
は
3
点
あ
る
。ま
ず
、実
現
し
た
い

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
定
義
す
る
こ
と
。実
現
し
た
い
の
は
新
事

業
開
発
な
の
か
、業
務
プ
ロ
セ
ス
の
再
構
築
な
の
か
。新
事
業

開
発
な
ら
、既
存
事
業
の
周
辺
領
域
な
の
か
、全
く
の
新
規
領

域
な
の
か
。実
現
し
た
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
定
義
で
き
な
け
れ

ば
、実
施
す
べ
き
施
策
、設
計
す
べ
き
プ
ロ
セ
ス
や
組
織
は
決
め

ら
れ
な
い
。

　
次
に
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
テ
ー
ジ
を
理
解
す
る
こ
と
。例

え
ば
、無
数
の
ア
イ
デ
ア
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
を
創
出
す

る「
ア
イ
デ
ア
創
出
」ス
テ
ー
ジ
、ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
す

る「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
」ス
テ
ー
ジ
、事
業
と
し
て
ス
ケ
ー

ル
ア
ッ
プ
す
る「
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
」ス
テ
ー
ジ
な
ど
が
考
え
ら

れ
る
。ス
テ
ー
ジ
の
理
解
を
欠
い
た
ま
ま
、「
ア
イ
デ
ア
創
出
」

ス
テ
ー
ジ
や「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
」ス
テ
ー
ジ
で
既
存
事
業

と
同
等
の
評
価
基
準
を
当
て
は
め
る
と
、有
望
な
芽
を
つ
ま
ん

で
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。あ
る
欧
州
の
製
造
業
で
は
検
討
終
了

の
プ
ロ
セ
ス
と
基
準
を
整
備
し
、「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
」ス

テ
ー
ジ
の
終
了
件
数
を
K
P
I
化
し
て
い
る
。こ
の
こ
と
に
よ

り「
ア
イ
デ
ア
創
出
」ス
テ
ー
ジ
の
多
産
が
加
速
さ
れ
、事
業

化
ス
テ
ー
ジ
に
進
む
ア
イ
デ
ア
を
確
保
で
き
、結
果
と
し
て
事

業
化
件
数
が
増
え
る
結
果
を
生
ん
で
い
る
。

　
最
後
に
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
テ
ー
ジ
と
取
り
巻
く
環
境
に

応
じ
た
仕
組
み（
施
策
、プ
ロ
セ
ス
、組
織
）を
構
築
す
る
こ
と
。

例
え
ば
、既
存
事
業
と
市
場
も
商
品
も
異
な
る
飛
び
地
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、社
外
の
人
材・知
見
を
フ
ル
活
用
す
る
仕

組
み
が
必
要
と
な
る
。事
業
戦
略
は
自
社
で
描
き
、社
外
リ

ソ
ー
ス
に
期
待
す
る
役
割
を
明
確
化
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
、ビ

ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
か
ら
広
く
公
募
す
る
場
合
も
あ
る
。こ
れ
ま

で
に
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
仕
組
み
が
編
み
出

さ
れ
て
い
る
が
、こ
れ
か
ら
新
た
に
編
み
出
さ
れ
る
仕
組
み
も

想
定
さ
れ
る
。多
様
な
選
択
肢
か
ら
最
適
な
組
み
合
わ
せ
を

デ
ザ
イ
ン
す
る
力
が
求
め
ら
れ
る
。国
内
の
あ
る
イ
ン
フ
ラ
事

業
者
で
は
試
行
錯
誤
の
結
果
、飛
び
地
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は

公
募
型
の
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
、既
存
事
業
の
周

辺
領
域
は
社
内
公
募
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
、位
置
づ
け
を
明
確

に
し
て
並
行
し
て
実
施
す
る
こ
と
で
、成
果
を
生
み
出
し
つ
つ

あ
る
。

　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
取
り
組
み
が
国
内
外
で
活
発
化
し

て
い
る
。専
門
組
織
の
新
設
や
社
内
外
と
の
連
携
を
狙
っ
た

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
発
表
が
相
次

い
で
い
る
。当
社
の
調
査
で
は
、こ
の
1
〜
2
年
の
動
き
と
し
て

「
経
営
層
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
多
く
な
っ
て
い
る
」が
約
7
割

を
占
め
て
お
り
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
対
す
る
経
営
層
の

期
待
の
高
ま
り
が
う
か
が
え
る
。

　一
方
で
、コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
現
場
で
は「
成
功
事
例
を
ま

ね
し
て
み
た
が
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
」「
こ
の
ま
ま
続
け

て
い
い
の
か
確
信
が
も
て
な
い
」と
い
っ
た
声
も
よ
く
聞
か
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。前
述
の
調
査
で
も「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
定
義

が
は
っ
き
り
し
な
い
」「
取
り
組
み
の
成
果
が
出
て
い
な
い
」が

5
割
前
後
を
占
め
て
お
り
、「
壁
に
ぶ
つ
か
り
つ
つ
あ
る
」現
場

の
実
情
が
見
え
て
き
た
。

●イノベーション創出の現場の多くは今、壁にぶつかっている。

●戦術（施策）はあるが戦略（全体設計）を欠いたまま走り出した現場は多い。

●脱・偶発的イノベーションには組織的な仕組みと調整コストを抑える運用が必要。

　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
は
、関
係
者
と
の「
調
整
コ
ス
ト
」が

高
く
つ
く
。高
い
調
整
コ
ス
ト
は
時
間
を
ロ
ス
し
、担
当
者
の
負

荷
を
高
め
る
。例
え
ば
、実
績
が
あ
る
既
存
事
業
に
比
べ
、社

内
承
認
に
必
要
な
エ
ビ
デ
ン
ス
を
用
意
し
に
く
い
。既
存
事
業

へ
の
影
響
が
予
想
さ
れ
た
途
端
に
抵
抗
が
生
じ
や
す
い
。既
存

事
業
の
部
署
で
は
手
間
が
か
か
る
こ
と
を
理
由
に
、ス
ケ
ー
ル

ア
ッ
プ
時
に
事
業
移
管
す
る
際
、規
模
の
小
さ
な
事
業
に
は
消

極
的
に
な
る
な
ど
の
問
題
が
想
定
さ
れ
る
。

　
運
用
設
計
の
ポ
イ
ン
ト
は
2
点
あ
る
。ま
ず
、調
整
コ
ス
ト

を
下
げ
る
工
夫
で
あ
る
。ト
ッ
プ
か
ら
の
意
識
喚
起
や
、新
規

事
業
と
既
存
事
業
の
違
い
を
社
内
で
共
通
認
識
化
す
る
こ
と

に
加
え
て
、既
存
事
業
と
は
異
な
る
評
価
基
準
の
設
定
と
浸

透
が
鍵
と
な
る
。例
え
ば「
ア
イ
デ
ア
創
出
」ス
テ
ー
ジ
で
あ
れ

ば
、R
O
I
で
は
な
く
、ニ
ー
ズ
の
有
無
や
ア
イ
デ
ア
の
斬
新
さ

を
重
視
し
て
評
価
す
る
。さ
ら
に
、既
存
の
社
内
論
理
に
と
ら

わ
れ
な
い
よ
う
、外
部（
顧
客
な
ど
）を
入
れ
て
評
価
す
る
。

「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
」ス
テ
ー
ジ
で
は
、実
際
に
プ
ロ
ト
タ

イ
プ
が
売
れ
た
か
ど
う
か
、さ
ら
に
は
市
場
規
模
の
拡
張
可
能

性
を
評
価
す
る
。な
に
よ
り
前
半
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、顧
客
の

反
応
を
手
掛
か
り
に
、ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
を
ピ
ボ
ッ
ト（
方
向

転
換
）す
る
の
は
当
た
り
前
と
い
う
認
識
を
組
織
に
浸
透
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
。

　
次
に
、調
整
コ
ス
ト
が
高
く
て
も
乗
り
越
え
る
能
力
や
意
欲

の
あ
る
チ
ー
ム
を
作
る
こ
と
。ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
に
共
感
で

き
な
い
と
壁
を
乗
り
越
え
る
の
は
難
し
い
。ま
た
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
出
に
求
め
ら
れ
る
多
様
な
能
力
は
チ
ー
ム
で
補
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。あ
る
欧
州
の
イ
ン
フ
ラ
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
で
は

人
材
を
ア
イ
デ
ア
創
出
型
、洗
練
型
、実
行
型
、マ
ネ
ジ
ャ
ー
型

な
ど
に
分
類
。異
な
る
タ
イ
プ
の
人
材
を
組
み
あ
わ
せ
て
4
人

一
組
の
チ
ー
ム
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
行
し
て
い
る
。メ
ン
バ
ー

の
経
験
値
が
高
ま
っ
た
段
階
で
チ
ー
ム
を
ば
ら
し
、新
た
に
未

経
験
者
を
加
え
チ
ー
ム
編
成
す
る
こ
と
で
ネ
ズ
ミ
算
的
に
社

内
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
担
当
チ
ー
ム
を
増
や
し
て
い
る
。

　
脱
・
偶
発
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
こ
れ
か
ら
の
組
織
が
備
え

る
べ
き
最
重
要
機
能
で
あ
る
。本
格
的
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
始
ま
っ

た
ば
か
り
で
、経
営
層
の
高
ま
る
期
待
と
は
裏
腹
に
壁
に
ぶ
つ

か
っ
て
い
る
現
場
は
多
い
。イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
セ
ス
で
は
、ア

イ
デ
ア
が
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
ら
ピ
ボ
ッ
ト（
方
向
転
換
）し
て
適

応
さ
せ
る
。同
様
に
、自
社
に
あ
っ
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
セ
ス

そ
の
も
の
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
続
け
る
現
場
が
増
え
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

壁
に
ぶ
つ
か
る

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
現
場

1

【特 集】

［図1］イノベーション創出に関わる状況（上）と課題認識（下）

出所：三菱総合研究所（N=45：国内企業のイノベーション担当のマネジャー）
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【イノベーション創出に関わる状況（直近2年程度）】

【イノベーション創出に関わる課題】
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N

経営層からのメッセージが多くなっている

イノベーション創出に関わる社内活動が増加している
（例：社内アイデアコンテスト研修など）

外部連携によるイノベーション（オープンイノベーション）
が増加している

イノベーション創出のための専門組織を新設した

イノベーション創出のための予算が増加した

イノベーション創出のためのプロセスを整備した

すでにイノベーション創出に成功している

上記に該当する動きはない

Q2_1

Q2_2

Q2_3

Q2_4

Q2_5

Q2_6

そもそも手の付け方がわからない

イノベーションの定義がはっきりしない
（社内で捉え方がバラバラ）

取り組みを始めたが、その取り組みに確信がもてない

取り組みの成果が出ていない

偶発的なイノベーションにとどまり、
継続的な取り組みとならない

その他

N
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壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
る
現
場
の
多
く
に
は
共
通
点
が
あ
る
。

ま
ず
、戦
術（
施
策
）は
あ
る
が
、戦
略（
全
体
設
計
）が
な
い
こ

と
。次
に
、仕
組
み
は
あ
る
が
、運
用
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
。

こ
れ
ら
に
あ
て
は
ま
る
と
、偶
発
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
を

脱
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
例
え
ば
、オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
デ
ザ
イ
ン
シ
ン
キ
ン

グ
な
ど
の
方
法
論
や
成
功
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、施
策

（
戦
術
）を
起
点
に
走
り
始
め
た
現
場
は
多
い
。し
か
し
、多
産

多
死
を
基
本
原
則
と
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
で
、自
社
は

年
間
に
ど
れ
く
ら
い
の
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
す
必
要
が
あ
る

か
、生
み
出
し
た
ア
イ
デ
ア
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
、そ
の
た
め

に
必
要
な
社
内
の
仕
組
み
や
評
価
手
順
な
ど
、最
終
的
な

ゴ
ー
ル
を
見
据
え
た
戦
略（
全
体
設
計
）が
事
前
に
構
築
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
少
な
い
。ア
イ
デ
ア
の
絶
対
数
が
足
り
ず
、多
産

が
実
現
で
き
て
い
な
い
。多
産
は
実
現
し
た
も
の
の
ス
ム
ー
ズ

に
多
死
で
き
な
い
。ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
す
仕
組
み
に
フ
ォ
ー

カ
ス
す
る
あ
ま
り
、生
み
出
し
た
ア
イ
デ
ア
を
成
長
軌
道
に
乗

せ
る
仕
組
み
の
運
用
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
い
る
。い
ず
れ
も

戦
略（
全
体
設
計
）が
な
い
か
、仕
組
み
の
運
用
が
不
十
分
で

あ
る
。

　
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
デ
ザ
イ
ン
シ
ン
キ
ン
グ
な
ど
の

方
法
論
や
成
功
事
例
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

が
、日
本
企
業
の
現
場
で
は
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
な
個
人
か
ら
自
発
的
に
生
ま
れ
て
く
る
と
い
う
意
識
が

根
強
く
、そ
の
成
否
は
偶
然
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。偶

発
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
を
脱
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
、優
れ

た
ア
イ
デ
ア
を
も
つ
個
人
の
発
現
を
待
つ
の
で
は
な
く
、組
織

的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
セ
ス
の
確
立
に
あ
る
。以
下
、そ
の

仕
組
み
づ
く
り（
全
体
設
計
）と
運
用（
運
用
設
計・マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
）に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
全
体
設
計
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
の
は
な
ぜ
か
。組
織
的
な
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
取
り
組
み
は
、ま
ず
担
当
組
織
を
設
置

し
何
を
す
る
か
検
討
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。し
か
し
、初
め

て
の
取
り
組
み
で
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
く
、何
を
し
て
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
。一
方
で
、経
営
層
の
関
心
は
高
く
、ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス

ト
や
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
、分
か
り
や

す
い
、報
告
し
や
す
い
施
策
を
ま
ず
走
ら
せ
て
し
ま
う
。全
体

設
計
が
お
ろ
そ
か
な
ま
ま
個
別
の
施
策
を
展
開
す
る
と
、イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
が
進
ま
な
い
だ
け
で
な
く
、以
下
に
示
す
よ

う
な
副
作
用
を
生
じ
る
恐
れ
す
ら
あ
る
。

■
失
敗
例
1
：
社
内
で
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
。発
表

会
に
は
経
営
層
も
参
加
し
、想
定
以
上
の
盛
り
上
が
り
を
み

せ
た
。し
か
し
、コ
ン
テ
ス
ト
終
了
後
の
プ
ロ
セ
ス
を
整
備
し

て
お
ら
ず
、ア
イ
デ
ア
は
塩
漬
け
状
態
に
。や
る
気
に
な
っ
て

い
た
応
募
者
は
も
と
よ
り
社
内
に
白
け
た
雰
囲
気
が
ま
ん

延
し
て
し
ま
っ
た
。

■
失
敗
例
2
：
複
数
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
集
め
て
ア
イ
デ
ア

創
出
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
開
催
し
た
。し
か
し
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
は
期
待
に
反
し
て
自
社
事
業
の
枠
を
大
き
く
は
み
出

し
て
考
え
る
余
力
は
な
く
、新
し
い
ア
イ
デ
ア
は
得
ら
れ
な

か
っ
た
。逆
に
、ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
か
ら
は
、参
加
は
し
た
も
の

の
自
分
た
ち
に
メ
リ
ッ
ト
は
な
か
っ
た
、と
距
離
を
置
か
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
全
体
設
計
の
ポ
イ
ン
ト
は
3
点
あ
る
。ま
ず
、実
現
し
た
い

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
定
義
す
る
こ
と
。実
現
し
た
い
の
は
新
事

業
開
発
な
の
か
、業
務
プ
ロ
セ
ス
の
再
構
築
な
の
か
。新
事
業

開
発
な
ら
、既
存
事
業
の
周
辺
領
域
な
の
か
、全
く
の
新
規
領

域
な
の
か
。実
現
し
た
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
定
義
で
き
な
け
れ

ば
、実
施
す
べ
き
施
策
、設
計
す
べ
き
プ
ロ
セ
ス
や
組
織
は
決
め

ら
れ
な
い
。

　
次
に
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
テ
ー
ジ
を
理
解
す
る
こ
と
。例

え
ば
、無
数
の
ア
イ
デ
ア
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
を
創
出
す

る「
ア
イ
デ
ア
創
出
」ス
テ
ー
ジ
、ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
す

る「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
」ス
テ
ー
ジ
、事
業
と
し
て
ス
ケ
ー

ル
ア
ッ
プ
す
る「
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
」ス
テ
ー
ジ
な
ど
が
考
え
ら

れ
る
。ス
テ
ー
ジ
の
理
解
を
欠
い
た
ま
ま
、「
ア
イ
デ
ア
創
出
」

ス
テ
ー
ジ
や「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
」ス
テ
ー
ジ
で
既
存
事
業

と
同
等
の
評
価
基
準
を
当
て
は
め
る
と
、有
望
な
芽
を
つ
ま
ん

で
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。あ
る
欧
州
の
製
造
業
で
は
検
討
終
了

の
プ
ロ
セ
ス
と
基
準
を
整
備
し
、「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
」ス

テ
ー
ジ
の
終
了
件
数
を
K
P
I
化
し
て
い
る
。こ
の
こ
と
に
よ

り「
ア
イ
デ
ア
創
出
」ス
テ
ー
ジ
の
多
産
が
加
速
さ
れ
、事
業

化
ス
テ
ー
ジ
に
進
む
ア
イ
デ
ア
を
確
保
で
き
、結
果
と
し
て
事

業
化
件
数
が
増
え
る
結
果
を
生
ん
で
い
る
。

　
最
後
に
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
テ
ー
ジ
と
取
り
巻
く
環
境
に

応
じ
た
仕
組
み（
施
策
、プ
ロ
セ
ス
、組
織
）を
構
築
す
る
こ
と
。

例
え
ば
、既
存
事
業
と
市
場
も
商
品
も
異
な
る
飛
び
地
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、社
外
の
人
材・知
見
を
フ
ル
活
用
す
る
仕

組
み
が
必
要
と
な
る
。事
業
戦
略
は
自
社
で
描
き
、社
外
リ

ソ
ー
ス
に
期
待
す
る
役
割
を
明
確
化
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
、ビ

ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
か
ら
広
く
公
募
す
る
場
合
も
あ
る
。こ
れ
ま

で
に
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
仕
組
み
が
編
み
出

さ
れ
て
い
る
が
、こ
れ
か
ら
新
た
に
編
み
出
さ
れ
る
仕
組
み
も

想
定
さ
れ
る
。多
様
な
選
択
肢
か
ら
最
適
な
組
み
合
わ
せ
を

デ
ザ
イ
ン
す
る
力
が
求
め
ら
れ
る
。国
内
の
あ
る
イ
ン
フ
ラ
事

業
者
で
は
試
行
錯
誤
の
結
果
、飛
び
地
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は

公
募
型
の
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
、既
存
事
業
の
周

辺
領
域
は
社
内
公
募
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
、位
置
づ
け
を
明
確

に
し
て
並
行
し
て
実
施
す
る
こ
と
で
、成
果
を
生
み
出
し
つ
つ

あ
る
。

　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
取
り
組
み
が
国
内
外
で
活
発
化
し

て
い
る
。専
門
組
織
の
新
設
や
社
内
外
と
の
連
携
を
狙
っ
た

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
発
表
が
相
次

い
で
い
る
。当
社
の
調
査
で
は
、こ
の
1
〜
2
年
の
動
き
と
し
て

「
経
営
層
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
多
く
な
っ
て
い
る
」が
約
7
割

を
占
め
て
お
り
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
対
す
る
経
営
層
の

期
待
の
高
ま
り
が
う
か
が
え
る
。

　一
方
で
、コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
現
場
で
は「
成
功
事
例
を
ま

ね
し
て
み
た
が
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
」「
こ
の
ま
ま
続
け

て
い
い
の
か
確
信
が
も
て
な
い
」と
い
っ
た
声
も
よ
く
聞
か
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。前
述
の
調
査
で
も「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
定
義

が
は
っ
き
り
し
な
い
」「
取
り
組
み
の
成
果
が
出
て
い
な
い
」が

5
割
前
後
を
占
め
て
お
り
、「
壁
に
ぶ
つ
か
り
つ
つ
あ
る
」現
場

の
実
情
が
見
え
て
き
た
。

●イノベーション創出の現場の多くは今、壁にぶつかっている。

●戦術（施策）はあるが戦略（全体設計）を欠いたまま走り出した現場は多い。

●脱・偶発的イノベーションには組織的な仕組みと調整コストを抑える運用が必要。

　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
は
、関
係
者
と
の「
調
整
コ
ス
ト
」が

高
く
つ
く
。高
い
調
整
コ
ス
ト
は
時
間
を
ロ
ス
し
、担
当
者
の
負

荷
を
高
め
る
。例
え
ば
、実
績
が
あ
る
既
存
事
業
に
比
べ
、社

内
承
認
に
必
要
な
エ
ビ
デ
ン
ス
を
用
意
し
に
く
い
。既
存
事
業

へ
の
影
響
が
予
想
さ
れ
た
途
端
に
抵
抗
が
生
じ
や
す
い
。既
存

事
業
の
部
署
で
は
手
間
が
か
か
る
こ
と
を
理
由
に
、ス
ケ
ー
ル

ア
ッ
プ
時
に
事
業
移
管
す
る
際
、規
模
の
小
さ
な
事
業
に
は
消

極
的
に
な
る
な
ど
の
問
題
が
想
定
さ
れ
る
。

　
運
用
設
計
の
ポ
イ
ン
ト
は
2
点
あ
る
。ま
ず
、調
整
コ
ス
ト

を
下
げ
る
工
夫
で
あ
る
。ト
ッ
プ
か
ら
の
意
識
喚
起
や
、新
規

事
業
と
既
存
事
業
の
違
い
を
社
内
で
共
通
認
識
化
す
る
こ
と

に
加
え
て
、既
存
事
業
と
は
異
な
る
評
価
基
準
の
設
定
と
浸

透
が
鍵
と
な
る
。例
え
ば「
ア
イ
デ
ア
創
出
」ス
テ
ー
ジ
で
あ
れ

ば
、R
O
I
で
は
な
く
、ニ
ー
ズ
の
有
無
や
ア
イ
デ
ア
の
斬
新
さ

を
重
視
し
て
評
価
す
る
。さ
ら
に
、既
存
の
社
内
論
理
に
と
ら

わ
れ
な
い
よ
う
、外
部（
顧
客
な
ど
）を
入
れ
て
評
価
す
る
。

「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
」ス
テ
ー
ジ
で
は
、実
際
に
プ
ロ
ト
タ

イ
プ
が
売
れ
た
か
ど
う
か
、さ
ら
に
は
市
場
規
模
の
拡
張
可
能

性
を
評
価
す
る
。な
に
よ
り
前
半
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、顧
客
の

反
応
を
手
掛
か
り
に
、ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
を
ピ
ボ
ッ
ト（
方
向

転
換
）す
る
の
は
当
た
り
前
と
い
う
認
識
を
組
織
に
浸
透
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
。

　
次
に
、調
整
コ
ス
ト
が
高
く
て
も
乗
り
越
え
る
能
力
や
意
欲

の
あ
る
チ
ー
ム
を
作
る
こ
と
。ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
に
共
感
で

き
な
い
と
壁
を
乗
り
越
え
る
の
は
難
し
い
。ま
た
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
出
に
求
め
ら
れ
る
多
様
な
能
力
は
チ
ー
ム
で
補
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。あ
る
欧
州
の
イ
ン
フ
ラ
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
で
は

人
材
を
ア
イ
デ
ア
創
出
型
、洗
練
型
、実
行
型
、マ
ネ
ジ
ャ
ー
型

な
ど
に
分
類
。異
な
る
タ
イ
プ
の
人
材
を
組
み
あ
わ
せ
て
4
人

一
組
の
チ
ー
ム
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
行
し
て
い
る
。メ
ン
バ
ー

の
経
験
値
が
高
ま
っ
た
段
階
で
チ
ー
ム
を
ば
ら
し
、新
た
に
未

経
験
者
を
加
え
チ
ー
ム
編
成
す
る
こ
と
で
ネ
ズ
ミ
算
的
に
社

内
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
担
当
チ
ー
ム
を
増
や
し
て
い
る
。

　
脱
・
偶
発
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
こ
れ
か
ら
の
組
織
が
備
え

る
べ
き
最
重
要
機
能
で
あ
る
。本
格
的
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
始
ま
っ

た
ば
か
り
で
、経
営
層
の
高
ま
る
期
待
と
は
裏
腹
に
壁
に
ぶ
つ

か
っ
て
い
る
現
場
は
多
い
。イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
セ
ス
で
は
、ア

イ
デ
ア
が
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
ら
ピ
ボ
ッ
ト（
方
向
転
換
）し
て
適

応
さ
せ
る
。同
様
に
、自
社
に
あ
っ
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
セ
ス

そ
の
も
の
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
続
け
る
現
場
が
増
え
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

壁
に
ぶ
つ
か
る

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
現
場

1

【特 集】

［図1］イノベーション創出に関わる状況（上）と課題認識（下）

出所：三菱総合研究所（N=45：国内企業のイノベーション担当のマネジャー）
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Q1_3

Q1_4

Q1_5

Q1_6

Q1_7

Q1_8

【イノベーション創出に関わる状況（直近2年程度）】

【イノベーション創出に関わる課題】
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13.3%

53.3%

31.1%

46.7%

26.7%

13.3%

N

経営層からのメッセージが多くなっている

イノベーション創出に関わる社内活動が増加している
（例：社内アイデアコンテスト研修など）

外部連携によるイノベーション（オープンイノベーション）
が増加している

イノベーション創出のための専門組織を新設した

イノベーション創出のための予算が増加した

イノベーション創出のためのプロセスを整備した

すでにイノベーション創出に成功している

上記に該当する動きはない

Q2_1

Q2_2

Q2_3

Q2_4

Q2_5

Q2_6

そもそも手の付け方がわからない

イノベーションの定義がはっきりしない
（社内で捉え方がバラバラ）

取り組みを始めたが、その取り組みに確信がもてない

取り組みの成果が出ていない

偶発的なイノベーションにとどまり、
継続的な取り組みとならない

その他

N

SEPTEMBER.2016

三菱総合研究所

寄 稿

対ベトナム事業展開は中長期視点で
【海 外】

水素社会の一翼を担う人工光合成
【エネルギー】

脱・偶発的イノベーション
【特 集】
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既存事業をよく知っている
メンバーの活用

　
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
る
現
場
の
多
く
に
は
共
通
点
が
あ
る
。

ま
ず
、戦
術（
施
策
）は
あ
る
が
、戦
略（
全
体
設
計
）が
な
い
こ

と
。次
に
、仕
組
み
は
あ
る
が
、運
用
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
。

こ
れ
ら
に
あ
て
は
ま
る
と
、偶
発
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
を

脱
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
例
え
ば
、オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
デ
ザ
イ
ン
シ
ン
キ
ン

グ
な
ど
の
方
法
論
や
成
功
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、施
策

（
戦
術
）を
起
点
に
走
り
始
め
た
現
場
は
多
い
。し
か
し
、多
産

多
死
を
基
本
原
則
と
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
で
、自
社
は

年
間
に
ど
れ
く
ら
い
の
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
す
必
要
が
あ
る

か
、生
み
出
し
た
ア
イ
デ
ア
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
、そ
の
た
め

に
必
要
な
社
内
の
仕
組
み
や
評
価
手
順
な
ど
、最
終
的
な

ゴ
ー
ル
を
見
据
え
た
戦
略（
全
体
設
計
）が
事
前
に
構
築
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
少
な
い
。ア
イ
デ
ア
の
絶
対
数
が
足
り
ず
、多
産

が
実
現
で
き
て
い
な
い
。多
産
は
実
現
し
た
も
の
の
ス
ム
ー
ズ

に
多
死
で
き
な
い
。ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
す
仕
組
み
に
フ
ォ
ー

カ
ス
す
る
あ
ま
り
、生
み
出
し
た
ア
イ
デ
ア
を
成
長
軌
道
に
乗

せ
る
仕
組
み
の
運
用
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
い
る
。い
ず
れ
も

戦
略（
全
体
設
計
）が
な
い
か
、仕
組
み
の
運
用
が
不
十
分
で

あ
る
。

　
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
デ
ザ
イ
ン
シ
ン
キ
ン
グ
な
ど
の

方
法
論
や
成
功
事
例
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

が
、日
本
企
業
の
現
場
で
は
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
な
個
人
か
ら
自
発
的
に
生
ま
れ
て
く
る
と
い
う
意
識
が

根
強
く
、そ
の
成
否
は
偶
然
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。偶

発
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
を
脱
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
、優
れ

た
ア
イ
デ
ア
を
も
つ
個
人
の
発
現
を
待
つ
の
で
は
な
く
、組
織

的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
セ
ス
の
確
立
に
あ
る
。以
下
、そ
の

仕
組
み
づ
く
り（
全
体
設
計
）と
運
用（
運
用
設
計・マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
）に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
全
体
設
計
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
の
は
な
ぜ
か
。組
織
的
な
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
取
り
組
み
は
、ま
ず
担
当
組
織
を
設
置

し
何
を
す
る
か
検
討
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。し
か
し
、初
め

て
の
取
り
組
み
で
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
く
、何
を
し
て
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
。一
方
で
、経
営
層
の
関
心
は
高
く
、ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス

ト
や
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
、分
か
り
や

す
い
、報
告
し
や
す
い
施
策
を
ま
ず
走
ら
せ
て
し
ま
う
。全
体

設
計
が
お
ろ
そ
か
な
ま
ま
個
別
の
施
策
を
展
開
す
る
と
、イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
が
進
ま
な
い
だ
け
で
な
く
、以
下
に
示
す
よ

う
な
副
作
用
を
生
じ
る
恐
れ
す
ら
あ
る
。

■
失
敗
例
1
：
社
内
で
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
。発
表

会
に
は
経
営
層
も
参
加
し
、想
定
以
上
の
盛
り
上
が
り
を
み

せ
た
。し
か
し
、コ
ン
テ
ス
ト
終
了
後
の
プ
ロ
セ
ス
を
整
備
し

て
お
ら
ず
、ア
イ
デ
ア
は
塩
漬
け
状
態
に
。や
る
気
に
な
っ
て

い
た
応
募
者
は
も
と
よ
り
社
内
に
白
け
た
雰
囲
気
が
ま
ん

延
し
て
し
ま
っ
た
。

■
失
敗
例
2
：
複
数
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
集
め
て
ア
イ
デ
ア

創
出
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
開
催
し
た
。し
か
し
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
は
期
待
に
反
し
て
自
社
事
業
の
枠
を
大
き
く
は
み
出

し
て
考
え
る
余
力
は
な
く
、新
し
い
ア
イ
デ
ア
は
得
ら
れ
な

か
っ
た
。逆
に
、ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
か
ら
は
、参
加
は
し
た
も
の

の
自
分
た
ち
に
メ
リ
ッ
ト
は
な
か
っ
た
、と
距
離
を
置
か
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
全
体
設
計
の
ポ
イ
ン
ト
は
3
点
あ
る
。ま
ず
、実
現
し
た
い

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
定
義
す
る
こ
と
。実
現
し
た
い
の
は
新
事

業
開
発
な
の
か
、業
務
プ
ロ
セ
ス
の
再
構
築
な
の
か
。新
事
業

開
発
な
ら
、既
存
事
業
の
周
辺
領
域
な
の
か
、全
く
の
新
規
領

域
な
の
か
。実
現
し
た
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
定
義
で
き
な
け
れ

ば
、実
施
す
べ
き
施
策
、設
計
す
べ
き
プ
ロ
セ
ス
や
組
織
は
決
め

ら
れ
な
い
。

　
次
に
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
テ
ー
ジ
を
理
解
す
る
こ
と
。例

え
ば
、無
数
の
ア
イ
デ
ア
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
を
創
出
す

る「
ア
イ
デ
ア
創
出
」ス
テ
ー
ジ
、ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
す

る「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
」ス
テ
ー
ジ
、事
業
と
し
て
ス
ケ
ー

ル
ア
ッ
プ
す
る「
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
」ス
テ
ー
ジ
な
ど
が
考
え
ら

れ
る
。ス
テ
ー
ジ
の
理
解
を
欠
い
た
ま
ま
、「
ア
イ
デ
ア
創
出
」

ス
テ
ー
ジ
や「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
」ス
テ
ー
ジ
で
既
存
事
業

と
同
等
の
評
価
基
準
を
当
て
は
め
る
と
、有
望
な
芽
を
つ
ま
ん

で
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。あ
る
欧
州
の
製
造
業
で
は
検
討
終
了

の
プ
ロ
セ
ス
と
基
準
を
整
備
し
、「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
」ス

テ
ー
ジ
の
終
了
件
数
を
K
P
I
化
し
て
い
る
。こ
の
こ
と
に
よ

り「
ア
イ
デ
ア
創
出
」ス
テ
ー
ジ
の
多
産
が
加
速
さ
れ
、事
業

化
ス
テ
ー
ジ
に
進
む
ア
イ
デ
ア
を
確
保
で
き
、結
果
と
し
て
事

業
化
件
数
が
増
え
る
結
果
を
生
ん
で
い
る
。

　
最
後
に
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
テ
ー
ジ
と
取
り
巻
く
環
境
に

応
じ
た
仕
組
み（
施
策
、プ
ロ
セ
ス
、組
織
）を
構
築
す
る
こ
と
。

例
え
ば
、既
存
事
業
と
市
場
も
商
品
も
異
な
る
飛
び
地
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、社
外
の
人
材・知
見
を
フ
ル
活
用
す
る
仕

組
み
が
必
要
と
な
る
。事
業
戦
略
は
自
社
で
描
き
、社
外
リ

ソ
ー
ス
に
期
待
す
る
役
割
を
明
確
化
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
、ビ

ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
か
ら
広
く
公
募
す
る
場
合
も
あ
る
。こ
れ
ま

で
に
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
仕
組
み
が
編
み
出

さ
れ
て
い
る
が
、こ
れ
か
ら
新
た
に
編
み
出
さ
れ
る
仕
組
み
も

想
定
さ
れ
る
。多
様
な
選
択
肢
か
ら
最
適
な
組
み
合
わ
せ
を

デ
ザ
イ
ン
す
る
力
が
求
め
ら
れ
る
。国
内
の
あ
る
イ
ン
フ
ラ
事

業
者
で
は
試
行
錯
誤
の
結
果
、飛
び
地
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は

公
募
型
の
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
、既
存
事
業
の
周

辺
領
域
は
社
内
公
募
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
、位
置
づ
け
を
明
確

に
し
て
並
行
し
て
実
施
す
る
こ
と
で
、成
果
を
生
み
出
し
つ
つ

あ
る
。
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イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
取
り
組
み
が
国
内
外
で
活
発
化
し

て
い
る
。専
門
組
織
の
新
設
や
社
内
外
と
の
連
携
を
狙
っ
た

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
発
表
が
相
次

い
で
い
る
。当
社
の
調
査
で
は
、こ
の
1
〜
2
年
の
動
き
と
し
て

「
経
営
層
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
多
く
な
っ
て
い
る
」が
約
7
割

を
占
め
て
お
り
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
対
す
る
経
営
層
の

期
待
の
高
ま
り
が
う
か
が
え
る
。

　一
方
で
、コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
現
場
で
は「
成
功
事
例
を
ま

ね
し
て
み
た
が
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
」「
こ
の
ま
ま
続
け

て
い
い
の
か
確
信
が
も
て
な
い
」と
い
っ
た
声
も
よ
く
聞
か
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。前
述
の
調
査
で
も「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
定
義

が
は
っ
き
り
し
な
い
」「
取
り
組
み
の
成
果
が
出
て
い
な
い
」が

5
割
前
後
を
占
め
て
お
り
、「
壁
に
ぶ
つ
か
り
つ
つ
あ
る
」現
場

の
実
情
が
見
え
て
き
た
。

　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
は
、関
係
者
と
の「
調
整
コ
ス
ト
」が

高
く
つ
く
。高
い
調
整
コ
ス
ト
は
時
間
を
ロ
ス
し
、担
当
者
の
負

荷
を
高
め
る
。例
え
ば
、実
績
が
あ
る
既
存
事
業
に
比
べ
、社

内
承
認
に
必
要
な
エ
ビ
デ
ン
ス
を
用
意
し
に
く
い
。既
存
事
業

へ
の
影
響
が
予
想
さ
れ
た
途
端
に
抵
抗
が
生
じ
や
す
い
。既
存

事
業
の
部
署
で
は
手
間
が
か
か
る
こ
と
を
理
由
に
、ス
ケ
ー
ル

ア
ッ
プ
時
に
事
業
移
管
す
る
際
、規
模
の
小
さ
な
事
業
に
は
消

極
的
に
な
る
な
ど
の
問
題
が
想
定
さ
れ
る
。

　
運
用
設
計
の
ポ
イ
ン
ト
は
2
点
あ
る
。ま
ず
、調
整
コ
ス
ト

を
下
げ
る
工
夫
で
あ
る
。ト
ッ
プ
か
ら
の
意
識
喚
起
や
、新
規

事
業
と
既
存
事
業
の
違
い
を
社
内
で
共
通
認
識
化
す
る
こ
と

に
加
え
て
、既
存
事
業
と
は
異
な
る
評
価
基
準
の
設
定
と
浸

透
が
鍵
と
な
る
。例
え
ば「
ア
イ
デ
ア
創
出
」ス
テ
ー
ジ
で
あ
れ

ば
、R
O
I
で
は
な
く
、ニ
ー
ズ
の
有
無
や
ア
イ
デ
ア
の
斬
新
さ

を
重
視
し
て
評
価
す
る
。さ
ら
に
、既
存
の
社
内
論
理
に
と
ら

わ
れ
な
い
よ
う
、外
部（
顧
客
な
ど
）を
入
れ
て
評
価
す
る
。

「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
」ス
テ
ー
ジ
で
は
、実
際
に
プ
ロ
ト
タ

イ
プ
が
売
れ
た
か
ど
う
か
、さ
ら
に
は
市
場
規
模
の
拡
張
可
能

性
を
評
価
す
る
。な
に
よ
り
前
半
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、顧
客
の

反
応
を
手
掛
か
り
に
、ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
を
ピ
ボ
ッ
ト（
方
向

転
換
）す
る
の
は
当
た
り
前
と
い
う
認
識
を
組
織
に
浸
透
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
。

　
次
に
、調
整
コ
ス
ト
が
高
く
て
も
乗
り
越
え
る
能
力
や
意
欲

の
あ
る
チ
ー
ム
を
作
る
こ
と
。ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
に
共
感
で

き
な
い
と
壁
を
乗
り
越
え
る
の
は
難
し
い
。ま
た
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
出
に
求
め
ら
れ
る
多
様
な
能
力
は
チ
ー
ム
で
補
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。あ
る
欧
州
の
イ
ン
フ
ラ
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
で
は

人
材
を
ア
イ
デ
ア
創
出
型
、洗
練
型
、実
行
型
、マ
ネ
ジ
ャ
ー
型

な
ど
に
分
類
。異
な
る
タ
イ
プ
の
人
材
を
組
み
あ
わ
せ
て
4
人

一
組
の
チ
ー
ム
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
行
し
て
い
る
。メ
ン
バ
ー

の
経
験
値
が
高
ま
っ
た
段
階
で
チ
ー
ム
を
ば
ら
し
、新
た
に
未

経
験
者
を
加
え
チ
ー
ム
編
成
す
る
こ
と
で
ネ
ズ
ミ
算
的
に
社

内
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
担
当
チ
ー
ム
を
増
や
し
て
い
る
。

　
脱
・
偶
発
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
こ
れ
か
ら
の
組
織
が
備
え

る
べ
き
最
重
要
機
能
で
あ
る
。本
格
的
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
始
ま
っ

た
ば
か
り
で
、経
営
層
の
高
ま
る
期
待
と
は
裏
腹
に
壁
に
ぶ
つ

か
っ
て
い
る
現
場
は
多
い
。イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
セ
ス
で
は
、ア

イ
デ
ア
が
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
ら
ピ
ボ
ッ
ト（
方
向
転
換
）し
て
適

応
さ
せ
る
。同
様
に
、自
社
に
あ
っ
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
セ
ス

そ
の
も
の
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
続
け
る
現
場
が
増
え
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

［図2］イノベーションのステージに合わせた仕組みづくり（上図）と環境に合わせた仕組みづくり（下図）

出所：三菱総合研究所
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ョ
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※1：自社で作成したアプリケーションのインターフェースの仕様を公開することで他社がサービスを連携。アプリケーションの付加価値が高まる。
※2：大企業などがスポンサーとなり、スタートアップの成長を加速する仕掛け。
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既存事業をよく知っている
メンバーの活用

　
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
る
現
場
の
多
く
に
は
共
通
点
が
あ
る
。

ま
ず
、戦
術（
施
策
）は
あ
る
が
、戦
略（
全
体
設
計
）が
な
い
こ

と
。次
に
、仕
組
み
は
あ
る
が
、運
用
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
。

こ
れ
ら
に
あ
て
は
ま
る
と
、偶
発
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
を

脱
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
例
え
ば
、オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
デ
ザ
イ
ン
シ
ン
キ
ン

グ
な
ど
の
方
法
論
や
成
功
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、施
策

（
戦
術
）を
起
点
に
走
り
始
め
た
現
場
は
多
い
。し
か
し
、多
産

多
死
を
基
本
原
則
と
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
で
、自
社
は

年
間
に
ど
れ
く
ら
い
の
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
す
必
要
が
あ
る

か
、生
み
出
し
た
ア
イ
デ
ア
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
、そ
の
た
め

に
必
要
な
社
内
の
仕
組
み
や
評
価
手
順
な
ど
、最
終
的
な

ゴ
ー
ル
を
見
据
え
た
戦
略（
全
体
設
計
）が
事
前
に
構
築
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
少
な
い
。ア
イ
デ
ア
の
絶
対
数
が
足
り
ず
、多
産

が
実
現
で
き
て
い
な
い
。多
産
は
実
現
し
た
も
の
の
ス
ム
ー
ズ

に
多
死
で
き
な
い
。ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
す
仕
組
み
に
フ
ォ
ー

カ
ス
す
る
あ
ま
り
、生
み
出
し
た
ア
イ
デ
ア
を
成
長
軌
道
に
乗

せ
る
仕
組
み
の
運
用
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
い
る
。い
ず
れ
も

戦
略（
全
体
設
計
）が
な
い
か
、仕
組
み
の
運
用
が
不
十
分
で

あ
る
。

　
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
デ
ザ
イ
ン
シ
ン
キ
ン
グ
な
ど
の

方
法
論
や
成
功
事
例
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

が
、日
本
企
業
の
現
場
で
は
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
な
個
人
か
ら
自
発
的
に
生
ま
れ
て
く
る
と
い
う
意
識
が

根
強
く
、そ
の
成
否
は
偶
然
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。偶

発
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
を
脱
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
、優
れ

た
ア
イ
デ
ア
を
も
つ
個
人
の
発
現
を
待
つ
の
で
は
な
く
、組
織

的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
セ
ス
の
確
立
に
あ
る
。以
下
、そ
の

仕
組
み
づ
く
り（
全
体
設
計
）と
運
用（
運
用
設
計・マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
）に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
全
体
設
計
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
の
は
な
ぜ
か
。組
織
的
な
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
取
り
組
み
は
、ま
ず
担
当
組
織
を
設
置

し
何
を
す
る
か
検
討
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。し
か
し
、初
め

て
の
取
り
組
み
で
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
く
、何
を
し
て
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
。一
方
で
、経
営
層
の
関
心
は
高
く
、ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス

ト
や
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
、分
か
り
や

す
い
、報
告
し
や
す
い
施
策
を
ま
ず
走
ら
せ
て
し
ま
う
。全
体

設
計
が
お
ろ
そ
か
な
ま
ま
個
別
の
施
策
を
展
開
す
る
と
、イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
が
進
ま
な
い
だ
け
で
な
く
、以
下
に
示
す
よ

う
な
副
作
用
を
生
じ
る
恐
れ
す
ら
あ
る
。

■
失
敗
例
1
：
社
内
で
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
。発
表

会
に
は
経
営
層
も
参
加
し
、想
定
以
上
の
盛
り
上
が
り
を
み

せ
た
。し
か
し
、コ
ン
テ
ス
ト
終
了
後
の
プ
ロ
セ
ス
を
整
備
し

て
お
ら
ず
、ア
イ
デ
ア
は
塩
漬
け
状
態
に
。や
る
気
に
な
っ
て

い
た
応
募
者
は
も
と
よ
り
社
内
に
白
け
た
雰
囲
気
が
ま
ん

延
し
て
し
ま
っ
た
。

■
失
敗
例
2
：
複
数
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
集
め
て
ア
イ
デ
ア

創
出
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
開
催
し
た
。し
か
し
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
は
期
待
に
反
し
て
自
社
事
業
の
枠
を
大
き
く
は
み
出

し
て
考
え
る
余
力
は
な
く
、新
し
い
ア
イ
デ
ア
は
得
ら
れ
な

か
っ
た
。逆
に
、ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
か
ら
は
、参
加
は
し
た
も
の

の
自
分
た
ち
に
メ
リ
ッ
ト
は
な
か
っ
た
、と
距
離
を
置
か
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
全
体
設
計
の
ポ
イ
ン
ト
は
3
点
あ
る
。ま
ず
、実
現
し
た
い

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
定
義
す
る
こ
と
。実
現
し
た
い
の
は
新
事

業
開
発
な
の
か
、業
務
プ
ロ
セ
ス
の
再
構
築
な
の
か
。新
事
業

開
発
な
ら
、既
存
事
業
の
周
辺
領
域
な
の
か
、全
く
の
新
規
領

域
な
の
か
。実
現
し
た
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
定
義
で
き
な
け
れ

ば
、実
施
す
べ
き
施
策
、設
計
す
べ
き
プ
ロ
セ
ス
や
組
織
は
決
め

ら
れ
な
い
。

　
次
に
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
テ
ー
ジ
を
理
解
す
る
こ
と
。例

え
ば
、無
数
の
ア
イ
デ
ア
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
を
創
出
す

る「
ア
イ
デ
ア
創
出
」ス
テ
ー
ジ
、ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
す

る「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
」ス
テ
ー
ジ
、事
業
と
し
て
ス
ケ
ー

ル
ア
ッ
プ
す
る「
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
」ス
テ
ー
ジ
な
ど
が
考
え
ら

れ
る
。ス
テ
ー
ジ
の
理
解
を
欠
い
た
ま
ま
、「
ア
イ
デ
ア
創
出
」

ス
テ
ー
ジ
や「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
」ス
テ
ー
ジ
で
既
存
事
業

と
同
等
の
評
価
基
準
を
当
て
は
め
る
と
、有
望
な
芽
を
つ
ま
ん

で
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。あ
る
欧
州
の
製
造
業
で
は
検
討
終
了

の
プ
ロ
セ
ス
と
基
準
を
整
備
し
、「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
」ス

テ
ー
ジ
の
終
了
件
数
を
K
P
I
化
し
て
い
る
。こ
の
こ
と
に
よ

り「
ア
イ
デ
ア
創
出
」ス
テ
ー
ジ
の
多
産
が
加
速
さ
れ
、事
業

化
ス
テ
ー
ジ
に
進
む
ア
イ
デ
ア
を
確
保
で
き
、結
果
と
し
て
事

業
化
件
数
が
増
え
る
結
果
を
生
ん
で
い
る
。

　
最
後
に
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
テ
ー
ジ
と
取
り
巻
く
環
境
に

応
じ
た
仕
組
み（
施
策
、プ
ロ
セ
ス
、組
織
）を
構
築
す
る
こ
と
。

例
え
ば
、既
存
事
業
と
市
場
も
商
品
も
異
な
る
飛
び
地
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、社
外
の
人
材・知
見
を
フ
ル
活
用
す
る
仕

組
み
が
必
要
と
な
る
。事
業
戦
略
は
自
社
で
描
き
、社
外
リ

ソ
ー
ス
に
期
待
す
る
役
割
を
明
確
化
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
、ビ

ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
か
ら
広
く
公
募
す
る
場
合
も
あ
る
。こ
れ
ま

で
に
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
仕
組
み
が
編
み
出

さ
れ
て
い
る
が
、こ
れ
か
ら
新
た
に
編
み
出
さ
れ
る
仕
組
み
も

想
定
さ
れ
る
。多
様
な
選
択
肢
か
ら
最
適
な
組
み
合
わ
せ
を

デ
ザ
イ
ン
す
る
力
が
求
め
ら
れ
る
。国
内
の
あ
る
イ
ン
フ
ラ
事

業
者
で
は
試
行
錯
誤
の
結
果
、飛
び
地
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は

公
募
型
の
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
、既
存
事
業
の
周

辺
領
域
は
社
内
公
募
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
、位
置
づ
け
を
明
確

に
し
て
並
行
し
て
実
施
す
る
こ
と
で
、成
果
を
生
み
出
し
つ
つ

あ
る
。
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イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
取
り
組
み
が
国
内
外
で
活
発
化
し

て
い
る
。専
門
組
織
の
新
設
や
社
内
外
と
の
連
携
を
狙
っ
た

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
発
表
が
相
次

い
で
い
る
。当
社
の
調
査
で
は
、こ
の
1
〜
2
年
の
動
き
と
し
て

「
経
営
層
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
多
く
な
っ
て
い
る
」が
約
7
割

を
占
め
て
お
り
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
対
す
る
経
営
層
の

期
待
の
高
ま
り
が
う
か
が
え
る
。

　一
方
で
、コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
現
場
で
は「
成
功
事
例
を
ま

ね
し
て
み
た
が
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
」「
こ
の
ま
ま
続
け

て
い
い
の
か
確
信
が
も
て
な
い
」と
い
っ
た
声
も
よ
く
聞
か
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。前
述
の
調
査
で
も「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
定
義

が
は
っ
き
り
し
な
い
」「
取
り
組
み
の
成
果
が
出
て
い
な
い
」が

5
割
前
後
を
占
め
て
お
り
、「
壁
に
ぶ
つ
か
り
つ
つ
あ
る
」現
場

の
実
情
が
見
え
て
き
た
。

　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
は
、関
係
者
と
の「
調
整
コ
ス
ト
」が

高
く
つ
く
。高
い
調
整
コ
ス
ト
は
時
間
を
ロ
ス
し
、担
当
者
の
負

荷
を
高
め
る
。例
え
ば
、実
績
が
あ
る
既
存
事
業
に
比
べ
、社

内
承
認
に
必
要
な
エ
ビ
デ
ン
ス
を
用
意
し
に
く
い
。既
存
事
業

へ
の
影
響
が
予
想
さ
れ
た
途
端
に
抵
抗
が
生
じ
や
す
い
。既
存

事
業
の
部
署
で
は
手
間
が
か
か
る
こ
と
を
理
由
に
、ス
ケ
ー
ル

ア
ッ
プ
時
に
事
業
移
管
す
る
際
、規
模
の
小
さ
な
事
業
に
は
消

極
的
に
な
る
な
ど
の
問
題
が
想
定
さ
れ
る
。

　
運
用
設
計
の
ポ
イ
ン
ト
は
2
点
あ
る
。ま
ず
、調
整
コ
ス
ト

を
下
げ
る
工
夫
で
あ
る
。ト
ッ
プ
か
ら
の
意
識
喚
起
や
、新
規

事
業
と
既
存
事
業
の
違
い
を
社
内
で
共
通
認
識
化
す
る
こ
と

に
加
え
て
、既
存
事
業
と
は
異
な
る
評
価
基
準
の
設
定
と
浸

透
が
鍵
と
な
る
。例
え
ば「
ア
イ
デ
ア
創
出
」ス
テ
ー
ジ
で
あ
れ

ば
、R
O
I
で
は
な
く
、ニ
ー
ズ
の
有
無
や
ア
イ
デ
ア
の
斬
新
さ

を
重
視
し
て
評
価
す
る
。さ
ら
に
、既
存
の
社
内
論
理
に
と
ら

わ
れ
な
い
よ
う
、外
部（
顧
客
な
ど
）を
入
れ
て
評
価
す
る
。

「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
」ス
テ
ー
ジ
で
は
、実
際
に
プ
ロ
ト
タ

イ
プ
が
売
れ
た
か
ど
う
か
、さ
ら
に
は
市
場
規
模
の
拡
張
可
能

性
を
評
価
す
る
。な
に
よ
り
前
半
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、顧
客
の

反
応
を
手
掛
か
り
に
、ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
を
ピ
ボ
ッ
ト（
方
向

転
換
）す
る
の
は
当
た
り
前
と
い
う
認
識
を
組
織
に
浸
透
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
。

　
次
に
、調
整
コ
ス
ト
が
高
く
て
も
乗
り
越
え
る
能
力
や
意
欲

の
あ
る
チ
ー
ム
を
作
る
こ
と
。ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
に
共
感
で

き
な
い
と
壁
を
乗
り
越
え
る
の
は
難
し
い
。ま
た
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
出
に
求
め
ら
れ
る
多
様
な
能
力
は
チ
ー
ム
で
補
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。あ
る
欧
州
の
イ
ン
フ
ラ
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
で
は

人
材
を
ア
イ
デ
ア
創
出
型
、洗
練
型
、実
行
型
、マ
ネ
ジ
ャ
ー
型

な
ど
に
分
類
。異
な
る
タ
イ
プ
の
人
材
を
組
み
あ
わ
せ
て
4
人

一
組
の
チ
ー
ム
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
行
し
て
い
る
。メ
ン
バ
ー

の
経
験
値
が
高
ま
っ
た
段
階
で
チ
ー
ム
を
ば
ら
し
、新
た
に
未

経
験
者
を
加
え
チ
ー
ム
編
成
す
る
こ
と
で
ネ
ズ
ミ
算
的
に
社

内
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
担
当
チ
ー
ム
を
増
や
し
て
い
る
。

　
脱
・
偶
発
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
こ
れ
か
ら
の
組
織
が
備
え

る
べ
き
最
重
要
機
能
で
あ
る
。本
格
的
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
始
ま
っ

た
ば
か
り
で
、経
営
層
の
高
ま
る
期
待
と
は
裏
腹
に
壁
に
ぶ
つ

か
っ
て
い
る
現
場
は
多
い
。イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
セ
ス
で
は
、ア

イ
デ
ア
が
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
ら
ピ
ボ
ッ
ト（
方
向
転
換
）し
て
適

応
さ
せ
る
。同
様
に
、自
社
に
あ
っ
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
セ
ス

そ
の
も
の
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
続
け
る
現
場
が
増
え
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

［図2］イノベーションのステージに合わせた仕組みづくり（上図）と環境に合わせた仕組みづくり（下図）

出所：三菱総合研究所

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
テ
ー
ジ
と

環
境
に
応
じ
た
仕
組
み
づ
く
り

1

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
取
り
組
み
が

壁
に
ぶ
つ
か
る
背
景

2

脱
・
偶
発
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

3

※1：自社で作成したアプリケーションのインターフェースの仕様を公開することで他社がサービスを連携。アプリケーションの付加価値が高まる。
※2：大企業などがスポンサーとなり、スタートアップの成長を加速する仕掛け。
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アクセラレイター（※2）
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社
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公
募
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外
部
連
携

イノベーションの種類

領　域 ビジネスモデル

企業環境

主要事業の比重

■ 既存領域に近い場合

■ 飛び地に近い新規

■ B to C

■ B to B

■ 一本足打法

■ すでにさまざまな事業を運営している
  （多角化が進んでいる）

自社中心で体制構築

パートナー企業（販社など）
と体制構築

既存事業から物理的に
切り離した組織

プロジェクトチーム
主体で構成
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壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
る
現
場
の
多
く
に
は
共
通
点
が
あ
る
。

ま
ず
、戦
術（
施
策
）は
あ
る
が
、戦
略（
全
体
設
計
）が
な
い
こ

と
。次
に
、仕
組
み
は
あ
る
が
、運
用
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
。

こ
れ
ら
に
あ
て
は
ま
る
と
、偶
発
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
を

脱
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
例
え
ば
、オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
デ
ザ
イ
ン
シ
ン
キ
ン

グ
な
ど
の
方
法
論
や
成
功
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、施
策

（
戦
術
）を
起
点
に
走
り
始
め
た
現
場
は
多
い
。し
か
し
、多
産

多
死
を
基
本
原
則
と
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
で
、自
社
は

年
間
に
ど
れ
く
ら
い
の
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
す
必
要
が
あ
る

か
、生
み
出
し
た
ア
イ
デ
ア
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
、そ
の
た
め

に
必
要
な
社
内
の
仕
組
み
や
評
価
手
順
な
ど
、最
終
的
な

ゴ
ー
ル
を
見
据
え
た
戦
略（
全
体
設
計
）が
事
前
に
構
築
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
少
な
い
。ア
イ
デ
ア
の
絶
対
数
が
足
り
ず
、多
産

が
実
現
で
き
て
い
な
い
。多
産
は
実
現
し
た
も
の
の
ス
ム
ー
ズ

に
多
死
で
き
な
い
。ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
す
仕
組
み
に
フ
ォ
ー

カ
ス
す
る
あ
ま
り
、生
み
出
し
た
ア
イ
デ
ア
を
成
長
軌
道
に
乗

せ
る
仕
組
み
の
運
用
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
い
る
。い
ず
れ
も

戦
略（
全
体
設
計
）が
な
い
か
、仕
組
み
の
運
用
が
不
十
分
で

あ
る
。

　
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
デ
ザ
イ
ン
シ
ン
キ
ン
グ
な
ど
の

方
法
論
や
成
功
事
例
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

が
、日
本
企
業
の
現
場
で
は
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
な
個
人
か
ら
自
発
的
に
生
ま
れ
て
く
る
と
い
う
意
識
が

根
強
く
、そ
の
成
否
は
偶
然
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。偶

発
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
を
脱
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
、優
れ

た
ア
イ
デ
ア
を
も
つ
個
人
の
発
現
を
待
つ
の
で
は
な
く
、組
織

的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
セ
ス
の
確
立
に
あ
る
。以
下
、そ
の

仕
組
み
づ
く
り（
全
体
設
計
）と
運
用（
運
用
設
計・マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
）に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
全
体
設
計
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
の
は
な
ぜ
か
。組
織
的
な
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
取
り
組
み
は
、ま
ず
担
当
組
織
を
設
置

し
何
を
す
る
か
検
討
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。し
か
し
、初
め

て
の
取
り
組
み
で
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
く
、何
を
し
て
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
。一
方
で
、経
営
層
の
関
心
は
高
く
、ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス

ト
や
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
、分
か
り
や

す
い
、報
告
し
や
す
い
施
策
を
ま
ず
走
ら
せ
て
し
ま
う
。全
体

設
計
が
お
ろ
そ
か
な
ま
ま
個
別
の
施
策
を
展
開
す
る
と
、イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
が
進
ま
な
い
だ
け
で
な
く
、以
下
に
示
す
よ

う
な
副
作
用
を
生
じ
る
恐
れ
す
ら
あ
る
。

■
失
敗
例
1
：
社
内
で
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
。発
表

会
に
は
経
営
層
も
参
加
し
、想
定
以
上
の
盛
り
上
が
り
を
み

せ
た
。し
か
し
、コ
ン
テ
ス
ト
終
了
後
の
プ
ロ
セ
ス
を
整
備
し

て
お
ら
ず
、ア
イ
デ
ア
は
塩
漬
け
状
態
に
。や
る
気
に
な
っ
て

い
た
応
募
者
は
も
と
よ
り
社
内
に
白
け
た
雰
囲
気
が
ま
ん

延
し
て
し
ま
っ
た
。

■
失
敗
例
2
：
複
数
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
集
め
て
ア
イ
デ
ア

創
出
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
開
催
し
た
。し
か
し
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
は
期
待
に
反
し
て
自
社
事
業
の
枠
を
大
き
く
は
み
出

し
て
考
え
る
余
力
は
な
く
、新
し
い
ア
イ
デ
ア
は
得
ら
れ
な

か
っ
た
。逆
に
、ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
か
ら
は
、参
加
は
し
た
も
の

の
自
分
た
ち
に
メ
リ
ッ
ト
は
な
か
っ
た
、と
距
離
を
置
か
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
全
体
設
計
の
ポ
イ
ン
ト
は
3
点
あ
る
。ま
ず
、実
現
し
た
い

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
定
義
す
る
こ
と
。実
現
し
た
い
の
は
新
事

業
開
発
な
の
か
、業
務
プ
ロ
セ
ス
の
再
構
築
な
の
か
。新
事
業

開
発
な
ら
、既
存
事
業
の
周
辺
領
域
な
の
か
、全
く
の
新
規
領

域
な
の
か
。実
現
し
た
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
定
義
で
き
な
け
れ

ば
、実
施
す
べ
き
施
策
、設
計
す
べ
き
プ
ロ
セ
ス
や
組
織
は
決
め

ら
れ
な
い
。

　
次
に
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
テ
ー
ジ
を
理
解
す
る
こ
と
。例

え
ば
、無
数
の
ア
イ
デ
ア
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
を
創
出
す

る「
ア
イ
デ
ア
創
出
」ス
テ
ー
ジ
、ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
す

る「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
」ス
テ
ー
ジ
、事
業
と
し
て
ス
ケ
ー

ル
ア
ッ
プ
す
る「
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
」ス
テ
ー
ジ
な
ど
が
考
え
ら

れ
る
。ス
テ
ー
ジ
の
理
解
を
欠
い
た
ま
ま
、「
ア
イ
デ
ア
創
出
」

ス
テ
ー
ジ
や「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
」ス
テ
ー
ジ
で
既
存
事
業

と
同
等
の
評
価
基
準
を
当
て
は
め
る
と
、有
望
な
芽
を
つ
ま
ん

で
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。あ
る
欧
州
の
製
造
業
で
は
検
討
終
了

の
プ
ロ
セ
ス
と
基
準
を
整
備
し
、「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
」ス

テ
ー
ジ
の
終
了
件
数
を
K
P
I
化
し
て
い
る
。こ
の
こ
と
に
よ

り「
ア
イ
デ
ア
創
出
」ス
テ
ー
ジ
の
多
産
が
加
速
さ
れ
、事
業

化
ス
テ
ー
ジ
に
進
む
ア
イ
デ
ア
を
確
保
で
き
、結
果
と
し
て
事

業
化
件
数
が
増
え
る
結
果
を
生
ん
で
い
る
。

　
最
後
に
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
テ
ー
ジ
と
取
り
巻
く
環
境
に

応
じ
た
仕
組
み（
施
策
、プ
ロ
セ
ス
、組
織
）を
構
築
す
る
こ
と
。

例
え
ば
、既
存
事
業
と
市
場
も
商
品
も
異
な
る
飛
び
地
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、社
外
の
人
材・知
見
を
フ
ル
活
用
す
る
仕

組
み
が
必
要
と
な
る
。事
業
戦
略
は
自
社
で
描
き
、社
外
リ

ソ
ー
ス
に
期
待
す
る
役
割
を
明
確
化
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
、ビ

ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
か
ら
広
く
公
募
す
る
場
合
も
あ
る
。こ
れ
ま

で
に
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
仕
組
み
が
編
み
出

さ
れ
て
い
る
が
、こ
れ
か
ら
新
た
に
編
み
出
さ
れ
る
仕
組
み
も

想
定
さ
れ
る
。多
様
な
選
択
肢
か
ら
最
適
な
組
み
合
わ
せ
を

デ
ザ
イ
ン
す
る
力
が
求
め
ら
れ
る
。国
内
の
あ
る
イ
ン
フ
ラ
事

業
者
で
は
試
行
錯
誤
の
結
果
、飛
び
地
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は

公
募
型
の
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
、既
存
事
業
の
周

辺
領
域
は
社
内
公
募
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
、位
置
づ
け
を
明
確

に
し
て
並
行
し
て
実
施
す
る
こ
と
で
、成
果
を
生
み
出
し
つ
つ

あ
る
。
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イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
取
り
組
み
が
国
内
外
で
活
発
化
し

て
い
る
。専
門
組
織
の
新
設
や
社
内
外
と
の
連
携
を
狙
っ
た

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
発
表
が
相
次

い
で
い
る
。当
社
の
調
査
で
は
、こ
の
1
〜
2
年
の
動
き
と
し
て

「
経
営
層
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
多
く
な
っ
て
い
る
」が
約
7
割

を
占
め
て
お
り
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
対
す
る
経
営
層
の

期
待
の
高
ま
り
が
う
か
が
え
る
。

　一
方
で
、コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
現
場
で
は「
成
功
事
例
を
ま

ね
し
て
み
た
が
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
」「
こ
の
ま
ま
続
け

て
い
い
の
か
確
信
が
も
て
な
い
」と
い
っ
た
声
も
よ
く
聞
か
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。前
述
の
調
査
で
も「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
定
義

が
は
っ
き
り
し
な
い
」「
取
り
組
み
の
成
果
が
出
て
い
な
い
」が

5
割
前
後
を
占
め
て
お
り
、「
壁
に
ぶ
つ
か
り
つ
つ
あ
る
」現
場

の
実
情
が
見
え
て
き
た
。
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【海 外】

対ベトナム事業展開は
中長期視点で

海外事業センター　ディン ミン フン

　
屈
指
の
親
日
国
で
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
は
、極
め
て
安
定
し
た
経

済
成
長
を
遂
げ
て
い
る
。2
0
2
0
年
代
前
半
に
は
1
人
当

た
り
G
D
P
が
3
，0
0
0
ド
ル
を
超
え
、四
輪
自
動
車
の
本

格
的
普
及
・
拡
大
期
に
突
入
す
る
。人
口
も
堅
調
に
増
加
し
、

2
0
2
0
年
に
は
1
億
人
を
突
破
す
る
。消
費
地
と
し
て
の

中
長
期
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
、成
長
著
し
い
A
S
E
A
N
諸
国
の

中
で
も
目
を
引
く
存
在
で
あ
る
。

　
他
方
、ベ
ト
ナ
ム
は
T
P
P
、E
U・ベ
ト
ナ
ム
F
T
A
を
は

じ
め
メ
ガ
F
T
A
大
国
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。事
実
、

海
外
直
接
投
資
の
大
幅
な
増
加
は
輸
出
拠
点
化
を
意
図
し
た

も
の
で
あ
る
。2
0
1
5
年
末
時
点
で
日
系
企
業
の
進
出
数
は

約
1
，6
0
0
と
な
り
、A
S
E
A
N
加
盟
国
の
中
で
は
タ
イ
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
次
ぎ
第
3
位
、世
界
全
体
で
も
第
7
位
で
あ

る
。ま
た
対
前
年
比
増
加
は
約
9
％
と
、A
S
E
A
N
で
第
1

位
、世
界
で
も
イ
ン
ド
に
次
ぐ
第
2
位
の
増
加
率
と
な
っ
た
。

　
実
際
に
は
、同
国
民
間
企
業
の
歴
史
が
浅
い
こ
と
も
あ
り
、

日
系
進
出
企
業
か
ら
は
、原
材
料・部
品
の
現
地
調
達
の
難
し

さ
、現
地
企
業
の
力
不
足
へ
の
不
満
も
聞
こ
え
て
い
た
。と
こ

ろ
が
、個
々
に
見
れ
ば
こ
う
し
た
状
況
に
変
化
が
起
き
て
い
る
。

一
部
の
既
進
出
外
資
系
企
業
が
現
地
企
業
の
育
成
に
一
役
買

い
、現
地
企
業
が
主
要
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
担
う
例
が
増

加
し
て
い
る
。例
え
ば
韓
国
の
サ
ム
ス
ン
電
子
は
、技
術
指
導

な
ど
を
行
い
な
が
ら
、直
近
1
年
間
で
現
地
取
引
企
業
を
3

倍
に
増
や
し
た
。日
系
企
業
も
二
輪
自
動
車
な
ど
で
先
駆
的

に
現
地
企
業
を
育
成
、調
達
率
向
上
を
実
現
し
て
い
る
が
、全

体
的
に
は
現
地
企
業
活
用
に
積
極
的
と
は
い
え
な
い
。現
地
企

業
の
Q
C
D（
※
1
）が
日
本
基
準
を
満
た
さ
ず
、先
進
国
市

場
向
け
生
産
に
は
不
適
と
の
認
識
が
あ
る
。

　
日
系
ベ
ト
ナ
ム
進
出
企
業
に
対
し
て
は
、先
進
国
の
み
な
ら

ず
ア
ジ
ア
、A
S
E
A
N
市
場
へ
の
輸
出
拠
点
化
、そ
し
て
冒

頭
に
記
し
た
消
費
地
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
双
方
を
視
野
に
入
れ
た

中
長
期
視
点
で
の
事
業
展
開
を
勧
め
た
い
。そ
の
鍵
は
現
地

企
業
を
活
用
し
な
が
ら
、育
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。分
野
に

よ
っ
て
は
現
地
企
業
と
の
取
引
で
約
10
％
の
調
達
コ
ス
ト
が
低

減
可
能
と
の
試
算
も
あ
る
。あ
え
て
品
質
水
準
、納
期
な
ど
の

厳
し
い
条
件
を
課
す
日
系
企
業
と
取
引
す
る
こ
と
で
、自
ら
の

成
長
を
志
向
す
る
現
地
企
業
も
存
在
す
る
。意
欲
の
あ
る
企

業
の
発
掘
、活
用
・
育
成
、内
外
向
け
の
強
固
な
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
構
築
へ
、日
系
企
業
の
中
長
期
視
点
の
戦
略
と
実
行

力
に
期
待
し
た
い
。

（
※
1
）「Q

uality

」（
品
質
）、「C

ost

」（
費
用
）、「D

elivery

」（
納
期
）。

　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
は
、関
係
者
と
の「
調
整
コ
ス
ト
」が

高
く
つ
く
。高
い
調
整
コ
ス
ト
は
時
間
を
ロ
ス
し
、担
当
者
の
負

荷
を
高
め
る
。例
え
ば
、実
績
が
あ
る
既
存
事
業
に
比
べ
、社

内
承
認
に
必
要
な
エ
ビ
デ
ン
ス
を
用
意
し
に
く
い
。既
存
事
業

へ
の
影
響
が
予
想
さ
れ
た
途
端
に
抵
抗
が
生
じ
や
す
い
。既
存

事
業
の
部
署
で
は
手
間
が
か
か
る
こ
と
を
理
由
に
、ス
ケ
ー
ル

ア
ッ
プ
時
に
事
業
移
管
す
る
際
、規
模
の
小
さ
な
事
業
に
は
消

極
的
に
な
る
な
ど
の
問
題
が
想
定
さ
れ
る
。

　
運
用
設
計
の
ポ
イ
ン
ト
は
2
点
あ
る
。ま
ず
、調
整
コ
ス
ト

を
下
げ
る
工
夫
で
あ
る
。ト
ッ
プ
か
ら
の
意
識
喚
起
や
、新
規

事
業
と
既
存
事
業
の
違
い
を
社
内
で
共
通
認
識
化
す
る
こ
と

に
加
え
て
、既
存
事
業
と
は
異
な
る
評
価
基
準
の
設
定
と
浸

透
が
鍵
と
な
る
。例
え
ば「
ア
イ
デ
ア
創
出
」ス
テ
ー
ジ
で
あ
れ

ば
、R
O
I
で
は
な
く
、ニ
ー
ズ
の
有
無
や
ア
イ
デ
ア
の
斬
新
さ

を
重
視
し
て
評
価
す
る
。さ
ら
に
、既
存
の
社
内
論
理
に
と
ら

わ
れ
な
い
よ
う
、外
部（
顧
客
な
ど
）を
入
れ
て
評
価
す
る
。

「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
」ス
テ
ー
ジ
で
は
、実
際
に
プ
ロ
ト
タ

イ
プ
が
売
れ
た
か
ど
う
か
、さ
ら
に
は
市
場
規
模
の
拡
張
可
能

性
を
評
価
す
る
。な
に
よ
り
前
半
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、顧
客
の

反
応
を
手
掛
か
り
に
、ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
を
ピ
ボ
ッ
ト（
方
向

転
換
）す
る
の
は
当
た
り
前
と
い
う
認
識
を
組
織
に
浸
透
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
。

　
次
に
、調
整
コ
ス
ト
が
高
く
て
も
乗
り
越
え
る
能
力
や
意
欲

の
あ
る
チ
ー
ム
を
作
る
こ
と
。ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
に
共
感
で

き
な
い
と
壁
を
乗
り
越
え
る
の
は
難
し
い
。ま
た
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
出
に
求
め
ら
れ
る
多
様
な
能
力
は
チ
ー
ム
で
補
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。あ
る
欧
州
の
イ
ン
フ
ラ
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
で
は

人
材
を
ア
イ
デ
ア
創
出
型
、洗
練
型
、実
行
型
、マ
ネ
ジ
ャ
ー
型

な
ど
に
分
類
。異
な
る
タ
イ
プ
の
人
材
を
組
み
あ
わ
せ
て
4
人

一
組
の
チ
ー
ム
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
行
し
て
い
る
。メ
ン
バ
ー

の
経
験
値
が
高
ま
っ
た
段
階
で
チ
ー
ム
を
ば
ら
し
、新
た
に
未

経
験
者
を
加
え
チ
ー
ム
編
成
す
る
こ
と
で
ネ
ズ
ミ
算
的
に
社

内
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
担
当
チ
ー
ム
を
増
や
し
て
い
る
。

　
脱
・
偶
発
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
こ
れ
か
ら
の
組
織
が
備
え

る
べ
き
最
重
要
機
能
で
あ
る
。本
格
的
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
始
ま
っ

た
ば
か
り
で
、経
営
層
の
高
ま
る
期
待
と
は
裏
腹
に
壁
に
ぶ
つ

か
っ
て
い
る
現
場
は
多
い
。イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
セ
ス
で
は
、ア

イ
デ
ア
が
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
ら
ピ
ボ
ッ
ト（
方
向
転
換
）し
て
適

応
さ
せ
る
。同
様
に
、自
社
に
あ
っ
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
セ
ス

そ
の
も
の
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
続
け
る
現
場
が
増
え
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

●日系企業のベトナム進出は活発化しているが、現地調達の難しさがボトルネック。

●最近では、既進出の外資系企業が現地企業を育成し、積極的に活用する例が増えている。

●現地企業の活用に遅れを取る日系企業は、中長期視点での戦略と実行力が求められる。

調
整
コ
ス
ト
を

抑
え
る
・
超
え
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

2

［図］国・地域別日系企業（拠点）数上位10位（2015年度）

出所：外務省「海外在留邦人数調査統計（2016年）」
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5.5
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壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
る
現
場
の
多
く
に
は
共
通
点
が
あ
る
。

ま
ず
、戦
術（
施
策
）は
あ
る
が
、戦
略（
全
体
設
計
）が
な
い
こ

と
。次
に
、仕
組
み
は
あ
る
が
、運
用
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
。

こ
れ
ら
に
あ
て
は
ま
る
と
、偶
発
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
を

脱
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
例
え
ば
、オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
デ
ザ
イ
ン
シ
ン
キ
ン

グ
な
ど
の
方
法
論
や
成
功
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、施
策

（
戦
術
）を
起
点
に
走
り
始
め
た
現
場
は
多
い
。し
か
し
、多
産

多
死
を
基
本
原
則
と
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
で
、自
社
は

年
間
に
ど
れ
く
ら
い
の
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
す
必
要
が
あ
る

か
、生
み
出
し
た
ア
イ
デ
ア
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
、そ
の
た
め

に
必
要
な
社
内
の
仕
組
み
や
評
価
手
順
な
ど
、最
終
的
な

ゴ
ー
ル
を
見
据
え
た
戦
略（
全
体
設
計
）が
事
前
に
構
築
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
少
な
い
。ア
イ
デ
ア
の
絶
対
数
が
足
り
ず
、多
産

が
実
現
で
き
て
い
な
い
。多
産
は
実
現
し
た
も
の
の
ス
ム
ー
ズ

に
多
死
で
き
な
い
。ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
す
仕
組
み
に
フ
ォ
ー

カ
ス
す
る
あ
ま
り
、生
み
出
し
た
ア
イ
デ
ア
を
成
長
軌
道
に
乗

せ
る
仕
組
み
の
運
用
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
い
る
。い
ず
れ
も

戦
略（
全
体
設
計
）が
な
い
か
、仕
組
み
の
運
用
が
不
十
分
で

あ
る
。

　
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
デ
ザ
イ
ン
シ
ン
キ
ン
グ
な
ど
の

方
法
論
や
成
功
事
例
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

が
、日
本
企
業
の
現
場
で
は
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
な
個
人
か
ら
自
発
的
に
生
ま
れ
て
く
る
と
い
う
意
識
が

根
強
く
、そ
の
成
否
は
偶
然
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。偶

発
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
を
脱
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
、優
れ

た
ア
イ
デ
ア
を
も
つ
個
人
の
発
現
を
待
つ
の
で
は
な
く
、組
織

的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
セ
ス
の
確
立
に
あ
る
。以
下
、そ
の

仕
組
み
づ
く
り（
全
体
設
計
）と
運
用（
運
用
設
計・マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
）に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
全
体
設
計
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
の
は
な
ぜ
か
。組
織
的
な
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
取
り
組
み
は
、ま
ず
担
当
組
織
を
設
置

し
何
を
す
る
か
検
討
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。し
か
し
、初
め

て
の
取
り
組
み
で
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
く
、何
を
し
て
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
。一
方
で
、経
営
層
の
関
心
は
高
く
、ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス

ト
や
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
、分
か
り
や

す
い
、報
告
し
や
す
い
施
策
を
ま
ず
走
ら
せ
て
し
ま
う
。全
体

設
計
が
お
ろ
そ
か
な
ま
ま
個
別
の
施
策
を
展
開
す
る
と
、イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
が
進
ま
な
い
だ
け
で
な
く
、以
下
に
示
す
よ

う
な
副
作
用
を
生
じ
る
恐
れ
す
ら
あ
る
。

■
失
敗
例
1
：
社
内
で
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
。発
表

会
に
は
経
営
層
も
参
加
し
、想
定
以
上
の
盛
り
上
が
り
を
み

せ
た
。し
か
し
、コ
ン
テ
ス
ト
終
了
後
の
プ
ロ
セ
ス
を
整
備
し

て
お
ら
ず
、ア
イ
デ
ア
は
塩
漬
け
状
態
に
。や
る
気
に
な
っ
て

い
た
応
募
者
は
も
と
よ
り
社
内
に
白
け
た
雰
囲
気
が
ま
ん

延
し
て
し
ま
っ
た
。

■
失
敗
例
2
：
複
数
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
集
め
て
ア
イ
デ
ア

創
出
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
開
催
し
た
。し
か
し
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
は
期
待
に
反
し
て
自
社
事
業
の
枠
を
大
き
く
は
み
出

し
て
考
え
る
余
力
は
な
く
、新
し
い
ア
イ
デ
ア
は
得
ら
れ
な

か
っ
た
。逆
に
、ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
か
ら
は
、参
加
は
し
た
も
の

の
自
分
た
ち
に
メ
リ
ッ
ト
は
な
か
っ
た
、と
距
離
を
置
か
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
全
体
設
計
の
ポ
イ
ン
ト
は
3
点
あ
る
。ま
ず
、実
現
し
た
い

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
定
義
す
る
こ
と
。実
現
し
た
い
の
は
新
事

業
開
発
な
の
か
、業
務
プ
ロ
セ
ス
の
再
構
築
な
の
か
。新
事
業

開
発
な
ら
、既
存
事
業
の
周
辺
領
域
な
の
か
、全
く
の
新
規
領

域
な
の
か
。実
現
し
た
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
定
義
で
き
な
け
れ

ば
、実
施
す
べ
き
施
策
、設
計
す
べ
き
プ
ロ
セ
ス
や
組
織
は
決
め

ら
れ
な
い
。

　
次
に
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
テ
ー
ジ
を
理
解
す
る
こ
と
。例

え
ば
、無
数
の
ア
イ
デ
ア
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
を
創
出
す

る「
ア
イ
デ
ア
創
出
」ス
テ
ー
ジ
、ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
す

る「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
」ス
テ
ー
ジ
、事
業
と
し
て
ス
ケ
ー

ル
ア
ッ
プ
す
る「
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
」ス
テ
ー
ジ
な
ど
が
考
え
ら

れ
る
。ス
テ
ー
ジ
の
理
解
を
欠
い
た
ま
ま
、「
ア
イ
デ
ア
創
出
」

ス
テ
ー
ジ
や「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
」ス
テ
ー
ジ
で
既
存
事
業

と
同
等
の
評
価
基
準
を
当
て
は
め
る
と
、有
望
な
芽
を
つ
ま
ん

で
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。あ
る
欧
州
の
製
造
業
で
は
検
討
終
了

の
プ
ロ
セ
ス
と
基
準
を
整
備
し
、「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
」ス

テ
ー
ジ
の
終
了
件
数
を
K
P
I
化
し
て
い
る
。こ
の
こ
と
に
よ

り「
ア
イ
デ
ア
創
出
」ス
テ
ー
ジ
の
多
産
が
加
速
さ
れ
、事
業

化
ス
テ
ー
ジ
に
進
む
ア
イ
デ
ア
を
確
保
で
き
、結
果
と
し
て
事

業
化
件
数
が
増
え
る
結
果
を
生
ん
で
い
る
。

　
最
後
に
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
テ
ー
ジ
と
取
り
巻
く
環
境
に

応
じ
た
仕
組
み（
施
策
、プ
ロ
セ
ス
、組
織
）を
構
築
す
る
こ
と
。

例
え
ば
、既
存
事
業
と
市
場
も
商
品
も
異
な
る
飛
び
地
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、社
外
の
人
材・知
見
を
フ
ル
活
用
す
る
仕

組
み
が
必
要
と
な
る
。事
業
戦
略
は
自
社
で
描
き
、社
外
リ

ソ
ー
ス
に
期
待
す
る
役
割
を
明
確
化
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
、ビ

ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
か
ら
広
く
公
募
す
る
場
合
も
あ
る
。こ
れ
ま

で
に
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
仕
組
み
が
編
み
出

さ
れ
て
い
る
が
、こ
れ
か
ら
新
た
に
編
み
出
さ
れ
る
仕
組
み
も

想
定
さ
れ
る
。多
様
な
選
択
肢
か
ら
最
適
な
組
み
合
わ
せ
を

デ
ザ
イ
ン
す
る
力
が
求
め
ら
れ
る
。国
内
の
あ
る
イ
ン
フ
ラ
事

業
者
で
は
試
行
錯
誤
の
結
果
、飛
び
地
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は

公
募
型
の
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
、既
存
事
業
の
周

辺
領
域
は
社
内
公
募
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
、位
置
づ
け
を
明
確

に
し
て
並
行
し
て
実
施
す
る
こ
と
で
、成
果
を
生
み
出
し
つ
つ

あ
る
。

MRI MONTHLY REVIEW

　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
取
り
組
み
が
国
内
外
で
活
発
化
し

て
い
る
。専
門
組
織
の
新
設
や
社
内
外
と
の
連
携
を
狙
っ
た

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
発
表
が
相
次

い
で
い
る
。当
社
の
調
査
で
は
、こ
の
1
〜
2
年
の
動
き
と
し
て

「
経
営
層
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
多
く
な
っ
て
い
る
」が
約
7
割

を
占
め
て
お
り
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
対
す
る
経
営
層
の

期
待
の
高
ま
り
が
う
か
が
え
る
。

　一
方
で
、コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
現
場
で
は「
成
功
事
例
を
ま

ね
し
て
み
た
が
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
」「
こ
の
ま
ま
続
け

て
い
い
の
か
確
信
が
も
て
な
い
」と
い
っ
た
声
も
よ
く
聞
か
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。前
述
の
調
査
で
も「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
定
義

が
は
っ
き
り
し
な
い
」「
取
り
組
み
の
成
果
が
出
て
い
な
い
」が

5
割
前
後
を
占
め
て
お
り
、「
壁
に
ぶ
つ
か
り
つ
つ
あ
る
」現
場

の
実
情
が
見
え
て
き
た
。

MRI MONTHLY REVIEW

【海 外】

対ベトナム事業展開は
中長期視点で

海外事業センター　ディン ミン フン

　
屈
指
の
親
日
国
で
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
は
、極
め
て
安
定
し
た
経

済
成
長
を
遂
げ
て
い
る
。2
0
2
0
年
代
前
半
に
は
1
人
当

た
り
G
D
P
が
3
，0
0
0
ド
ル
を
超
え
、四
輪
自
動
車
の
本

格
的
普
及
・
拡
大
期
に
突
入
す
る
。人
口
も
堅
調
に
増
加
し
、

2
0
2
0
年
に
は
1
億
人
を
突
破
す
る
。消
費
地
と
し
て
の

中
長
期
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
、成
長
著
し
い
A
S
E
A
N
諸
国
の

中
で
も
目
を
引
く
存
在
で
あ
る
。

　
他
方
、ベ
ト
ナ
ム
は
T
P
P
、E
U・ベ
ト
ナ
ム
F
T
A
を
は

じ
め
メ
ガ
F
T
A
大
国
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。事
実
、

海
外
直
接
投
資
の
大
幅
な
増
加
は
輸
出
拠
点
化
を
意
図
し
た

も
の
で
あ
る
。2
0
1
5
年
末
時
点
で
日
系
企
業
の
進
出
数
は

約
1
，6
0
0
と
な
り
、A
S
E
A
N
加
盟
国
の
中
で
は
タ
イ
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
次
ぎ
第
3
位
、世
界
全
体
で
も
第
7
位
で
あ

る
。ま
た
対
前
年
比
増
加
は
約
9
％
と
、A
S
E
A
N
で
第
1

位
、世
界
で
も
イ
ン
ド
に
次
ぐ
第
2
位
の
増
加
率
と
な
っ
た
。

　
実
際
に
は
、同
国
民
間
企
業
の
歴
史
が
浅
い
こ
と
も
あ
り
、

日
系
進
出
企
業
か
ら
は
、原
材
料・部
品
の
現
地
調
達
の
難
し

さ
、現
地
企
業
の
力
不
足
へ
の
不
満
も
聞
こ
え
て
い
た
。と
こ

ろ
が
、個
々
に
見
れ
ば
こ
う
し
た
状
況
に
変
化
が
起
き
て
い
る
。

一
部
の
既
進
出
外
資
系
企
業
が
現
地
企
業
の
育
成
に
一
役
買

い
、現
地
企
業
が
主
要
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
担
う
例
が
増

加
し
て
い
る
。例
え
ば
韓
国
の
サ
ム
ス
ン
電
子
は
、技
術
指
導

な
ど
を
行
い
な
が
ら
、直
近
1
年
間
で
現
地
取
引
企
業
を
3

倍
に
増
や
し
た
。日
系
企
業
も
二
輪
自
動
車
な
ど
で
先
駆
的

に
現
地
企
業
を
育
成
、調
達
率
向
上
を
実
現
し
て
い
る
が
、全

体
的
に
は
現
地
企
業
活
用
に
積
極
的
と
は
い
え
な
い
。現
地
企

業
の
Q
C
D（
※
1
）が
日
本
基
準
を
満
た
さ
ず
、先
進
国
市

場
向
け
生
産
に
は
不
適
と
の
認
識
が
あ
る
。

　
日
系
ベ
ト
ナ
ム
進
出
企
業
に
対
し
て
は
、先
進
国
の
み
な
ら

ず
ア
ジ
ア
、A
S
E
A
N
市
場
へ
の
輸
出
拠
点
化
、そ
し
て
冒

頭
に
記
し
た
消
費
地
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
双
方
を
視
野
に
入
れ
た

中
長
期
視
点
で
の
事
業
展
開
を
勧
め
た
い
。そ
の
鍵
は
現
地

企
業
を
活
用
し
な
が
ら
、育
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。分
野
に

よ
っ
て
は
現
地
企
業
と
の
取
引
で
約
10
％
の
調
達
コ
ス
ト
が
低

減
可
能
と
の
試
算
も
あ
る
。あ
え
て
品
質
水
準
、納
期
な
ど
の

厳
し
い
条
件
を
課
す
日
系
企
業
と
取
引
す
る
こ
と
で
、自
ら
の

成
長
を
志
向
す
る
現
地
企
業
も
存
在
す
る
。意
欲
の
あ
る
企

業
の
発
掘
、活
用
・
育
成
、内
外
向
け
の
強
固
な
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
構
築
へ
、日
系
企
業
の
中
長
期
視
点
の
戦
略
と
実
行

力
に
期
待
し
た
い
。

（
※
1
）「Q

uality

」（
品
質
）、「C

ost

」（
費
用
）、「D

elivery

」（
納
期
）。

　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
は
、関
係
者
と
の「
調
整
コ
ス
ト
」が

高
く
つ
く
。高
い
調
整
コ
ス
ト
は
時
間
を
ロ
ス
し
、担
当
者
の
負

荷
を
高
め
る
。例
え
ば
、実
績
が
あ
る
既
存
事
業
に
比
べ
、社

内
承
認
に
必
要
な
エ
ビ
デ
ン
ス
を
用
意
し
に
く
い
。既
存
事
業

へ
の
影
響
が
予
想
さ
れ
た
途
端
に
抵
抗
が
生
じ
や
す
い
。既
存

事
業
の
部
署
で
は
手
間
が
か
か
る
こ
と
を
理
由
に
、ス
ケ
ー
ル

ア
ッ
プ
時
に
事
業
移
管
す
る
際
、規
模
の
小
さ
な
事
業
に
は
消

極
的
に
な
る
な
ど
の
問
題
が
想
定
さ
れ
る
。

　
運
用
設
計
の
ポ
イ
ン
ト
は
2
点
あ
る
。ま
ず
、調
整
コ
ス
ト

を
下
げ
る
工
夫
で
あ
る
。ト
ッ
プ
か
ら
の
意
識
喚
起
や
、新
規

事
業
と
既
存
事
業
の
違
い
を
社
内
で
共
通
認
識
化
す
る
こ
と

に
加
え
て
、既
存
事
業
と
は
異
な
る
評
価
基
準
の
設
定
と
浸

透
が
鍵
と
な
る
。例
え
ば「
ア
イ
デ
ア
創
出
」ス
テ
ー
ジ
で
あ
れ

ば
、R
O
I
で
は
な
く
、ニ
ー
ズ
の
有
無
や
ア
イ
デ
ア
の
斬
新
さ

を
重
視
し
て
評
価
す
る
。さ
ら
に
、既
存
の
社
内
論
理
に
と
ら

わ
れ
な
い
よ
う
、外
部（
顧
客
な
ど
）を
入
れ
て
評
価
す
る
。

「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
」ス
テ
ー
ジ
で
は
、実
際
に
プ
ロ
ト
タ

イ
プ
が
売
れ
た
か
ど
う
か
、さ
ら
に
は
市
場
規
模
の
拡
張
可
能

性
を
評
価
す
る
。な
に
よ
り
前
半
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、顧
客
の

反
応
を
手
掛
か
り
に
、ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
を
ピ
ボ
ッ
ト（
方
向

転
換
）す
る
の
は
当
た
り
前
と
い
う
認
識
を
組
織
に
浸
透
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
。

　
次
に
、調
整
コ
ス
ト
が
高
く
て
も
乗
り
越
え
る
能
力
や
意
欲

の
あ
る
チ
ー
ム
を
作
る
こ
と
。ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
に
共
感
で

き
な
い
と
壁
を
乗
り
越
え
る
の
は
難
し
い
。ま
た
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
出
に
求
め
ら
れ
る
多
様
な
能
力
は
チ
ー
ム
で
補
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。あ
る
欧
州
の
イ
ン
フ
ラ
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
で
は

人
材
を
ア
イ
デ
ア
創
出
型
、洗
練
型
、実
行
型
、マ
ネ
ジ
ャ
ー
型

な
ど
に
分
類
。異
な
る
タ
イ
プ
の
人
材
を
組
み
あ
わ
せ
て
4
人

一
組
の
チ
ー
ム
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
行
し
て
い
る
。メ
ン
バ
ー

の
経
験
値
が
高
ま
っ
た
段
階
で
チ
ー
ム
を
ば
ら
し
、新
た
に
未

経
験
者
を
加
え
チ
ー
ム
編
成
す
る
こ
と
で
ネ
ズ
ミ
算
的
に
社

内
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
担
当
チ
ー
ム
を
増
や
し
て
い
る
。

　
脱
・
偶
発
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
こ
れ
か
ら
の
組
織
が
備
え

る
べ
き
最
重
要
機
能
で
あ
る
。本
格
的
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
始
ま
っ

た
ば
か
り
で
、経
営
層
の
高
ま
る
期
待
と
は
裏
腹
に
壁
に
ぶ
つ

か
っ
て
い
る
現
場
は
多
い
。イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
セ
ス
で
は
、ア

イ
デ
ア
が
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
ら
ピ
ボ
ッ
ト（
方
向
転
換
）し
て
適

応
さ
せ
る
。同
様
に
、自
社
に
あ
っ
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
セ
ス

そ
の
も
の
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
続
け
る
現
場
が
増
え
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

●日系企業のベトナム進出は活発化しているが、現地調達の難しさがボトルネック。

●最近では、既進出の外資系企業が現地企業を育成し、積極的に活用する例が増えている。

●現地企業の活用に遅れを取る日系企業は、中長期視点での戦略と実行力が求められる。

調
整
コ
ス
ト
を

抑
え
る
・
超
え
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

2

［図］国・地域別日系企業（拠点）数上位10位（2015年度）

出所：外務省「海外在留邦人数調査統計（2016年）」

中　国

アメリカ

インド

ドイツ

タ　イ

インドネシア

ベトナム

フィリピン

マレーシア

台　湾

国（地域）名 日系企業（拠点）数順位 前年比（%）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

33,390

7,849

4,315

1,777

1,725

1,697

1,578

1,448

1,383

1,125

2.2

0.4

11.2

5.5

5.1

-3.9

8.7

-4.8

2.7

1.2
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水
素
社
会
と
は
、電
気
や
ガ
ソ
リ
ン
の
よ
う
な
二
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
、水
素
を
活
用
す
る
社
会
の
こ
と
で
あ
る
。利
用

時
に
は
N
O
x（
窒
素
酸
化
物
）も
S
O
x（
硫
黄
酸
化
物
）も

C
O
2
も
排
出
せ
ず
、出
て
く
る
の
は
水
だ
け
と
い
う
、究
極
の

ク
リ
ー
ン
な
社
会
が
実
現
で
き
る
。

　
水
素
社
会
を
構
成
す
る
重
要
な
要
素
が
、家
庭
用
燃
料
電

池
と
燃
料
電
池
自
動
車
で
あ
る
。前
者
は
水
素
を
燃
料
と
し

て
電
気
と
熱
を
作
り
出
す
機
器
で
、エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
と
い
う
名

称
で
市
販
さ
れ
、昨
年
末
に
普
及
台
数
が
15
万
台
を
超
え
た
。

後
者
は
水
素
を
燃
料
に
し
て
発
電
し
、モ
ー
タ
ー
を
駆
動
さ
せ

て
走
る
。国
は
、2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
ま
で
に
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
1
6
0
カ
所
設
置
し
、

燃
料
電
池
自
動
車
4
万
台
の
普
及
を
目
指
し
て
い
る
。ち
な

み
に
電
気
自
動
車
の
普
及
台
数
は
、2
0
1
4
年
度
末
時
点

で
約
7
万
台
だ
。

　
と
も
に
日
本
が
強
み
を
も
つ
需
要
サ
イ
ド
の
水
素
利
用
技

術
で
あ
る
が
、水
素
製
造
ま
で
含
め
る
と
、残
念
な
が
ら
必
ず

し
も
環
境
に
優
し
い
と
は
い
え
な
い
。現
状
で
は
L
P
G
改
質

（
※
1
）や
天
然
ガ
ス
改
質
に
よ
っ
て
水
素
を
製
造
し
て
い
る
た

め
、C
O
2
の
排
出
を
伴
う
か
ら
だ
。

　
真
の
水
素
社
会
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、水
素
製
造
も
含

め
て
環
境
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
発
電
し
た
電
気
は
C
O
2
フ
リ
ー
で
あ
る
か
ら
、こ
の

電
気
を
用
い
て
水
を
電
気
分
解
す
れ
ば
ク
リ
ー
ン
な
水
素
が

得
ら
れ
る
。福
島
県
で
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
余
剰
電
力

を
用
い
て
水
素
を
作
り
、活
用
し
よ
う
と
い
う
動
き
も
あ
る
。

　
ま
た
、生
物
の
光
合
成
を
模
し
た
人
工
光
合
成
で
も
C
O
2

排
出
ゼ
ロ
の
水
素
を
製
造
で
き
る
。光
合
成
反
応
の
前
段
部

分（
明
反
応
）と
同
様
、太
陽
光
に
よ
っ
て
水
か
ら
水
素
を
作
る

研
究
開
発
が
国
内
外
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。国
内
で
は「
人
工

光
合
成
化
学
プ
ロ
セ
ス
技
術
研
究
組
合
」が
組
成
さ
れ
て
お

り
、計
画
ど
お
り
に
進
め
ば
2
0
2
0
年
代
に
は
水
素
製
造

プ
ラ
ン
ト
の
め
ど
が
つ
く
。2
ha
の
プ
ラ
ン
ト
を
約
3
〜
5
カ

所
設
置
す
れ
ば
全
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
供
給
量
を
ま
か
な
え

る
よ
う
に
な
る
。

　
自
動
車
用
燃
料
と
発
電
用
燃
料
は
今
の
と
こ
ろ
化
石
燃
料

に
依
存
し
て
い
る
。よ
り
多
く
の
燃
料
を
消
費
す
る
発
電
に
も

水
素
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、需
要
サ
イ
ド
ば
か
り
で

は
な
く
供
給
サ
イ
ド
の
電
気
も
C
O
2
か
ら
解
放
さ
れ
、本
格

的
な
水
素
社
会
の
到
来
と
な
る
。

（
※
1
）改
質
と
は
、天
然
ガ
ス
な
ど
の
炭
化
水
素
の
組
成
・
性
質
を
改
良

す
る
こ
と
。

【エネルギー】

政策・経済研究センター　清水 紹寛

MRI MONTHLY REVIEW

●家庭用燃料電池、燃料電池自動車は水素社会の重要な構成要素。

●水素製造もCO2フリーの環境に優しい方法が必須であり、人工光合成はその一つ。

●発電にも水素が用いられれば、需供両面から本格的な水素社会が実現。

［図］人工光合成化学プロセス技術研究組合の目指す水素製造プラント

出所：人工光合成化学プロセス技術研究組合（ARPChem）資料より三菱総合研究所作成

水素社会の一翼を担う
人工光合成

日本国内（日照：1,400kWh/Y㎡, 1,900h/Y）
変換効率 η＝10%想定時
水素生産量：44.8㎏/h（233㎏/day）

※NEDO 燃料電池・水素技術開発ロードマップ2010
　圧縮水素供給技術／圧縮水素ステーション
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水
素
社
会
と
は
、電
気
や
ガ
ソ
リ
ン
の
よ
う
な
二
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
、水
素
を
活
用
す
る
社
会
の
こ
と
で
あ
る
。利
用

時
に
は
N
O
x（
窒
素
酸
化
物
）も
S
O
x（
硫
黄
酸
化
物
）も

C
O
2
も
排
出
せ
ず
、出
て
く
る
の
は
水
だ
け
と
い
う
、究
極
の

ク
リ
ー
ン
な
社
会
が
実
現
で
き
る
。

　
水
素
社
会
を
構
成
す
る
重
要
な
要
素
が
、家
庭
用
燃
料
電

池
と
燃
料
電
池
自
動
車
で
あ
る
。前
者
は
水
素
を
燃
料
と
し

て
電
気
と
熱
を
作
り
出
す
機
器
で
、エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
と
い
う
名

称
で
市
販
さ
れ
、昨
年
末
に
普
及
台
数
が
15
万
台
を
超
え
た
。

後
者
は
水
素
を
燃
料
に
し
て
発
電
し
、モ
ー
タ
ー
を
駆
動
さ
せ

て
走
る
。国
は
、2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
ま
で
に
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
1
6
0
カ
所
設
置
し
、

燃
料
電
池
自
動
車
4
万
台
の
普
及
を
目
指
し
て
い
る
。ち
な

み
に
電
気
自
動
車
の
普
及
台
数
は
、2
0
1
4
年
度
末
時
点

で
約
7
万
台
だ
。

　
と
も
に
日
本
が
強
み
を
も
つ
需
要
サ
イ
ド
の
水
素
利
用
技

術
で
あ
る
が
、水
素
製
造
ま
で
含
め
る
と
、残
念
な
が
ら
必
ず

し
も
環
境
に
優
し
い
と
は
い
え
な
い
。現
状
で
は
L
P
G
改
質

（
※
1
）や
天
然
ガ
ス
改
質
に
よ
っ
て
水
素
を
製
造
し
て
い
る
た

め
、C
O
2
の
排
出
を
伴
う
か
ら
だ
。

　
真
の
水
素
社
会
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、水
素
製
造
も
含

め
て
環
境
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
発
電
し
た
電
気
は
C
O
2
フ
リ
ー
で
あ
る
か
ら
、こ
の

電
気
を
用
い
て
水
を
電
気
分
解
す
れ
ば
ク
リ
ー
ン
な
水
素
が

得
ら
れ
る
。福
島
県
で
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
余
剰
電
力

を
用
い
て
水
素
を
作
り
、活
用
し
よ
う
と
い
う
動
き
も
あ
る
。

　
ま
た
、生
物
の
光
合
成
を
模
し
た
人
工
光
合
成
で
も
C
O
2

排
出
ゼ
ロ
の
水
素
を
製
造
で
き
る
。光
合
成
反
応
の
前
段
部

分（
明
反
応
）と
同
様
、太
陽
光
に
よ
っ
て
水
か
ら
水
素
を
作
る

研
究
開
発
が
国
内
外
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。国
内
で
は「
人
工

光
合
成
化
学
プ
ロ
セ
ス
技
術
研
究
組
合
」が
組
成
さ
れ
て
お

り
、計
画
ど
お
り
に
進
め
ば
2
0
2
0
年
代
に
は
水
素
製
造

プ
ラ
ン
ト
の
め
ど
が
つ
く
。2
ha
の
プ
ラ
ン
ト
を
約
3
〜
5
カ

所
設
置
す
れ
ば
全
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
供
給
量
を
ま
か
な
え

る
よ
う
に
な
る
。

　
自
動
車
用
燃
料
と
発
電
用
燃
料
は
今
の
と
こ
ろ
化
石
燃
料

に
依
存
し
て
い
る
。よ
り
多
く
の
燃
料
を
消
費
す
る
発
電
に
も

水
素
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、需
要
サ
イ
ド
ば
か
り
で

は
な
く
供
給
サ
イ
ド
の
電
気
も
C
O
2
か
ら
解
放
さ
れ
、本
格

的
な
水
素
社
会
の
到
来
と
な
る
。

（
※
1
）改
質
と
は
、天
然
ガ
ス
な
ど
の
炭
化
水
素
の
組
成
・
性
質
を
改
良

す
る
こ
と
。

【エネルギー】
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日
本
人
に
と
って
メ
キ
シ
コ
の
イ
メ
ー
ジ
と
言
え
ば
、„
タ

コ
ス
“、„
テ
キ
ー
ラ
“、„
サ
ボ
テ
ン
“あ
た
り
で
し
ょ
う
か
。ま

た
は
、ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー
ト
の
カ
ン
ク
ン
、最
近
で
は
、ア
メ
リ

カ
大
統
領
候
補
の
ド
ナ
ル
ド・ト
ラ
ン
プ
氏
が
国
境
に
壁

を
建
設
す
る
と
言
って
い
る
国
く
ら
い
の
イ
メ
ー
ジ
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。日
本
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、な
じ

み
の
あ
る
国
と
は
言
い
難
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、今
、日

系
企
業
に
と
っ
て
メ
キ
シ
コ
は
注
目
の
国
と
な
っ
て
い
ま

す
。特
に
自
動
車
関
連
産
業
を
中
心
と
し
て
、日
系
企
業

の
メ
キ
シ
コ
進
出
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　
メ
キ
シ
コ
の
日
系
企
業
数
は
、2
0
0
5
年
に
は

3
2
6
社
ほ
ど
だ
っ
た
の
で
す
が
、2
0
1
5
年
に
は
約

3
倍
の
9
5
7
社
へ
と
増
加
し
て
い
ま
す
。2
0
1
9
年

か
ら
は
ト
ヨ
タ
自
動
車
も
メ
キ
シ
コ
の
中
央
高
地
に
位
置

す
る
グ
ア
ナ
フ
ァ
ト
州
に
本
格
進
出
す
る
な
ど
、今
後
も

自
動
車
関
連
産
業
を
中
心
に
日
系
企
業
の
メ
キ
シ
コ
進
出

は
続
い
て
い
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
、日
系
企
業
の
進
出
は
自
動
車
メ
ー

カ
ー
が
中
心
と
な
って
い
ま
す
が
、自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
進

出
す
れ
ば
、自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
も
進
出
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。日
系
企
業
の
工
場
が
進
出
す
れ
ば
、日

本
人
社
員
が
増
え
る
で
し
ょ
う
し
、そ
の
家
族
も
つ
い
て
く

る
こ
と
で
在
メ
キ
シ
コ
の
日
本
人
が
増
え
て
く
る
こ
と
で

し
ょ
う
。メ
キ
シ
コ
国
内
の
在
留
邦
人
数
も
い
ま
や
1
万

人
に
達
す
る
勢
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。日
本
人
が
増
え
れ

ば
、メ
キ
シ
コ
各
地
に
日
本
人
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
、

製
造
メ
ー
カ
ー
に
限
ら
ず
、食
品
や
レ
ス
ト
ラ
ン・医
療・教

育
と
いっ
た
日
本
人
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
企
業

が
増
え
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。今
後
ま
す
ま
す
、

日
本
と
メ
キ
シ
コ
の
関
係
が
深
く
な
っ
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
で
は
、な
ぜ
メ
キ
シ
コ
に
は
こ
ん
な
に
も
日
系
企
業
が
進

出
し
、そ
の
存
在
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
って
き
た
の
で

し
ょ
う
か
？
メ
キ
シ
コ
と
い
う
国
、そ
し
て
、そ
の
魅
力
に
つ

い
て
レ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

　
メ
キ
シ
コ
は
、北
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
南
部
に
位
置
し
、面

積
は
日
本
の
約
5
倍
、人
口
は
約
1
億
3
千
万
人
、

2
0
1
5
年
の
名
目
G
D
P（
U
S
ド
ル
）ラ
ン
キ
ン
グ
は

世
界
第
15
位
、O
E
C
D（
経
済
協
力
開
発
機
構
）に
加

盟
し
て
い
る
先
進
国
の
ひ
と
つ
で
す
。ア
メ
リ
カ
大
陸
で

は
、ア
メ
リ
カ
、ブ
ラ
ジ
ル
、カ
ナ
ダ
に
次
ぐ
規
模
の
経
済
大

国
で
あ
り
、過
去
5
年
間
の
人
口
増
加
率
は
年
率
平
均
1

･4
％
で
平
均
年
齢
は
27
歳
と
若
い
人
口
構
成
に
なって
い

ま
す
。今
後
も
経
済
成
長
が
見
込
め
る
国
の
ひ
と
つ
と

なって
い
ま
す
。

　
メ
キ
シ
コ
は
、1
4
2
8
年
に
メ
キ
シ
コ
中
央
部
に
誕
生

し
た
ア
ス
テ
カ
帝
国
が
1
5
2
1
年
に
ス
ペ
イ
ン
に
よって

滅
ぼ
さ
れ
た
あ
と
、約
3
0
0
年
に
わ
た
って
ス
ペ
イ
ン
に

よ
る
統
治
を
受
け
ま
し
た
。ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
な
ど
に

触
発
さ
れ
た
こ
と
で
、1
8
1
0
年
か
ら
独
立
戦
争
が
始

ま
り
、1
8
2
1
年
に
は
ス
ペ
イ
ン
か
ら
独
立
。そ
の
後
、

ア
メ
リ
カ
と
の
戦
争
や
内
戦
状
態
、メ
キ
シ
コ
革
命
を
経
て

現
在
に
至
り
ま
す
。現
在
は
、2
0
1
2
年
に
就
任
し
た

ペニ
ャ・ニ
エ
ト
大
統
領
の
も
と
で
、エ
ネ
ル
ギ
ー
改
革
、財

政
改
革
、通
信
改
革
、教
育
改
革
、政
治・選
挙
制
度
改
革

及
び
労
働
改
革
に
着
手
し
、憲
法
改
正
や
関
連
法
案
等

を
成
立
さ
せ
、大
規
模
か
つ
迅
速
に
構
造
改
革
を
進
展
さ

せ
て
い
ま
す
。

　
1
9
6
5
年
に
マ
キ
ラ
ド
ー
ラ
と
呼
ば
れ
る
税
制
優
遇

措
置
が
制
定
さ
れ
外
国
資
本
誘
致
の
た
め
の
保
税
加
工

制
度
が
導
入
さ
れ
て
か
ら
は
、ア
メ
リ
カ
や
日
本
を
は
じ
め

多
く
の
国
が
メ
キ
シ
コへ
投
資
し
て
き
ま
し
た
。1
9
9
4

年
に
N
A
F
T
A（
北
米
自
由
貿
易
協
定
）が
締
結
さ
れ

て
か
ら
は
、世
界
最
大
の
経
済
大
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
へ
関

税
な
し
で
輸
出
で
き
る
と
い
う
利
点
も
相
ま
って
、急
速
に

注
目
を
浴
び
る
存
在
と
な
り
ま
し
た
。自
由
貿
易
主
義
を

貫
く
メ
キ
シ
コ
は
、F
T
A（
自
由
貿
易
協
定
）の
締
結
を

積
極
的
に
進
め
て
き
た
結
果
、現
在
で
は
世
界
46
カ
国
と

の
間
で
締
結
す
る
に
至
って
い
ま
す
。

　
メ
キ
シ
コ
の
F
T
A
締
結
国
は
、ア
メ
リ
カ・日
本・E
U

等
の
主
要
な
先
進
国
を
は
じ
め
と
し
て
、多
数
の
中
南
米

諸
国
も
含
ま
れ
ま
す
。多
数
の
国
に
無
税
で
輸
出
で
き
る

F
T
A
網
を
利
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、メ
キ
シ
コ
を
重
要

な
輸
出
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
る
動
き
が
広
が
って
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、地
理
的
に
も
、ア
メ
リ
カ
大
陸
の
中
間
に
位
置

し
、太
平
洋
と
大
西
洋
側
の
両
岸
に
コ
ン
テ
ナ
港
を
持
って

い
る
こ
と
か
ら
、北
ア
メ
リ
カ
と
南
ア
メ
リ
カ
、太
平
洋
と

大
西
洋
を
つ
な
ぐ
重
要
な
拠
点
と
なって
お
り
ま
す
。

　
現
在
交
渉
中
の
T
P
P（
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連

携
協
定
）に
も
メ
キ
シ
コ
は
参
加
し
て
お
り
、T
P
P
締
結

の
際
に
は
、現
在
締
結
が
遅
れ
て
い
る
ア
ジ
ア
大
洋
州
諸

国
と
の
F
T
A
締
結
と
な
る
こ
と
か
ら
、メ
キ
シ
コ
の
魅

力
は
さ
ら
に
増
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
と
メ
キ
シ
コ
の
交
流
の
歴
史
は
、約
4
0
0
年
前

の
江
戸
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。伊
達
政
宗
の
命

を
受
け
た
支
倉
常
長
ら
慶
長
遣
欧
使
節
団
が
立
ち
寄
っ

た
メ
キ
シ
コ
で
す
が
、そ
の
後
は
江
戸
幕
府
の
鎖
国
に
よ
り

一
旦
は
交
流
が
途
絶
え
ま
し
た
。明
治
維
新
に
よ
る
日
本

の
開
国
に
伴
い
、再
び
交
流
が
始
ま
り
二
国
間
で
通
商
条

約
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、1
8
8
8
年（
明
治
21
年
）に
日
本
が
メ
キ
シ
コ

と
締
結
し
た
日
墨
修
好
通
商
条
約（
墨
＝
メ
キ
シ
コ
）は
、

日
本
に
と
って
事
実
上
は
じ
め
て
の
平
等
条
約
で
も
あ
り

ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
長
い
歴
史
を
持
つ
日
本
と
メ
キ
シ
コ
の
関
係

は
、2
0
0
5
年
4
月
に
発
効
と
なっ
た「
日
本・メ
キ
シ
コ

経
済
連
携
協
定（
日
墨
E
P
A
）」に
よ
り
、ビ
ジ
ネ
ス
面
に

お
い
て
も
よ
り
強
固
な
も
の
と
な
り
、二
国
間
の
貿
易
額
は

2
0
0
5
年
以
降
、輸
出
入
と
も
に
増
加
し
続
け
て
い
ま

す
。本
協
定
は
農
産
品
分
野
を
含
む
本
格
的
な
F
T
A
と

な
って
お
り
、物・品・人・サ
ー
ビ
ス・資
本
の
自
由
化
お
よ

び
円
滑
化
、競
争
政
策
、ビ
ジ
ネ
ス
環
境
整
備
な
ど
に
つ
い

て
取
り
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
日
墨
E
P
A
に
基
づ
く

特
恵
関
税
率
適
用
に
よ
り
、日
本
は
ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ
メ
キ

シ
コ
農
産
品
の
輸
出
先
と
な
り
ま
し
た
。一
方
で
、日
墨

E
P
A
の
締
結
に
よ
り
、日
本
は
N
A
F
T
A
や
E
U・メ

キ
シ
コ
F
T
A
な
ど
を
利
用
し
て
、関
税
面
で
の
優
位
性
を

築
い
て
い
た
メ
キ
シ
コ
市
場
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
環
境
が

整
っ
た
こ
と
か
ら
、日
系
企
業
の
メ
キ
シ
コ
進
出
が
近
年
、盛

ん
に
なって
き
ま
し
た
。そ
の
な
か
で
も
、特
に
自
動
車
産
業

の
メ
キ
シ
コ
進
出
が
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、メ
キ
シ
コ
に
は
世
界
各
国
の
製
造
業
が
こ
ぞ
って

進
出
を
し
て
い
ま
す
。一
般
的
に
メ
キ
シ
コ
に
は
、以
下
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

① 

地
理
的
な
メ
リ
ッ
ト
：
世
界
有
数
の
経
済
大
国
で
あ

る
ア
メ
リ
カ
へ
陸
続
き
で
隣
接
し
て
お
り
、中
南
米
諸

国
と
も
近
接
し
て
い
る
。ま
た
、太
平
洋・大
西
洋
の

双
方
に
港
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
四
方
面
への
ア

ク
セ
ス
が
非
常
に
便
利
と
なって
い
る
。

② 

貿
易
政
策
：
メ
キ
シ
コ
は
、ア
メ
リ
カ・E
U・中
南
米

諸
国
と
F
T
A
を
積
極
的
に
締
結
し
て
お
り
、そ
の

数
は
今
や
世
界
46
カ
国
と
な
って
い
る
。こ
う
し
た
関

税
面
で
の
優
遇
を
享
受
で
き
る
こ
と
も
あ
って
、各
国

に
と
って
メ
キ
シ
コ
の
生
産
拠
点
、貿
易
の
重
要
拠
点

と
し
て
の
魅
力
が
増
し
て
い
る
。

③ 

労
働
コ
ス
ト
：
若
い
人
口
構
成
か
つ
穏
健
な
労
働
組

合
の
存
在
も
あ
り
、中
国
や
ブ
ラ
ジ
ル
等
の
新
興
国

で
労
働
コ
ス
ト
が
上
昇
す
る
な
か
、安
価
な
労
働
コ
ス

ト
と
低
く
安
定
し
た
賃
金
上
昇
率
を
保
って
い
る
。賃

金
水
準
は
中
国・マ
レ
ー
シ
ア・タ
イ・イ
ン
ド
な
ど
と

同
程
度
と
なって
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
魅
力
を
も
つ
メ
キ
シ
コ
に
は
世
界
各
国
の

製
造
業
、と
り
わ
け
欧
米
系
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
進
出

し
て
い
ま
し
た
が
、近
年
、日
系
完
成
車
メ
ー
カ
ー
各
社

の
本
格
進
出
、さ
ら
に
自
動
車
部
品・鉄
鋼
等
企
業
の
進

出
が
活
発
と
な
っ
て
い
ま
す
。メ
キ
シ
コ
は
日
本
の
自
動

車
産
業
に
と
っ
て
、米
州
展
開
の
戦
略
拠
点
に
変
化
し
て

き
て
い
ま
す
。

　
メ
キ
シ
コ
の
2
0
1
5
年
の
自
動
車（
大
型
バ
ス・ト

ラ
ッ
ク
除
く
）生
産
台
数
は
3
3
9
万
9
，0
7
6
台
、輸

出
台
数
は
2
7
5
万
8
，8
9
6
台
と
い
ず
れ
も
過
去
最

高
と
な
り
、2
年
連
続
で
中
南
米
最
大
の
自
動
車
生
産

国
と
な
り
ま
し
た
。そ
の
な
か
で
、日
系
企
業
の
占
め
る
割

合
も
増
加
し
て
い
ま
す
。ま
た
、日
本
の
メ
キ
シ
コ
国
内
へ

の
対
内
直
接
投
資
額
は
、自
動
車
産
業
を
中
心
に
13
億

2
，8
9
0
万
ド
ル
で
あ
り
、ア
メ
リ
カ・ス
ペ
イ
ン
に
次
ぐ

第
3
位
と
なって
い
ま
す
。と
り
わ
け
日
本
か
ら
の
投
資
の

う
ち
、製
造
業
は
11
億
9
，4
2
0
万
ド
ル
と
ほ
ぼ
9
割

を
占
め
、う
ち
自
動
車
産
業（
完
成
車
、自
動
車
部
品
製

造
）が
9
億
2
，0
8
0
万
ド
ル
と
なって
い
ま
す
。

　
メ
キ
シ
コ
は
現
地
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
数
が
少
な
く
、サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
基
盤
が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、現
地

調
達
比
率
が
低
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。今
後
も
、

日
系
完
成
車
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
投
資
計
画
の
増
加
に
伴

い
、日
系
の
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
の
進
出
が
増
加
し
て

い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
様
々
な
側
面
か
ら
メ
キ
シ
コ
と
い
う
国
を
み

て
き
ま
し
た
が
、日
本
と
メ
キ
シ
コ
の
関
係
は
今
後
も
、よ

り
いっ
そ
う
深
い
つ
な
が
り
が
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
。今
ま
で
は
、日
系
完
成
車
メ
ー
カ
ー
中
心
で

あ
っ
た
自
動
車
産
業
の
進
出
も
、メ
キ
シ
コ
に
お
け
る
自
動

車
生
産
台
数
の
増
加
に
伴
って
、自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー

各
社（
一
次
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
：
T
i
e
r
1
企
業
だ
け
で

な
く
、二
次
、三
次
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
：
T
i
e
r
2
，3
）

の
進
出
も
増
え
て
い
ま
す
。日
系
企
業
進
出
数
の
増
加
に

よ
っ
て
、日
本
人
社
員
や
そ
の
家
族
も
含
め
た
駐
在
員
の

数
も
ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

2
0
1
6
年
1
月
に
は
、良
好
な
二
国
間
関
係
な
ら
び
に

中
央
高
原（
バ
ビ
オ
）地
域
を
中
心
と
し
た
進
出
日
本
企

業
及
び
こ
れ
に
伴
う
現
地
在
留
邦
人
の
増
加
等
を
背
景

に
、グ
ア
ナ
フ
ァ
ト
州
レ
オ
ン
市
に
在
レ
オ
ン
日
本
国
総
領

事
館
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。今
で
は
、日
本
人
の
た
め
の
住

宅
建
設
、レ
ス
ト
ラ
ン・ス
ー
パ
ー
の
進
出
も
進
ん
で
い
ま

す
。当
地
に
お
け
る
日
本
語・ス
ペ
イ
ン
語
を
話
す
こ
と
の

で
き
る
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
人
材
の
需
要
も
高
ま
って
い
る
と
の

こ
と
で
す
。こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、今
後
は
、日
本
製

品・日
本
文
化
、日
本
食
な
ど
の
需
要
増
も
期
待
さ
れ
ま

す
。従
来
の
製
造
業
中
心
の
日
系
企
業
に
よ
る
メ
キ
シ
コ

進
出
も
、他
産
業・分
野
に
波
及
し
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ

れ
ま
す
。

　
一
方
、メ
キ
シ
コ
に
進
出
す
る
企
業
に
と
って
心
配
の
タ

ネ
は
当
地
の
治
安
問
題
で
あ
り
、国
内
物
流
に
お
け
る
貨

物
の
盗
難
リ
ス
ク
や
日
常
生
活
に
お
け
る
犯
罪
等
が
あ
り

ま
す
が
、州・政
府
を
あ
げ
て
の
治
安
対
策
の
強
化
に
よ
り

徐
々
に
改
善
さ
れ
つつ
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
日
本
に
と
っ
て
地
理
的
に
遠
い
メ
キ
シ
コ
で
す
が
、

2
0
1
7
年
2
月
か
ら
は
、A
N
A
が
成
田
〜
メ
キ
シ
コ

間
の
直
行
便
運
航
を
開
始
す
る
な
ど
、メ
キ
シ
コへの
ア
ク

セ
ス
は
格
段
と
よ
く
な
って
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。T
P
P
の
成
立
に
つ
い
て
不
透
明
な
部
分
は
多
い
で

す
が
、日
本
企
業・在
留
邦
人
の
増
加
に
伴
い
、日
本
と
メ

キ
シ
コ
両
国
間
の
結
び
つ
き
は
ま
す
ま
す
強
ま
って
い
く
こ

と
で
し
ょ
う
。今
後
も
、メ
キ
シ
コ
が
日
本
に
とって
熱
い
国

と
なって
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
ニュ
ー
ヨ
ー
ク
駐
在
員
事
務
所
　
蒲
原 

直
樹
）

New York Representative O�ce

Ｎ Ｙ
駐 在 員

告報

は
じ
め
に

メ
キ
シ
コ（
正
式
に
は
メ
キ
シ
コ
合
衆
国
）に
つ
い
て

New York
ニューヨーク駐在員事務所

（ニューヨーク駐在員事務所）

日
系
企
業
の
メ
キ
シ
コ
進
出

（出所）外務省「海外在留邦人数調査統計」加工（出所）外務省、メキシコ政府、メキシコ中銀、IMF

【在留邦人と日系企業の推移】【メキシコのＦＴＡ発効・署名・交渉状況】
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2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015

【メキシコの基本情報】
約1億2,701万人（2015年国連）
196万平方キロメートル（日本の約5倍）
メキシコシティ

欧州系（スペイン系等）と先住民の混血（60％）、先住民（30％）、
欧州系（スペイン系等）（9％）、その他（1％）

スペイン語
カトリック（国民の約9割）
エンリケ・ペニャ・ニエト大統領（2012年12月1日就任、任期6年）
11,443億ドル（2015年）
9,009ドル（2015年）
2.5%（2015年）
2.13%（2015年）
4.35％（2015年）
1ドル＝約17.93ペソ（2016年5月メキシコ中銀）

1994年のNAFTA発効以降、米国との経済関係が強まり、輸入全体の
約47％、輸出全体の約81％を米国が占める（2015年メキシコ経済省）

人口
面積
首都

民族

言語
宗教
元首

名目GDP総額
一人当りGDP（名目）
実質GDP成長率
消費者物価上昇率

失業率
通貨

主要貿易相手国（注）①中米単一FTAは、グアテマラ、ホンジュラス、エルサルバドル、コスタリカ、ニカラグア。
　   ②TPPのかっこ内数値は、FTA発効済みの国を含む。
（出所）JETRO 世界貿易投資報告（2015年版）

メキシコの貿易に占める
構成比（2014年）発効日FTA

発効済み

署名済み

交渉中

輸出 輸入

（単位：％）

北米自由貿易協定（NAFTA）
メキシコ・コロンビアFTA（旧G3FTA）
メキシコ・チリFTA
メキシコ・イスラエルFTA
メキシコEU（28ヵ国）FTA
メキシコEFTA（4ヵ国）FTA
メキシコ・ウルグアイFTA
日本・メキシコ経済連携協定
メキシコ・ペルー通商統合協定
メキシコ・中米単一FTA（5ヵ国）①
メキシコ・パナマFTA
合計　11協定（46ヵ国）
太平洋同盟（チリ、ペルー、コロンビア）
メキシコ・ブラジル経済統合戦略協定
メキシコ・韓国経済補完戦略協定（凍結中）
環太平洋パートナーシップ（TPP）

1994/1/1
1995/1/1
1999/8/1
2000/7/1
2000/7/1
2001/7/1
2004/7/15
2005/4/1
2012/2/1
2013/9/1
2015/7/1
-
-
-
-
-

82.9
1.2
0.5
0.0
5.1
0.4
0.1
0.7
0.4
1.2
0.3
92.8
2.2
1.2
0.5
0.5

（84.4）

51.3
0.2
0.4
0.2
11.1
0.5
0.1
4.4
0.3
1.2
0.0
69.7
0.9
1.1
3.4
2.7

（54.6）②
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日
本
人
に
と
って
メ
キ
シ
コ
の
イ
メ
ー
ジ
と
言
え
ば
、„
タ

コ
ス
“、„
テ
キ
ー
ラ
“、„
サ
ボ
テ
ン
“あ
た
り
で
し
ょ
う
か
。ま

た
は
、ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー
ト
の
カ
ン
ク
ン
、最
近
で
は
、ア
メ
リ

カ
大
統
領
候
補
の
ド
ナ
ル
ド・ト
ラ
ン
プ
氏
が
国
境
に
壁

を
建
設
す
る
と
言
って
い
る
国
く
ら
い
の
イ
メ
ー
ジ
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。日
本
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、な
じ

み
の
あ
る
国
と
は
言
い
難
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、今
、日

系
企
業
に
と
っ
て
メ
キ
シ
コ
は
注
目
の
国
と
な
っ
て
い
ま

す
。特
に
自
動
車
関
連
産
業
を
中
心
と
し
て
、日
系
企
業

の
メ
キ
シ
コ
進
出
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　
メ
キ
シ
コ
の
日
系
企
業
数
は
、2
0
0
5
年
に
は

3
2
6
社
ほ
ど
だ
っ
た
の
で
す
が
、2
0
1
5
年
に
は
約

3
倍
の
9
5
7
社
へ
と
増
加
し
て
い
ま
す
。2
0
1
9
年

か
ら
は
ト
ヨ
タ
自
動
車
も
メ
キ
シ
コ
の
中
央
高
地
に
位
置

す
る
グ
ア
ナ
フ
ァ
ト
州
に
本
格
進
出
す
る
な
ど
、今
後
も

自
動
車
関
連
産
業
を
中
心
に
日
系
企
業
の
メ
キ
シ
コ
進
出

は
続
い
て
い
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
、日
系
企
業
の
進
出
は
自
動
車
メ
ー

カ
ー
が
中
心
と
な
って
い
ま
す
が
、自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
進

出
す
れ
ば
、自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
も
進
出
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。日
系
企
業
の
工
場
が
進
出
す
れ
ば
、日

本
人
社
員
が
増
え
る
で
し
ょ
う
し
、そ
の
家
族
も
つ
い
て
く

る
こ
と
で
在
メ
キ
シ
コ
の
日
本
人
が
増
え
て
く
る
こ
と
で

し
ょ
う
。メ
キ
シ
コ
国
内
の
在
留
邦
人
数
も
い
ま
や
1
万

人
に
達
す
る
勢
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。日
本
人
が
増
え
れ

ば
、メ
キ
シ
コ
各
地
に
日
本
人
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
、

製
造
メ
ー
カ
ー
に
限
ら
ず
、食
品
や
レ
ス
ト
ラ
ン・医
療・教

育
と
いっ
た
日
本
人
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
企
業

が
増
え
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。今
後
ま
す
ま
す
、

日
本
と
メ
キ
シ
コ
の
関
係
が
深
く
な
っ
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
で
は
、な
ぜ
メ
キ
シ
コ
に
は
こ
ん
な
に
も
日
系
企
業
が
進

出
し
、そ
の
存
在
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
って
き
た
の
で

し
ょ
う
か
？
メ
キ
シ
コ
と
い
う
国
、そ
し
て
、そ
の
魅
力
に
つ

い
て
レ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

　
メ
キ
シ
コ
は
、北
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
南
部
に
位
置
し
、面

積
は
日
本
の
約
5
倍
、人
口
は
約
1
億
3
千
万
人
、

2
0
1
5
年
の
名
目
G
D
P（
U
S
ド
ル
）ラ
ン
キ
ン
グ
は

世
界
第
15
位
、O
E
C
D（
経
済
協
力
開
発
機
構
）に
加

盟
し
て
い
る
先
進
国
の
ひ
と
つ
で
す
。ア
メ
リ
カ
大
陸
で

は
、ア
メ
リ
カ
、ブ
ラ
ジ
ル
、カ
ナ
ダ
に
次
ぐ
規
模
の
経
済
大

国
で
あ
り
、過
去
5
年
間
の
人
口
増
加
率
は
年
率
平
均
1

･4
％
で
平
均
年
齢
は
27
歳
と
若
い
人
口
構
成
に
なって
い

ま
す
。今
後
も
経
済
成
長
が
見
込
め
る
国
の
ひ
と
つ
と

なって
い
ま
す
。

　
メ
キ
シ
コ
は
、1
4
2
8
年
に
メ
キ
シ
コ
中
央
部
に
誕
生

し
た
ア
ス
テ
カ
帝
国
が
1
5
2
1
年
に
ス
ペ
イ
ン
に
よって

滅
ぼ
さ
れ
た
あ
と
、約
3
0
0
年
に
わ
た
って
ス
ペ
イ
ン
に

よ
る
統
治
を
受
け
ま
し
た
。ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
な
ど
に

触
発
さ
れ
た
こ
と
で
、1
8
1
0
年
か
ら
独
立
戦
争
が
始

ま
り
、1
8
2
1
年
に
は
ス
ペ
イ
ン
か
ら
独
立
。そ
の
後
、

ア
メ
リ
カ
と
の
戦
争
や
内
戦
状
態
、メ
キ
シ
コ
革
命
を
経
て

現
在
に
至
り
ま
す
。現
在
は
、2
0
1
2
年
に
就
任
し
た

ペニ
ャ・ニ
エ
ト
大
統
領
の
も
と
で
、エ
ネ
ル
ギ
ー
改
革
、財

政
改
革
、通
信
改
革
、教
育
改
革
、政
治・選
挙
制
度
改
革

及
び
労
働
改
革
に
着
手
し
、憲
法
改
正
や
関
連
法
案
等

を
成
立
さ
せ
、大
規
模
か
つ
迅
速
に
構
造
改
革
を
進
展
さ

せ
て
い
ま
す
。

　
1
9
6
5
年
に
マ
キ
ラ
ド
ー
ラ
と
呼
ば
れ
る
税
制
優
遇

措
置
が
制
定
さ
れ
外
国
資
本
誘
致
の
た
め
の
保
税
加
工

制
度
が
導
入
さ
れ
て
か
ら
は
、ア
メ
リ
カ
や
日
本
を
は
じ
め

多
く
の
国
が
メ
キ
シ
コへ
投
資
し
て
き
ま
し
た
。1
9
9
4

年
に
N
A
F
T
A（
北
米
自
由
貿
易
協
定
）が
締
結
さ
れ

て
か
ら
は
、世
界
最
大
の
経
済
大
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
へ
関

税
な
し
で
輸
出
で
き
る
と
い
う
利
点
も
相
ま
って
、急
速
に

注
目
を
浴
び
る
存
在
と
な
り
ま
し
た
。自
由
貿
易
主
義
を

貫
く
メ
キ
シ
コ
は
、F
T
A（
自
由
貿
易
協
定
）の
締
結
を

積
極
的
に
進
め
て
き
た
結
果
、現
在
で
は
世
界
46
カ
国
と

の
間
で
締
結
す
る
に
至
って
い
ま
す
。

　
メ
キ
シ
コ
の
F
T
A
締
結
国
は
、ア
メ
リ
カ・日
本・E
U

等
の
主
要
な
先
進
国
を
は
じ
め
と
し
て
、多
数
の
中
南
米

諸
国
も
含
ま
れ
ま
す
。多
数
の
国
に
無
税
で
輸
出
で
き
る

F
T
A
網
を
利
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、メ
キ
シ
コ
を
重
要

な
輸
出
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
る
動
き
が
広
が
って
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、地
理
的
に
も
、ア
メ
リ
カ
大
陸
の
中
間
に
位
置

し
、太
平
洋
と
大
西
洋
側
の
両
岸
に
コ
ン
テ
ナ
港
を
持
って

い
る
こ
と
か
ら
、北
ア
メ
リ
カ
と
南
ア
メ
リ
カ
、太
平
洋
と

大
西
洋
を
つ
な
ぐ
重
要
な
拠
点
と
なって
お
り
ま
す
。

　
現
在
交
渉
中
の
T
P
P（
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連

携
協
定
）に
も
メ
キ
シ
コ
は
参
加
し
て
お
り
、T
P
P
締
結

の
際
に
は
、現
在
締
結
が
遅
れ
て
い
る
ア
ジ
ア
大
洋
州
諸

国
と
の
F
T
A
締
結
と
な
る
こ
と
か
ら
、メ
キ
シ
コ
の
魅

力
は
さ
ら
に
増
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
と
メ
キ
シ
コ
の
交
流
の
歴
史
は
、約
4
0
0
年
前

の
江
戸
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。伊
達
政
宗
の
命

を
受
け
た
支
倉
常
長
ら
慶
長
遣
欧
使
節
団
が
立
ち
寄
っ

た
メ
キ
シ
コ
で
す
が
、そ
の
後
は
江
戸
幕
府
の
鎖
国
に
よ
り

一
旦
は
交
流
が
途
絶
え
ま
し
た
。明
治
維
新
に
よ
る
日
本

の
開
国
に
伴
い
、再
び
交
流
が
始
ま
り
二
国
間
で
通
商
条

約
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、1
8
8
8
年（
明
治
21
年
）に
日
本
が
メ
キ
シ
コ

と
締
結
し
た
日
墨
修
好
通
商
条
約（
墨
＝
メ
キ
シ
コ
）は
、

日
本
に
と
って
事
実
上
は
じ
め
て
の
平
等
条
約
で
も
あ
り

ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
長
い
歴
史
を
持
つ
日
本
と
メ
キ
シ
コ
の
関
係

は
、2
0
0
5
年
4
月
に
発
効
と
なっ
た「
日
本・メ
キ
シ
コ

経
済
連
携
協
定（
日
墨
E
P
A
）」に
よ
り
、ビ
ジ
ネ
ス
面
に

お
い
て
も
よ
り
強
固
な
も
の
と
な
り
、二
国
間
の
貿
易
額
は

2
0
0
5
年
以
降
、輸
出
入
と
も
に
増
加
し
続
け
て
い
ま

す
。本
協
定
は
農
産
品
分
野
を
含
む
本
格
的
な
F
T
A
と

な
って
お
り
、物・品・人・サ
ー
ビ
ス・資
本
の
自
由
化
お
よ

び
円
滑
化
、競
争
政
策
、ビ
ジ
ネ
ス
環
境
整
備
な
ど
に
つ
い

て
取
り
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
日
墨
E
P
A
に
基
づ
く

特
恵
関
税
率
適
用
に
よ
り
、日
本
は
ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ
メ
キ

シ
コ
農
産
品
の
輸
出
先
と
な
り
ま
し
た
。一
方
で
、日
墨

E
P
A
の
締
結
に
よ
り
、日
本
は
N
A
F
T
A
や
E
U・メ

キ
シ
コ
F
T
A
な
ど
を
利
用
し
て
、関
税
面
で
の
優
位
性
を

築
い
て
い
た
メ
キ
シ
コ
市
場
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
環
境
が

整
っ
た
こ
と
か
ら
、日
系
企
業
の
メ
キ
シ
コ
進
出
が
近
年
、盛

ん
に
なって
き
ま
し
た
。そ
の
な
か
で
も
、特
に
自
動
車
産
業

の
メ
キ
シ
コ
進
出
が
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、メ
キ
シ
コ
に
は
世
界
各
国
の
製
造
業
が
こ
ぞ
って

進
出
を
し
て
い
ま
す
。一
般
的
に
メ
キ
シ
コ
に
は
、以
下
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

① 

地
理
的
な
メ
リ
ッ
ト
：
世
界
有
数
の
経
済
大
国
で
あ

る
ア
メ
リ
カ
へ
陸
続
き
で
隣
接
し
て
お
り
、中
南
米
諸

国
と
も
近
接
し
て
い
る
。ま
た
、太
平
洋・大
西
洋
の

双
方
に
港
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
四
方
面
への
ア

ク
セ
ス
が
非
常
に
便
利
と
なって
い
る
。

② 

貿
易
政
策
：
メ
キ
シ
コ
は
、ア
メ
リ
カ・E
U・中
南
米

諸
国
と
F
T
A
を
積
極
的
に
締
結
し
て
お
り
、そ
の

数
は
今
や
世
界
46
カ
国
と
な
って
い
る
。こ
う
し
た
関

税
面
で
の
優
遇
を
享
受
で
き
る
こ
と
も
あ
って
、各
国

に
と
って
メ
キ
シ
コ
の
生
産
拠
点
、貿
易
の
重
要
拠
点

と
し
て
の
魅
力
が
増
し
て
い
る
。

③ 

労
働
コ
ス
ト
：
若
い
人
口
構
成
か
つ
穏
健
な
労
働
組

合
の
存
在
も
あ
り
、中
国
や
ブ
ラ
ジ
ル
等
の
新
興
国

で
労
働
コ
ス
ト
が
上
昇
す
る
な
か
、安
価
な
労
働
コ
ス

ト
と
低
く
安
定
し
た
賃
金
上
昇
率
を
保
って
い
る
。賃

金
水
準
は
中
国・マ
レ
ー
シ
ア・タ
イ・イ
ン
ド
な
ど
と

同
程
度
と
なって
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
魅
力
を
も
つ
メ
キ
シ
コ
に
は
世
界
各
国
の

製
造
業
、と
り
わ
け
欧
米
系
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
進
出

し
て
い
ま
し
た
が
、近
年
、日
系
完
成
車
メ
ー
カ
ー
各
社

の
本
格
進
出
、さ
ら
に
自
動
車
部
品・鉄
鋼
等
企
業
の
進

出
が
活
発
と
な
っ
て
い
ま
す
。メ
キ
シ
コ
は
日
本
の
自
動

車
産
業
に
と
っ
て
、米
州
展
開
の
戦
略
拠
点
に
変
化
し
て

き
て
い
ま
す
。

　
メ
キ
シ
コ
の
2
0
1
5
年
の
自
動
車（
大
型
バ
ス・ト

ラ
ッ
ク
除
く
）生
産
台
数
は
3
3
9
万
9
，0
7
6
台
、輸

出
台
数
は
2
7
5
万
8
，8
9
6
台
と
い
ず
れ
も
過
去
最

高
と
な
り
、2
年
連
続
で
中
南
米
最
大
の
自
動
車
生
産

国
と
な
り
ま
し
た
。そ
の
な
か
で
、日
系
企
業
の
占
め
る
割

合
も
増
加
し
て
い
ま
す
。ま
た
、日
本
の
メ
キ
シ
コ
国
内
へ

の
対
内
直
接
投
資
額
は
、自
動
車
産
業
を
中
心
に
13
億

2
，8
9
0
万
ド
ル
で
あ
り
、ア
メ
リ
カ・ス
ペ
イ
ン
に
次
ぐ

第
3
位
と
なって
い
ま
す
。と
り
わ
け
日
本
か
ら
の
投
資
の

う
ち
、製
造
業
は
11
億
9
，4
2
0
万
ド
ル
と
ほ
ぼ
9
割

を
占
め
、う
ち
自
動
車
産
業（
完
成
車
、自
動
車
部
品
製

造
）が
9
億
2
，0
8
0
万
ド
ル
と
なって
い
ま
す
。

　
メ
キ
シ
コ
は
現
地
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
数
が
少
な
く
、サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
基
盤
が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、現
地

調
達
比
率
が
低
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。今
後
も
、

日
系
完
成
車
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
投
資
計
画
の
増
加
に
伴

い
、日
系
の
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
の
進
出
が
増
加
し
て

い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
様
々
な
側
面
か
ら
メ
キ
シ
コ
と
い
う
国
を
み

て
き
ま
し
た
が
、日
本
と
メ
キ
シ
コ
の
関
係
は
今
後
も
、よ

り
いっ
そ
う
深
い
つ
な
が
り
が
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
。今
ま
で
は
、日
系
完
成
車
メ
ー
カ
ー
中
心
で

あ
っ
た
自
動
車
産
業
の
進
出
も
、メ
キ
シ
コ
に
お
け
る
自
動

車
生
産
台
数
の
増
加
に
伴
って
、自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー

各
社（
一
次
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
：
T
i
e
r
1
企
業
だ
け
で

な
く
、二
次
、三
次
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
：
T
i
e
r
2
，3
）

の
進
出
も
増
え
て
い
ま
す
。日
系
企
業
進
出
数
の
増
加
に

よ
っ
て
、日
本
人
社
員
や
そ
の
家
族
も
含
め
た
駐
在
員
の

数
も
ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

2
0
1
6
年
1
月
に
は
、良
好
な
二
国
間
関
係
な
ら
び
に

中
央
高
原（
バ
ビ
オ
）地
域
を
中
心
と
し
た
進
出
日
本
企

業
及
び
こ
れ
に
伴
う
現
地
在
留
邦
人
の
増
加
等
を
背
景

に
、グ
ア
ナ
フ
ァ
ト
州
レ
オ
ン
市
に
在
レ
オ
ン
日
本
国
総
領

事
館
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。今
で
は
、日
本
人
の
た
め
の
住

宅
建
設
、レ
ス
ト
ラ
ン・ス
ー
パ
ー
の
進
出
も
進
ん
で
い
ま

す
。当
地
に
お
け
る
日
本
語・ス
ペ
イ
ン
語
を
話
す
こ
と
の

で
き
る
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
人
材
の
需
要
も
高
ま
って
い
る
と
の

こ
と
で
す
。こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、今
後
は
、日
本
製

品・日
本
文
化
、日
本
食
な
ど
の
需
要
増
も
期
待
さ
れ
ま

す
。従
来
の
製
造
業
中
心
の
日
系
企
業
に
よ
る
メ
キ
シ
コ

進
出
も
、他
産
業・分
野
に
波
及
し
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ

れ
ま
す
。

　
一
方
、メ
キ
シ
コ
に
進
出
す
る
企
業
に
と
って
心
配
の
タ

ネ
は
当
地
の
治
安
問
題
で
あ
り
、国
内
物
流
に
お
け
る
貨

物
の
盗
難
リ
ス
ク
や
日
常
生
活
に
お
け
る
犯
罪
等
が
あ
り

ま
す
が
、州・政
府
を
あ
げ
て
の
治
安
対
策
の
強
化
に
よ
り

徐
々
に
改
善
さ
れ
つつ
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
日
本
に
と
っ
て
地
理
的
に
遠
い
メ
キ
シ
コ
で
す
が
、

2
0
1
7
年
2
月
か
ら
は
、A
N
A
が
成
田
〜
メ
キ
シ
コ

間
の
直
行
便
運
航
を
開
始
す
る
な
ど
、メ
キ
シ
コへの
ア
ク

セ
ス
は
格
段
と
よ
く
な
って
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。T
P
P
の
成
立
に
つ
い
て
不
透
明
な
部
分
は
多
い
で

す
が
、日
本
企
業・在
留
邦
人
の
増
加
に
伴
い
、日
本
と
メ

キ
シ
コ
両
国
間
の
結
び
つ
き
は
ま
す
ま
す
強
ま
って
い
く
こ

と
で
し
ょ
う
。今
後
も
、メ
キ
シ
コ
が
日
本
に
とって
熱
い
国

と
なって
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
ニュ
ー
ヨ
ー
ク
駐
在
員
事
務
所
　
蒲
原 

直
樹
）

New York Representative O�ce

Ｎ Ｙ
駐 在 員

告報

は
じ
め
に

メ
キ
シ
コ（
正
式
に
は
メ
キ
シ
コ
合
衆
国
）に
つ
い
て

New York
ニューヨーク駐在員事務所

（ニューヨーク駐在員事務所）

日
系
企
業
の
メ
キ
シ
コ
進
出

（出所）外務省「海外在留邦人数調査統計」加工（出所）外務省、メキシコ政府、メキシコ中銀、IMF

【在留邦人と日系企業の推移】【メキシコのＦＴＡ発効・署名・交渉状況】
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【メキシコの基本情報】
約1億2,701万人（2015年国連）
196万平方キロメートル（日本の約5倍）
メキシコシティ

欧州系（スペイン系等）と先住民の混血（60％）、先住民（30％）、
欧州系（スペイン系等）（9％）、その他（1％）

スペイン語
カトリック（国民の約9割）
エンリケ・ペニャ・ニエト大統領（2012年12月1日就任、任期6年）
11,443億ドル（2015年）
9,009ドル（2015年）
2.5%（2015年）
2.13%（2015年）
4.35％（2015年）
1ドル＝約17.93ペソ（2016年5月メキシコ中銀）

1994年のNAFTA発効以降、米国との経済関係が強まり、輸入全体の
約47％、輸出全体の約81％を米国が占める（2015年メキシコ経済省）

人口
面積
首都

民族

言語
宗教
元首

名目GDP総額
一人当りGDP（名目）
実質GDP成長率
消費者物価上昇率

失業率
通貨

主要貿易相手国（注）①中米単一FTAは、グアテマラ、ホンジュラス、エルサルバドル、コスタリカ、ニカラグア。
　   ②TPPのかっこ内数値は、FTA発効済みの国を含む。
（出所）JETRO 世界貿易投資報告（2015年版）

メキシコの貿易に占める
構成比（2014年）発効日FTA

発効済み

署名済み

交渉中

輸出 輸入

（単位：％）

北米自由貿易協定（NAFTA）
メキシコ・コロンビアFTA（旧G3FTA）
メキシコ・チリFTA
メキシコ・イスラエルFTA
メキシコEU（28ヵ国）FTA
メキシコEFTA（4ヵ国）FTA
メキシコ・ウルグアイFTA
日本・メキシコ経済連携協定
メキシコ・ペルー通商統合協定
メキシコ・中米単一FTA（5ヵ国）①
メキシコ・パナマFTA
合計　11協定（46ヵ国）
太平洋同盟（チリ、ペルー、コロンビア）
メキシコ・ブラジル経済統合戦略協定
メキシコ・韓国経済補完戦略協定（凍結中）
環太平洋パートナーシップ（TPP）

1994/1/1
1995/1/1
1999/8/1
2000/7/1
2000/7/1
2001/7/1
2004/7/15
2005/4/1
2012/2/1
2013/9/1
2015/7/1
-
-
-
-
-

82.9
1.2
0.5
0.0
5.1
0.4
0.1
0.7
0.4
1.2
0.3
92.8
2.2
1.2
0.5
0.5

（84.4）

51.3
0.2
0.4
0.2
11.1
0.5
0.1
4.4
0.3
1.2
0.0
69.7
0.9
1.1
3.4
2.7

（54.6）②
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日
本
人
に
と
って
メ
キ
シ
コ
の
イ
メ
ー
ジ
と
言
え
ば
、„
タ

コ
ス
“、„
テ
キ
ー
ラ
“、„
サ
ボ
テ
ン
“あ
た
り
で
し
ょ
う
か
。ま

た
は
、ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー
ト
の
カ
ン
ク
ン
、最
近
で
は
、ア
メ
リ

カ
大
統
領
候
補
の
ド
ナ
ル
ド・ト
ラ
ン
プ
氏
が
国
境
に
壁

を
建
設
す
る
と
言
って
い
る
国
く
ら
い
の
イ
メ
ー
ジ
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。日
本
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、な
じ

み
の
あ
る
国
と
は
言
い
難
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、今
、日

系
企
業
に
と
っ
て
メ
キ
シ
コ
は
注
目
の
国
と
な
っ
て
い
ま

す
。特
に
自
動
車
関
連
産
業
を
中
心
と
し
て
、日
系
企
業

の
メ
キ
シ
コ
進
出
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　
メ
キ
シ
コ
の
日
系
企
業
数
は
、2
0
0
5
年
に
は

3
2
6
社
ほ
ど
だ
っ
た
の
で
す
が
、2
0
1
5
年
に
は
約

3
倍
の
9
5
7
社
へ
と
増
加
し
て
い
ま
す
。2
0
1
9
年

か
ら
は
ト
ヨ
タ
自
動
車
も
メ
キ
シ
コ
の
中
央
高
地
に
位
置

す
る
グ
ア
ナ
フ
ァ
ト
州
に
本
格
進
出
す
る
な
ど
、今
後
も

自
動
車
関
連
産
業
を
中
心
に
日
系
企
業
の
メ
キ
シ
コ
進
出

は
続
い
て
い
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
、日
系
企
業
の
進
出
は
自
動
車
メ
ー

カ
ー
が
中
心
と
な
って
い
ま
す
が
、自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
進

出
す
れ
ば
、自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
も
進
出
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。日
系
企
業
の
工
場
が
進
出
す
れ
ば
、日

本
人
社
員
が
増
え
る
で
し
ょ
う
し
、そ
の
家
族
も
つ
い
て
く

る
こ
と
で
在
メ
キ
シ
コ
の
日
本
人
が
増
え
て
く
る
こ
と
で

し
ょ
う
。メ
キ
シ
コ
国
内
の
在
留
邦
人
数
も
い
ま
や
1
万

人
に
達
す
る
勢
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。日
本
人
が
増
え
れ

ば
、メ
キ
シ
コ
各
地
に
日
本
人
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
、

製
造
メ
ー
カ
ー
に
限
ら
ず
、食
品
や
レ
ス
ト
ラ
ン・医
療・教

育
と
いっ
た
日
本
人
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
企
業

が
増
え
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。今
後
ま
す
ま
す
、

日
本
と
メ
キ
シ
コ
の
関
係
が
深
く
な
っ
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
で
は
、な
ぜ
メ
キ
シ
コ
に
は
こ
ん
な
に
も
日
系
企
業
が
進

出
し
、そ
の
存
在
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
って
き
た
の
で

し
ょ
う
か
？
メ
キ
シ
コ
と
い
う
国
、そ
し
て
、そ
の
魅
力
に
つ

い
て
レ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

　
メ
キ
シ
コ
は
、北
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
南
部
に
位
置
し
、面

積
は
日
本
の
約
5
倍
、人
口
は
約
1
億
3
千
万
人
、

2
0
1
5
年
の
名
目
G
D
P（
U
S
ド
ル
）ラ
ン
キ
ン
グ
は

世
界
第
15
位
、O
E
C
D（
経
済
協
力
開
発
機
構
）に
加

盟
し
て
い
る
先
進
国
の
ひ
と
つ
で
す
。ア
メ
リ
カ
大
陸
で

は
、ア
メ
リ
カ
、ブ
ラ
ジ
ル
、カ
ナ
ダ
に
次
ぐ
規
模
の
経
済
大

国
で
あ
り
、過
去
5
年
間
の
人
口
増
加
率
は
年
率
平
均
1

･4
％
で
平
均
年
齢
は
27
歳
と
若
い
人
口
構
成
に
なって
い

ま
す
。今
後
も
経
済
成
長
が
見
込
め
る
国
の
ひ
と
つ
と

なって
い
ま
す
。

　
メ
キ
シ
コ
は
、1
4
2
8
年
に
メ
キ
シ
コ
中
央
部
に
誕
生

し
た
ア
ス
テ
カ
帝
国
が
1
5
2
1
年
に
ス
ペ
イ
ン
に
よって

滅
ぼ
さ
れ
た
あ
と
、約
3
0
0
年
に
わ
た
って
ス
ペ
イ
ン
に

よ
る
統
治
を
受
け
ま
し
た
。ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
な
ど
に

触
発
さ
れ
た
こ
と
で
、1
8
1
0
年
か
ら
独
立
戦
争
が
始

ま
り
、1
8
2
1
年
に
は
ス
ペ
イ
ン
か
ら
独
立
。そ
の
後
、

ア
メ
リ
カ
と
の
戦
争
や
内
戦
状
態
、メ
キ
シ
コ
革
命
を
経
て

現
在
に
至
り
ま
す
。現
在
は
、2
0
1
2
年
に
就
任
し
た

ペニ
ャ・ニ
エ
ト
大
統
領
の
も
と
で
、エ
ネ
ル
ギ
ー
改
革
、財

政
改
革
、通
信
改
革
、教
育
改
革
、政
治・選
挙
制
度
改
革

及
び
労
働
改
革
に
着
手
し
、憲
法
改
正
や
関
連
法
案
等

を
成
立
さ
せ
、大
規
模
か
つ
迅
速
に
構
造
改
革
を
進
展
さ

せ
て
い
ま
す
。

　
1
9
6
5
年
に
マ
キ
ラ
ド
ー
ラ
と
呼
ば
れ
る
税
制
優
遇

措
置
が
制
定
さ
れ
外
国
資
本
誘
致
の
た
め
の
保
税
加
工

制
度
が
導
入
さ
れ
て
か
ら
は
、ア
メ
リ
カ
や
日
本
を
は
じ
め

多
く
の
国
が
メ
キ
シ
コへ
投
資
し
て
き
ま
し
た
。1
9
9
4

年
に
N
A
F
T
A（
北
米
自
由
貿
易
協
定
）が
締
結
さ
れ

て
か
ら
は
、世
界
最
大
の
経
済
大
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
へ
関

税
な
し
で
輸
出
で
き
る
と
い
う
利
点
も
相
ま
って
、急
速
に

注
目
を
浴
び
る
存
在
と
な
り
ま
し
た
。自
由
貿
易
主
義
を

貫
く
メ
キ
シ
コ
は
、F
T
A（
自
由
貿
易
協
定
）の
締
結
を

積
極
的
に
進
め
て
き
た
結
果
、現
在
で
は
世
界
46
カ
国
と

の
間
で
締
結
す
る
に
至
って
い
ま
す
。

　
メ
キ
シ
コ
の
F
T
A
締
結
国
は
、ア
メ
リ
カ・日
本・E
U

等
の
主
要
な
先
進
国
を
は
じ
め
と
し
て
、多
数
の
中
南
米

諸
国
も
含
ま
れ
ま
す
。多
数
の
国
に
無
税
で
輸
出
で
き
る

F
T
A
網
を
利
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、メ
キ
シ
コ
を
重
要

な
輸
出
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
る
動
き
が
広
が
って
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、地
理
的
に
も
、ア
メ
リ
カ
大
陸
の
中
間
に
位
置

し
、太
平
洋
と
大
西
洋
側
の
両
岸
に
コ
ン
テ
ナ
港
を
持
って

い
る
こ
と
か
ら
、北
ア
メ
リ
カ
と
南
ア
メ
リ
カ
、太
平
洋
と

大
西
洋
を
つ
な
ぐ
重
要
な
拠
点
と
なって
お
り
ま
す
。

　
現
在
交
渉
中
の
T
P
P（
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連

携
協
定
）に
も
メ
キ
シ
コ
は
参
加
し
て
お
り
、T
P
P
締
結

の
際
に
は
、現
在
締
結
が
遅
れ
て
い
る
ア
ジ
ア
大
洋
州
諸

国
と
の
F
T
A
締
結
と
な
る
こ
と
か
ら
、メ
キ
シ
コ
の
魅

力
は
さ
ら
に
増
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
と
メ
キ
シ
コ
の
交
流
の
歴
史
は
、約
4
0
0
年
前

の
江
戸
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。伊
達
政
宗
の
命

を
受
け
た
支
倉
常
長
ら
慶
長
遣
欧
使
節
団
が
立
ち
寄
っ

た
メ
キ
シ
コ
で
す
が
、そ
の
後
は
江
戸
幕
府
の
鎖
国
に
よ
り

一
旦
は
交
流
が
途
絶
え
ま
し
た
。明
治
維
新
に
よ
る
日
本

の
開
国
に
伴
い
、再
び
交
流
が
始
ま
り
二
国
間
で
通
商
条

約
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、1
8
8
8
年（
明
治
21
年
）に
日
本
が
メ
キ
シ
コ

と
締
結
し
た
日
墨
修
好
通
商
条
約（
墨
＝
メ
キ
シ
コ
）は
、

日
本
に
と
って
事
実
上
は
じ
め
て
の
平
等
条
約
で
も
あ
り

ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
長
い
歴
史
を
持
つ
日
本
と
メ
キ
シ
コ
の
関
係

は
、2
0
0
5
年
4
月
に
発
効
と
なっ
た「
日
本・メ
キ
シ
コ

経
済
連
携
協
定（
日
墨
E
P
A
）」に
よ
り
、ビ
ジ
ネ
ス
面
に

お
い
て
も
よ
り
強
固
な
も
の
と
な
り
、二
国
間
の
貿
易
額
は

2
0
0
5
年
以
降
、輸
出
入
と
も
に
増
加
し
続
け
て
い
ま

す
。本
協
定
は
農
産
品
分
野
を
含
む
本
格
的
な
F
T
A
と

な
って
お
り
、物・品・人・サ
ー
ビ
ス・資
本
の
自
由
化
お
よ

び
円
滑
化
、競
争
政
策
、ビ
ジ
ネ
ス
環
境
整
備
な
ど
に
つ
い

て
取
り
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
日
墨
E
P
A
に
基
づ
く

特
恵
関
税
率
適
用
に
よ
り
、日
本
は
ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ
メ
キ

シ
コ
農
産
品
の
輸
出
先
と
な
り
ま
し
た
。一
方
で
、日
墨

E
P
A
の
締
結
に
よ
り
、日
本
は
N
A
F
T
A
や
E
U・メ

キ
シ
コ
F
T
A
な
ど
を
利
用
し
て
、関
税
面
で
の
優
位
性
を

築
い
て
い
た
メ
キ
シ
コ
市
場
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
環
境
が

整
っ
た
こ
と
か
ら
、日
系
企
業
の
メ
キ
シ
コ
進
出
が
近
年
、盛

ん
に
なって
き
ま
し
た
。そ
の
な
か
で
も
、特
に
自
動
車
産
業

の
メ
キ
シ
コ
進
出
が
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、メ
キ
シ
コ
に
は
世
界
各
国
の
製
造
業
が
こ
ぞ
って

進
出
を
し
て
い
ま
す
。一
般
的
に
メ
キ
シ
コ
に
は
、以
下
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

① 

地
理
的
な
メ
リ
ッ
ト
：
世
界
有
数
の
経
済
大
国
で
あ

る
ア
メ
リ
カ
へ
陸
続
き
で
隣
接
し
て
お
り
、中
南
米
諸

国
と
も
近
接
し
て
い
る
。ま
た
、太
平
洋・大
西
洋
の

双
方
に
港
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
四
方
面
への
ア

ク
セ
ス
が
非
常
に
便
利
と
なって
い
る
。

② 

貿
易
政
策
：
メ
キ
シ
コ
は
、ア
メ
リ
カ・E
U・中
南
米

諸
国
と
F
T
A
を
積
極
的
に
締
結
し
て
お
り
、そ
の

数
は
今
や
世
界
46
カ
国
と
な
って
い
る
。こ
う
し
た
関

税
面
で
の
優
遇
を
享
受
で
き
る
こ
と
も
あ
って
、各
国

に
と
って
メ
キ
シ
コ
の
生
産
拠
点
、貿
易
の
重
要
拠
点

と
し
て
の
魅
力
が
増
し
て
い
る
。

③ 

労
働
コ
ス
ト
：
若
い
人
口
構
成
か
つ
穏
健
な
労
働
組

合
の
存
在
も
あ
り
、中
国
や
ブ
ラ
ジ
ル
等
の
新
興
国

で
労
働
コ
ス
ト
が
上
昇
す
る
な
か
、安
価
な
労
働
コ
ス

ト
と
低
く
安
定
し
た
賃
金
上
昇
率
を
保
って
い
る
。賃

金
水
準
は
中
国・マ
レ
ー
シ
ア・タ
イ・イ
ン
ド
な
ど
と

同
程
度
と
なって
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
魅
力
を
も
つ
メ
キ
シ
コ
に
は
世
界
各
国
の

製
造
業
、と
り
わ
け
欧
米
系
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
進
出

し
て
い
ま
し
た
が
、近
年
、日
系
完
成
車
メ
ー
カ
ー
各
社

の
本
格
進
出
、さ
ら
に
自
動
車
部
品・鉄
鋼
等
企
業
の
進

出
が
活
発
と
な
っ
て
い
ま
す
。メ
キ
シ
コ
は
日
本
の
自
動

車
産
業
に
と
っ
て
、米
州
展
開
の
戦
略
拠
点
に
変
化
し
て

き
て
い
ま
す
。

　
メ
キ
シ
コ
の
2
0
1
5
年
の
自
動
車（
大
型
バ
ス・ト

ラ
ッ
ク
除
く
）生
産
台
数
は
3
3
9
万
9
，0
7
6
台
、輸

出
台
数
は
2
7
5
万
8
，8
9
6
台
と
い
ず
れ
も
過
去
最

高
と
な
り
、2
年
連
続
で
中
南
米
最
大
の
自
動
車
生
産

国
と
な
り
ま
し
た
。そ
の
な
か
で
、日
系
企
業
の
占
め
る
割

合
も
増
加
し
て
い
ま
す
。ま
た
、日
本
の
メ
キ
シ
コ
国
内
へ

の
対
内
直
接
投
資
額
は
、自
動
車
産
業
を
中
心
に
13
億

2
，8
9
0
万
ド
ル
で
あ
り
、ア
メ
リ
カ・ス
ペ
イ
ン
に
次
ぐ

第
3
位
と
なって
い
ま
す
。と
り
わ
け
日
本
か
ら
の
投
資
の

う
ち
、製
造
業
は
11
億
9
，4
2
0
万
ド
ル
と
ほ
ぼ
9
割

を
占
め
、う
ち
自
動
車
産
業（
完
成
車
、自
動
車
部
品
製

造
）が
9
億
2
，0
8
0
万
ド
ル
と
なって
い
ま
す
。

　
メ
キ
シ
コ
は
現
地
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
数
が
少
な
く
、サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
基
盤
が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、現
地

調
達
比
率
が
低
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。今
後
も
、

日
系
完
成
車
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
投
資
計
画
の
増
加
に
伴

い
、日
系
の
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
の
進
出
が
増
加
し
て

い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
様
々
な
側
面
か
ら
メ
キ
シ
コ
と
い
う
国
を
み

て
き
ま
し
た
が
、日
本
と
メ
キ
シ
コ
の
関
係
は
今
後
も
、よ

り
いっ
そ
う
深
い
つ
な
が
り
が
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
。今
ま
で
は
、日
系
完
成
車
メ
ー
カ
ー
中
心
で

あ
っ
た
自
動
車
産
業
の
進
出
も
、メ
キ
シ
コ
に
お
け
る
自
動

車
生
産
台
数
の
増
加
に
伴
って
、自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー

各
社（
一
次
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
：
T
i
e
r
1
企
業
だ
け
で

な
く
、二
次
、三
次
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
：
T
i
e
r
2
，3
）

の
進
出
も
増
え
て
い
ま
す
。日
系
企
業
進
出
数
の
増
加
に

よ
っ
て
、日
本
人
社
員
や
そ
の
家
族
も
含
め
た
駐
在
員
の

数
も
ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

2
0
1
6
年
1
月
に
は
、良
好
な
二
国
間
関
係
な
ら
び
に

中
央
高
原（
バ
ビ
オ
）地
域
を
中
心
と
し
た
進
出
日
本
企

業
及
び
こ
れ
に
伴
う
現
地
在
留
邦
人
の
増
加
等
を
背
景

に
、グ
ア
ナ
フ
ァ
ト
州
レ
オ
ン
市
に
在
レ
オ
ン
日
本
国
総
領

事
館
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。今
で
は
、日
本
人
の
た
め
の
住

宅
建
設
、レ
ス
ト
ラ
ン・ス
ー
パ
ー
の
進
出
も
進
ん
で
い
ま

す
。当
地
に
お
け
る
日
本
語・ス
ペ
イ
ン
語
を
話
す
こ
と
の

で
き
る
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
人
材
の
需
要
も
高
ま
って
い
る
と
の

こ
と
で
す
。こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、今
後
は
、日
本
製

品・日
本
文
化
、日
本
食
な
ど
の
需
要
増
も
期
待
さ
れ
ま

す
。従
来
の
製
造
業
中
心
の
日
系
企
業
に
よ
る
メ
キ
シ
コ

進
出
も
、他
産
業・分
野
に
波
及
し
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ

れ
ま
す
。

　
一
方
、メ
キ
シ
コ
に
進
出
す
る
企
業
に
と
って
心
配
の
タ

ネ
は
当
地
の
治
安
問
題
で
あ
り
、国
内
物
流
に
お
け
る
貨

物
の
盗
難
リ
ス
ク
や
日
常
生
活
に
お
け
る
犯
罪
等
が
あ
り

ま
す
が
、州・政
府
を
あ
げ
て
の
治
安
対
策
の
強
化
に
よ
り

徐
々
に
改
善
さ
れ
つつ
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
日
本
に
と
っ
て
地
理
的
に
遠
い
メ
キ
シ
コ
で
す
が
、

2
0
1
7
年
2
月
か
ら
は
、A
N
A
が
成
田
〜
メ
キ
シ
コ

間
の
直
行
便
運
航
を
開
始
す
る
な
ど
、メ
キ
シ
コへの
ア
ク

セ
ス
は
格
段
と
よ
く
な
って
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。T
P
P
の
成
立
に
つ
い
て
不
透
明
な
部
分
は
多
い
で

す
が
、日
本
企
業・在
留
邦
人
の
増
加
に
伴
い
、日
本
と
メ

キ
シ
コ
両
国
間
の
結
び
つ
き
は
ま
す
ま
す
強
ま
って
い
く
こ

と
で
し
ょ
う
。今
後
も
、メ
キ
シ
コ
が
日
本
に
とって
熱
い
国

と
なって
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
ニュ
ー
ヨ
ー
ク
駐
在
員
事
務
所
　
蒲
原 

直
樹
）

日
系
企
業
の
メ
キ
シ
コ
進
出

最
後
に

日
本
と
メ
キ
シ
コ
の
関
係

（ニューヨーク駐在員事務所）

【日本-メキシコ、二国間の貿易額】 【メキシコのインフラ網（例：高速道、港湾）】【主な日系企業のメキシコの拠点】

（注）予定、合弁を含む。複数の州に拠点を持つ企業もある。
（出所）日本経済新聞社（注）1カ国複数都市が調査対象となっている場合は平均値を用いている。

（出所）JETRO メキシコ・リスクマネジメント研究会報告書「投資コスト比較調査」

（百万ドル）

【製造業労働者（一般工レベル）の月給比較（2014～2015年）】
（単位：ドル）

・日本の全貿易額に占めるメキシコのシェア（2015年/IMF）　輸出 1.7％　輸入 0.7％
・メキシコの全貿易額に占める日本のシェア（2015年/IMF）　輸出 0.8％　輸入 4.4％
・日本の主要輸出品目
自動車部品、自動車、鉄鋼のフラットロール製品、音響・映像機器の部分品、金属加工機械等
・日本の主要輸入品目
電気機器、科学光学機器、豚肉、一般機械、塩、果実、自動車、非鉄金属鉱等
（出所）外務省、IMF

対メキシコ輸出

対メキシコ輸入

収支

9,280

2,838

6,442

2006年

6,881

2,542

4,339

2005年

10,176

3,169

7,007

2007年

9,957

3,819

6,138

2008年

6,835

2,796

4,038

2009年

9,576

3,487

6,090

2010年

対メキシコ輸出

対メキシコ輸入

収支

10,572

4,401

6,171

2012年

10,026

3,970

6,056

2011年

9,688

4,219

5,469

2013年

10,619

4,288

6,331

2014年

10,472

4,748

5,724

2015年

米州 欧州 アジア大洋州

国名

カナダ

米国

アルゼンチン

ブラジル

チリ

コロンビア

ペルー

パラグアイ

メキシコ

月給

3,680

2,958

1,375

1,012

660

602

464

392

316

国名

ドイツ

英国

フランス

スペイン

トルコ

ロシア

ハンガリー

ポーランド

ルーマニア

月給

4,013

3,349

2,851

2,368

2,261

1,091

974

917

510

国名

オーストラリア

日本

韓国

中国

マレーシア

タイ

インドネシア

インド

ベトナム

月給

3,823

2,216

1,729

443

418

363

241

233

165

（出所）在メキシコ日本国大使館
　　  （メキシコ経済・自動車産業概観-相次ぐ日系企業の進出-）
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日
本
人
に
と
って
メ
キ
シ
コ
の
イ
メ
ー
ジ
と
言
え
ば
、„
タ

コ
ス
“、„
テ
キ
ー
ラ
“、„
サ
ボ
テ
ン
“あ
た
り
で
し
ょ
う
か
。ま

た
は
、ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー
ト
の
カ
ン
ク
ン
、最
近
で
は
、ア
メ
リ

カ
大
統
領
候
補
の
ド
ナ
ル
ド・ト
ラ
ン
プ
氏
が
国
境
に
壁

を
建
設
す
る
と
言
って
い
る
国
く
ら
い
の
イ
メ
ー
ジ
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。日
本
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、な
じ

み
の
あ
る
国
と
は
言
い
難
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、今
、日

系
企
業
に
と
っ
て
メ
キ
シ
コ
は
注
目
の
国
と
な
っ
て
い
ま

す
。特
に
自
動
車
関
連
産
業
を
中
心
と
し
て
、日
系
企
業

の
メ
キ
シ
コ
進
出
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　
メ
キ
シ
コ
の
日
系
企
業
数
は
、2
0
0
5
年
に
は

3
2
6
社
ほ
ど
だ
っ
た
の
で
す
が
、2
0
1
5
年
に
は
約

3
倍
の
9
5
7
社
へ
と
増
加
し
て
い
ま
す
。2
0
1
9
年

か
ら
は
ト
ヨ
タ
自
動
車
も
メ
キ
シ
コ
の
中
央
高
地
に
位
置

す
る
グ
ア
ナ
フ
ァ
ト
州
に
本
格
進
出
す
る
な
ど
、今
後
も

自
動
車
関
連
産
業
を
中
心
に
日
系
企
業
の
メ
キ
シ
コ
進
出

は
続
い
て
い
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
、日
系
企
業
の
進
出
は
自
動
車
メ
ー

カ
ー
が
中
心
と
な
って
い
ま
す
が
、自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
進

出
す
れ
ば
、自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
も
進
出
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。日
系
企
業
の
工
場
が
進
出
す
れ
ば
、日

本
人
社
員
が
増
え
る
で
し
ょ
う
し
、そ
の
家
族
も
つ
い
て
く

る
こ
と
で
在
メ
キ
シ
コ
の
日
本
人
が
増
え
て
く
る
こ
と
で

し
ょ
う
。メ
キ
シ
コ
国
内
の
在
留
邦
人
数
も
い
ま
や
1
万

人
に
達
す
る
勢
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。日
本
人
が
増
え
れ

ば
、メ
キ
シ
コ
各
地
に
日
本
人
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
、

製
造
メ
ー
カ
ー
に
限
ら
ず
、食
品
や
レ
ス
ト
ラ
ン・医
療・教

育
と
いっ
た
日
本
人
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
企
業

が
増
え
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。今
後
ま
す
ま
す
、

日
本
と
メ
キ
シ
コ
の
関
係
が
深
く
な
っ
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
で
は
、な
ぜ
メ
キ
シ
コ
に
は
こ
ん
な
に
も
日
系
企
業
が
進

出
し
、そ
の
存
在
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
って
き
た
の
で

し
ょ
う
か
？
メ
キ
シ
コ
と
い
う
国
、そ
し
て
、そ
の
魅
力
に
つ

い
て
レ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

　
メ
キ
シ
コ
は
、北
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
南
部
に
位
置
し
、面

積
は
日
本
の
約
5
倍
、人
口
は
約
1
億
3
千
万
人
、

2
0
1
5
年
の
名
目
G
D
P（
U
S
ド
ル
）ラ
ン
キ
ン
グ
は

世
界
第
15
位
、O
E
C
D（
経
済
協
力
開
発
機
構
）に
加

盟
し
て
い
る
先
進
国
の
ひ
と
つ
で
す
。ア
メ
リ
カ
大
陸
で

は
、ア
メ
リ
カ
、ブ
ラ
ジ
ル
、カ
ナ
ダ
に
次
ぐ
規
模
の
経
済
大

国
で
あ
り
、過
去
5
年
間
の
人
口
増
加
率
は
年
率
平
均
1

･4
％
で
平
均
年
齢
は
27
歳
と
若
い
人
口
構
成
に
なって
い

ま
す
。今
後
も
経
済
成
長
が
見
込
め
る
国
の
ひ
と
つ
と

なって
い
ま
す
。

　
メ
キ
シ
コ
は
、1
4
2
8
年
に
メ
キ
シ
コ
中
央
部
に
誕
生

し
た
ア
ス
テ
カ
帝
国
が
1
5
2
1
年
に
ス
ペ
イ
ン
に
よって

滅
ぼ
さ
れ
た
あ
と
、約
3
0
0
年
に
わ
た
って
ス
ペ
イ
ン
に

よ
る
統
治
を
受
け
ま
し
た
。ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
な
ど
に

触
発
さ
れ
た
こ
と
で
、1
8
1
0
年
か
ら
独
立
戦
争
が
始

ま
り
、1
8
2
1
年
に
は
ス
ペ
イ
ン
か
ら
独
立
。そ
の
後
、

ア
メ
リ
カ
と
の
戦
争
や
内
戦
状
態
、メ
キ
シ
コ
革
命
を
経
て

現
在
に
至
り
ま
す
。現
在
は
、2
0
1
2
年
に
就
任
し
た

ペニ
ャ・ニ
エ
ト
大
統
領
の
も
と
で
、エ
ネ
ル
ギ
ー
改
革
、財

政
改
革
、通
信
改
革
、教
育
改
革
、政
治・選
挙
制
度
改
革

及
び
労
働
改
革
に
着
手
し
、憲
法
改
正
や
関
連
法
案
等

を
成
立
さ
せ
、大
規
模
か
つ
迅
速
に
構
造
改
革
を
進
展
さ

せ
て
い
ま
す
。

　
1
9
6
5
年
に
マ
キ
ラ
ド
ー
ラ
と
呼
ば
れ
る
税
制
優
遇

措
置
が
制
定
さ
れ
外
国
資
本
誘
致
の
た
め
の
保
税
加
工

制
度
が
導
入
さ
れ
て
か
ら
は
、ア
メ
リ
カ
や
日
本
を
は
じ
め

多
く
の
国
が
メ
キ
シ
コへ
投
資
し
て
き
ま
し
た
。1
9
9
4

年
に
N
A
F
T
A（
北
米
自
由
貿
易
協
定
）が
締
結
さ
れ

て
か
ら
は
、世
界
最
大
の
経
済
大
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
へ
関

税
な
し
で
輸
出
で
き
る
と
い
う
利
点
も
相
ま
って
、急
速
に

注
目
を
浴
び
る
存
在
と
な
り
ま
し
た
。自
由
貿
易
主
義
を

貫
く
メ
キ
シ
コ
は
、F
T
A（
自
由
貿
易
協
定
）の
締
結
を

積
極
的
に
進
め
て
き
た
結
果
、現
在
で
は
世
界
46
カ
国
と

の
間
で
締
結
す
る
に
至
って
い
ま
す
。

　
メ
キ
シ
コ
の
F
T
A
締
結
国
は
、ア
メ
リ
カ・日
本・E
U

等
の
主
要
な
先
進
国
を
は
じ
め
と
し
て
、多
数
の
中
南
米

諸
国
も
含
ま
れ
ま
す
。多
数
の
国
に
無
税
で
輸
出
で
き
る

F
T
A
網
を
利
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、メ
キ
シ
コ
を
重
要

な
輸
出
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
る
動
き
が
広
が
って
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、地
理
的
に
も
、ア
メ
リ
カ
大
陸
の
中
間
に
位
置

し
、太
平
洋
と
大
西
洋
側
の
両
岸
に
コ
ン
テ
ナ
港
を
持
って

い
る
こ
と
か
ら
、北
ア
メ
リ
カ
と
南
ア
メ
リ
カ
、太
平
洋
と

大
西
洋
を
つ
な
ぐ
重
要
な
拠
点
と
なって
お
り
ま
す
。

　
現
在
交
渉
中
の
T
P
P（
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連

携
協
定
）に
も
メ
キ
シ
コ
は
参
加
し
て
お
り
、T
P
P
締
結

の
際
に
は
、現
在
締
結
が
遅
れ
て
い
る
ア
ジ
ア
大
洋
州
諸

国
と
の
F
T
A
締
結
と
な
る
こ
と
か
ら
、メ
キ
シ
コ
の
魅

力
は
さ
ら
に
増
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
と
メ
キ
シ
コ
の
交
流
の
歴
史
は
、約
4
0
0
年
前

の
江
戸
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。伊
達
政
宗
の
命

を
受
け
た
支
倉
常
長
ら
慶
長
遣
欧
使
節
団
が
立
ち
寄
っ

た
メ
キ
シ
コ
で
す
が
、そ
の
後
は
江
戸
幕
府
の
鎖
国
に
よ
り

一
旦
は
交
流
が
途
絶
え
ま
し
た
。明
治
維
新
に
よ
る
日
本

の
開
国
に
伴
い
、再
び
交
流
が
始
ま
り
二
国
間
で
通
商
条

約
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、1
8
8
8
年（
明
治
21
年
）に
日
本
が
メ
キ
シ
コ

と
締
結
し
た
日
墨
修
好
通
商
条
約（
墨
＝
メ
キ
シ
コ
）は
、

日
本
に
と
って
事
実
上
は
じ
め
て
の
平
等
条
約
で
も
あ
り

ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
長
い
歴
史
を
持
つ
日
本
と
メ
キ
シ
コ
の
関
係

は
、2
0
0
5
年
4
月
に
発
効
と
なっ
た「
日
本・メ
キ
シ
コ

経
済
連
携
協
定（
日
墨
E
P
A
）」に
よ
り
、ビ
ジ
ネ
ス
面
に

お
い
て
も
よ
り
強
固
な
も
の
と
な
り
、二
国
間
の
貿
易
額
は

2
0
0
5
年
以
降
、輸
出
入
と
も
に
増
加
し
続
け
て
い
ま

す
。本
協
定
は
農
産
品
分
野
を
含
む
本
格
的
な
F
T
A
と

な
って
お
り
、物・品・人・サ
ー
ビ
ス・資
本
の
自
由
化
お
よ

び
円
滑
化
、競
争
政
策
、ビ
ジ
ネ
ス
環
境
整
備
な
ど
に
つ
い

て
取
り
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
日
墨
E
P
A
に
基
づ
く

特
恵
関
税
率
適
用
に
よ
り
、日
本
は
ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ
メ
キ

シ
コ
農
産
品
の
輸
出
先
と
な
り
ま
し
た
。一
方
で
、日
墨

E
P
A
の
締
結
に
よ
り
、日
本
は
N
A
F
T
A
や
E
U・メ

キ
シ
コ
F
T
A
な
ど
を
利
用
し
て
、関
税
面
で
の
優
位
性
を

築
い
て
い
た
メ
キ
シ
コ
市
場
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
環
境
が

整
っ
た
こ
と
か
ら
、日
系
企
業
の
メ
キ
シ
コ
進
出
が
近
年
、盛

ん
に
なって
き
ま
し
た
。そ
の
な
か
で
も
、特
に
自
動
車
産
業

の
メ
キ
シ
コ
進
出
が
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、メ
キ
シ
コ
に
は
世
界
各
国
の
製
造
業
が
こ
ぞ
って

進
出
を
し
て
い
ま
す
。一
般
的
に
メ
キ
シ
コ
に
は
、以
下
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

① 

地
理
的
な
メ
リ
ッ
ト
：
世
界
有
数
の
経
済
大
国
で
あ

る
ア
メ
リ
カ
へ
陸
続
き
で
隣
接
し
て
お
り
、中
南
米
諸

国
と
も
近
接
し
て
い
る
。ま
た
、太
平
洋・大
西
洋
の

双
方
に
港
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
四
方
面
への
ア

ク
セ
ス
が
非
常
に
便
利
と
なって
い
る
。

② 

貿
易
政
策
：
メ
キ
シ
コ
は
、ア
メ
リ
カ・E
U・中
南
米

諸
国
と
F
T
A
を
積
極
的
に
締
結
し
て
お
り
、そ
の

数
は
今
や
世
界
46
カ
国
と
な
って
い
る
。こ
う
し
た
関

税
面
で
の
優
遇
を
享
受
で
き
る
こ
と
も
あ
って
、各
国

に
と
って
メ
キ
シ
コ
の
生
産
拠
点
、貿
易
の
重
要
拠
点

と
し
て
の
魅
力
が
増
し
て
い
る
。

③ 

労
働
コ
ス
ト
：
若
い
人
口
構
成
か
つ
穏
健
な
労
働
組

合
の
存
在
も
あ
り
、中
国
や
ブ
ラ
ジ
ル
等
の
新
興
国

で
労
働
コ
ス
ト
が
上
昇
す
る
な
か
、安
価
な
労
働
コ
ス

ト
と
低
く
安
定
し
た
賃
金
上
昇
率
を
保
って
い
る
。賃

金
水
準
は
中
国・マ
レ
ー
シ
ア・タ
イ・イ
ン
ド
な
ど
と

同
程
度
と
なって
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
魅
力
を
も
つ
メ
キ
シ
コ
に
は
世
界
各
国
の

製
造
業
、と
り
わ
け
欧
米
系
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
進
出

し
て
い
ま
し
た
が
、近
年
、日
系
完
成
車
メ
ー
カ
ー
各
社

の
本
格
進
出
、さ
ら
に
自
動
車
部
品・鉄
鋼
等
企
業
の
進

出
が
活
発
と
な
っ
て
い
ま
す
。メ
キ
シ
コ
は
日
本
の
自
動

車
産
業
に
と
っ
て
、米
州
展
開
の
戦
略
拠
点
に
変
化
し
て

き
て
い
ま
す
。

　
メ
キ
シ
コ
の
2
0
1
5
年
の
自
動
車（
大
型
バ
ス・ト

ラ
ッ
ク
除
く
）生
産
台
数
は
3
3
9
万
9
，0
7
6
台
、輸

出
台
数
は
2
7
5
万
8
，8
9
6
台
と
い
ず
れ
も
過
去
最

高
と
な
り
、2
年
連
続
で
中
南
米
最
大
の
自
動
車
生
産

国
と
な
り
ま
し
た
。そ
の
な
か
で
、日
系
企
業
の
占
め
る
割

合
も
増
加
し
て
い
ま
す
。ま
た
、日
本
の
メ
キ
シ
コ
国
内
へ

の
対
内
直
接
投
資
額
は
、自
動
車
産
業
を
中
心
に
13
億

2
，8
9
0
万
ド
ル
で
あ
り
、ア
メ
リ
カ・ス
ペ
イ
ン
に
次
ぐ

第
3
位
と
なって
い
ま
す
。と
り
わ
け
日
本
か
ら
の
投
資
の

う
ち
、製
造
業
は
11
億
9
，4
2
0
万
ド
ル
と
ほ
ぼ
9
割

を
占
め
、う
ち
自
動
車
産
業（
完
成
車
、自
動
車
部
品
製

造
）が
9
億
2
，0
8
0
万
ド
ル
と
なって
い
ま
す
。

　
メ
キ
シ
コ
は
現
地
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
数
が
少
な
く
、サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
基
盤
が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、現
地

調
達
比
率
が
低
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。今
後
も
、

日
系
完
成
車
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
投
資
計
画
の
増
加
に
伴

い
、日
系
の
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
の
進
出
が
増
加
し
て

い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
様
々
な
側
面
か
ら
メ
キ
シ
コ
と
い
う
国
を
み

て
き
ま
し
た
が
、日
本
と
メ
キ
シ
コ
の
関
係
は
今
後
も
、よ

り
いっ
そ
う
深
い
つ
な
が
り
が
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
。今
ま
で
は
、日
系
完
成
車
メ
ー
カ
ー
中
心
で

あ
っ
た
自
動
車
産
業
の
進
出
も
、メ
キ
シ
コ
に
お
け
る
自
動

車
生
産
台
数
の
増
加
に
伴
って
、自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー

各
社（
一
次
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
：
T
i
e
r
1
企
業
だ
け
で

な
く
、二
次
、三
次
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
：
T
i
e
r
2
，3
）

の
進
出
も
増
え
て
い
ま
す
。日
系
企
業
進
出
数
の
増
加
に

よ
っ
て
、日
本
人
社
員
や
そ
の
家
族
も
含
め
た
駐
在
員
の

数
も
ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

2
0
1
6
年
1
月
に
は
、良
好
な
二
国
間
関
係
な
ら
び
に

中
央
高
原（
バ
ビ
オ
）地
域
を
中
心
と
し
た
進
出
日
本
企

業
及
び
こ
れ
に
伴
う
現
地
在
留
邦
人
の
増
加
等
を
背
景

に
、グ
ア
ナ
フ
ァ
ト
州
レ
オ
ン
市
に
在
レ
オ
ン
日
本
国
総
領

事
館
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。今
で
は
、日
本
人
の
た
め
の
住

宅
建
設
、レ
ス
ト
ラ
ン・ス
ー
パ
ー
の
進
出
も
進
ん
で
い
ま

す
。当
地
に
お
け
る
日
本
語・ス
ペ
イ
ン
語
を
話
す
こ
と
の

で
き
る
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
人
材
の
需
要
も
高
ま
って
い
る
と
の

こ
と
で
す
。こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、今
後
は
、日
本
製

品・日
本
文
化
、日
本
食
な
ど
の
需
要
増
も
期
待
さ
れ
ま

す
。従
来
の
製
造
業
中
心
の
日
系
企
業
に
よ
る
メ
キ
シ
コ

進
出
も
、他
産
業・分
野
に
波
及
し
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ

れ
ま
す
。

　
一
方
、メ
キ
シ
コ
に
進
出
す
る
企
業
に
と
って
心
配
の
タ

ネ
は
当
地
の
治
安
問
題
で
あ
り
、国
内
物
流
に
お
け
る
貨

物
の
盗
難
リ
ス
ク
や
日
常
生
活
に
お
け
る
犯
罪
等
が
あ
り

ま
す
が
、州・政
府
を
あ
げ
て
の
治
安
対
策
の
強
化
に
よ
り

徐
々
に
改
善
さ
れ
つつ
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
日
本
に
と
っ
て
地
理
的
に
遠
い
メ
キ
シ
コ
で
す
が
、

2
0
1
7
年
2
月
か
ら
は
、A
N
A
が
成
田
〜
メ
キ
シ
コ

間
の
直
行
便
運
航
を
開
始
す
る
な
ど
、メ
キ
シ
コへの
ア
ク

セ
ス
は
格
段
と
よ
く
な
って
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。T
P
P
の
成
立
に
つ
い
て
不
透
明
な
部
分
は
多
い
で

す
が
、日
本
企
業・在
留
邦
人
の
増
加
に
伴
い
、日
本
と
メ

キ
シ
コ
両
国
間
の
結
び
つ
き
は
ま
す
ま
す
強
ま
って
い
く
こ

と
で
し
ょ
う
。今
後
も
、メ
キ
シ
コ
が
日
本
に
とって
熱
い
国

と
なって
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
ニュ
ー
ヨ
ー
ク
駐
在
員
事
務
所
　
蒲
原 

直
樹
）

日
系
企
業
の
メ
キ
シ
コ
進
出

最
後
に

日
本
と
メ
キ
シ
コ
の
関
係

（ニューヨーク駐在員事務所）

【日本-メキシコ、二国間の貿易額】 【メキシコのインフラ網（例：高速道、港湾）】【主な日系企業のメキシコの拠点】

（注）予定、合弁を含む。複数の州に拠点を持つ企業もある。
（出所）日本経済新聞社（注）1カ国複数都市が調査対象となっている場合は平均値を用いている。

（出所）JETRO メキシコ・リスクマネジメント研究会報告書「投資コスト比較調査」

（百万ドル）

【製造業労働者（一般工レベル）の月給比較（2014～2015年）】
（単位：ドル）

・日本の全貿易額に占めるメキシコのシェア（2015年/IMF）　輸出 1.7％　輸入 0.7％
・メキシコの全貿易額に占める日本のシェア（2015年/IMF）　輸出 0.8％　輸入 4.4％
・日本の主要輸出品目
自動車部品、自動車、鉄鋼のフラットロール製品、音響・映像機器の部分品、金属加工機械等
・日本の主要輸入品目
電気機器、科学光学機器、豚肉、一般機械、塩、果実、自動車、非鉄金属鉱等
（出所）外務省、IMF
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国名

カナダ

米国

アルゼンチン

ブラジル

チリ

コロンビア

ペルー

パラグアイ

メキシコ

月給

3,680

2,958

1,375

1,012

660

602

464

392

316

国名

ドイツ

英国

フランス

スペイン

トルコ

ロシア

ハンガリー

ポーランド

ルーマニア

月給

4,013

3,349

2,851

2,368

2,261

1,091

974

917

510

国名

オーストラリア

日本

韓国

中国

マレーシア

タイ

インドネシア

インド

ベトナム

月給

3,823

2,216

1,729

443

418

363

241

233

165

（出所）在メキシコ日本国大使館
　　  （メキシコ経済・自動車産業概観-相次ぐ日系企業の進出-）
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香
港
は
、自
由
な
外
貨
管
理
、優
れ
た
資
本・金
融
市

場
、世
界
最
大
の
オ
フ
シ
ョ
ア
人
民
元
市
場
、簡
素
か
つ

低
税
率
な
税
制
、中
国
返
還
後
も
『
一
国
二
制
度
』の

下
で
、英
国
法
に
準
拠
し
た
法
制
度
の
完
備
、国
際
人

材
が
豊
富
と
い
っ
た
面
か
ら
地
域
統
括
会
社
の
設
置
候

補
地
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
一
方
で
、香
港

と
同
様
に
地
域
統
括
会
社
の
設
置
候
補
地
と
し
て
候

補
に
挙
が
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
比
べ
て
、政
府
の
積
極
的

な
関
与
や
優
遇
税
制
が
な
い
こ
と
が
地
域
統
括
会
社

誘
致
に
不
利
に
働
い
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
地
域
統
括
会
社
の
重
要
な
役
割・機
能
の
一
つ

で
あ
る
グ
ル
ー
プ
内
キ
ャ
ッ
シ
ュマ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う

上
で
税
務
上
の
取
扱
い
に
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
る
問
題

も
香
港
は
抱
え
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
二
つ
の
課
題
を
解
決
す
る
べ
く
、香
港
特
別

行
政
区
は
2
0
1
5
年
12
月
に
地
域
統
括
会
社
向
け

の
優
遇
税
制
を
含
む
税
制
改
正
案
を
公
示
し
、同
年
同

月
に
立
法
議
会
で
審
議
が
開
始
さ
れ
、翌
年（
　
年
）6

月
に
法
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、現
在
ア

ジ
ア
各
国
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
地
域
統
括
会
社
誘

致
を
巡
る
熾
烈
な
競
争
に
拍
車
が
か
か
る
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　　
日
系
企
業
は
国
内
需
要
が
伸
び
悩
む
中
、コ
ス
ト
削

減
の
為
に
生
産
拠
点
を
労
働
コ
ス
ト
の
安
い
ア
ジ
ア
に

求
め
ま
し
た
。そ
の
後
の
ア
ジ
ア
は
経
済
発
展
に
伴
う

消
費
市
場
と
し
て
魅
力
が
高
ま
り
、ま
た
は
災
害・テ
ロ

等
の
発
生
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
た
め
に
ア
ジ
ア
の
複
数

国
に
拠
点
を
持
つ
日
系
企
業
が
増
え
て
き
ま
し
た
。そ

の
為
、国
を
跨
ぎ
拠
点
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
、複
数
の

重
複
す
る
企
業
活
動（
財
務
機
能
、労
務
機
能
、販
売

推
進
機
能
な
ど
）を
集
約
し
効
率
よ
く
運
営
し
た
い
、

ま
た
は
各
国
の
情
報
を
い
ち
早
く
把
握
し
た
い
と
い
う

日
本
本
社
の
思
惑
と
し
て
、生
産
拠
点
・
消
費
市
場
に

近
い
地
域
に
ま
と
め
役
と
な
る
地
域
統
括
会
社
を
設

置
、活
用
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。設
置
さ
れ
る

地
域
統
括
会
社
に
管
理
す
る
会
社
の
持
ち
株
を
保
有

す
る
か
し
な
い
か
に
よ
り
、大
き
く
2
つ
の
形
態
に
分
類

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。地
域
統
括
会
社
が
株
式
を
保

有
す
る
場
合
に
は
、会
社
の
所
有
者
と
し
て
強
い
ガ
バ
ナ

ン
ス
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
地
域
統
括
会
社
の
役
割
は
、日
本

本
社
に
代
わ
り
、そ
の
地
域
の
ま
と
め
役
と
し
て
活
動

す
る
こ
と
で
あ
り
、国・地
域
に
分
散
し
た
子
会
社
の
業

務
の一部
を
代
行
し
、効
率
的
に
運
営
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。主
な
活
動
機
能
と
し
て
、以
下
の
5
つ

の
機
能
が
あ
り
ま
す
。

経
営
企
画
機
能
：
地
域
全
体
の
経
営
戦
略
の
立

案
、投
資
計
画・中
期
経
営
計
画
の
立
案

業
務
支
援
機
能
：
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
業
務（
人
事
、

法
務
、税
務
、会
計
、内
部
統
制
な
ど
）を
集
約・統

合
す
る
こ
と
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
と
効
率
化

持
ち
株
機
能
：
子
会
社
へ
の
投
下
資
本
を
配
当
と

し
て
回
収・再
投
資

金
融
・
財
務
統
括
機
能
：
子
会
社
間
で
の
資
金
の

有
効
活
用

為
替
リ
ス
ク
の
一
括
管
理
に
よ
る
全
体
と
し
て
の

為
替
リ
ス
ク
軽
減

資
金
調
達
窓
口
の
一
本
化

リ
イ
ン
ボ
イ
ス
に
よ
る
商
流
管
理

販
売・物
流・生
産
管
理・技
術
支
援
統
括
機
能
：

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、新
規
販
売
先
開
拓
、仕
入・物
流

の
管
理

　
こ
の
よ
う
な
機
能
を
日
本
本
社
に
代
わ
り
調
整
す
る

為
、地
域
統
括
会
社
に
は
様
々
な
権
限
が
委
譲
さ
れ
、

迅
速
な
意
思
決
定
を
任
さ
れ
て
い
ま
す（
ま
た
、そ
う
あ

る
べ
き
）。ま
た
一
つ
の
地
域
統
括
会
社
が
全
て
の
機
能

を
併
せ
持
つ
必
要
は
な
く
、各
機
能
ご
と
に
分
散
し
て

複
数
の
地
域
統
括
会
社
を
設
置
し
て
い
る
企
業
も
あ
り

ま
す（
コ
ス
ト
は
必
然
と
高
く
つ
き
ま
す
）。

　
一
方
、業
務
を
委
託
し
た
子
会
社
で
は
、本
業（
製
造

な
ど
）に
専
念
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、生
産
性
の
向

上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。※
機
能
集
約
例
お
よ
び
業
務
集

約
例
は
図
1
，2
を
参
照

　　
地
域
統
括
会
社
を
積
極
的
に
誘
致
す
る
ア
ジ
ア
各
国

は
様
々
な
投
資
優
遇
制
度
を
導
入（
香
港
は
　
年
4
月

以
降
）し
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、優
遇
税
制
以
外
に

も
企
業
が
ど
こ
の
国・地
域
に
地
域
統
括
会
社
を
設
置

す
る
か
を
判
断
す
る
上
で
重
要
な
こ
と
は
、以
下
5
項

目
が
揃
って
い
る
こ
と
が
大
前
提
と
な
り
ま
す
。

地
理
的
優
位
性
：
管
轄
地
域
へ
の
ア
ク
セ
ス

金
融
セ
ン
タ
ー
の
存
在
：
資
金
調
達
の
利
便
性

充
実
し
た
イ
ン
フ
ラ
整
備（
情
報
通
信
、生
活
環

境
、医
療
環
境
、物
流
）：
駐
在
員
の
居
住
環
境
、

円
滑
な
物
流

政
治
の
安
定
性
と
各
種
法
制
度
の
透
明
性
：
長
期

的
経
営
判
断
が
可
能

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
確
保
の
し
や
す
さ（
語
学
、教

育
水
準
の
高
さ
）：
ビ
ジ
ネ
ス
能
力
の
高
さ

　　　
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、香
港
政
府
は
今
ま
で
地
域

統
括
会
社
向
け
優
遇
税
制
を
有
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し

た
。そ
の
理
由
と
し
て
、香
港
に
は
競
争
力
の
高
い
ビ
ジ

ネ
ス
環
境
が
整
っ
て
お
り
、尚
且
つ
簡
素
で
低
税
率（
通

常
の
法
人
税
が
16
･5
％
、オ
フ
シ
ョ
ア
所
得・キ
ャ
ピ
タ

ル
ゲ
イ
ン
非
課
税
）な
税
制
度
が
既
に
存
在
し
て
い
た

為
で
す
。し
か
し
な
が
ら
、ア
ジ
ア
各
国
が
産
業
の
高
度

化
や
雇
用
増
加
を
目
的
に
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
誘
致
の
為

の
各
種
優
遇
措
置
を
強
化
し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、相

対
的
に
香
港
の
魅
力
が
低
下
し
て
き
て
い
ま
し
た
。そ

の
為
、今
年
6
月
に
財
務
・
金
融
統
括
機
能
を
持
つ
地

域
統
括
会
社（
香
港
で
は
C
T
C
：C

orporate 

T
reasury 

C
enters

と
呼
称
さ
れ
る
）向
け
優
遇
税

制
を
含
む
税
務
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。以
下
に

C
T
C
に
関
す
る
主
な
改
正
ポ
イ
ン
ト
を
示
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

適
格
C
T
C
の
適
正
な
利
益
に
対
す
る
優
遇
税
率

適
用
：
通
常
16
･5
％
↓
8
･25
％

適
格
C
T
C
と
は
、以
下
の
3
つ
タ
イ
プ
の
い
ず
れ

か
の
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
　

対
象
年
度
に
お
い
て
香
港
で
以
下
の
よ
う
な
機
能

の
み
を
行
っ
て
い
る【
専
門
型
C
T
C
】

香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
の
貸
付・グ
ル
ー
プ
会
社

か
ら
の
借
入

香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
に
対
す
る
コ
ー
ポ
レ
ー

ト・ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス（
企
業
財
務
サ
ー
ビ
ス

な
ど
）の
提
供

香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
に
対
す
る
コ
ー
ポ
レ
ー

ト・ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
取
引（
借
入
れ
に
対
す
る
保
証
、

ス
タ
ン
ド
バ
イ
L
C
、為
替
ヘッ
ジ
取
引
な
ど
）の
開

始・契
約
締
結
　

セ
ー
フ
ハ
ー
バ
ー
ル
ー
ル
を
満
た
し
て
い
る

【
多
機
能
型
C
T
C
】

利
益
と
資
産
の
う
ち
75
％
以
上
が
C
T
C
の
機
能

に
よ
る
も
の

内
国
歳
入
庁
長
官
に
よ
る
認
定
を
受
け
る
必
要

【
認
定
型
C
T
C
】 

　
詳
細
は
表
2
を
参
照

C
T
C
が
香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
に
支
払
っ
た

借
入
金
利
息
の
損
金
算
入
が
可
能
　

香
港
で
コ
ー
ポ
レ
ー
ト・ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
活
動
に
基
づ

く
香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
か
ら
の
借
入
に
対
す

る
利
払
い
利
息
が
、一
定
の
条
件
を
満
た
す
場
合

に
は
、損
金
算
入
が
可
能
と
な
り
、税
務
上
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
の
解
消
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

※
詳
細
は
表
3
を
参
照

 

香
港
を
中
心
に
各
国
の
優
遇
内
容
を
紹
介
し
ま
し
た

が
、優
遇
の
恩
恵
を
受
け
る
に
は
各
国
そ
れ
ぞ
れ
の
優

遇
条
件
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。し
か
し

な
が
ら
、税
制
の
優
遇
を
与
え
る
国
側
の
立
場
か
ら
す

る
と
当
然
税
収
が
減
る
わ
け
で
す
か
ら
、そ
の
対
価
と

し
て
相
応
の
投
資
金
額
、雇
用
拡
大
な
ど
の
厳
し
い
条

件
が
地
域
統
括
会
社
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
が
実
態
で

す
。香
港
大
手
会
計
事
務
所
の
担
当
者
の
話
で
は
、香

港
に
既
に
進
出
し
て
い
る
地
域
統
括
会
社
は
様
々
な
統

括
機
能
を
有
し
て
い
る
た
め
、セ
ー
フ
ハ
ー
バ
ー
ル
ー
ル

を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
厳
し
く
、今
回
新
設
さ
れ
た

C
T
C
優
遇
税
制
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
考
え
に
く
い

と
の
こ
と
で
し
た
。ま
た
タ
ッ
ク
ス・コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
主

目
的
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
地
域
統
括
会
社

で
す
が
、各
国
の
優
遇
税
制
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
は

決
し
て
容
易
で
な
い
た
め
、地
域
統
括
会
社
を
ど
こ
の

Hong Kong Representative O�ce

ア ジ ア
駐 在 員

告報

は
じ
め
に

地
域
統
括
会
社
の
役
割
・
機
能

地
域
統
括
会
社
が
設
置
さ
れ
る
理
由

Hong Kong
香港駐在員事務所

①②③④⑤

国
・
地
域
に
設
置
す
る
か
を
現
在
検
討
し
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、多
少
の
税
金
の
差
で
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、

本
来
の
目
的
で
あ
る『
管
轄
地
域
』、『
業
務
内
容
』を

重
視
し
て
設
置
場
所
を
決
定
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　
日
本
は
人
口
減
少
に
直
面
し
て
お
り
、今
後
内
需
が

大
幅
に
改
善
さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
に
く
い
環
境
と

な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
為
、中
小
企
業
を
含
む
多
く
の
日

系
企
業
が
活
躍
の
場
を
求
め
、成
長
著
し
い
ア
ジ
ア
を

中
心
と
す
る
新
興
国
へ
積
極
的
に
進
出
し
て
い
ま
す
。

既
に
当
行
顧
客
の
中
に
も
複
数
の
国
に
進
出
さ
れ
、地

域
統
括
会
社
を
設
置
さ
れ
て
い
る
会
社
も
あ
り
ま
す
。

　
A
E
C
発
足
、英
国
の
E
U
離
脱
、製
造
業
の
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
集
積
地
の
変
化
な
ど
企
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
ま
す
。そ
の
変
化

に
順
応
す
る
た
め
に
も
地
域
統
括
会
社
の
存
在
は
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。地
域
統

括
会
社
を
積
極
的
に
誘
致
し
て
い
る
国
に
は
優
遇
制
度

上
の
良
し
悪
し
だ
け
で
は
な
く
、そ
の
国
自
体
の
強
み

や
弱
み
も
存
在
し
ま
す
。ま
ず
は
会
社
が
地
域
統
括
会

社
に
”何
“を
求
め
る
の
か
目
的
を
は
っ
き
り
と
さ
せ
、設

置
対
象
国・地
域
の
様
々
な
専
門
家
に
現
地
で
相
談
さ

れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、当
行
駐
在
員
事
務
所
で
は
現

地
に
根
差
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
弁
護
士
事
務
所
、会

計
事
務
所
、コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
と
良
好
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
関
係
を
築
い
て
お
り
ま
す
。今
回
テ
ー
マ
と
し

て
取
り
上
げ
た
地
域
統
括
会
社
以
外
の
法
務
、会
計

相
談
に
つ
い
て
も
直
接
、現
地
の
専
門
家
か
ら
話
を
聞

く
こ
と
が
可
能
で
す
。是
非
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

（
香
港
駐
在
員
事
務
所
　
石
本 

恒
義
）

’16

《兄弟会社型》

A国法人
地域統括
会社

【表1 地域統括会社が持つ様々な機能】 【地域統括会社の代表的な形態】

《中間持株会社型》

日本本社

B国法人 C国法人

A国法人
地域統括会社 B国法人 C国法人

日本本社

●地域全体の経営戦略
●投資計画・中期経営計画の立案

経営企画機能

●バックオフィス業務（人事、法務、会計、内部統制など）を地域単位で集約
  ⇒バックオフィスの効率化とコスト削減業務支援機能

●子会社間での資金の有効活用
●為替リスクの一元管理による全体としての為替リスクの軽減
●資金調達窓口の一本化
●リインボイスによる商流管理

金融・財務機能

●地域内の販売・マーケティング
●新規販売先開拓
●仕入・物流管理

販売・物流・生産管理・
技術支援機能

●子会社への投下資本を配当金として回収・再投資持ち株機能

（香港駐在員事務所）

誘
致
に
動
き
出
し
た
香
港

地
域
統
括
会
社
：
金
融
統
括
会
社

（
コ
ー
ポ
レ
ー
ト・ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
：
Ｃ
Ｔ
Ｃ
）
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香
港
は
、自
由
な
外
貨
管
理
、優
れ
た
資
本・金
融
市

場
、世
界
最
大
の
オ
フ
シ
ョ
ア
人
民
元
市
場
、簡
素
か
つ

低
税
率
な
税
制
、中
国
返
還
後
も
『
一
国
二
制
度
』の

下
で
、英
国
法
に
準
拠
し
た
法
制
度
の
完
備
、国
際
人

材
が
豊
富
と
い
っ
た
面
か
ら
地
域
統
括
会
社
の
設
置
候

補
地
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
一
方
で
、香
港

と
同
様
に
地
域
統
括
会
社
の
設
置
候
補
地
と
し
て
候

補
に
挙
が
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
比
べ
て
、政
府
の
積
極
的

な
関
与
や
優
遇
税
制
が
な
い
こ
と
が
地
域
統
括
会
社

誘
致
に
不
利
に
働
い
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
地
域
統
括
会
社
の
重
要
な
役
割・機
能
の
一
つ

で
あ
る
グ
ル
ー
プ
内
キ
ャ
ッ
シ
ュマ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う

上
で
税
務
上
の
取
扱
い
に
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
る
問
題

も
香
港
は
抱
え
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
二
つ
の
課
題
を
解
決
す
る
べ
く
、香
港
特
別

行
政
区
は
2
0
1
5
年
12
月
に
地
域
統
括
会
社
向
け

の
優
遇
税
制
を
含
む
税
制
改
正
案
を
公
示
し
、同
年
同

月
に
立
法
議
会
で
審
議
が
開
始
さ
れ
、翌
年（
　
年
）6

月
に
法
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、現
在
ア

ジ
ア
各
国
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
地
域
統
括
会
社
誘

致
を
巡
る
熾
烈
な
競
争
に
拍
車
が
か
か
る
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　　
日
系
企
業
は
国
内
需
要
が
伸
び
悩
む
中
、コ
ス
ト
削

減
の
為
に
生
産
拠
点
を
労
働
コ
ス
ト
の
安
い
ア
ジ
ア
に

求
め
ま
し
た
。そ
の
後
の
ア
ジ
ア
は
経
済
発
展
に
伴
う

消
費
市
場
と
し
て
魅
力
が
高
ま
り
、ま
た
は
災
害・テ
ロ

等
の
発
生
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
た
め
に
ア
ジ
ア
の
複
数

国
に
拠
点
を
持
つ
日
系
企
業
が
増
え
て
き
ま
し
た
。そ

の
為
、国
を
跨
ぎ
拠
点
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
、複
数
の

重
複
す
る
企
業
活
動（
財
務
機
能
、労
務
機
能
、販
売

推
進
機
能
な
ど
）を
集
約
し
効
率
よ
く
運
営
し
た
い
、

ま
た
は
各
国
の
情
報
を
い
ち
早
く
把
握
し
た
い
と
い
う

日
本
本
社
の
思
惑
と
し
て
、生
産
拠
点
・
消
費
市
場
に

近
い
地
域
に
ま
と
め
役
と
な
る
地
域
統
括
会
社
を
設

置
、活
用
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。設
置
さ
れ
る

地
域
統
括
会
社
に
管
理
す
る
会
社
の
持
ち
株
を
保
有

す
る
か
し
な
い
か
に
よ
り
、大
き
く
2
つ
の
形
態
に
分
類

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。地
域
統
括
会
社
が
株
式
を
保

有
す
る
場
合
に
は
、会
社
の
所
有
者
と
し
て
強
い
ガ
バ
ナ

ン
ス
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
地
域
統
括
会
社
の
役
割
は
、日
本

本
社
に
代
わ
り
、そ
の
地
域
の
ま
と
め
役
と
し
て
活
動

す
る
こ
と
で
あ
り
、国・地
域
に
分
散
し
た
子
会
社
の
業

務
の一部
を
代
行
し
、効
率
的
に
運
営
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。主
な
活
動
機
能
と
し
て
、以
下
の
5
つ

の
機
能
が
あ
り
ま
す
。

経
営
企
画
機
能
：
地
域
全
体
の
経
営
戦
略
の
立

案
、投
資
計
画・中
期
経
営
計
画
の
立
案

業
務
支
援
機
能
：
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
業
務（
人
事
、

法
務
、税
務
、会
計
、内
部
統
制
な
ど
）を
集
約・統

合
す
る
こ
と
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
と
効
率
化

持
ち
株
機
能
：
子
会
社
へ
の
投
下
資
本
を
配
当
と

し
て
回
収・再
投
資

金
融
・
財
務
統
括
機
能
：
子
会
社
間
で
の
資
金
の

有
効
活
用

為
替
リ
ス
ク
の
一
括
管
理
に
よ
る
全
体
と
し
て
の

為
替
リ
ス
ク
軽
減

資
金
調
達
窓
口
の
一
本
化

リ
イ
ン
ボ
イ
ス
に
よ
る
商
流
管
理

販
売・物
流・生
産
管
理・技
術
支
援
統
括
機
能
：

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、新
規
販
売
先
開
拓
、仕
入・物
流

の
管
理

　
こ
の
よ
う
な
機
能
を
日
本
本
社
に
代
わ
り
調
整
す
る

為
、地
域
統
括
会
社
に
は
様
々
な
権
限
が
委
譲
さ
れ
、

迅
速
な
意
思
決
定
を
任
さ
れ
て
い
ま
す（
ま
た
、そ
う
あ

る
べ
き
）。ま
た
一
つ
の
地
域
統
括
会
社
が
全
て
の
機
能

を
併
せ
持
つ
必
要
は
な
く
、各
機
能
ご
と
に
分
散
し
て

複
数
の
地
域
統
括
会
社
を
設
置
し
て
い
る
企
業
も
あ
り

ま
す（
コ
ス
ト
は
必
然
と
高
く
つ
き
ま
す
）。

　
一
方
、業
務
を
委
託
し
た
子
会
社
で
は
、本
業（
製
造

な
ど
）に
専
念
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、生
産
性
の
向

上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。※
機
能
集
約
例
お
よ
び
業
務
集

約
例
は
図
1
，2
を
参
照

　　
地
域
統
括
会
社
を
積
極
的
に
誘
致
す
る
ア
ジ
ア
各
国

は
様
々
な
投
資
優
遇
制
度
を
導
入（
香
港
は
　
年
4
月

以
降
）し
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、優
遇
税
制
以
外
に

も
企
業
が
ど
こ
の
国・地
域
に
地
域
統
括
会
社
を
設
置

す
る
か
を
判
断
す
る
上
で
重
要
な
こ
と
は
、以
下
5
項

目
が
揃
って
い
る
こ
と
が
大
前
提
と
な
り
ま
す
。

地
理
的
優
位
性
：
管
轄
地
域
へ
の
ア
ク
セ
ス

金
融
セ
ン
タ
ー
の
存
在
：
資
金
調
達
の
利
便
性

充
実
し
た
イ
ン
フ
ラ
整
備（
情
報
通
信
、生
活
環

境
、医
療
環
境
、物
流
）：
駐
在
員
の
居
住
環
境
、

円
滑
な
物
流

政
治
の
安
定
性
と
各
種
法
制
度
の
透
明
性
：
長
期

的
経
営
判
断
が
可
能

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
確
保
の
し
や
す
さ（
語
学
、教

育
水
準
の
高
さ
）：
ビ
ジ
ネ
ス
能
力
の
高
さ

　　　
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、香
港
政
府
は
今
ま
で
地
域

統
括
会
社
向
け
優
遇
税
制
を
有
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し

た
。そ
の
理
由
と
し
て
、香
港
に
は
競
争
力
の
高
い
ビ
ジ

ネ
ス
環
境
が
整
っ
て
お
り
、尚
且
つ
簡
素
で
低
税
率（
通

常
の
法
人
税
が
16
･5
％
、オ
フ
シ
ョ
ア
所
得・キ
ャ
ピ
タ

ル
ゲ
イ
ン
非
課
税
）な
税
制
度
が
既
に
存
在
し
て
い
た

為
で
す
。し
か
し
な
が
ら
、ア
ジ
ア
各
国
が
産
業
の
高
度

化
や
雇
用
増
加
を
目
的
に
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
誘
致
の
為

の
各
種
優
遇
措
置
を
強
化
し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、相

対
的
に
香
港
の
魅
力
が
低
下
し
て
き
て
い
ま
し
た
。そ

の
為
、今
年
6
月
に
財
務
・
金
融
統
括
機
能
を
持
つ
地

域
統
括
会
社（
香
港
で
は
C
T
C
：C

orporate 

T
reasury 

C
enters

と
呼
称
さ
れ
る
）向
け
優
遇
税

制
を
含
む
税
務
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。以
下
に

C
T
C
に
関
す
る
主
な
改
正
ポ
イ
ン
ト
を
示
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

適
格
C
T
C
の
適
正
な
利
益
に
対
す
る
優
遇
税
率

適
用
：
通
常
16
･5
％
↓
8
･25
％

適
格
C
T
C
と
は
、以
下
の
3
つ
タ
イ
プ
の
い
ず
れ

か
の
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
　

対
象
年
度
に
お
い
て
香
港
で
以
下
の
よ
う
な
機
能

の
み
を
行
っ
て
い
る【
専
門
型
C
T
C
】

香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
の
貸
付・グ
ル
ー
プ
会
社

か
ら
の
借
入

香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
に
対
す
る
コ
ー
ポ
レ
ー

ト・ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス（
企
業
財
務
サ
ー
ビ
ス

な
ど
）の
提
供

香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
に
対
す
る
コ
ー
ポ
レ
ー

ト・ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
取
引（
借
入
れ
に
対
す
る
保
証
、

ス
タ
ン
ド
バ
イ
L
C
、為
替
ヘッ
ジ
取
引
な
ど
）の
開

始・契
約
締
結
　

セ
ー
フ
ハ
ー
バ
ー
ル
ー
ル
を
満
た
し
て
い
る

【
多
機
能
型
C
T
C
】

利
益
と
資
産
の
う
ち
75
％
以
上
が
C
T
C
の
機
能

に
よ
る
も
の

内
国
歳
入
庁
長
官
に
よ
る
認
定
を
受
け
る
必
要

【
認
定
型
C
T
C
】 

　
詳
細
は
表
2
を
参
照

C
T
C
が
香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
に
支
払
っ
た

借
入
金
利
息
の
損
金
算
入
が
可
能
　

香
港
で
コ
ー
ポ
レ
ー
ト・ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
活
動
に
基
づ

く
香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
か
ら
の
借
入
に
対
す

る
利
払
い
利
息
が
、一
定
の
条
件
を
満
た
す
場
合

に
は
、損
金
算
入
が
可
能
と
な
り
、税
務
上
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
の
解
消
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

※
詳
細
は
表
3
を
参
照

 

香
港
を
中
心
に
各
国
の
優
遇
内
容
を
紹
介
し
ま
し
た

が
、優
遇
の
恩
恵
を
受
け
る
に
は
各
国
そ
れ
ぞ
れ
の
優

遇
条
件
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。し
か
し

な
が
ら
、税
制
の
優
遇
を
与
え
る
国
側
の
立
場
か
ら
す

る
と
当
然
税
収
が
減
る
わ
け
で
す
か
ら
、そ
の
対
価
と

し
て
相
応
の
投
資
金
額
、雇
用
拡
大
な
ど
の
厳
し
い
条

件
が
地
域
統
括
会
社
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
が
実
態
で

す
。香
港
大
手
会
計
事
務
所
の
担
当
者
の
話
で
は
、香

港
に
既
に
進
出
し
て
い
る
地
域
統
括
会
社
は
様
々
な
統

括
機
能
を
有
し
て
い
る
た
め
、セ
ー
フ
ハ
ー
バ
ー
ル
ー
ル

を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
厳
し
く
、今
回
新
設
さ
れ
た

C
T
C
優
遇
税
制
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
考
え
に
く
い

と
の
こ
と
で
し
た
。ま
た
タ
ッ
ク
ス・コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
主

目
的
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
地
域
統
括
会
社

で
す
が
、各
国
の
優
遇
税
制
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
は

決
し
て
容
易
で
な
い
た
め
、地
域
統
括
会
社
を
ど
こ
の

Hong Kong Representative O�ce

ア ジ ア
駐 在 員

告報

は
じ
め
に

地
域
統
括
会
社
の
役
割
・
機
能

地
域
統
括
会
社
が
設
置
さ
れ
る
理
由

Hong Kong
香港駐在員事務所

①②③④⑤

国
・
地
域
に
設
置
す
る
か
を
現
在
検
討
し
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、多
少
の
税
金
の
差
で
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、

本
来
の
目
的
で
あ
る『
管
轄
地
域
』、『
業
務
内
容
』を

重
視
し
て
設
置
場
所
を
決
定
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　
日
本
は
人
口
減
少
に
直
面
し
て
お
り
、今
後
内
需
が

大
幅
に
改
善
さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
に
く
い
環
境
と

な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
為
、中
小
企
業
を
含
む
多
く
の
日

系
企
業
が
活
躍
の
場
を
求
め
、成
長
著
し
い
ア
ジ
ア
を

中
心
と
す
る
新
興
国
へ
積
極
的
に
進
出
し
て
い
ま
す
。

既
に
当
行
顧
客
の
中
に
も
複
数
の
国
に
進
出
さ
れ
、地

域
統
括
会
社
を
設
置
さ
れ
て
い
る
会
社
も
あ
り
ま
す
。

　
A
E
C
発
足
、英
国
の
E
U
離
脱
、製
造
業
の
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
集
積
地
の
変
化
な
ど
企
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
ま
す
。そ
の
変
化

に
順
応
す
る
た
め
に
も
地
域
統
括
会
社
の
存
在
は
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。地
域
統

括
会
社
を
積
極
的
に
誘
致
し
て
い
る
国
に
は
優
遇
制
度

上
の
良
し
悪
し
だ
け
で
は
な
く
、そ
の
国
自
体
の
強
み

や
弱
み
も
存
在
し
ま
す
。ま
ず
は
会
社
が
地
域
統
括
会

社
に
”何
“を
求
め
る
の
か
目
的
を
は
っ
き
り
と
さ
せ
、設

置
対
象
国・地
域
の
様
々
な
専
門
家
に
現
地
で
相
談
さ

れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、当
行
駐
在
員
事
務
所
で
は
現

地
に
根
差
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
弁
護
士
事
務
所
、会

計
事
務
所
、コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
と
良
好
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
関
係
を
築
い
て
お
り
ま
す
。今
回
テ
ー
マ
と
し

て
取
り
上
げ
た
地
域
統
括
会
社
以
外
の
法
務
、会
計

相
談
に
つ
い
て
も
直
接
、現
地
の
専
門
家
か
ら
話
を
聞

く
こ
と
が
可
能
で
す
。是
非
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

（
香
港
駐
在
員
事
務
所
　
石
本 

恒
義
）

’16

《兄弟会社型》

A国法人
地域統括
会社

【表1 地域統括会社が持つ様々な機能】 【地域統括会社の代表的な形態】

《中間持株会社型》

日本本社

B国法人 C国法人

A国法人
地域統括会社 B国法人 C国法人

日本本社

●地域全体の経営戦略
●投資計画・中期経営計画の立案

経営企画機能

●バックオフィス業務（人事、法務、会計、内部統制など）を地域単位で集約
  ⇒バックオフィスの効率化とコスト削減業務支援機能

●子会社間での資金の有効活用
●為替リスクの一元管理による全体としての為替リスクの軽減
●資金調達窓口の一本化
●リインボイスによる商流管理

金融・財務機能

●地域内の販売・マーケティング
●新規販売先開拓
●仕入・物流管理

販売・物流・生産管理・
技術支援機能

●子会社への投下資本を配当金として回収・再投資持ち株機能

（香港駐在員事務所）

誘
致
に
動
き
出
し
た
香
港

地
域
統
括
会
社
：
金
融
統
括
会
社

（
コ
ー
ポ
レ
ー
ト・ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
：
Ｃ
Ｔ
Ｃ
）
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香
港
は
、自
由
な
外
貨
管
理
、優
れ
た
資
本・金
融
市

場
、世
界
最
大
の
オ
フ
シ
ョ
ア
人
民
元
市
場
、簡
素
か
つ

低
税
率
な
税
制
、中
国
返
還
後
も
『
一
国
二
制
度
』の

下
で
、英
国
法
に
準
拠
し
た
法
制
度
の
完
備
、国
際
人

材
が
豊
富
と
い
っ
た
面
か
ら
地
域
統
括
会
社
の
設
置
候

補
地
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
一
方
で
、香
港

と
同
様
に
地
域
統
括
会
社
の
設
置
候
補
地
と
し
て
候

補
に
挙
が
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
比
べ
て
、政
府
の
積
極
的

な
関
与
や
優
遇
税
制
が
な
い
こ
と
が
地
域
統
括
会
社

誘
致
に
不
利
に
働
い
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
地
域
統
括
会
社
の
重
要
な
役
割・機
能
の
一
つ

で
あ
る
グ
ル
ー
プ
内
キ
ャ
ッ
シ
ュマ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う

上
で
税
務
上
の
取
扱
い
に
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
る
問
題

も
香
港
は
抱
え
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
二
つ
の
課
題
を
解
決
す
る
べ
く
、香
港
特
別

行
政
区
は
2
0
1
5
年
12
月
に
地
域
統
括
会
社
向
け

の
優
遇
税
制
を
含
む
税
制
改
正
案
を
公
示
し
、同
年
同

月
に
立
法
議
会
で
審
議
が
開
始
さ
れ
、翌
年（
　
年
）6

月
に
法
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、現
在
ア

ジ
ア
各
国
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
地
域
統
括
会
社
誘

致
を
巡
る
熾
烈
な
競
争
に
拍
車
が
か
か
る
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　　
日
系
企
業
は
国
内
需
要
が
伸
び
悩
む
中
、コ
ス
ト
削

減
の
為
に
生
産
拠
点
を
労
働
コ
ス
ト
の
安
い
ア
ジ
ア
に

求
め
ま
し
た
。そ
の
後
の
ア
ジ
ア
は
経
済
発
展
に
伴
う

消
費
市
場
と
し
て
魅
力
が
高
ま
り
、ま
た
は
災
害・テ
ロ

等
の
発
生
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
た
め
に
ア
ジ
ア
の
複
数

国
に
拠
点
を
持
つ
日
系
企
業
が
増
え
て
き
ま
し
た
。そ

の
為
、国
を
跨
ぎ
拠
点
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
、複
数
の

重
複
す
る
企
業
活
動（
財
務
機
能
、労
務
機
能
、販
売

推
進
機
能
な
ど
）を
集
約
し
効
率
よ
く
運
営
し
た
い
、

ま
た
は
各
国
の
情
報
を
い
ち
早
く
把
握
し
た
い
と
い
う

日
本
本
社
の
思
惑
と
し
て
、生
産
拠
点
・
消
費
市
場
に

近
い
地
域
に
ま
と
め
役
と
な
る
地
域
統
括
会
社
を
設

置
、活
用
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。設
置
さ
れ
る

地
域
統
括
会
社
に
管
理
す
る
会
社
の
持
ち
株
を
保
有

す
る
か
し
な
い
か
に
よ
り
、大
き
く
2
つ
の
形
態
に
分
類

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。地
域
統
括
会
社
が
株
式
を
保

有
す
る
場
合
に
は
、会
社
の
所
有
者
と
し
て
強
い
ガ
バ
ナ

ン
ス
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
地
域
統
括
会
社
の
役
割
は
、日
本

本
社
に
代
わ
り
、そ
の
地
域
の
ま
と
め
役
と
し
て
活
動

す
る
こ
と
で
あ
り
、国・地
域
に
分
散
し
た
子
会
社
の
業

務
の一部
を
代
行
し
、効
率
的
に
運
営
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。主
な
活
動
機
能
と
し
て
、以
下
の
5
つ

の
機
能
が
あ
り
ま
す
。

経
営
企
画
機
能
：
地
域
全
体
の
経
営
戦
略
の
立

案
、投
資
計
画・中
期
経
営
計
画
の
立
案

業
務
支
援
機
能
：
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
業
務（
人
事
、

法
務
、税
務
、会
計
、内
部
統
制
な
ど
）を
集
約・統

合
す
る
こ
と
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
と
効
率
化

持
ち
株
機
能
：
子
会
社
へ
の
投
下
資
本
を
配
当
と

し
て
回
収・再
投
資

金
融
・
財
務
統
括
機
能
：
子
会
社
間
で
の
資
金
の

有
効
活
用

為
替
リ
ス
ク
の
一
括
管
理
に
よ
る
全
体
と
し
て
の

為
替
リ
ス
ク
軽
減

資
金
調
達
窓
口
の
一
本
化

リ
イ
ン
ボ
イ
ス
に
よ
る
商
流
管
理

販
売・物
流・生
産
管
理・技
術
支
援
統
括
機
能
：

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、新
規
販
売
先
開
拓
、仕
入・物
流

の
管
理

　
こ
の
よ
う
な
機
能
を
日
本
本
社
に
代
わ
り
調
整
す
る

為
、地
域
統
括
会
社
に
は
様
々
な
権
限
が
委
譲
さ
れ
、

迅
速
な
意
思
決
定
を
任
さ
れ
て
い
ま
す（
ま
た
、そ
う
あ

る
べ
き
）。ま
た
一
つ
の
地
域
統
括
会
社
が
全
て
の
機
能

を
併
せ
持
つ
必
要
は
な
く
、各
機
能
ご
と
に
分
散
し
て

複
数
の
地
域
統
括
会
社
を
設
置
し
て
い
る
企
業
も
あ
り

ま
す（
コ
ス
ト
は
必
然
と
高
く
つ
き
ま
す
）。

　
一
方
、業
務
を
委
託
し
た
子
会
社
で
は
、本
業（
製
造

な
ど
）に
専
念
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、生
産
性
の
向

上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。※
機
能
集
約
例
お
よ
び
業
務
集

約
例
は
図
1
，2
を
参
照

　　
地
域
統
括
会
社
を
積
極
的
に
誘
致
す
る
ア
ジ
ア
各
国

は
様
々
な
投
資
優
遇
制
度
を
導
入（
香
港
は
　
年
4
月

以
降
）し
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、優
遇
税
制
以
外
に

も
企
業
が
ど
こ
の
国・地
域
に
地
域
統
括
会
社
を
設
置

す
る
か
を
判
断
す
る
上
で
重
要
な
こ
と
は
、以
下
5
項

目
が
揃
って
い
る
こ
と
が
大
前
提
と
な
り
ま
す
。

地
理
的
優
位
性
：
管
轄
地
域
へ
の
ア
ク
セ
ス

金
融
セ
ン
タ
ー
の
存
在
：
資
金
調
達
の
利
便
性

充
実
し
た
イ
ン
フ
ラ
整
備（
情
報
通
信
、生
活
環

境
、医
療
環
境
、物
流
）：
駐
在
員
の
居
住
環
境
、

円
滑
な
物
流

政
治
の
安
定
性
と
各
種
法
制
度
の
透
明
性
：
長
期

的
経
営
判
断
が
可
能

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
確
保
の
し
や
す
さ（
語
学
、教

育
水
準
の
高
さ
）：
ビ
ジ
ネ
ス
能
力
の
高
さ

　　　
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、香
港
政
府
は
今
ま
で
地
域

統
括
会
社
向
け
優
遇
税
制
を
有
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し

た
。そ
の
理
由
と
し
て
、香
港
に
は
競
争
力
の
高
い
ビ
ジ

ネ
ス
環
境
が
整
っ
て
お
り
、尚
且
つ
簡
素
で
低
税
率（
通

常
の
法
人
税
が
16
･5
％
、オ
フ
シ
ョ
ア
所
得・キ
ャ
ピ
タ

ル
ゲ
イ
ン
非
課
税
）な
税
制
度
が
既
に
存
在
し
て
い
た

為
で
す
。し
か
し
な
が
ら
、ア
ジ
ア
各
国
が
産
業
の
高
度

化
や
雇
用
増
加
を
目
的
に
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
誘
致
の
為

の
各
種
優
遇
措
置
を
強
化
し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、相

対
的
に
香
港
の
魅
力
が
低
下
し
て
き
て
い
ま
し
た
。そ

の
為
、今
年
6
月
に
財
務
・
金
融
統
括
機
能
を
持
つ
地

域
統
括
会
社（
香
港
で
は
C
T
C
：C

orporate 

T
reasury 

C
enters

と
呼
称
さ
れ
る
）向
け
優
遇
税

制
を
含
む
税
務
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。以
下
に

C
T
C
に
関
す
る
主
な
改
正
ポ
イ
ン
ト
を
示
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

適
格
C
T
C
の
適
正
な
利
益
に
対
す
る
優
遇
税
率

適
用
：
通
常
16
･5
％
↓
8
･25
％

適
格
C
T
C
と
は
、以
下
の
3
つ
タ
イ
プ
の
い
ず
れ

か
の
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
　

対
象
年
度
に
お
い
て
香
港
で
以
下
の
よ
う
な
機
能

の
み
を
行
っ
て
い
る【
専
門
型
C
T
C
】

香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
の
貸
付・グ
ル
ー
プ
会
社

か
ら
の
借
入

香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
に
対
す
る
コ
ー
ポ
レ
ー

ト・ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス（
企
業
財
務
サ
ー
ビ
ス

な
ど
）の
提
供

香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
に
対
す
る
コ
ー
ポ
レ
ー

ト・ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
取
引（
借
入
れ
に
対
す
る
保
証
、

ス
タ
ン
ド
バ
イ
L
C
、為
替
ヘッ
ジ
取
引
な
ど
）の
開

始・契
約
締
結
　

セ
ー
フ
ハ
ー
バ
ー
ル
ー
ル
を
満
た
し
て
い
る

【
多
機
能
型
C
T
C
】

利
益
と
資
産
の
う
ち
75
％
以
上
が
C
T
C
の
機
能

に
よ
る
も
の

内
国
歳
入
庁
長
官
に
よ
る
認
定
を
受
け
る
必
要

【
認
定
型
C
T
C
】 

　
詳
細
は
表
2
を
参
照

C
T
C
が
香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
に
支
払
っ
た

借
入
金
利
息
の
損
金
算
入
が
可
能
　

香
港
で
コ
ー
ポ
レ
ー
ト・ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
活
動
に
基
づ

く
香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
か
ら
の
借
入
に
対
す

る
利
払
い
利
息
が
、一
定
の
条
件
を
満
た
す
場
合

に
は
、損
金
算
入
が
可
能
と
な
り
、税
務
上
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
の
解
消
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

※
詳
細
は
表
3
を
参
照

 

香
港
を
中
心
に
各
国
の
優
遇
内
容
を
紹
介
し
ま
し
た

が
、優
遇
の
恩
恵
を
受
け
る
に
は
各
国
そ
れ
ぞ
れ
の
優

遇
条
件
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。し
か
し

な
が
ら
、税
制
の
優
遇
を
与
え
る
国
側
の
立
場
か
ら
す

る
と
当
然
税
収
が
減
る
わ
け
で
す
か
ら
、そ
の
対
価
と

し
て
相
応
の
投
資
金
額
、雇
用
拡
大
な
ど
の
厳
し
い
条

件
が
地
域
統
括
会
社
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
が
実
態
で

す
。香
港
大
手
会
計
事
務
所
の
担
当
者
の
話
で
は
、香

港
に
既
に
進
出
し
て
い
る
地
域
統
括
会
社
は
様
々
な
統

括
機
能
を
有
し
て
い
る
た
め
、セ
ー
フ
ハ
ー
バ
ー
ル
ー
ル

を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
厳
し
く
、今
回
新
設
さ
れ
た

C
T
C
優
遇
税
制
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
考
え
に
く
い

と
の
こ
と
で
し
た
。ま
た
タ
ッ
ク
ス・コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
主

目
的
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
地
域
統
括
会
社

で
す
が
、各
国
の
優
遇
税
制
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
は

決
し
て
容
易
で
な
い
た
め
、地
域
統
括
会
社
を
ど
こ
の

優
遇
税
制
の
実
体

①②③

④⑤

①1
．

ⅰ
）

ⅱ
）

ⅲ
）

2
．

3
．

②
地
域
統
括
拠
点
を
設
置
す
る
に
当
た
っ
て

考
慮
す
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト

香
港
に
お
け
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト・

ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
セ
ン
タ
ー（
C
T
C
）の
優
遇
税
制

国
・
地
域
に
設
置
す
る
か
を
現
在
検
討
し
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、多
少
の
税
金
の
差
で
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、

本
来
の
目
的
で
あ
る『
管
轄
地
域
』、『
業
務
内
容
』を

重
視
し
て
設
置
場
所
を
決
定
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　
日
本
は
人
口
減
少
に
直
面
し
て
お
り
、今
後
内
需
が

大
幅
に
改
善
さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
に
く
い
環
境
と

な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
為
、中
小
企
業
を
含
む
多
く
の
日

系
企
業
が
活
躍
の
場
を
求
め
、成
長
著
し
い
ア
ジ
ア
を

中
心
と
す
る
新
興
国
へ
積
極
的
に
進
出
し
て
い
ま
す
。

既
に
当
行
顧
客
の
中
に
も
複
数
の
国
に
進
出
さ
れ
、地

域
統
括
会
社
を
設
置
さ
れ
て
い
る
会
社
も
あ
り
ま
す
。

　
A
E
C
発
足
、英
国
の
E
U
離
脱
、製
造
業
の
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
集
積
地
の
変
化
な
ど
企
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
ま
す
。そ
の
変
化

に
順
応
す
る
た
め
に
も
地
域
統
括
会
社
の
存
在
は
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。地
域
統

括
会
社
を
積
極
的
に
誘
致
し
て
い
る
国
に
は
優
遇
制
度

上
の
良
し
悪
し
だ
け
で
は
な
く
、そ
の
国
自
体
の
強
み

や
弱
み
も
存
在
し
ま
す
。ま
ず
は
会
社
が
地
域
統
括
会

社
に
”何
“を
求
め
る
の
か
目
的
を
は
っ
き
り
と
さ
せ
、設

置
対
象
国・地
域
の
様
々
な
専
門
家
に
現
地
で
相
談
さ

れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、当
行
駐
在
員
事
務
所
で
は
現

地
に
根
差
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
弁
護
士
事
務
所
、会

計
事
務
所
、コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
と
良
好
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
関
係
を
築
い
て
お
り
ま
す
。今
回
テ
ー
マ
と
し

て
取
り
上
げ
た
地
域
統
括
会
社
以
外
の
法
務
、会
計

相
談
に
つ
い
て
も
直
接
、現
地
の
専
門
家
か
ら
話
を
聞

く
こ
と
が
可
能
で
す
。是
非
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

（
香
港
駐
在
員
事
務
所
　
石
本 

恒
義
）

’16

【図1】
《各現法による個別運営の場合》
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《地域統括会社を活用した場合》

地域統括会社
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務
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務
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売
仕 

入

経
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企
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持 

株
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理
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造

本社（日本）
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対価 権限付与

サービス・ファイナンス・経営企画など

【図2 貿易決済の効率化例（決済代行、リインボイス）】【表2 優遇条件】

仕入先A

仕入先B

販売先C

販売先D

A国法人

本社（日本）

B国法人

C国法人
物流・決済

決済 物流

仕入先A

仕入先A

販売先A

販売先A

A国法人

日本（本社）

B国法人

C国法人

●当該年度において、CTCの中央管理と統制が香港で行われていること
●当該年度の適正な利益を生み出す活動が以下のいずれかで行われていること
　ⅰ）香港でCTC自身が行っている　ⅱ）CTCの手配によって香港で行われている 以上、香港でのビジネスの実体要件

●香港において1つ以上のコーポレート・トレジャリー活動のみを行っている企業
●以下のⅰ）又はⅱ）のセーフハーバールールのいずれかを満たす企業
　ⅰ）単年度セーフハーバールール

・財務統括会社の全利益に占めるコーポレート・トレジャリー活動に基づく利益の割合が75％以上
・財務統括会社の総資産に占めるコーポレート・トレジャリー活動に係る資産の割合が75％以上

　ⅱ）複数年度のセーフハーバールール
・直近2もしくは3年間の財務統括会社の全利益に占めるコーポレート・トレジャリー活動に基づく利益の割合の平均値が75％以上
・直近2もしくは3年間の財務統括会社の総資産に占めるコーポレート・トレジャリー活動に係る資産の割合の平均値が75％以上

●内国歳入庁長官の認定を受けた企業

●香港外のグループ会社に対する貸付・借入業務
●香港外のグループ会社に対するコーポレート・トレジャリーサービス
●香港外のグループ企業の事業に関して、財務統括会社が自己勘定で行うコーポレート・トレジャリー取引

●2016年4月1日以降に受領又は発生した利益に対して適用

対象企業（資格要件）

適用対象範囲

対象企業（事業要件）
※金融機関を除く

適格コーポレート・
トレジャリー活動

本社（日本）

地域統括会社

（香港駐在員事務所）
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香
港
は
、自
由
な
外
貨
管
理
、優
れ
た
資
本・金
融
市

場
、世
界
最
大
の
オ
フ
シ
ョ
ア
人
民
元
市
場
、簡
素
か
つ

低
税
率
な
税
制
、中
国
返
還
後
も
『
一
国
二
制
度
』の

下
で
、英
国
法
に
準
拠
し
た
法
制
度
の
完
備
、国
際
人

材
が
豊
富
と
い
っ
た
面
か
ら
地
域
統
括
会
社
の
設
置
候

補
地
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
一
方
で
、香
港

と
同
様
に
地
域
統
括
会
社
の
設
置
候
補
地
と
し
て
候

補
に
挙
が
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
比
べ
て
、政
府
の
積
極
的

な
関
与
や
優
遇
税
制
が
な
い
こ
と
が
地
域
統
括
会
社

誘
致
に
不
利
に
働
い
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
地
域
統
括
会
社
の
重
要
な
役
割・機
能
の
一
つ

で
あ
る
グ
ル
ー
プ
内
キ
ャ
ッ
シ
ュマ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う

上
で
税
務
上
の
取
扱
い
に
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
る
問
題

も
香
港
は
抱
え
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
二
つ
の
課
題
を
解
決
す
る
べ
く
、香
港
特
別

行
政
区
は
2
0
1
5
年
12
月
に
地
域
統
括
会
社
向
け

の
優
遇
税
制
を
含
む
税
制
改
正
案
を
公
示
し
、同
年
同

月
に
立
法
議
会
で
審
議
が
開
始
さ
れ
、翌
年（
　
年
）6

月
に
法
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、現
在
ア

ジ
ア
各
国
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
地
域
統
括
会
社
誘

致
を
巡
る
熾
烈
な
競
争
に
拍
車
が
か
か
る
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　　
日
系
企
業
は
国
内
需
要
が
伸
び
悩
む
中
、コ
ス
ト
削

減
の
為
に
生
産
拠
点
を
労
働
コ
ス
ト
の
安
い
ア
ジ
ア
に

求
め
ま
し
た
。そ
の
後
の
ア
ジ
ア
は
経
済
発
展
に
伴
う

消
費
市
場
と
し
て
魅
力
が
高
ま
り
、ま
た
は
災
害・テ
ロ

等
の
発
生
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
た
め
に
ア
ジ
ア
の
複
数

国
に
拠
点
を
持
つ
日
系
企
業
が
増
え
て
き
ま
し
た
。そ

の
為
、国
を
跨
ぎ
拠
点
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
、複
数
の

重
複
す
る
企
業
活
動（
財
務
機
能
、労
務
機
能
、販
売

推
進
機
能
な
ど
）を
集
約
し
効
率
よ
く
運
営
し
た
い
、

ま
た
は
各
国
の
情
報
を
い
ち
早
く
把
握
し
た
い
と
い
う

日
本
本
社
の
思
惑
と
し
て
、生
産
拠
点
・
消
費
市
場
に

近
い
地
域
に
ま
と
め
役
と
な
る
地
域
統
括
会
社
を
設

置
、活
用
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。設
置
さ
れ
る

地
域
統
括
会
社
に
管
理
す
る
会
社
の
持
ち
株
を
保
有

す
る
か
し
な
い
か
に
よ
り
、大
き
く
2
つ
の
形
態
に
分
類

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。地
域
統
括
会
社
が
株
式
を
保

有
す
る
場
合
に
は
、会
社
の
所
有
者
と
し
て
強
い
ガ
バ
ナ

ン
ス
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
地
域
統
括
会
社
の
役
割
は
、日
本

本
社
に
代
わ
り
、そ
の
地
域
の
ま
と
め
役
と
し
て
活
動

す
る
こ
と
で
あ
り
、国・地
域
に
分
散
し
た
子
会
社
の
業

務
の一部
を
代
行
し
、効
率
的
に
運
営
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。主
な
活
動
機
能
と
し
て
、以
下
の
5
つ

の
機
能
が
あ
り
ま
す
。

経
営
企
画
機
能
：
地
域
全
体
の
経
営
戦
略
の
立

案
、投
資
計
画・中
期
経
営
計
画
の
立
案

業
務
支
援
機
能
：
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
業
務（
人
事
、

法
務
、税
務
、会
計
、内
部
統
制
な
ど
）を
集
約・統

合
す
る
こ
と
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
と
効
率
化

持
ち
株
機
能
：
子
会
社
へ
の
投
下
資
本
を
配
当
と

し
て
回
収・再
投
資

金
融
・
財
務
統
括
機
能
：
子
会
社
間
で
の
資
金
の

有
効
活
用

為
替
リ
ス
ク
の
一
括
管
理
に
よ
る
全
体
と
し
て
の

為
替
リ
ス
ク
軽
減

資
金
調
達
窓
口
の
一
本
化

リ
イ
ン
ボ
イ
ス
に
よ
る
商
流
管
理

販
売・物
流・生
産
管
理・技
術
支
援
統
括
機
能
：

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、新
規
販
売
先
開
拓
、仕
入・物
流

の
管
理

　
こ
の
よ
う
な
機
能
を
日
本
本
社
に
代
わ
り
調
整
す
る

為
、地
域
統
括
会
社
に
は
様
々
な
権
限
が
委
譲
さ
れ
、

迅
速
な
意
思
決
定
を
任
さ
れ
て
い
ま
す（
ま
た
、そ
う
あ

る
べ
き
）。ま
た
一
つ
の
地
域
統
括
会
社
が
全
て
の
機
能

を
併
せ
持
つ
必
要
は
な
く
、各
機
能
ご
と
に
分
散
し
て

複
数
の
地
域
統
括
会
社
を
設
置
し
て
い
る
企
業
も
あ
り

ま
す（
コ
ス
ト
は
必
然
と
高
く
つ
き
ま
す
）。

　
一
方
、業
務
を
委
託
し
た
子
会
社
で
は
、本
業（
製
造

な
ど
）に
専
念
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、生
産
性
の
向

上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。※
機
能
集
約
例
お
よ
び
業
務
集

約
例
は
図
1
，2
を
参
照

　　
地
域
統
括
会
社
を
積
極
的
に
誘
致
す
る
ア
ジ
ア
各
国

は
様
々
な
投
資
優
遇
制
度
を
導
入（
香
港
は
　
年
4
月

以
降
）し
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、優
遇
税
制
以
外
に

も
企
業
が
ど
こ
の
国・地
域
に
地
域
統
括
会
社
を
設
置

す
る
か
を
判
断
す
る
上
で
重
要
な
こ
と
は
、以
下
5
項

目
が
揃
って
い
る
こ
と
が
大
前
提
と
な
り
ま
す
。

地
理
的
優
位
性
：
管
轄
地
域
へ
の
ア
ク
セ
ス

金
融
セ
ン
タ
ー
の
存
在
：
資
金
調
達
の
利
便
性

充
実
し
た
イ
ン
フ
ラ
整
備（
情
報
通
信
、生
活
環

境
、医
療
環
境
、物
流
）：
駐
在
員
の
居
住
環
境
、

円
滑
な
物
流

政
治
の
安
定
性
と
各
種
法
制
度
の
透
明
性
：
長
期

的
経
営
判
断
が
可
能

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
確
保
の
し
や
す
さ（
語
学
、教

育
水
準
の
高
さ
）：
ビ
ジ
ネ
ス
能
力
の
高
さ

　　　
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、香
港
政
府
は
今
ま
で
地
域

統
括
会
社
向
け
優
遇
税
制
を
有
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し

た
。そ
の
理
由
と
し
て
、香
港
に
は
競
争
力
の
高
い
ビ
ジ

ネ
ス
環
境
が
整
っ
て
お
り
、尚
且
つ
簡
素
で
低
税
率（
通

常
の
法
人
税
が
16
･5
％
、オ
フ
シ
ョ
ア
所
得・キ
ャ
ピ
タ

ル
ゲ
イ
ン
非
課
税
）な
税
制
度
が
既
に
存
在
し
て
い
た

為
で
す
。し
か
し
な
が
ら
、ア
ジ
ア
各
国
が
産
業
の
高
度

化
や
雇
用
増
加
を
目
的
に
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
誘
致
の
為

の
各
種
優
遇
措
置
を
強
化
し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、相

対
的
に
香
港
の
魅
力
が
低
下
し
て
き
て
い
ま
し
た
。そ

の
為
、今
年
6
月
に
財
務
・
金
融
統
括
機
能
を
持
つ
地

域
統
括
会
社（
香
港
で
は
C
T
C
：C

orporate 

T
reasury 

C
enters

と
呼
称
さ
れ
る
）向
け
優
遇
税

制
を
含
む
税
務
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。以
下
に

C
T
C
に
関
す
る
主
な
改
正
ポ
イ
ン
ト
を
示
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

適
格
C
T
C
の
適
正
な
利
益
に
対
す
る
優
遇
税
率

適
用
：
通
常
16
･5
％
↓
8
･25
％

適
格
C
T
C
と
は
、以
下
の
3
つ
タ
イ
プ
の
い
ず
れ

か
の
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
　

対
象
年
度
に
お
い
て
香
港
で
以
下
の
よ
う
な
機
能

の
み
を
行
っ
て
い
る【
専
門
型
C
T
C
】

香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
の
貸
付・グ
ル
ー
プ
会
社

か
ら
の
借
入

香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
に
対
す
る
コ
ー
ポ
レ
ー

ト・ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス（
企
業
財
務
サ
ー
ビ
ス

な
ど
）の
提
供

香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
に
対
す
る
コ
ー
ポ
レ
ー

ト・ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
取
引（
借
入
れ
に
対
す
る
保
証
、

ス
タ
ン
ド
バ
イ
L
C
、為
替
ヘッ
ジ
取
引
な
ど
）の
開

始・契
約
締
結
　

セ
ー
フ
ハ
ー
バ
ー
ル
ー
ル
を
満
た
し
て
い
る

【
多
機
能
型
C
T
C
】

利
益
と
資
産
の
う
ち
75
％
以
上
が
C
T
C
の
機
能

に
よ
る
も
の

内
国
歳
入
庁
長
官
に
よ
る
認
定
を
受
け
る
必
要

【
認
定
型
C
T
C
】 

　
詳
細
は
表
2
を
参
照

C
T
C
が
香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
に
支
払
っ
た

借
入
金
利
息
の
損
金
算
入
が
可
能
　

香
港
で
コ
ー
ポ
レ
ー
ト・ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
活
動
に
基
づ

く
香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
か
ら
の
借
入
に
対
す

る
利
払
い
利
息
が
、一
定
の
条
件
を
満
た
す
場
合

に
は
、損
金
算
入
が
可
能
と
な
り
、税
務
上
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
の
解
消
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

※
詳
細
は
表
3
を
参
照

 

香
港
を
中
心
に
各
国
の
優
遇
内
容
を
紹
介
し
ま
し
た

が
、優
遇
の
恩
恵
を
受
け
る
に
は
各
国
そ
れ
ぞ
れ
の
優

遇
条
件
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。し
か
し

な
が
ら
、税
制
の
優
遇
を
与
え
る
国
側
の
立
場
か
ら
す

る
と
当
然
税
収
が
減
る
わ
け
で
す
か
ら
、そ
の
対
価
と

し
て
相
応
の
投
資
金
額
、雇
用
拡
大
な
ど
の
厳
し
い
条

件
が
地
域
統
括
会
社
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
が
実
態
で

す
。香
港
大
手
会
計
事
務
所
の
担
当
者
の
話
で
は
、香

港
に
既
に
進
出
し
て
い
る
地
域
統
括
会
社
は
様
々
な
統

括
機
能
を
有
し
て
い
る
た
め
、セ
ー
フ
ハ
ー
バ
ー
ル
ー
ル

を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
厳
し
く
、今
回
新
設
さ
れ
た

C
T
C
優
遇
税
制
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
考
え
に
く
い

と
の
こ
と
で
し
た
。ま
た
タ
ッ
ク
ス・コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
主

目
的
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
地
域
統
括
会
社

で
す
が
、各
国
の
優
遇
税
制
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
は

決
し
て
容
易
で
な
い
た
め
、地
域
統
括
会
社
を
ど
こ
の

優
遇
税
制
の
実
体

①②③

④⑤

①1
．

ⅰ
）

ⅱ
）

ⅲ
）

2
．

3
．

②
地
域
統
括
拠
点
を
設
置
す
る
に
当
た
っ
て

考
慮
す
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト

香
港
に
お
け
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト・

ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
セ
ン
タ
ー（
C
T
C
）の
優
遇
税
制

国
・
地
域
に
設
置
す
る
か
を
現
在
検
討
し
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、多
少
の
税
金
の
差
で
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、

本
来
の
目
的
で
あ
る『
管
轄
地
域
』、『
業
務
内
容
』を

重
視
し
て
設
置
場
所
を
決
定
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　
日
本
は
人
口
減
少
に
直
面
し
て
お
り
、今
後
内
需
が

大
幅
に
改
善
さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
に
く
い
環
境
と

な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
為
、中
小
企
業
を
含
む
多
く
の
日

系
企
業
が
活
躍
の
場
を
求
め
、成
長
著
し
い
ア
ジ
ア
を

中
心
と
す
る
新
興
国
へ
積
極
的
に
進
出
し
て
い
ま
す
。

既
に
当
行
顧
客
の
中
に
も
複
数
の
国
に
進
出
さ
れ
、地

域
統
括
会
社
を
設
置
さ
れ
て
い
る
会
社
も
あ
り
ま
す
。

　
A
E
C
発
足
、英
国
の
E
U
離
脱
、製
造
業
の
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
集
積
地
の
変
化
な
ど
企
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
ま
す
。そ
の
変
化

に
順
応
す
る
た
め
に
も
地
域
統
括
会
社
の
存
在
は
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。地
域
統

括
会
社
を
積
極
的
に
誘
致
し
て
い
る
国
に
は
優
遇
制
度

上
の
良
し
悪
し
だ
け
で
は
な
く
、そ
の
国
自
体
の
強
み

や
弱
み
も
存
在
し
ま
す
。ま
ず
は
会
社
が
地
域
統
括
会

社
に
”何
“を
求
め
る
の
か
目
的
を
は
っ
き
り
と
さ
せ
、設

置
対
象
国・地
域
の
様
々
な
専
門
家
に
現
地
で
相
談
さ

れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、当
行
駐
在
員
事
務
所
で
は
現

地
に
根
差
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
弁
護
士
事
務
所
、会

計
事
務
所
、コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
と
良
好
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
関
係
を
築
い
て
お
り
ま
す
。今
回
テ
ー
マ
と
し

て
取
り
上
げ
た
地
域
統
括
会
社
以
外
の
法
務
、会
計

相
談
に
つ
い
て
も
直
接
、現
地
の
専
門
家
か
ら
話
を
聞

く
こ
と
が
可
能
で
す
。是
非
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

（
香
港
駐
在
員
事
務
所
　
石
本 

恒
義
）
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【図1】
《各現法による個別運営の場合》
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《地域統括会社を活用した場合》
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【図2 貿易決済の効率化例（決済代行、リインボイス）】【表2 優遇条件】
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仕入先B
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●当該年度において、CTCの中央管理と統制が香港で行われていること
●当該年度の適正な利益を生み出す活動が以下のいずれかで行われていること
　ⅰ）香港でCTC自身が行っている　ⅱ）CTCの手配によって香港で行われている 以上、香港でのビジネスの実体要件

●香港において1つ以上のコーポレート・トレジャリー活動のみを行っている企業
●以下のⅰ）又はⅱ）のセーフハーバールールのいずれかを満たす企業
　ⅰ）単年度セーフハーバールール

・財務統括会社の全利益に占めるコーポレート・トレジャリー活動に基づく利益の割合が75％以上
・財務統括会社の総資産に占めるコーポレート・トレジャリー活動に係る資産の割合が75％以上

　ⅱ）複数年度のセーフハーバールール
・直近2もしくは3年間の財務統括会社の全利益に占めるコーポレート・トレジャリー活動に基づく利益の割合の平均値が75％以上
・直近2もしくは3年間の財務統括会社の総資産に占めるコーポレート・トレジャリー活動に係る資産の割合の平均値が75％以上

●内国歳入庁長官の認定を受けた企業

●香港外のグループ会社に対する貸付・借入業務
●香港外のグループ会社に対するコーポレート・トレジャリーサービス
●香港外のグループ企業の事業に関して、財務統括会社が自己勘定で行うコーポレート・トレジャリー取引

●2016年4月1日以降に受領又は発生した利益に対して適用

対象企業（資格要件）

適用対象範囲

対象企業（事業要件）
※金融機関を除く

適格コーポレート・
トレジャリー活動

本社（日本）

地域統括会社

（香港駐在員事務所）
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香
港
は
、自
由
な
外
貨
管
理
、優
れ
た
資
本・金
融
市

場
、世
界
最
大
の
オ
フ
シ
ョ
ア
人
民
元
市
場
、簡
素
か
つ

低
税
率
な
税
制
、中
国
返
還
後
も
『
一
国
二
制
度
』の

下
で
、英
国
法
に
準
拠
し
た
法
制
度
の
完
備
、国
際
人

材
が
豊
富
と
い
っ
た
面
か
ら
地
域
統
括
会
社
の
設
置
候

補
地
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
一
方
で
、香
港

と
同
様
に
地
域
統
括
会
社
の
設
置
候
補
地
と
し
て
候

補
に
挙
が
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
比
べ
て
、政
府
の
積
極
的

な
関
与
や
優
遇
税
制
が
な
い
こ
と
が
地
域
統
括
会
社

誘
致
に
不
利
に
働
い
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
地
域
統
括
会
社
の
重
要
な
役
割・機
能
の
一
つ

で
あ
る
グ
ル
ー
プ
内
キ
ャ
ッ
シ
ュマ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う

上
で
税
務
上
の
取
扱
い
に
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
る
問
題

も
香
港
は
抱
え
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
二
つ
の
課
題
を
解
決
す
る
べ
く
、香
港
特
別

行
政
区
は
2
0
1
5
年
12
月
に
地
域
統
括
会
社
向
け

の
優
遇
税
制
を
含
む
税
制
改
正
案
を
公
示
し
、同
年
同

月
に
立
法
議
会
で
審
議
が
開
始
さ
れ
、翌
年（
　
年
）6

月
に
法
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、現
在
ア

ジ
ア
各
国
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
地
域
統
括
会
社
誘

致
を
巡
る
熾
烈
な
競
争
に
拍
車
が
か
か
る
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　　
日
系
企
業
は
国
内
需
要
が
伸
び
悩
む
中
、コ
ス
ト
削

減
の
為
に
生
産
拠
点
を
労
働
コ
ス
ト
の
安
い
ア
ジ
ア
に

求
め
ま
し
た
。そ
の
後
の
ア
ジ
ア
は
経
済
発
展
に
伴
う

消
費
市
場
と
し
て
魅
力
が
高
ま
り
、ま
た
は
災
害・テ
ロ

等
の
発
生
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
た
め
に
ア
ジ
ア
の
複
数

国
に
拠
点
を
持
つ
日
系
企
業
が
増
え
て
き
ま
し
た
。そ

の
為
、国
を
跨
ぎ
拠
点
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
、複
数
の

重
複
す
る
企
業
活
動（
財
務
機
能
、労
務
機
能
、販
売

推
進
機
能
な
ど
）を
集
約
し
効
率
よ
く
運
営
し
た
い
、

ま
た
は
各
国
の
情
報
を
い
ち
早
く
把
握
し
た
い
と
い
う

日
本
本
社
の
思
惑
と
し
て
、生
産
拠
点
・
消
費
市
場
に

近
い
地
域
に
ま
と
め
役
と
な
る
地
域
統
括
会
社
を
設

置
、活
用
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。設
置
さ
れ
る

地
域
統
括
会
社
に
管
理
す
る
会
社
の
持
ち
株
を
保
有

す
る
か
し
な
い
か
に
よ
り
、大
き
く
2
つ
の
形
態
に
分
類

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。地
域
統
括
会
社
が
株
式
を
保

有
す
る
場
合
に
は
、会
社
の
所
有
者
と
し
て
強
い
ガ
バ
ナ

ン
ス
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
地
域
統
括
会
社
の
役
割
は
、日
本

本
社
に
代
わ
り
、そ
の
地
域
の
ま
と
め
役
と
し
て
活
動

す
る
こ
と
で
あ
り
、国・地
域
に
分
散
し
た
子
会
社
の
業

務
の一部
を
代
行
し
、効
率
的
に
運
営
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。主
な
活
動
機
能
と
し
て
、以
下
の
5
つ

の
機
能
が
あ
り
ま
す
。

経
営
企
画
機
能
：
地
域
全
体
の
経
営
戦
略
の
立

案
、投
資
計
画・中
期
経
営
計
画
の
立
案

業
務
支
援
機
能
：
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
業
務（
人
事
、

法
務
、税
務
、会
計
、内
部
統
制
な
ど
）を
集
約・統

合
す
る
こ
と
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
と
効
率
化

持
ち
株
機
能
：
子
会
社
へ
の
投
下
資
本
を
配
当
と

し
て
回
収・再
投
資

金
融
・
財
務
統
括
機
能
：
子
会
社
間
で
の
資
金
の

有
効
活
用

為
替
リ
ス
ク
の
一
括
管
理
に
よ
る
全
体
と
し
て
の

為
替
リ
ス
ク
軽
減

資
金
調
達
窓
口
の
一
本
化

リ
イ
ン
ボ
イ
ス
に
よ
る
商
流
管
理

販
売・物
流・生
産
管
理・技
術
支
援
統
括
機
能
：

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、新
規
販
売
先
開
拓
、仕
入・物
流

の
管
理

　
こ
の
よ
う
な
機
能
を
日
本
本
社
に
代
わ
り
調
整
す
る

為
、地
域
統
括
会
社
に
は
様
々
な
権
限
が
委
譲
さ
れ
、

迅
速
な
意
思
決
定
を
任
さ
れ
て
い
ま
す（
ま
た
、そ
う
あ

る
べ
き
）。ま
た
一
つ
の
地
域
統
括
会
社
が
全
て
の
機
能

を
併
せ
持
つ
必
要
は
な
く
、各
機
能
ご
と
に
分
散
し
て

複
数
の
地
域
統
括
会
社
を
設
置
し
て
い
る
企
業
も
あ
り

ま
す（
コ
ス
ト
は
必
然
と
高
く
つ
き
ま
す
）。

　
一
方
、業
務
を
委
託
し
た
子
会
社
で
は
、本
業（
製
造

な
ど
）に
専
念
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、生
産
性
の
向

上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。※
機
能
集
約
例
お
よ
び
業
務
集

約
例
は
図
1
，2
を
参
照

　　
地
域
統
括
会
社
を
積
極
的
に
誘
致
す
る
ア
ジ
ア
各
国

は
様
々
な
投
資
優
遇
制
度
を
導
入（
香
港
は
　
年
4
月

以
降
）し
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、優
遇
税
制
以
外
に

も
企
業
が
ど
こ
の
国・地
域
に
地
域
統
括
会
社
を
設
置

す
る
か
を
判
断
す
る
上
で
重
要
な
こ
と
は
、以
下
5
項

目
が
揃
って
い
る
こ
と
が
大
前
提
と
な
り
ま
す
。

地
理
的
優
位
性
：
管
轄
地
域
へ
の
ア
ク
セ
ス

金
融
セ
ン
タ
ー
の
存
在
：
資
金
調
達
の
利
便
性

充
実
し
た
イ
ン
フ
ラ
整
備（
情
報
通
信
、生
活
環

境
、医
療
環
境
、物
流
）：
駐
在
員
の
居
住
環
境
、

円
滑
な
物
流

政
治
の
安
定
性
と
各
種
法
制
度
の
透
明
性
：
長
期

的
経
営
判
断
が
可
能

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
確
保
の
し
や
す
さ（
語
学
、教

育
水
準
の
高
さ
）：
ビ
ジ
ネ
ス
能
力
の
高
さ

　　　
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、香
港
政
府
は
今
ま
で
地
域

統
括
会
社
向
け
優
遇
税
制
を
有
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し

た
。そ
の
理
由
と
し
て
、香
港
に
は
競
争
力
の
高
い
ビ
ジ

ネ
ス
環
境
が
整
っ
て
お
り
、尚
且
つ
簡
素
で
低
税
率（
通

常
の
法
人
税
が
16
･5
％
、オ
フ
シ
ョ
ア
所
得・キ
ャ
ピ
タ

ル
ゲ
イ
ン
非
課
税
）な
税
制
度
が
既
に
存
在
し
て
い
た

為
で
す
。し
か
し
な
が
ら
、ア
ジ
ア
各
国
が
産
業
の
高
度

化
や
雇
用
増
加
を
目
的
に
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
誘
致
の
為

の
各
種
優
遇
措
置
を
強
化
し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、相

対
的
に
香
港
の
魅
力
が
低
下
し
て
き
て
い
ま
し
た
。そ

の
為
、今
年
6
月
に
財
務
・
金
融
統
括
機
能
を
持
つ
地

域
統
括
会
社（
香
港
で
は
C
T
C
：C

orporate 

T
reasury 

C
enters

と
呼
称
さ
れ
る
）向
け
優
遇
税

制
を
含
む
税
務
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。以
下
に

C
T
C
に
関
す
る
主
な
改
正
ポ
イ
ン
ト
を
示
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

適
格
C
T
C
の
適
正
な
利
益
に
対
す
る
優
遇
税
率

適
用
：
通
常
16
･5
％
↓
8
･25
％

適
格
C
T
C
と
は
、以
下
の
3
つ
タ
イ
プ
の
い
ず
れ

か
の
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
　

対
象
年
度
に
お
い
て
香
港
で
以
下
の
よ
う
な
機
能

の
み
を
行
っ
て
い
る【
専
門
型
C
T
C
】

香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
の
貸
付・グ
ル
ー
プ
会
社

か
ら
の
借
入

香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
に
対
す
る
コ
ー
ポ
レ
ー

ト・ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス（
企
業
財
務
サ
ー
ビ
ス

な
ど
）の
提
供

香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
に
対
す
る
コ
ー
ポ
レ
ー

ト・ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
取
引（
借
入
れ
に
対
す
る
保
証
、

ス
タ
ン
ド
バ
イ
L
C
、為
替
ヘッ
ジ
取
引
な
ど
）の
開

始・契
約
締
結
　

セ
ー
フ
ハ
ー
バ
ー
ル
ー
ル
を
満
た
し
て
い
る

【
多
機
能
型
C
T
C
】

利
益
と
資
産
の
う
ち
75
％
以
上
が
C
T
C
の
機
能

に
よ
る
も
の

内
国
歳
入
庁
長
官
に
よ
る
認
定
を
受
け
る
必
要

【
認
定
型
C
T
C
】 

　
詳
細
は
表
2
を
参
照

C
T
C
が
香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
に
支
払
っ
た

借
入
金
利
息
の
損
金
算
入
が
可
能
　

香
港
で
コ
ー
ポ
レ
ー
ト・ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
活
動
に
基
づ

く
香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
か
ら
の
借
入
に
対
す

る
利
払
い
利
息
が
、一
定
の
条
件
を
満
た
す
場
合

に
は
、損
金
算
入
が
可
能
と
な
り
、税
務
上
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
の
解
消
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

※
詳
細
は
表
3
を
参
照

 

香
港
を
中
心
に
各
国
の
優
遇
内
容
を
紹
介
し
ま
し
た

が
、優
遇
の
恩
恵
を
受
け
る
に
は
各
国
そ
れ
ぞ
れ
の
優

遇
条
件
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。し
か
し

な
が
ら
、税
制
の
優
遇
を
与
え
る
国
側
の
立
場
か
ら
す

る
と
当
然
税
収
が
減
る
わ
け
で
す
か
ら
、そ
の
対
価
と

し
て
相
応
の
投
資
金
額
、雇
用
拡
大
な
ど
の
厳
し
い
条

件
が
地
域
統
括
会
社
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
が
実
態
で

す
。香
港
大
手
会
計
事
務
所
の
担
当
者
の
話
で
は
、香

港
に
既
に
進
出
し
て
い
る
地
域
統
括
会
社
は
様
々
な
統

括
機
能
を
有
し
て
い
る
た
め
、セ
ー
フ
ハ
ー
バ
ー
ル
ー
ル

を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
厳
し
く
、今
回
新
設
さ
れ
た

C
T
C
優
遇
税
制
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
考
え
に
く
い

と
の
こ
と
で
し
た
。ま
た
タ
ッ
ク
ス・コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
主

目
的
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
地
域
統
括
会
社

で
す
が
、各
国
の
優
遇
税
制
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
は

決
し
て
容
易
で
な
い
た
め
、地
域
統
括
会
社
を
ど
こ
の

最
後
に

国
・
地
域
に
設
置
す
る
か
を
現
在
検
討
し
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、多
少
の
税
金
の
差
で
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、

本
来
の
目
的
で
あ
る『
管
轄
地
域
』、『
業
務
内
容
』を

重
視
し
て
設
置
場
所
を
決
定
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　
日
本
は
人
口
減
少
に
直
面
し
て
お
り
、今
後
内
需
が

大
幅
に
改
善
さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
に
く
い
環
境
と

な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
為
、中
小
企
業
を
含
む
多
く
の
日

系
企
業
が
活
躍
の
場
を
求
め
、成
長
著
し
い
ア
ジ
ア
を

中
心
と
す
る
新
興
国
へ
積
極
的
に
進
出
し
て
い
ま
す
。

既
に
当
行
顧
客
の
中
に
も
複
数
の
国
に
進
出
さ
れ
、地

域
統
括
会
社
を
設
置
さ
れ
て
い
る
会
社
も
あ
り
ま
す
。

　
A
E
C
発
足
、英
国
の
E
U
離
脱
、製
造
業
の
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
集
積
地
の
変
化
な
ど
企
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
ま
す
。そ
の
変
化

に
順
応
す
る
た
め
に
も
地
域
統
括
会
社
の
存
在
は
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。地
域
統

括
会
社
を
積
極
的
に
誘
致
し
て
い
る
国
に
は
優
遇
制
度

上
の
良
し
悪
し
だ
け
で
は
な
く
、そ
の
国
自
体
の
強
み

や
弱
み
も
存
在
し
ま
す
。ま
ず
は
会
社
が
地
域
統
括
会

社
に
”何
“を
求
め
る
の
か
目
的
を
は
っ
き
り
と
さ
せ
、設

置
対
象
国・地
域
の
様
々
な
専
門
家
に
現
地
で
相
談
さ

れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、当
行
駐
在
員
事
務
所
で
は
現

地
に
根
差
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
弁
護
士
事
務
所
、会

計
事
務
所
、コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
と
良
好
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
関
係
を
築
い
て
お
り
ま
す
。今
回
テ
ー
マ
と
し

て
取
り
上
げ
た
地
域
統
括
会
社
以
外
の
法
務
、会
計

相
談
に
つ
い
て
も
直
接
、現
地
の
専
門
家
か
ら
話
を
聞

く
こ
と
が
可
能
で
す
。是
非
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

（
香
港
駐
在
員
事
務
所
　
石
本 

恒
義
）

【表4 各国の投資優遇税制（香港、シンガポール、タイ、マレーシア）】

【CTC導入で存在感を示すことができるのか世界有数の金融都市セントラル】

【JETROホームページ】

制度名

現行法人税率

優遇法人税率

対象収入

優遇期間

主な優遇条件

香港
CTC

16.5％

8.25％

定めなし

利益・資産割合

タイ
IHQ

20％

0％

15年

シンガポール
RHQ/IHQ/FTC

17％

資本金、経費、雇用、
統括対象国数など

資本金、経費、
統括対象国数など

RHQ：
I HQ：
FTC：

15％
0/5/10％
8％

RHQ：
I HQ：
FTC：

3年+2年延長
5~10年
5~10年

マレーシア
Principal Hub

25％
（賦課年度2016年より24％）

資本金、経費、雇用、
統括対象国数など

Tier1：
Tier2：
Tier3：

0％
5％
10％

Tier1：
Tier2：
Tier3：

5年+5年延長
同上
同上

■投資比較
https://www.jetro.go.jp/world/search/cost_result?countryId%5B%5D=900&countryId%5B%5D=
1100&countryId%5B%5D=1900&countryId%5B%5D=3500

https://www.jetro.go.jp/ext_images/jfile/report/07000338/asia_seisannetwork_5.pdf#search=
'%E9%A6%99%E6%B8%AF%E5%9C%B0%E5%9F%9F%E7%B5%B1%E6%8B%AC%E4%BC%9A%E7%A4%BE'

■香港
https://www.jetro.go.jp/world/asia/hk/

■シンガポール
https://www.jetro.go.jp/world/asia/sg/invest_03.html

■タイ
https://www.jetro.go.jp/world/asia/th/invest_03.html

■マレーシア
https://www.jetro.go.jp/world/asia/my/invest_03.html

※資料作成の出所：日本貿易振興機構（ＪＥＴＲＯ）HP、各国政府 HP、香港ポストを参照し、作成
※各国投資優遇税制記載は一部であり、また制度変更など行われるため、都度、各専門家に確認が必要となります

海外からの適格所得（マネジメントサービス、ロイヤルティ等※各国により定期は異なる）
※シンガポールは上記適格所得の増加分に対して

【表3 CTCが行う香港外グループ会社との
 貸付・借入に係る税務上の取扱い】 

香港でCTCとして行うグループファイナンス
業務を行っている企業

益金参入：香港で実行され貸付に対する利息
　　　　 （香港域外で利用されるものを含む）

損金算入（今回の変更点）
条件：通常の方法で香港外のグループ会社か

らの資金を借入れしていること
香港域外の貸付人は受取利息に対し
て8.25％もしくは16.5％のいずれかの
適用税率より低くない税率で香港域外
で課税されていること
香港域外の貸付人の受取利息の使用
や享受に関して、他者への利息の移転
に関して契約上または法的な義務に
よって制限をうけないこと

対象

受取利息

支払利息

（香港駐在員事務所）
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香
港
は
、自
由
な
外
貨
管
理
、優
れ
た
資
本・金
融
市

場
、世
界
最
大
の
オ
フ
シ
ョ
ア
人
民
元
市
場
、簡
素
か
つ

低
税
率
な
税
制
、中
国
返
還
後
も
『
一
国
二
制
度
』の

下
で
、英
国
法
に
準
拠
し
た
法
制
度
の
完
備
、国
際
人

材
が
豊
富
と
い
っ
た
面
か
ら
地
域
統
括
会
社
の
設
置
候

補
地
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
一
方
で
、香
港

と
同
様
に
地
域
統
括
会
社
の
設
置
候
補
地
と
し
て
候

補
に
挙
が
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
比
べ
て
、政
府
の
積
極
的

な
関
与
や
優
遇
税
制
が
な
い
こ
と
が
地
域
統
括
会
社

誘
致
に
不
利
に
働
い
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
地
域
統
括
会
社
の
重
要
な
役
割・機
能
の
一
つ

で
あ
る
グ
ル
ー
プ
内
キ
ャ
ッ
シ
ュマ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う

上
で
税
務
上
の
取
扱
い
に
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
る
問
題

も
香
港
は
抱
え
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
二
つ
の
課
題
を
解
決
す
る
べ
く
、香
港
特
別

行
政
区
は
2
0
1
5
年
12
月
に
地
域
統
括
会
社
向
け

の
優
遇
税
制
を
含
む
税
制
改
正
案
を
公
示
し
、同
年
同

月
に
立
法
議
会
で
審
議
が
開
始
さ
れ
、翌
年（
　
年
）6

月
に
法
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、現
在
ア

ジ
ア
各
国
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
地
域
統
括
会
社
誘

致
を
巡
る
熾
烈
な
競
争
に
拍
車
が
か
か
る
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　　
日
系
企
業
は
国
内
需
要
が
伸
び
悩
む
中
、コ
ス
ト
削

減
の
為
に
生
産
拠
点
を
労
働
コ
ス
ト
の
安
い
ア
ジ
ア
に

求
め
ま
し
た
。そ
の
後
の
ア
ジ
ア
は
経
済
発
展
に
伴
う

消
費
市
場
と
し
て
魅
力
が
高
ま
り
、ま
た
は
災
害・テ
ロ

等
の
発
生
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
た
め
に
ア
ジ
ア
の
複
数

国
に
拠
点
を
持
つ
日
系
企
業
が
増
え
て
き
ま
し
た
。そ

の
為
、国
を
跨
ぎ
拠
点
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
、複
数
の

重
複
す
る
企
業
活
動（
財
務
機
能
、労
務
機
能
、販
売

推
進
機
能
な
ど
）を
集
約
し
効
率
よ
く
運
営
し
た
い
、

ま
た
は
各
国
の
情
報
を
い
ち
早
く
把
握
し
た
い
と
い
う

日
本
本
社
の
思
惑
と
し
て
、生
産
拠
点
・
消
費
市
場
に

近
い
地
域
に
ま
と
め
役
と
な
る
地
域
統
括
会
社
を
設

置
、活
用
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。設
置
さ
れ
る

地
域
統
括
会
社
に
管
理
す
る
会
社
の
持
ち
株
を
保
有

す
る
か
し
な
い
か
に
よ
り
、大
き
く
2
つ
の
形
態
に
分
類

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。地
域
統
括
会
社
が
株
式
を
保

有
す
る
場
合
に
は
、会
社
の
所
有
者
と
し
て
強
い
ガ
バ
ナ

ン
ス
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
地
域
統
括
会
社
の
役
割
は
、日
本

本
社
に
代
わ
り
、そ
の
地
域
の
ま
と
め
役
と
し
て
活
動

す
る
こ
と
で
あ
り
、国・地
域
に
分
散
し
た
子
会
社
の
業

務
の一部
を
代
行
し
、効
率
的
に
運
営
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。主
な
活
動
機
能
と
し
て
、以
下
の
5
つ

の
機
能
が
あ
り
ま
す
。

経
営
企
画
機
能
：
地
域
全
体
の
経
営
戦
略
の
立

案
、投
資
計
画・中
期
経
営
計
画
の
立
案

業
務
支
援
機
能
：
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
業
務（
人
事
、

法
務
、税
務
、会
計
、内
部
統
制
な
ど
）を
集
約・統

合
す
る
こ
と
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
と
効
率
化

持
ち
株
機
能
：
子
会
社
へ
の
投
下
資
本
を
配
当
と

し
て
回
収・再
投
資

金
融
・
財
務
統
括
機
能
：
子
会
社
間
で
の
資
金
の

有
効
活
用

為
替
リ
ス
ク
の
一
括
管
理
に
よ
る
全
体
と
し
て
の

為
替
リ
ス
ク
軽
減

資
金
調
達
窓
口
の
一
本
化

リ
イ
ン
ボ
イ
ス
に
よ
る
商
流
管
理

販
売・物
流・生
産
管
理・技
術
支
援
統
括
機
能
：

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、新
規
販
売
先
開
拓
、仕
入・物
流

の
管
理

　
こ
の
よ
う
な
機
能
を
日
本
本
社
に
代
わ
り
調
整
す
る

為
、地
域
統
括
会
社
に
は
様
々
な
権
限
が
委
譲
さ
れ
、

迅
速
な
意
思
決
定
を
任
さ
れ
て
い
ま
す（
ま
た
、そ
う
あ

る
べ
き
）。ま
た
一
つ
の
地
域
統
括
会
社
が
全
て
の
機
能

を
併
せ
持
つ
必
要
は
な
く
、各
機
能
ご
と
に
分
散
し
て

複
数
の
地
域
統
括
会
社
を
設
置
し
て
い
る
企
業
も
あ
り

ま
す（
コ
ス
ト
は
必
然
と
高
く
つ
き
ま
す
）。

　
一
方
、業
務
を
委
託
し
た
子
会
社
で
は
、本
業（
製
造

な
ど
）に
専
念
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、生
産
性
の
向

上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。※
機
能
集
約
例
お
よ
び
業
務
集

約
例
は
図
1
，2
を
参
照

　　
地
域
統
括
会
社
を
積
極
的
に
誘
致
す
る
ア
ジ
ア
各
国

は
様
々
な
投
資
優
遇
制
度
を
導
入（
香
港
は
　
年
4
月

以
降
）し
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、優
遇
税
制
以
外
に

も
企
業
が
ど
こ
の
国・地
域
に
地
域
統
括
会
社
を
設
置

す
る
か
を
判
断
す
る
上
で
重
要
な
こ
と
は
、以
下
5
項

目
が
揃
って
い
る
こ
と
が
大
前
提
と
な
り
ま
す
。

地
理
的
優
位
性
：
管
轄
地
域
へ
の
ア
ク
セ
ス

金
融
セ
ン
タ
ー
の
存
在
：
資
金
調
達
の
利
便
性

充
実
し
た
イ
ン
フ
ラ
整
備（
情
報
通
信
、生
活
環

境
、医
療
環
境
、物
流
）：
駐
在
員
の
居
住
環
境
、

円
滑
な
物
流

政
治
の
安
定
性
と
各
種
法
制
度
の
透
明
性
：
長
期

的
経
営
判
断
が
可
能

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
確
保
の
し
や
す
さ（
語
学
、教

育
水
準
の
高
さ
）：
ビ
ジ
ネ
ス
能
力
の
高
さ

　　　
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、香
港
政
府
は
今
ま
で
地
域

統
括
会
社
向
け
優
遇
税
制
を
有
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し

た
。そ
の
理
由
と
し
て
、香
港
に
は
競
争
力
の
高
い
ビ
ジ

ネ
ス
環
境
が
整
っ
て
お
り
、尚
且
つ
簡
素
で
低
税
率（
通

常
の
法
人
税
が
16
･5
％
、オ
フ
シ
ョ
ア
所
得・キ
ャ
ピ
タ

ル
ゲ
イ
ン
非
課
税
）な
税
制
度
が
既
に
存
在
し
て
い
た

為
で
す
。し
か
し
な
が
ら
、ア
ジ
ア
各
国
が
産
業
の
高
度

化
や
雇
用
増
加
を
目
的
に
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
誘
致
の
為

の
各
種
優
遇
措
置
を
強
化
し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、相

対
的
に
香
港
の
魅
力
が
低
下
し
て
き
て
い
ま
し
た
。そ

の
為
、今
年
6
月
に
財
務
・
金
融
統
括
機
能
を
持
つ
地

域
統
括
会
社（
香
港
で
は
C
T
C
：C

orporate 

T
reasury 

C
enters

と
呼
称
さ
れ
る
）向
け
優
遇
税

制
を
含
む
税
務
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。以
下
に

C
T
C
に
関
す
る
主
な
改
正
ポ
イ
ン
ト
を
示
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

適
格
C
T
C
の
適
正
な
利
益
に
対
す
る
優
遇
税
率

適
用
：
通
常
16
･5
％
↓
8
･25
％

適
格
C
T
C
と
は
、以
下
の
3
つ
タ
イ
プ
の
い
ず
れ

か
の
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
　

対
象
年
度
に
お
い
て
香
港
で
以
下
の
よ
う
な
機
能

の
み
を
行
っ
て
い
る【
専
門
型
C
T
C
】

香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
の
貸
付・グ
ル
ー
プ
会
社

か
ら
の
借
入

香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
に
対
す
る
コ
ー
ポ
レ
ー

ト・ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス（
企
業
財
務
サ
ー
ビ
ス

な
ど
）の
提
供

香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
に
対
す
る
コ
ー
ポ
レ
ー

ト・ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
取
引（
借
入
れ
に
対
す
る
保
証
、

ス
タ
ン
ド
バ
イ
L
C
、為
替
ヘッ
ジ
取
引
な
ど
）の
開

始・契
約
締
結
　

セ
ー
フ
ハ
ー
バ
ー
ル
ー
ル
を
満
た
し
て
い
る

【
多
機
能
型
C
T
C
】

利
益
と
資
産
の
う
ち
75
％
以
上
が
C
T
C
の
機
能

に
よ
る
も
の

内
国
歳
入
庁
長
官
に
よ
る
認
定
を
受
け
る
必
要

【
認
定
型
C
T
C
】 

　
詳
細
は
表
2
を
参
照

C
T
C
が
香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
に
支
払
っ
た

借
入
金
利
息
の
損
金
算
入
が
可
能
　

香
港
で
コ
ー
ポ
レ
ー
ト・ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
活
動
に
基
づ

く
香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
か
ら
の
借
入
に
対
す

る
利
払
い
利
息
が
、一
定
の
条
件
を
満
た
す
場
合

に
は
、損
金
算
入
が
可
能
と
な
り
、税
務
上
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
の
解
消
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

※
詳
細
は
表
3
を
参
照

 

香
港
を
中
心
に
各
国
の
優
遇
内
容
を
紹
介
し
ま
し
た

が
、優
遇
の
恩
恵
を
受
け
る
に
は
各
国
そ
れ
ぞ
れ
の
優

遇
条
件
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。し
か
し

な
が
ら
、税
制
の
優
遇
を
与
え
る
国
側
の
立
場
か
ら
す

る
と
当
然
税
収
が
減
る
わ
け
で
す
か
ら
、そ
の
対
価
と

し
て
相
応
の
投
資
金
額
、雇
用
拡
大
な
ど
の
厳
し
い
条

件
が
地
域
統
括
会
社
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
が
実
態
で

す
。香
港
大
手
会
計
事
務
所
の
担
当
者
の
話
で
は
、香

港
に
既
に
進
出
し
て
い
る
地
域
統
括
会
社
は
様
々
な
統

括
機
能
を
有
し
て
い
る
た
め
、セ
ー
フ
ハ
ー
バ
ー
ル
ー
ル

を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
厳
し
く
、今
回
新
設
さ
れ
た

C
T
C
優
遇
税
制
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
考
え
に
く
い

と
の
こ
と
で
し
た
。ま
た
タ
ッ
ク
ス・コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
主

目
的
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
地
域
統
括
会
社

で
す
が
、各
国
の
優
遇
税
制
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
は

決
し
て
容
易
で
な
い
た
め
、地
域
統
括
会
社
を
ど
こ
の

最
後
に

国
・
地
域
に
設
置
す
る
か
を
現
在
検
討
し
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、多
少
の
税
金
の
差
で
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、

本
来
の
目
的
で
あ
る『
管
轄
地
域
』、『
業
務
内
容
』を

重
視
し
て
設
置
場
所
を
決
定
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　
日
本
は
人
口
減
少
に
直
面
し
て
お
り
、今
後
内
需
が

大
幅
に
改
善
さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
に
く
い
環
境
と

な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
為
、中
小
企
業
を
含
む
多
く
の
日

系
企
業
が
活
躍
の
場
を
求
め
、成
長
著
し
い
ア
ジ
ア
を

中
心
と
す
る
新
興
国
へ
積
極
的
に
進
出
し
て
い
ま
す
。

既
に
当
行
顧
客
の
中
に
も
複
数
の
国
に
進
出
さ
れ
、地

域
統
括
会
社
を
設
置
さ
れ
て
い
る
会
社
も
あ
り
ま
す
。

　
A
E
C
発
足
、英
国
の
E
U
離
脱
、製
造
業
の
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
集
積
地
の
変
化
な
ど
企
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
ま
す
。そ
の
変
化

に
順
応
す
る
た
め
に
も
地
域
統
括
会
社
の
存
在
は
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。地
域
統

括
会
社
を
積
極
的
に
誘
致
し
て
い
る
国
に
は
優
遇
制
度

上
の
良
し
悪
し
だ
け
で
は
な
く
、そ
の
国
自
体
の
強
み

や
弱
み
も
存
在
し
ま
す
。ま
ず
は
会
社
が
地
域
統
括
会

社
に
”何
“を
求
め
る
の
か
目
的
を
は
っ
き
り
と
さ
せ
、設

置
対
象
国・地
域
の
様
々
な
専
門
家
に
現
地
で
相
談
さ

れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、当
行
駐
在
員
事
務
所
で
は
現

地
に
根
差
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
弁
護
士
事
務
所
、会

計
事
務
所
、コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
と
良
好
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
関
係
を
築
い
て
お
り
ま
す
。今
回
テ
ー
マ
と
し

て
取
り
上
げ
た
地
域
統
括
会
社
以
外
の
法
務
、会
計

相
談
に
つ
い
て
も
直
接
、現
地
の
専
門
家
か
ら
話
を
聞

く
こ
と
が
可
能
で
す
。是
非
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

（
香
港
駐
在
員
事
務
所
　
石
本 

恒
義
）

【表4 各国の投資優遇税制（香港、シンガポール、タイ、マレーシア）】

【CTC導入で存在感を示すことができるのか世界有数の金融都市セントラル】

【JETROホームページ】

制度名

現行法人税率

優遇法人税率

対象収入

優遇期間

主な優遇条件

香港
CTC

16.5％

8.25％

定めなし

利益・資産割合

タイ
IHQ

20％

0％

15年

シンガポール
RHQ/IHQ/FTC

17％

資本金、経費、雇用、
統括対象国数など

資本金、経費、
統括対象国数など

RHQ：
I HQ：
FTC：

15％
0/5/10％
8％

RHQ：
I HQ：
FTC：

3年+2年延長
5~10年
5~10年

マレーシア
Principal Hub

25％
（賦課年度2016年より24％）

資本金、経費、雇用、
統括対象国数など

Tier1：
Tier2：
Tier3：

0％
5％
10％

Tier1：
Tier2：
Tier3：

5年+5年延長
同上
同上

■投資比較
https://www.jetro.go.jp/world/search/cost_result?countryId%5B%5D=900&countryId%5B%5D=
1100&countryId%5B%5D=1900&countryId%5B%5D=3500

https://www.jetro.go.jp/ext_images/jfile/report/07000338/asia_seisannetwork_5.pdf#search=
'%E9%A6%99%E6%B8%AF%E5%9C%B0%E5%9F%9F%E7%B5%B1%E6%8B%AC%E4%BC%9A%E7%A4%BE'

■香港
https://www.jetro.go.jp/world/asia/hk/

■シンガポール
https://www.jetro.go.jp/world/asia/sg/invest_03.html

■タイ
https://www.jetro.go.jp/world/asia/th/invest_03.html

■マレーシア
https://www.jetro.go.jp/world/asia/my/invest_03.html

※資料作成の出所：日本貿易振興機構（ＪＥＴＲＯ）HP、各国政府 HP、香港ポストを参照し、作成
※各国投資優遇税制記載は一部であり、また制度変更など行われるため、都度、各専門家に確認が必要となります

海外からの適格所得（マネジメントサービス、ロイヤルティ等※各国により定期は異なる）
※シンガポールは上記適格所得の増加分に対して

【表3 CTCが行う香港外グループ会社との
 貸付・借入に係る税務上の取扱い】 

香港でCTCとして行うグループファイナンス
業務を行っている企業

益金参入：香港で実行され貸付に対する利息
　　　　 （香港域外で利用されるものを含む）

損金算入（今回の変更点）
条件：通常の方法で香港外のグループ会社か

らの資金を借入れしていること
香港域外の貸付人は受取利息に対し
て8.25％もしくは16.5％のいずれかの
適用税率より低くない税率で香港域外
で課税されていること
香港域外の貸付人の受取利息の使用
や享受に関して、他者への利息の移転
に関して契約上または法的な義務に
よって制限をうけないこと

対象

受取利息

支払利息

（香港駐在員事務所）

69 FFG MONTHLY SURVEY Vol.94



で
蜂
の
巣
と
い
う
意
味
で
、体
積
に
比
べ
て
表
面

積
が
広
く
、空
気
抵
抗
が
小
さ
い
と
い
う
特
徴
が

あ
り
、音
や
衝
撃
を
吸
収
し
た
り
、断
熱
し
た
り

出
来
る
優
れ
た
機
能
が
あ
り
ま
す
。西
部
技
研

で
は
あ
ら
ゆ
る
素
材
を
こ
の
ハニ
カ
ム
状
に
加
工

し
、吸
着
剤
な
ど
を
効
果
的
に
塗
布
す
る
事
で

ハニ
カ
ム
に
色
々
な
機
能
を
持
た
せ
空
調
機
用
の

機
能
性
ロ
ー
タ
ー
を
商
品
化
し
ま
し
た
。

　
中
国
国
内
で
は
環
境
保
護
規
制
が
日
増
し

に
厳
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、特
に
光
化
学

ス
モ
ッ
グ
な
ど
大
気
汚
染
を
引
き
起
こ
す
原
因

物
質
で
あ
る
Ｖ
Ｏ
Ｃ
の
濃
縮
装
置
の
受
注
が
伸

び
て
い
ま
す
。Ｖ
Ｏ
Ｃ
は
塗
料
や
接
着
剤
な
ど
か

ら
発
生
す
る
た
め
、当
社
の
Ｖ
Ｏ
Ｃ
濃
縮
装
置

を
自
動
車
の
塗
装
工
場
や
印
刷
工
場
等
に
あ
る

排
ガ
ス
処
理
設
備
の
前
段
機
器
と
し
て
設
置

し
、排
気
中
の
低
濃
度・大
風
量
の
Ｖ
Ｏ
Ｃ
を
高

濃
度・低
風
量
に
濃
縮
す
る
こ
と
で
、Ｖ
Ｏ
Ｃ
処

理（
燃
焼
）に
要
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
ス
ペ
ー
ス
を

抑
え
、設
備
費
用
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
大
幅

に
削
減
で
き
ま
す
。現
在
も
中
国
系
、外
資
系

を
問
わ
ず
対
策
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
企
業
か

ら
の
引
き
合
い
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
中
国
政
府
は
電
気
自
動
車
な
ど
新
エ
ネ
車

の
普
及
、電
子
部
品
な
ど
ハ
イ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

向
上
に
力
を
入
れ
て
お
り
、今
後
、リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
電
池
や
半
導
体
の
製
造
工
場
が
急
速
に
増

え
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、低
湿
度
が

要
求
さ
れ
る
工
場
へ
の
除
湿
機
お
よ
び
ド
ラ
イ

ル
ー
ム
と
い
っ
た
除
湿
シ
ス
テ
ム
の
需
要
取
り
込

み
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｓ
Ｇ
Ｃ
の
技
術
と
製
品
群
は
、経
済
成
長
に

伴
い
急
激
に
社
会
問
題
化
し
て
い
る「
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
」と「
大
気
汚
染
問
題
」の
改
善
に
貢

献
す
る
も
の
で
、今
ま
さ
に
時
代
が
要
求
す
る

も
の
で
す
。今
後
も
製
品
販
売
を
通
じ
て
、中

国
な
ら
び
に
世
界
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
動
や
大

気
汚
染
防
止
活
動
の
進
展
に
寄
与
し
、幅
広
く

社
会
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
我
々
の
夢
で
あ
り
、

Ｓ
Ｇ
Ｃ
の
使
命
で
も
あ
り
ま
す
。

　
同
社
で
は
、社
内
規
則
や
安
全
・
作
業
基
準

な
ど
の
ル
ー
ル
の
遵
守
を
日
本
並
み
に
徹
底
す

る
一
方
、働
き
が
い
の
あ
る
職
場
と
人
材
育
成

の
た
め
、社
員
の
目
標
設
定
と
実
績
に
基
づ
い

た
公
正
な
人
事
評
価
を
実
践
し
、ま
た
中
国
で

は
珍
し
い
家
族
手
当
を
導
入
す
る
な
ど
福
利

厚
生
に
も
力
を
入
れ
、転
職
の
多
い
中
国
で
も

安
定
し
た
社
員
定
着
率
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

藤
川
総
経
理
は「
社
員
が
、自
分
が
働
く
会
社

の
製
品
が
母
国
の
環
境
保
護
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
役
立
つ
こ
と
に
何
よ
り
も
誇
り
と
や
り
が
い
を

感
じ
る
企
業
で
あ
り
た
い
」と
仰
っ
て
い
ま
す
。

時
代
が
求
め
る
技
術
力
と
皆
さ
ん
の
結
束
力

の
融
合
に
よ
っ
て
Ｓ
Ｇ
Ｃ
の
さ
ら
な
る
飛
躍
が

期
待
で
き
ま
す
。

（
上
海
駐
在
員
事
務
所
　
平
田 

治
郎
）

▲同社外観 ▲工場内の様子

▲集合写真（工場）

▲集合写真（事務所）

　
株
式
会
社
西
部
技
研

（
本
社
：
福
岡
県
古
賀
市
）

は「
独
創
と
融
合
」を
経
営

理
念
と
し
て
、同
社
独
自
の

ハニ
カ
ム
積
層
体
製
造
技
術

を
活
用
し
た
環
境
保
全
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
、部
品
の
製
造
を
行
っ
て
い
ま
す
。

除
湿
機
や
全
熱
交
換
器（
室
内
外
の
湿
度
と
温
度
を

調
整
し
冷
暖
房
効
率
を
向
上
さ
せ
る
装
置
）な
ど
日

本
国
内
で
高
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
シ
ェ
ア
を
誇
る
同
社
で
す

が
、海
外
へ
30
年
以
上
前
か
ら
進
出
し
、現
在
で
は
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
、米
国
、そ
し
て
中
国
に
製
造
拠
点
を
か
ま

え
世
界
40
カ
国
以
上
へ
製
品
を
供
給
し
て
お
り
、近
年

さ
ら
に
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
加
速
さ
せ
て
い
ま
す
。今
回

は
海
外
製
造
拠
点
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、来
年
で
中
国
進

出
10
年
を
迎
え
る
中
国
江
蘇
省
常
熟
市
の
現
地
法
人

「
西
部
技
研
環
保
節
能
設
備（
常
熟
）有
限
公
司
」（
Ｓ

Ｇ
Ｃ
ｈ
ｉｎａ
、以
下「
Ｓ
Ｇ
Ｃ
」）の
藤
川
総
経
理
に
話

を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　
Ｓ
Ｇ
Ｃ
は
、上
海
市
か
ら
北
西
へ
車
で
約
１
時
間

半
の
常
熟
市
に
本
社
と
工
場
を
置
き
、日
本
と
同
様

に「
ハ
ニ
カ
ム
構
造
体
」を
コ
ア
と
す
る
全
熱
交
換
器
、

除
湿
機
、Ｖ
Ｏ
Ｃ（
揮
発
性
有
機
溶
剤
）濃
縮
装
置
の

製
造
・
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
ハニ
カ
ム
」と
は
英
語

株式会社西部技研
海外進出
最前線

Representat ive Office

1

‾は
じ
め
に

2

‾高
ま
る
ニ
ー
ズ

3

‾こ
れ
か
ら
の
展
望

4

‾お
わ
り
に

現地法人

住 所

T E L

上海支店

T E L

親 会 社
住 所
T E L

：

：

：

：

：

：
：
：

PROFILE

西部技研環保節能設備
（常熟）有限公司
江蘇省常熟東南経済開発
区金麟路8号
+86-512-5230-3000

上海市長寧区延安西路2299号 
上海世貿商城11Ｍ12
+86-21-6236-3005

株式会社西部技研
福岡県古賀市青柳3108-3
092-942-3511

西部技研環保節能設備（常熟）有限公司

海外に進出されている福岡銀行箱崎支店のお取引先企業グループのご紹介です。

Representat ive   　 f  f ice
海外進出最前線

▲VOC濃縮装置

超高層ビル群
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で
蜂
の
巣
と
い
う
意
味
で
、体
積
に
比
べ
て
表
面

積
が
広
く
、空
気
抵
抗
が
小
さ
い
と
い
う
特
徴
が

あ
り
、音
や
衝
撃
を
吸
収
し
た
り
、断
熱
し
た
り

出
来
る
優
れ
た
機
能
が
あ
り
ま
す
。西
部
技
研

で
は
あ
ら
ゆ
る
素
材
を
こ
の
ハニ
カ
ム
状
に
加
工

し
、吸
着
剤
な
ど
を
効
果
的
に
塗
布
す
る
事
で

ハニ
カ
ム
に
色
々
な
機
能
を
持
た
せ
空
調
機
用
の

機
能
性
ロ
ー
タ
ー
を
商
品
化
し
ま
し
た
。

　
中
国
国
内
で
は
環
境
保
護
規
制
が
日
増
し

に
厳
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、特
に
光
化
学

ス
モ
ッ
グ
な
ど
大
気
汚
染
を
引
き
起
こ
す
原
因

物
質
で
あ
る
Ｖ
Ｏ
Ｃ
の
濃
縮
装
置
の
受
注
が
伸

び
て
い
ま
す
。Ｖ
Ｏ
Ｃ
は
塗
料
や
接
着
剤
な
ど
か

ら
発
生
す
る
た
め
、当
社
の
Ｖ
Ｏ
Ｃ
濃
縮
装
置

を
自
動
車
の
塗
装
工
場
や
印
刷
工
場
等
に
あ
る

排
ガ
ス
処
理
設
備
の
前
段
機
器
と
し
て
設
置

し
、排
気
中
の
低
濃
度・大
風
量
の
Ｖ
Ｏ
Ｃ
を
高

濃
度・低
風
量
に
濃
縮
す
る
こ
と
で
、Ｖ
Ｏ
Ｃ
処

理（
燃
焼
）に
要
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
ス
ペ
ー
ス
を

抑
え
、設
備
費
用
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
大
幅

に
削
減
で
き
ま
す
。現
在
も
中
国
系
、外
資
系

を
問
わ
ず
対
策
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
企
業
か

ら
の
引
き
合
い
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
中
国
政
府
は
電
気
自
動
車
な
ど
新
エ
ネ
車

の
普
及
、電
子
部
品
な
ど
ハ
イ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

向
上
に
力
を
入
れ
て
お
り
、今
後
、リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
電
池
や
半
導
体
の
製
造
工
場
が
急
速
に
増

え
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、低
湿
度
が

要
求
さ
れ
る
工
場
へ
の
除
湿
機
お
よ
び
ド
ラ
イ

ル
ー
ム
と
い
っ
た
除
湿
シ
ス
テ
ム
の
需
要
取
り
込

み
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｓ
Ｇ
Ｃ
の
技
術
と
製
品
群
は
、経
済
成
長
に

伴
い
急
激
に
社
会
問
題
化
し
て
い
る「
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
」と「
大
気
汚
染
問
題
」の
改
善
に
貢

献
す
る
も
の
で
、今
ま
さ
に
時
代
が
要
求
す
る

も
の
で
す
。今
後
も
製
品
販
売
を
通
じ
て
、中

国
な
ら
び
に
世
界
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
動
や
大

気
汚
染
防
止
活
動
の
進
展
に
寄
与
し
、幅
広
く

社
会
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
我
々
の
夢
で
あ
り
、

Ｓ
Ｇ
Ｃ
の
使
命
で
も
あ
り
ま
す
。

　
同
社
で
は
、社
内
規
則
や
安
全
・
作
業
基
準

な
ど
の
ル
ー
ル
の
遵
守
を
日
本
並
み
に
徹
底
す

る
一
方
、働
き
が
い
の
あ
る
職
場
と
人
材
育
成

の
た
め
、社
員
の
目
標
設
定
と
実
績
に
基
づ
い

た
公
正
な
人
事
評
価
を
実
践
し
、ま
た
中
国
で

は
珍
し
い
家
族
手
当
を
導
入
す
る
な
ど
福
利

厚
生
に
も
力
を
入
れ
、転
職
の
多
い
中
国
で
も

安
定
し
た
社
員
定
着
率
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

藤
川
総
経
理
は「
社
員
が
、自
分
が
働
く
会
社

の
製
品
が
母
国
の
環
境
保
護
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
役
立
つ
こ
と
に
何
よ
り
も
誇
り
と
や
り
が
い
を

感
じ
る
企
業
で
あ
り
た
い
」と
仰
っ
て
い
ま
す
。

時
代
が
求
め
る
技
術
力
と
皆
さ
ん
の
結
束
力

の
融
合
に
よ
っ
て
Ｓ
Ｇ
Ｃ
の
さ
ら
な
る
飛
躍
が

期
待
で
き
ま
す
。

（
上
海
駐
在
員
事
務
所
　
平
田 

治
郎
）

▲同社外観 ▲工場内の様子

▲集合写真（工場）

▲集合写真（事務所）

　
株
式
会
社
西
部
技
研

（
本
社
：
福
岡
県
古
賀
市
）

は「
独
創
と
融
合
」を
経
営

理
念
と
し
て
、同
社
独
自
の

ハニ
カ
ム
積
層
体
製
造
技
術

を
活
用
し
た
環
境
保
全
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
、部
品
の
製
造
を
行
っ
て
い
ま
す
。

除
湿
機
や
全
熱
交
換
器（
室
内
外
の
湿
度
と
温
度
を

調
整
し
冷
暖
房
効
率
を
向
上
さ
せ
る
装
置
）な
ど
日

本
国
内
で
高
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
シ
ェ
ア
を
誇
る
同
社
で
す

が
、海
外
へ
30
年
以
上
前
か
ら
進
出
し
、現
在
で
は
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
、米
国
、そ
し
て
中
国
に
製
造
拠
点
を
か
ま

え
世
界
40
カ
国
以
上
へ
製
品
を
供
給
し
て
お
り
、近
年

さ
ら
に
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
加
速
さ
せ
て
い
ま
す
。今
回

は
海
外
製
造
拠
点
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、来
年
で
中
国
進

出
10
年
を
迎
え
る
中
国
江
蘇
省
常
熟
市
の
現
地
法
人

「
西
部
技
研
環
保
節
能
設
備（
常
熟
）有
限
公
司
」（
Ｓ

Ｇ
Ｃ
ｈ
ｉｎａ
、以
下「
Ｓ
Ｇ
Ｃ
」）の
藤
川
総
経
理
に
話

を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　
Ｓ
Ｇ
Ｃ
は
、上
海
市
か
ら
北
西
へ
車
で
約
１
時
間

半
の
常
熟
市
に
本
社
と
工
場
を
置
き
、日
本
と
同
様

に「
ハ
ニ
カ
ム
構
造
体
」を
コ
ア
と
す
る
全
熱
交
換
器
、

除
湿
機
、Ｖ
Ｏ
Ｃ（
揮
発
性
有
機
溶
剤
）濃
縮
装
置
の

製
造
・
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
ハニ
カ
ム
」と
は
英
語

株式会社西部技研
海外進出
最前線

Representat ive Office
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じ
め
に

2

‾高
ま
る
ニ
ー
ズ
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‾こ
れ
か
ら
の
展
望

4
‾お
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西部技研環保節能設備
（常熟）有限公司
江蘇省常熟東南経済開発
区金麟路8号
+86-512-5230-3000

上海市長寧区延安西路2299号 
上海世貿商城11Ｍ12
+86-21-6236-3005

株式会社西部技研
福岡県古賀市青柳3108-3
092-942-3511

西部技研環保節能設備（常熟）有限公司

海外に進出されている福岡銀行箱崎支店のお取引先企業グループのご紹介です。

Representat ive   　 f  f ice
海外進出最前線

▲VOC濃縮装置
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当
初
は
日
本
人
1
名
、現
地
ス
タ
ッ
フ
2
名
の

体
制
で
し
た
が
、現
在
は
日
本
人
2
名
、現
地

ス
タ
ッ
フ
5
名
の
体
制
で
、漁
船
向
け
な
ど
の

舶
用
油
圧
シ
ス
テ
ム
製
品
を
日
本
か
ら
輸
入

し
、販
売
す
る
と
共
に
、併
設
の
工
場
に
て
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
地
の
遠
洋
漁
船
は
年
に
1
回
程
の
周
期

で
し
か
寄
港
し
な
い
こ
と
か
ら
、現
地
企
業
は

製
品
を
一
旦
必
ず
船
か
ら
降
ろ
し
て
、消
耗
部

品
を
全
て
交
換
す
る
の
に
対
し
、当
社
は
必
要

に
応
じ
製
品
を
船
か
ら
降
ろ
し
て
、交
換
が
必

要
な
部
品
の
み
交
換
し
、整
備
・メ
ン
テ
ナ
ン
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
。し
た
が
っ
て
当
社
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
は
価
格
競
争
力
も
あ
り
、コ
ス
ト
意
識
の

高
い
お
客
様
の
囲
い
込
み
に
成
功
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、当
社
工
場
に
設
置
さ
れ
た
ハ
イ
レ
ベ
ル
の

テ
ス
ト
ス
タ
ン
ド
を
活
用
し
た
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も

今
後
積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
当
社
製
品
が
搭
載
さ
れ
て
い
る
船
が
東
南
ア

ジ
ア
等
に
も
転
売
さ
れ
て
い
ま
す
が
、メ
ン
テ
ナ
ン

ス
対
応
が
可
能
な
現
地
業
者
は
少
な
く
、ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、

中
国
本
土
も
見
様
見
真
似
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

行
い
、と
り
あ
え
ず
直
れ
ば
い
い
、動
け
ば
い
い
と

考
え
る
業
者
が
多
く
、技
術
者
が
不
足
し
て
い

る
と
い
う
認
識
で
す
。油
圧
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技

術
は
当
社
が
一
番
だ
と
自
負
し
て
お
り
、台
湾

で
も
十
分
な
社
員
教
育
を
行
い
な
が
ら
、台
湾

で
油
圧
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
言
え
ば「
T
M
H
T

（
マ
リ
ン
ハ
イ
ド
ロ
テ
ッ
ク
株
式
会
社
）」と
い
う
ポ

ジ
シ
ョ
ン
を
確
立
し
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、将

来
的
に
は
台
湾
で
育
成
し
た
人
材
の
中
華
圏
で

の
活
用
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　
一
定
の
技
術
力
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
台
湾
に

お
い
て
、当
社
は
日
本
企
業
な
ら
で
は
の
き
め
細

か
い
、ま
た
、価
格
競
争
力
の
あ
る
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
さ
れ
て
お
り
、台
湾
で
も
今
後
更
に
お
取

引
を
拡
大
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。ま

た
、台
湾
の
み
な
ら
ず
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
へ
の

ビ
ジ
ネ
ス
の
広
が
り
の
可
能
性
を
感
じ
ま
し
た
。

（
台
北
駐
在
員
事
務
所
　
平
山 

孝
行
）

▲パワーブロック動作測試 ▲整備後出港前▲テストスタンド

▲台湾海洋油圧機械科技股份有限公司の皆様

　
マ
リ
ン
ハ
イ
ド
ロ
テ
ッ
ク

株
式
会
社
は
、1
9
6
3

年
に
以
西
底
曳
網
漁
業
向

け
油
圧
機
器
の
販
売
・
修

理
業
と
し
て
営
業
を
開
始

し
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り

ま
す
。現
在
で
は
、舶
用
甲
板
機
械
シ
ス
テ
ム
の
設
計・

製
造
サ
ー
ビ
ス
か
ら
販
売
、油
圧
シ
ス
テ
ム
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
に
至
る
ま
で
総
合
舶
用
油
圧
シ
ス
テ
ム
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
と
し
て
海
外
に
代
理
店
も
置
き
、ワ
ー
ル
ド
ワ
イ

ド
に
販
路
を
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
。今
回
は
、マ
リ
ン
ハ

イ
ド
ロ
テ
ッ
ク
株
式
会
社
の
海
外
現
地
法
人
で
あ
る
台

湾
海
洋
油
圧
機
械
科
技
股
份
有
限
公
司
を
訪
問
し
、

木
下
総
経
理
、酒
井
様
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　
当
社
は
、1
9
8
7
年
に
台
湾
の
ま
き
網
漁
船
市

場
に
参
入
し
て
い
ま
す
。船
舶
油
圧
シ
ス
テ
ム
製
品
を

主
に
遠
洋
漁
船
向
け
に
納
品
し
て
お
り
、こ
れ
ま
で
に

約
1
0
0
隻
へ
納
品
実
績
が
あ
り
ま
す
。台
湾
の
業

界
内
で
も
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
頃
か
ら
、現
地
で
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
需
要
も
高
ま
り
、

取
引
先
と
造
船
所
が
集
中
す
る
高
雄
市
に

2
0
1
3
年
に
マ
リ
ン
ハ
イ
ド
ロ
テ
ッ
ク
株
式
会
社
の

1
0
0
％
出
資
子
会
社
を
設
立
し
て
い
ま
す
。設
立

マリンハイドロテック株式会社
海外進出
最前線

Representat ive Office

1

‾は
じ
め
に

3

‾今
後
の
展
開

4

‾最
後
に

現地法人

住 所
T E L
F A X

親 会 社
住 所
T E L
F A X

：

：
：
：

：
：
：
：

PROFILE

MARINE HYDROTEC 
CO., LTD. 
台湾海洋油圧機械科技
股份有限公司
台湾高雄市小港区台糖路7号
+886-7-806-2092
+886-7-806-2091

マリンハイドロテック株式会社
福岡市中央区港3丁目50番1号
092-711-1091
092-711-1749

MARINE HYDROTEC CO., LTD. （台湾海洋油圧機械科技股份有限公司）

海外に進出されている福岡銀行湊町支店のお取引先企業グループのご紹介です。

Representat ive   　 f  f ice
海外進出最前線

高雄港と貨物船

▲整備風景
台
湾
進
出
の
経
緯
と

現
在
の
事
業
内
容

2 ‾

（　　　　　　　　　　 ）
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当
初
は
日
本
人
1
名
、現
地
ス
タ
ッ
フ
2
名
の

体
制
で
し
た
が
、現
在
は
日
本
人
2
名
、現
地

ス
タ
ッ
フ
5
名
の
体
制
で
、漁
船
向
け
な
ど
の

舶
用
油
圧
シ
ス
テ
ム
製
品
を
日
本
か
ら
輸
入

し
、販
売
す
る
と
共
に
、併
設
の
工
場
に
て
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
地
の
遠
洋
漁
船
は
年
に
1
回
程
の
周
期

で
し
か
寄
港
し
な
い
こ
と
か
ら
、現
地
企
業
は

製
品
を
一
旦
必
ず
船
か
ら
降
ろ
し
て
、消
耗
部

品
を
全
て
交
換
す
る
の
に
対
し
、当
社
は
必
要

に
応
じ
製
品
を
船
か
ら
降
ろ
し
て
、交
換
が
必

要
な
部
品
の
み
交
換
し
、整
備
・メ
ン
テ
ナ
ン
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
。し
た
が
っ
て
当
社
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
は
価
格
競
争
力
も
あ
り
、コ
ス
ト
意
識
の

高
い
お
客
様
の
囲
い
込
み
に
成
功
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、当
社
工
場
に
設
置
さ
れ
た
ハ
イ
レ
ベ
ル
の

テ
ス
ト
ス
タ
ン
ド
を
活
用
し
た
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も

今
後
積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
当
社
製
品
が
搭
載
さ
れ
て
い
る
船
が
東
南
ア

ジ
ア
等
に
も
転
売
さ
れ
て
い
ま
す
が
、メ
ン
テ
ナ
ン

ス
対
応
が
可
能
な
現
地
業
者
は
少
な
く
、ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、

中
国
本
土
も
見
様
見
真
似
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

行
い
、と
り
あ
え
ず
直
れ
ば
い
い
、動
け
ば
い
い
と

考
え
る
業
者
が
多
く
、技
術
者
が
不
足
し
て
い

る
と
い
う
認
識
で
す
。油
圧
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技

術
は
当
社
が
一
番
だ
と
自
負
し
て
お
り
、台
湾

で
も
十
分
な
社
員
教
育
を
行
い
な
が
ら
、台
湾

で
油
圧
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
言
え
ば「
T
M
H
T

（
マ
リ
ン
ハ
イ
ド
ロ
テ
ッ
ク
株
式
会
社
）」と
い
う
ポ

ジ
シ
ョ
ン
を
確
立
し
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、将

来
的
に
は
台
湾
で
育
成
し
た
人
材
の
中
華
圏
で

の
活
用
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　
一
定
の
技
術
力
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
台
湾
に

お
い
て
、当
社
は
日
本
企
業
な
ら
で
は
の
き
め
細

か
い
、ま
た
、価
格
競
争
力
の
あ
る
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
さ
れ
て
お
り
、台
湾
で
も
今
後
更
に
お
取

引
を
拡
大
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。ま

た
、台
湾
の
み
な
ら
ず
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
へ
の

ビ
ジ
ネ
ス
の
広
が
り
の
可
能
性
を
感
じ
ま
し
た
。

（
台
北
駐
在
員
事
務
所
　
平
山 

孝
行
）

▲パワーブロック動作測試 ▲整備後出港前▲テストスタンド

▲台湾海洋油圧機械科技股份有限公司の皆様

　
マ
リ
ン
ハ
イ
ド
ロ
テ
ッ
ク

株
式
会
社
は
、1
9
6
3

年
に
以
西
底
曳
網
漁
業
向

け
油
圧
機
器
の
販
売
・
修

理
業
と
し
て
営
業
を
開
始

し
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り

ま
す
。現
在
で
は
、舶
用
甲
板
機
械
シ
ス
テ
ム
の
設
計・

製
造
サ
ー
ビ
ス
か
ら
販
売
、油
圧
シ
ス
テ
ム
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
に
至
る
ま
で
総
合
舶
用
油
圧
シ
ス
テ
ム
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
と
し
て
海
外
に
代
理
店
も
置
き
、ワ
ー
ル
ド
ワ
イ

ド
に
販
路
を
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
。今
回
は
、マ
リ
ン
ハ

イ
ド
ロ
テ
ッ
ク
株
式
会
社
の
海
外
現
地
法
人
で
あ
る
台

湾
海
洋
油
圧
機
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科
技
股
份
有
限
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司
を
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し
、

木
下
総
経
理
、酒
井
様
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　
当
社
は
、1
9
8
7
年
に
台
湾
の
ま
き
網
漁
船
市

場
に
参
入
し
て
い
ま
す
。船
舶
油
圧
シ
ス
テ
ム
製
品
を

主
に
遠
洋
漁
船
向
け
に
納
品
し
て
お
り
、こ
れ
ま
で
に

約
1
0
0
隻
へ
納
品
実
績
が
あ
り
ま
す
。台
湾
の
業

界
内
で
も
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
頃
か
ら
、現
地
で
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
需
要
も
高
ま
り
、

取
引
先
と
造
船
所
が
集
中
す
る
高
雄
市
に

2
0
1
3
年
に
マ
リ
ン
ハ
イ
ド
ロ
テ
ッ
ク
株
式
会
社
の

1
0
0
％
出
資
子
会
社
を
設
立
し
て
い
ま
す
。設
立

マリンハイドロテック株式会社
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最前線
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海外に進出されている福岡銀行湊町支店のお取引先企業グループのご紹介です。

Representat ive   　 f  f ice
海外進出最前線

高雄港と貨物船

▲整備風景
台
湾
進
出
の
経
緯
と

現
在
の
事
業
内
容

2 ‾
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貿 易 お 役 立 ち 情 報
U s e f u l  I n f o r m a t i o n

場　　　所 展　覧　会　名 期　　　間 場　　　所 展　覧　会　名 期　　　間
2016 中国国際智慧教育展覧会 12月 9 日～12月11日
第 9 回中国国際ブランド加盟投資博覧会 12月17日～12月18日

蘇州
蘇州国際博覧センター 2016 中国蘇州国際自動車博覧会 10月 1 日～10月 5 日

2016 年中国（蘇州）国際茶業博覧会及び紫砂工芸展
10月14日～10月17日

2016 年蘇州国際仏事文化用品展覧会及び菜食文化展
中国国際ナノテクビジネスフォーラム 10月24日～10月28日
2016 中国小売業博覧会 11月 3 日～11月 5 日
2016 中国蘇州華夏ハウジング博覧会 11月18日～11月20日
蘇州上花 2016 年冬季漁具展覧会 12月 2 日～12月 4 日

上海
上海新国際博覧中心 2016 浦東国際自動車展覧会  9 月29日～10月 3 日

Analytica China 2016

10月10日～10月12日2016 上海国際鋳造展覧会及び 2016 上海国際熱処理工業炉展
覧会
2016 上海国際非鉄金属展覧会
2016（第 12 回）中国国際酒・飲料製造技術及び設備展覧
会 10月11日～10月14日

中国国際産業用紡績品及び不織布展覧会 10月12日～10月14日
中国国際印刷技術・機械展 10月18日～10月22日
中国国際玩具、幼児教育用品及び設備展覧会 10月19日～10月21日
中国ベーカリー ( 秋季 ) 展覧会 10月26日～10月28日
Prolight+Sound　shanghai 2016

10月26日～10月29日
中国（上海）楽器展覧会
アジア国際物流技術及び運送システム展

11月 1 日～11月 4 日アジア国際動力伝動と制御技術展
上海国際圧縮機及び設備展覧会
上海国際フード・ドリンク及び飲食設備展覧会 11月 7 日～11月 9 日
中国電子展 / 中国国際半導体博覧会 11月 8 日～11月10日
中国国際旅行交易会 11月11日～11月13日
上海国際断熱材、防水材及び省エネ技術展覧会 11月13日～11月15日
2016 第 9 回アジア果物・野菜産業博覧会 / 中国国際果物と
野菜展覧会 11月14日～11月16日

中国国際工程機械、建築機械、工事車両及び設備博覧会 11月22日～11月25日
中国国際ゴム技術展 / アジアエッセンタイヤショー

12月 1 日～12月 3 日

上海国際フロア工業展覧会
上海国際モルタル技術及び設備展覧会
第 4 回上海蒸発及び結晶技術設備展覧会
2016 中国（上海）国際 LED 照明展覧会
2016 中国（上海）国際スマートホーム及び知的ハードウェ
ア展覧会
上海国際サービスロボット技術及び応用展覧会

12月 8 日～12月10日

2016 上海国際インテリジェンス産業及び人口知能製品博覧
会
中国（上海）国際鋳造、ダイカスト、鍛造展覧会
中国国際自動車産業技術博覧会
上海国際自動車関連産業博覧会

上海世貿商城
（上海マート）

第 3 回上海国際光学レンズ、カメラモジュール展 10月19月～10月21日
2016 第 5 回国際紙、フィルム、フィルム加工、印刷技術、 
設備及び技術博覧会（International Converting Exhibition) 11月16月～11月18日

上海光大会展中心 2016 中国無人航空機システム及び任務設備展覧会
10月10日～10月12日2016 年中国（上海）国際光電子とマイクロエレクトロニク

ス産業博覧会
2016 第 12 回上海有機食品及び高級輸入食品飲料展覧会

12月 4 日～12月 6 日
2016 第 11 回上海米、雑穀及び設備展覧会

上海国家会展中心 2016 上海国際バッグ、革製品産業博覧会

10月11日～10月13日
中国国際アパレル及びアクセサリー（秋冬）博覧会
中国国際糸（秋冬）展覧会
中国国際ファッション博覧会（秋冬）
中国国際ニット（秋冬）博覧会
中国国際金物展 10月21日～10月23日
2016 中国国際紡績機械展覧会及び ITMA アジア展覧会 10月21日～10月25日
第 18 回中国国際工業博覧会 11月 1 日～11月 5 日
Automechanika Shanghai 2016 11月30日～12月 3 日

上海世博展覧館 2016 中国華夏ハウジング博覧会 10月 1 日～10月 3 日
2016 第 4 回切削工具及び設備展覧会

10月11日～10月13日
2016 中国国際製紙技術展覧会
2016 中国国際加熱及び熱動力技術展覧会
第 14 回上海国際ボイラー、補機及び工業設備展覧会
2016 上海国際バイオテクノロジー展覧会
Care Expo China 2016 10月12日～10月13日
2016 上海国際珠宝展覧会 10月13日～10月16日
第 16 回全国農薬交流会及び農業化学品展覧会、第 2 回中国
国際新型肥料、種、植物保護機械展覧会 10月16日～10月18日

2016 上海国際骨董品展覧会 10月20日～10月22日
2016 中国（上海）国際レクリエーション施設博覧会

10月21日～10月23日
2016 上海国際カスタムカー博覧会
2016 中国国際医療設備設計及び技術展 10月26日～10月27日
第 20 回中国国際口腔器材展覧会及び学術セミナー 10月26日～10月29日
2016 中国国際水処理化学品、水溶性高分子、製紙化学品、
工業用界面活性剤技術及び応用展覧会 11月 3 日～11月 4 日

第 12 回上海国際消防セキュリティ技術設備展覧会 11月 9 日～11月11日
2016 第 8 回中国（上海）国際流体機械展覧会 11月10日～11月12日
2016 中国華夏ハウジング博覧会 11月26日～11月27日
2016 上海国際商用船及び作業船展覧会（Sea Work Asia 
2016） 11月29日～12月 1 日

2016 中国（国際）調味料及び食品添加物博覧会
11月30日～12月 2 日

Inside 3D 印刷産業グローバルフォーラム
中国ウエディング博覧会 12月10日～12月11日

香港・マカオ
Hong Kong 
Convention & 
Exhibition Centre

ファインアートアジア 2016 10月 2 日～10月 5 日
オーストラリアとニュージーランド第 3 回教育インタビュー
プログラム 2016 10月 8 日～10月 9 日

大連
大連星海会展中心 中国冬秋服装及び健康食品博覧品 10月 3 日～10月11日

大連国際農業博覧会 10月13日～10月17日
第 8 回中国（大連）軽工業商品博覧会 10月20日～10月24日
2016 大連秋季国際茶業博覧会 10月27日～10月31日
第 5 回中国（大連）国際文化産業博覧会 11月 3 日～11月 7 日
第 20 回国際毛皮及び皮製品冬服博覧会 11月 9 日～11月15日
2016 大連冬季建築材料装飾材料及び家具博覧会 11月12日～11月13日
2016 大連国際砂糖、酒、食品注文大会

11月25日～11月27日
大連国際ベーキング、飲食店食材供給及び家庭用品展示会
大連国際ナマコ、水産品博覧会 12月 1 日～12月 6 日

大連世界博覧広場 大連海釣用品展覧会 10月 2 日～10月 4 日
2016 大連秋季不動産交易大会 10月14日～10月17日
2016 第 1 回中国大連国際ブランド文化博覧会

10月25日～10月28日 
第 12 回中国大連国際海事展覧会
2016 アジア自動車展示会 10月31日～11月 2 日
中国大連 2016 秋季人材募集及び就職商談会 11月 5 日
2016 大連創業祭り 11月 5 日～11月 6 日
2016 大連冬季自動車交易博覧会 11月11日～11月13日
大連国際水産品及び技術展覧会 11月18日～11月20日
中華医学会学術大会 11月25日～11月27日
2016 中国（大連）国際電子ビジネスとネット販売商品展覧
会 11月25日～11月28日

大連国際会議中心 大連国際婦人幼児産業博覧会 11月 4 日～11月 6 日
2016 大連国際アニメ展示会及び第 2 回冬アニメ祭り 11月18日～11月20日

北京
中国国際展覧中心

（新館）
2016 第 7 回水の展示会

10月13日～10月15日
第 15 回中国国際住宅産業博覧会
2016 北京国際風能大会及び展示会

10月19日～10月21日2016 第 10 回中国国際馬術馬業展覧会
2016 中国太陽光発電展示会
2016 中国国際社会公共安全製品博覧会 10月25日～10月28日
2016 第 14 回中国国際ドア、窓、壁博覧会 11月 9 日～11月12日
2016 中国水の博覧会 11月15日～11月17日
2016 中国飴文化祭り及び第 13 回中国国際甘物スナック類
食品展覧会 11月16日～11月18日
2016 北京世界食品博覧会

中国国際展覧中心 2016 中国国際省エネ技術と装備展覧交易会
10月12日～10月14日2016 第 14 回北京国際広告展示会

2016 第 29 回中国北京国際美容、化粧品博覧会
2016 現代軍事訓練限界運動展覧会

10月17日～10月18日
2016 古代及び現代舞踊、コンサート、戯曲文化産業博覧会
2016 中国国際福祉博覧会及び 2016 中国国際リハビリ博覧
会

10月17日～10月19日第 21 回国際レーザー、光電子、デイスプレイ展覧会
第 13 回中国国際機械視覚展覧会
第 4 回電子タバコ博覧会
中国現代家庭農場及び農場発展大会

10月22日～10月24日
2016 第 5 回北京国際観光商品及び観光装備博覧会
2016 国際電力設備技術展覧会及び第 10 回国際電工装備展
覧会 11月 2 日～11月 4 日

2016 中国国際真珠、宝石、アクセサリー展覧会 11月10日～11月14日
2016 中国 ( 北京）国際食品飲料博覧会

11月17日～11月19日
第 7 回中国（北京）国際食用油産業博覧会
2016 第 16 回（北京）国際有機食品と無公害食品博覧会

11月18日～11月20日
2016 第 16 回（北京）国際栄養健康産業博覧会
2016 中国韓国国際老年産業博覧会
2016 第 6 回北京国際口腔設備器材展覧注文会
2016 第 5 回中国（北京）国際医療観光展覧会
2016 中国（北京）国際幼児教育装備及び用品展覧会

11月23日～11月25日2016 中国（北京）国際教育装備及び智慧教育展覧会
2016 中国国際学校の制服、幼稚園の制服展覧会
2016 第 7 回北京国際充電ステション技術装備展覧会 11月23日～11月28日
2016 第 9 回中国国際物流博覧会

11月28日～11月30日2016 未来物流中信建築省エネ、暖房、照明、安保システム
及び自動化展覧会

北京展覧館 2016 第 12 回中国国際金融展覧会 10月27日～10月30日
2016 北京国際老年産業博覧会 11月10日～11月12日
2016( 北京）国際有機食品と無公害食品博覧会

11月25日～11月27日
2016（北京）国際栄養健康産業博覧会

全国農業展覧館 2016 北京国際農業、農産品展覧会 10月21日～10月23日
2016 第 4 回中国国際石炭クリーンエネルギー産業博覧会 10月26日～10月28日
2016 第 14 回中国（北京）国際マホガニー家具博覧会

11月 4 日～11月 7 日
2016 第 17 回北京国際真珠、宝石、アクセサリー展覧会
2016 第 30 回北京国際チェーン店加盟展覧会

11月 5 日～11月 6 日
2016 第 8 回北京国際投資理財博覧会

北京国家会議中心 2016 世界シミュレーション技術応用展覧会 10月 9 日～10月11日
2016 中国国際省エネ環境保護自動車展覧会 10月13日～10月16日
2016 中国国際教育展示会 10月22日～10月23日
2016 北京国際地下パイプ配管展覧会 10月25日～10月27日
2016 中国（北京）国際海洋石油天然ガス技術大会 10月26日～10月27日
2016 北京輸入自動車博覧会 10月27日～10月31日
2016 中国（北京）国際果物、野菜展覧会 10月30日～11月 1 日
2016 北京国際貨幣博覧会 11月 4 日～11月 6 日
2016 第 13 回中国国際お茶の博覧会  1 月11日～11月14日
2016 第 9 回中国オンライン分析器機応用展覧会及び発展途上
国フォーラム 11月22日～11月23日

2016 中国国際工業汚染整備技術及び設備展覧会

11月28日～11月30日
2016 中国国際原子力発電工装備展覧会
2016 中国（北京）国際ボイラー、関連設備展覧会
2016 中国国際エネルギーフォーラム及び展示会
2016 冬季中国北京ウェーディング博覧会 12月 3 日～12月 4 日

アジア展示会情報｜イベント等は主催者側の都合により変更されることもあります。
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HKTDC 香港エレトロニクスフェア 2016( 秋 )
10月13日～10月16日エレトロニクスフェアアジア ( 国際電子部品 & 生産技術フェ

ア )
メガショーパート 1 10月20日～10月23日
メガショーパート 2 10月27日～10月29日
HKTDC 香港国際ライトニングフェア ( 秋 ) 10月27日～10月30日
イギリス教育エキスポ 10月29日～10月30日
香港ウェディングバンケットエキスポ 2016

11月 4 日～11月 6 日
香港ウェディングエキスポ 2016
HKTDC 香港オプティカルフェア 11月 9 日～11月11日
HKTDC 香港国際ワイン & スピリッツフェア 11月10日～11月12日
コスモプロス アジア 2016 ( 美容関連エキスポ ) 11月16日～11月18日
香港国際ジュエリーマニュファクチャラーズショー ( 宝飾品
製造ショー ) 11月24日～11月27日

スマート投資 & 国際的な資産エキスポ 11月26日～11月27日
香港国際ベーカリーエキスポ

12月 1 日～12月 3 日HKTDC Inno デザインテクノロジーエキスポ ( 香港貿易発展
局設計及び創新技術エキスポ )
HKTDC ワールド SME エキスポ
Cine アジア 2016 ( 映画産業エキシビジョン ) 12月 6 日～12月 8 日
ラーニング & ティーチングエキスポ 2016 12月 8 日～12月10日
第 85 回 香港ウェディングフェア

12月 9 日～12月11日
ダイビング & リゾートトラベルエキスポ
Ink アジア 2016 12月16日～12月18日
第 14 回 香港メガショーケース & 第 9 回 E ーエキスポ ( エ
レクトロニクス関連 )

12月24日～12月27日第 16 回 香港 Home x 2016
第 3 回 香港カーショー ( ニューエディション )
香港おもちゃエキスポ ( 冬 2016)
第 14 回 フードフェスティバル 12月24日～12月28日

AsiaWorld-Expo グローバルソース エレクトロニクスショー 10月11日～10月14日
グローバルソース ギフト & ホーム

10月18日～10月21日
グローバルソース モバイルエレクトロニクス
Eco アジア エキスポ 国際トレードフェア（環境保護 )

10月26日～10月29日
グローバルソース ファッション
HKTDC 香港国際アウトドア & ハイテクライトエキスポ
HKTDC 香港国際建築 & 装飾資材 & ハードウェフェア
コスモプロフ アジア 香港 2016 ( 美容関連エキスポ ) 11月15日～11月17日

ベネチアン　マカオ 香港トレンディーバイイングエキスポ 2016 10月 1 日～10月 3 日
第 5 回 マカオ国際コレクションエキシビジョン 10月 7 日～10月 9 日
第 21 回 マカオ国際トレード & 投資フェア 10月20日～10月22日
2016 中国 ( マカオ ) 国際オートモバイルエキスポ

11月 4 日～11月 6 日
マカオ国際デザインショー
マカオゲーミングショー 11月15日～11月17日
第 4 回 コスモポリタン文化 & ファイン . アートフェア

11月23日～11月25日
第 12 回 国際ホテルエキスポ
マカオ Joy 2016 ( エンターテイメント関連 ) 11月25日～11月27日
第 9 回 クリスマスショッピングフェスティバル 12月 2 日～12月 4 日
SIGGRAPH アジア 2016 ( パソコングラフィックスエキス
ポ ) 12月 5 日～12月 8 日

国際おもちゃ & ゲームエキスポ 2016 12月23日～12月25日
Macau Fisherman's 
Wharf Convention & 
Exhibition Centre

2016 中国国際ヨット輸出入フェア 11月 4 日～11月 6 日

深圳
深圳会議展覧中心

（Shenzhen 
Convention &
Exhibition Centre）

2016 深セン国際オートショー & 第 6 回 輸入車 / 高級車エキス
ポ 10月 1 日～10月 5 日
深センゲームショー
中国 ( 深セン ) 国際物流 & 輸送ションフェア

10月12日～10月14日
中国国際インターネット &E- コマースエキスポ 2016
第 4 回 AOPA 国際飛行トーニングエキシビジョン 10月14日～10月16日
第 24 回 中国 ( 深セン ) 国際ギフト & ホームプロタクツフェア 10月20日～10月23日
中国国際医療器材フェア 10月29日～11月 1 日
第 10 回中国 ( 深セン ) 国際金融エキスポ 11月 5 日～11月 7 日
第 4 回 深セン国際工業設計フェア 11月 6 日～11月 8 日
第 18 回 中国ハイテクフェア 11月16日～11月21日
第 15 回　( 深セン ) 国際タッチパネルエキシビジョン

11月24日～11月26日
第 15 回 深セン国際マザー、ベビー & 子供用品エキスポ
2016 第 5 回 深セン国際アートフェア 11月25日～11月28日
第 18 回 深セン国際エキシビジョン ( 衣類 OEM/ODM、アパレ
ルファブリック & ファッションアクセサリー ) 12月 1 日～12月 3 日

第 3 回 深セン国際観光エキスポ 12月 2 日～12月 4 日
2016 国際プリント回路 & APEX 華南フェア

12月 7 日～12月 9 日2016 中国国際産業オートメーション & ロボットエキシビジョ
ン
第 12 回 中国 ( 深セン ) 国際冬美術工芸エキスポ 12月 9 日～12月12日
第 13 回 中国 ( 深セン ) お茶エキスポ 12月16日～12月19日

広州
広州中国輸出入商品取引
会展館

（China Import & 
Export Fair
Complex, Pazhou）

第 119 回 セッションチャイナインポート & エクスポートフェ
ア（phase1） 10月15日～10月19日

2016  中国 ( 広州 ) 国際充電設備 & 電池エキシビジョン 10月18日～11月22日
第 119 回 セッションチャイナインポート & エクスポートフェ
ア (phase2) 10月23日～10月27日

第 119 回 セッションチャイナインポート & エクスポートフェ
ア (phase3) 10月31日～11月 4 日

第 20 回 中国 ( 広州 ) 国際ペットファン 11月10日～11月13日
第 21 回 チャイナ国際エキシビジョンコーティング ( 印刷用
インク & 接着剤 )

11月30日～12月 2 日
第 29 回 チャイナ国際エキシビジョン ( 表面仕上げ & コー
ティング用品 )
第 23 回 国際食品加工 & 包装技術、設備エキシビジョン

12月 5 日～12月 8 日
第 20 回 チャイナ国際 ( 広州 ) 薬剤 & 化粧品エキシビジョン

保利世 博 　
（Poly World Trade 
Expo Centre） 

第 13 回 中国国際中小企業フェア 10月10日～10月13日
第 34 回 Jinhan フェア ( ホーム & ギフト ) 10月21日～10月27日
第 16 回 チャイナ国際 ( 広州 ) シューズ & レザーエキスポ 11月 1 日～11月 3 日

第 16 回 チャイナ国際 ( 広州 ) レザーバッグ & ハンドバッグ 
フェア 11月 1 日～11月 3 日

第 3 回 中国国際シルバー産業エキシビジョン 11月11日～11月13日
第 36 回 (2016 秋 ) チャイナバイク & バーツ フェア 11月16日～11月18日
2016 広州国際印刷関連エキスポ ( スクリーン印刷、デジタ
ル印刷、テキスタイル印刷 ) 11月21日～11月23日

2016 チャイナ ウェディングファン 11月26日～11月27日
2016 広州デザインウィーク 12月 2 日～12月 4 日
第 7 回 中国国際海事エキスポ 2016

12月 7 日～12月 9 日
2016 中国国際グリーン建築エキスポ 
第 23 回 広州ホテル設備 & 供給品エキシビジョン

12月12日～12月14日

第 23 回 広州国際フード & ビバレッジエキシビジョン
ホテルエキスポ広州 2016
高品質食品エキスポ 2016
ホテル家具 ( 広州 ) エキスポ 2016 ( ホテル設備 & 供給品エ
キシビジョン )
2016 ( 広州 ) ヘルス食材エキシビジョン 
2016 中国広州自然 & 栄養補助食品エキシビジョン
第 4 回 アジア太平洋 ( 広州 ) 健康呼吸法エキスポ 12月17日～12月19日

台湾
Taipei World Trade 
Center Hall 1 

台北国際発明及び技術交易展覧会  9 月29日～10月 1 日
アジア電子商取引展覧会 10月 5 日～10月 7 日
第 18 回 台北国際ベビー・マタニティ製品及び子供洋服 & 台
北文具・楽器博覧会 10月 7 日～10月10日

第 17 回 新世紀家具展覧会
10月14日～10月17日2016 秋冬 台北電器展覧会

2016 台北国際撮影器材展覧会
台湾ジュエリー展覧会 10月21日～10月24日
アジア国際郵便展覧会 10月21日～10月26日
2016 台北国際トラベルフェア & 第 11 回海峡両岸台北トラ
ベルフェア 11月 4 日～11月 7 日

2016 台北国際芸術博覧会 11月12日～11月15日
2016 台北国際建材家具展覧会 11月18日～11月21日
2016 IT 月間展覧会 12月 3 日～12月11日
第 28 回 台北国際建材展覧会＆両岸建材展覧会 12月15日～12月18日
第 36 回 台北おもちゃ・楽器・文具＆マタニティ用品・教育
用品博覧会 12月23日～12月26日
2017 台北自動車展覧会＆自動車・バイク部品展覧会

Taipei World Trade 
Center Hall 3

2016 台北国際トラベルフェア & 第 11 回海峡両岸台北トラ
ベルフェア 11月 4 日～11月 7 日

台北ペット用品博覧会 ( 冬季展 ) 11月18日～11月21日
台北ネイル、美容博覧会 11月24日～11月26日
2016 IT 月間展覧会 12月 3 日～12月11日
2016 台北マラソン博覧会 12月15日～12月17日

Taipei World Trade 
Center Nangang 
Exhibition Hal l

台北国際電子産業科学技術展覧会 10月 6 日～10月 9 日
台湾国際太陽光発電展覧会

10月12日～10月14日
台湾国際グリーン産業展覧会
2016 台北紡績展覧会 10月17日～10月19日
2016 台湾国際レーザー展覧会 10月19日～10月21日
台湾国際電子基板展覧会 10月26日～10月28日
2016 台湾国際食品及び設備展覧会

11月18日～11月21日2016 台湾国際銘茶・コーヒー及び酒類展覧会
2016 台湾国際観光特産品展覧会
第 28 回 台北国際建材展覧会＆両岸建材展覧会 12月15日～12月18日

Greater Taichung 
International Expo 
Center

2016 台湾ハードウェア展覧会 10月12日～10月14日
台中ペット用品展覧会 10月21日～10月24日
2016 台湾国際工作機械展覧会 11月23日～11月27日 
2016 台中 IT 月間展覧会 12月16日～12月21日
台中国際子供・ベビー・マタニティ製品展覧会 12月30日～ 1 月 2 日 

Kaohsiung Exhibition 
Center 

2016 台湾国際水展覧会 10月20日～10月22日
高雄国際ホテル・飲食及びベーカリー設備展覧会

10月27日～10月30日
高雄国際食品展覧会
台湾国際漁業展覧会 11月 9 日～11月11日
2016 台湾国際野菜・果物展覧会 11月10日～11月12日
2016 アジア高齢者介護・医療展覧会 11月17日～11月20日
台湾国際金属科学技術展覧会 12月 6 日～12月 8 日
高雄ペット用品展覧会 12月 9 日～12月12日
高雄ベビー・マタニティ製品及び玩具展覧会（冬季展） 12月16日～12月19日

バンコク
バンコク国際貿易展示
センター（Bangkok  
International Trade & 
Exhibition Centre）

Rakluke ファミリーフェア 2016  9 月30日～10月20日
Dek-D’s フェア ( 教育フェア ) 10月 8 日
BIG + BIH October 2016 10月19日～10月23日
バス & トラック　フェア '16 11月 3 日～11月 5 日
COSMEX 2016 11月 8 日～11月10日
FAPA 2016 ( 医薬品会議 ) 11月10日～11月12日
The Grand METALEX 2016 11月23日～11月26日
タイ　ショッピングフェア 2016 12月10日～12月18日

Queen Sirikit National
Convention Centre

タイ自動車展示会 2016
 9 月29日～10月 2 日

ショッピングパラダイス & 美容パレード #14
コンドミニアム　フェア 10月 6 日～10月 9 日
タイ書籍展示会 10月13日～10月24日
タイ子供用品フェア 2016 10月27日～10月30日
タイ飲料展示会 2016 10月28日～10月30日
COMMART WORK 2016 (IT FAIR) 11月 3 日～11月 6 日
5th CAC Asia Summit( 農薬イベント） 12月12日～12月13日
フランスフェア 2016 12月15日～12月18日
Thailand Bestbuy 2016 12月16日～12月25日

Impact Arena 
Exhibition &
Convention Center

第 16 回　モールグループ　セール 10月 4 日～10月10日
ペットフェア 2016 10月 6 日～10月 9 日
ショッピング展示会 2016 10月15日～10月23日
Makro HoReCa (Foof Fair by Makro) 10月27日～10月30日
アジア　水・排水技術展示会 11月 2 日～11月 4 日
アジア　サイン　展示会 2016 ( デジタルプリンター ) 11月10日～11月13日

場　　　所 展　覧　会　名 期　　　間 場　　　所 展　覧　会　名 期　　　間
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東南アジア　太陽光エネルギー展示会 2016 11月29日～11月30日
第 33 回　タイ国際自動車展示会 2016 11月30日～12月12日

ホーチミン・ハノイ
Saigon Exhibition &
Convention Center

METALEX VIETNAM 2016 ( 機械・工具） 10月 6 日～10月 8 日
VnPackPrint 2016 ( 印刷・包装 ) 10月12日～10月15日
VIETSTOCK 2016 ( 食品・畜産品 ) 10月19日～10月21日
ベトナム国際モーターショー 10月26日～10月30日
ベビー＆キッズ　フェアー 2016 11月 3 日～11月 5 日
VIETWATER 2016 ( 水関連業種） 11月 9 日～11月11日
ベトナム・フードエキスポ 2016 11月16日～11月19日
VTG 2016 ( テキスタイル・衣服） 11月23日～11月26日
GLASSTECH ASIA 2016 ( ガラス製品 ) 11月24日～11月26日
VIETNAM EXPO 2016 ( 国際貿易商談会 ) 11月30日～12月 3 日
VINAMAC EXPO 2016 ( 産業用機械 ) 12月 7 日～12月10日
VIETBUILD HOME 2016 ( 不動産・内装 ) 12月15日～12月19日

Hanoi International 
Center
for Exhibition

HI Design ASIA ( 建築・デザイン業種 ) 11月 2 日～11月 4 日
VietFood ( 飲料・食品 )

11月 9 日～11月12日
Propack Vietnam ( 包装資材関連 )
ベトナム国際自転車展 11月17日～11月19日
国際医療・薬品展示会 12月 1 日～12月 3 日
Wire & Cable Show in Vietnam 12月 7 日～12月 9 日

シンガポール
singapore expo 100% Dream Home Furniture & Reno Expo (12:00PM-

10:00PM) 10月 1 日～10月 2 日

Health Pass 2016 (9:00AM - 9:00PM) 10月15日～10月16日
MPH Book Sale (9:00AM - 9:00PM) 11月18日～11月20日
The North Face セールス (11:00AM - 9:00PM)

11月24日～11月26日Timberland エ キ ス ポ セ ー ル ス 2016  (11:00AM - 
9:00PM)
フィリピン不動産エキスポ (1:00PM - 9:00PM) 11月26日～11月27日
ハラルインターナショナル 2016 (10:00AM - 10:00PM) 12月 1 日～12月 4 日

Suntec SINGAPORE シンガポール国際サイバーウィーク（Governmentware 
2016) 10月10日～10月12日

サブマリンネットワークワールド 2016 10月17日～10月18日
LTA-UITP Singapore International Transport Congress 
and Exhibithion 2016 10月19日～10月21日

Oishii Japan 2016 10月27日～10月29日
Visial Asia Expo 2016 11月 3 日～11月 4 日
心、頭、体　フェスティバル

11月 4 日～11月 6 日
IOF Regionals: 6th Asia-Pasific Osteoporosis Meeting 
Asia Pacific Medtech Forum 2016 11月 8 日～11月 9 日
JEC Asia 2016 11月15日～11月17日
アニメフェスティバルアジア 2016 11月25日～11月27日
BookFest@Singapore 2016 12月 2 日～12月11日
Strata + Hadoop World 2016 12月 6 日～12月 8 日
European Society for Medical Oncology (ESMO) 2016 12月16日～12月19日

Sands Expo & 
Convention Centre

フランチャイズ＆ライセンスアジア 2016 10月13日～10月15日
WIT 2016 10月17日～10月19日
ITB Asia 2016 10月19日～10月21日
ホテルテクノロジーコンフェレンス

10月20日
ホテルマネージメントシンガポールサミット
Aircraft Interiors Expo Asia 

10月25日～10月27日
ガス アジアサミット＆展示会
シンガポール ジュエリー＆宝石フェアー 2016

11月 4 日～11月 7 日
Exquisite Singapore 2016
LEARNTech Asia Conference 2016 11月16日～11月18日
OSEA 2016 11月29日～12月 2 日

マレーシア
KL Convention Centre International Greentech & Eco Product Exhibition & 

Conference Malaysia (IGEM 2016) 10月 5 日～10月 8 日

ビューティーエキスポ 2016（マレーシア国際ビューティー
ショー） 10月14日～10月17日

スマート都市アジア 2016 10月18日～10月19日
ホームデコー＆デザイン展示会 2016（HOMEDEC 2016 - 
Part1) 10月20日～10月23日

ホームデコー＆デザイン展示会 2016（HOMEDEC 2016 - 
Part2) 10月27日～10月30日

OneBuild & AseanMach 2016
11月 3 日～11月 5 日

LogisWare 2016
アジアイスラミックファッションウィーク 2016 11月10日～11月13日
第 27 回マレーシア国際宝飾フェスティバル 2016（秋エ
ディッション） 11月11日～11月14日

MIA Conference 2016 11月15日～11月16日
Star Property.my Fair 2016 11月18日～11月20日
MCF & PGEF 2016 11月19日～11月20日
International Forum on Disability Management 2016 
(IFDM) 11月22日～11月24日

8th PAN Commonwealth Forum on Open Learning 
PCF8 2016 11月27日～11月30日

HRDF Conference & Exhibition 2016 12月 6 日～12月 7 日
Facon Education Fair 2016 - December 12月17日～12月18日

Putra World Trade 
Centre 

Perfect Livin' 2016 10月 6 日～10月 9 日
2nd IRF Asia Regional Congress 2016 10月17日～10月20日
7th Muslim World Biz 2016 OIC 10月19日～10月22日
リノベーションエキスポ 11月 4 日～11月 6 日
BETT Asia Exhibition 2016 11月15日～11月16日
China Import & Export Commodities Exhibition 2016 12月 8 日～12月11日
KL Yes Fest 12月16日～12月18日
Comic Fiesta

12月17日～12月18日
Bumiputera Property Exhibition 

インドネシア
Jakarta International 
Expo 

Allprint 2016
10月 5 日～10月 8 日Indo LED 2016

Allpack 2016
トレードエキスポインドネシア 2016 10月12日～10月16日
インドネシアマリンエキスポ 2016 & インドネシアサプライ
チェーンロジスティックエキスポ 2016 10月19日～10月21日

Indometal 2016 10月25日～10月27日
INDO DIFENCE, INDO AEROSPACE & INDO MARINE 
2016 Expo & Forum 11月 2 日～11月 5 日

SIAL INTERFOOD 11月 9 日～11月12日
Plastic & Rubber Indonesia, Plaspak & Drink Tech 
Indonesia 2016 11月16日～11月19日

Marintec Indonesia 2016
11月23日～11月25日Internet of things & Optics 2016

HVACR PS Indonesia 
Manufacturing & machine Tools Indonesia Series 2016 11月30日～12月 3 日
Djakarta Warehouse Project 2016 12月 9 日～12月11日

Jakarta Convention 
Cantre 

Pameran BUMN Indonesia Hebat 2016 10月 5 日～10月 9 日
ガルーダインドネシアトラベルフェアー 2016 10月 7 日～10月 9 日
INALUBE 2016 10月12日～10月14日
Cosmebeaute Indonesia 2016 10月13日～10月15日
Hospital Expo & Seminar Persi 2016 10月19日～10月22日
Indocomtech & JMCS 2016 11月 2 日～11月 6 日
IIICE & Konstruksi Indonesia 2016 11月 9 日～11月13日
Jakarta Auto & Motorcycle 2016

11月16日～11月20日
エスニックファッション 2016
CEO Forum 11月22日
Zuchex & IFRA 2016 11月24日～11月27日
Wedding Celebration Festival 2016 12月 2 日～12月 4 日
おもちゃ ＆ゲーム　2016 12月 3 日～12月 4 日
11th HR Expo 12月 5 日～12月 8 日
アジア教育テクノロジーエキスポ 2016 12月 8 日～12月10日
Indocraft 2016 12月 8 日～12月11日
Expo Café 2016 12月15日～12月17日

インド
Bombay Exihibition 
Centre

Com-It 展示会  9 月30日～10月 2 日
インドフェア（溶接・裁断、チューブ、ケーブル）

10月 5 日～10月 7 日
インド　冶金技術展示会
インド　バルクフェア 10月13日～10月15日
ドバイプロパティ展示会 10月14日～10月16日
世界紅茶 & コーヒー　展示会 10月20日～10月22日
インド美容フェア 10月24日～10月26日
世界プレミア貿易展示会 11月16日～11月17日
中国製品展示会 11月24日～11月26日
インド飲料技術展示会

12月15日～12月17日
インド国際包装技術展示会

HICC Novotel 
Complex

アジア科学技術フェア 10月19日～10月21日
世界ストローク会議 10月26日～10月29日
ナスコム　ゲーム開発者会議 11月10日～11月12日
第 44 回　科学技術会議 - RSSDI 2016 11月18日～11月20日
高技術コンピューター会議 12月18日～12月22日

Pragati Maidan, New 
Delhi

デリー　メディア展示会  9 月29日～10月 1 日
インドフェア（照明、ケーブル）

10月 5 日～10月 7 日
インド　電化建築技術フェア
インド　フランチャイズフェア 10月14日～10月15日
ヨーロッパ教育フェア 10月15日～10月16日
展示会（スマートカード、E-Security、E-Payment） 10月19日～10月21日
イギリス　技術サミット 10月24日～10月26日
インド国際貿易フェア 11月14日～11月27日
LED 展示会 12月 2 日～12月 4 日

マニラ
World Trade Center 
Metro  Manila

マニラ FAME 2016 ( デザイン & ライフスタイル イベント ) 10月20日～10月22日
ウールドバザール フェスティバル 12月 3 日～12月23日

SMX Convention 
Center Manila

世界旅行エキスポ 10月 7 日～10月 9 日
HVACR ヒーバック & アンドフィリピンエキシビジョンー暖
房、換気、冷却 ( 空気調節 ) と冷凍製品とテクノロジー 10月 8 日～10月11日

フィリピン建築エキスポ 11月10日～11月13日

平成 28年 9月 14日現在
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福岡銀行大連駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Dalian Representative Office）

［所在地］
中華人民共和国大連市人民路60号大連富麗華大酒店622号室
［電話番号］
（国番号 86）411-8282-3643

［所長］
長田 修一

福岡銀行上海駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Shanghai Representative Office）

［所在地］
中華人民共和国上海市延安西路2201号上海国際貿易中心2010号室
［電話番号］
（国番号 86）21-6219-4570

［所長］
平田 治郎

福岡銀行香港駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Hong Kong Representative Office）

［所在地］
Room 404, 4/F, Far East Finance Centre,
16 Harcourt Road, Hong Kong
［電話番号］
（国番号 852）2524-2169

［所長］
石本 恒義

福岡銀行台北駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Taipei Representative Office）

［所在地］
台湾台北市中山区松江路126号将捷国際商業大楼6F-1
［電話番号］
（国番号 886）2-2523-8887

［所長］
平山 孝行

福岡銀行シンガポール駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Singapore Representative Office）

［所在地］
One George Street #17-05 Singapore 049145
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（国番号 1）212-247-2966

［所長］
上野 仁敬
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今月の注目データ

DATA in 九州
今月は「さといもの収穫量」と「九州出生の「リオ」オリンピックメダリスト」です。

さといもの収穫量

九州出生の「リオ」オリンピックメダリスト

　これから冬にかけて旬を迎える“さといも”は、日本で稲作が始まる以前の縄文時代から私たちの食
卓を支え続けてきた作物として、今でも多くの地域で生産されています。その収穫量を都道府県別に
見てみると、宮崎県が全国1位となっており、その他九州では鹿児島県（4位）、熊本県（8位）が続いて
います。
 宮崎県では、さといものなかでも細長い円筒状の形が特徴の品種「たけのこいも（京いも）」が特産品
となっており、「みやざき京いも」としてブランド化され、東京、大阪を中心に全国に出荷されています。
「みやざき京いも」は、収穫後、栽培時とは逆向きにして再度畑の中に埋め込み、15日以上土中で完
熟させてから出荷します。手間ひまをかけて育てられた「みやざき京いも」は、身が引き締まり調理の際
に煮くずれしにくく、おでんや煮物に最適です。

九州出
生の「リ

オ」オリ
ンピック

メダリス
ト

さといもの収穫量

さといもの収穫量

（出所：農林水産省「平成26年産野菜生産出荷統計」を基にふくおかフィナンシャルグループ作成）
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新潟県
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4.8%

熊本県
6.5千t
3.9%

神奈川県
6.2千t
3.7%

その他
（32都府県）
59.2千t
35.7%

九州出生の「リオ」オリンピックメダリスト
　約3週間にわたり、ブラジルのリオデジャネイロを中心に熱戦が繰り広げられた「第31回オリンピック
競技大会」。日本は本大会で過去最多となる41個のメダル（金12個、銀8個、銅21個　メダル獲得総
数世界第6位）を獲得し、58名の選手が見事メダリストとなりました。
　メダリストを出生地別で見てみると、九州は、2つの金メダルを獲得した体操の内村航平選手をはじ
め6名のメダリストが誕生しました。
　現在日本では、東京大会（2020年）で更なるメダル獲得増に向け、スポーツ庁を発足（昨年10月）さ
せるなど、政府・各競技団体が一体となって選手の育成・強化に取り組んでいます。

九州出生の「リオ」オリンピックメダリスト

（出所：公益財団法人 日本オリンピック委員会「日本代表選手団メダリスト・入賞者一覧」を基にふくおかフィナンシャルグループ作成）
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出生地
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経 済 動 向 〈福岡県〉

福岡県の最近の経済動向

福岡県の景気 一部に弱さがあるものの、持ち直しの動きがみられる
福岡県の景気は、一部に弱さがあるものの、持ち直しの動きがみられます。
個人消費は月後半の天候不順の影響により、全ての品目において前年を下回ったほか、住宅建設も５ヵ月ぶり

に前年を下回りました。一方、熊本地震の影響で生産停止となっていた自動車工場の稼動が再開した輸送機械
が上昇する等、生産は持ち直しの動きがみられ、また公共工事についても12ヵ月ぶりに前年を上回りました。　

（諸隈 あきこ）

1.生産活動 持ち直しの動きがみられる
５月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は107.2と前月比6.0％上昇しました。
主要業種では、熊本地震の影響で生産停止となっ

ていた自動車工場の稼動が再開した輸送機械が上昇
する等、生産は持ち直しの動きがみられます。

3.住宅建設

６月の新設住宅着工戸数は、前年同月比10.4％減
の4,149戸となりました。
「貸家」が前年を上回ったものの、｢持家」「分譲」が
前年を下回り、全体でも５ヵ月ぶりに前年を下回りま
した。

4.公共工事 12ヵ月ぶりに前年を上回る
６月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比6.6％増の742件、金額が同49.6％増の627億円
となりました。
発注者別では、ダム建設工事の大型案件があった

「独立行政法人等」や「県」が前年を上回り、全体でも
12ヵ月ぶりに前年を上回りました。

5.企業倒産 ２ヵ月ぶりに前年を上回る

2.個人消費 弱含みの兆しがみられる
６月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
2.1％減の516億円となりました。
熊本地震による消費マインド低下の影響は和らい

だものの、月後半の天候不順により来店客数が伸び
悩み、全ての品目において前年を下回る等、個人消費
は弱含みの兆しがみられます。

F u k u o k a

５ヵ月ぶりに前年を下回る

経 済 動 向 〈福岡県〉

国土交通省出所■福岡県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

■福岡県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

西日本建設業保証出所■福岡県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

７月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比26.9％増の33件、負債総額は約25億
円となりました。
卸売業で14億円の大型倒産が発生するなど、倒産

件数、負債総額ともに前年を上回りました。

■福岡県の百貨店・スーパー販売額（前年比）
九州経済産業局、経済産業省出所

■福岡県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
福岡県、九州経済産業局、経済産業省出所
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■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

７月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比26.9％増の33件、負債総額は約25億
円となりました。
卸売業で14億円の大型倒産が発生するなど、倒産

件数、負債総額ともに前年を上回りました。

■福岡県の百貨店・スーパー販売額（前年比）
九州経済産業局、経済産業省出所

■福岡県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
福岡県、九州経済産業局、経済産業省出所
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経 済 動 向 〈熊本県〉
K u m a m o t o

熊本県の最近の経済動向

熊本県の景気

熊本県の景気は、熊本地震の影響が和らぎつつあり、一部には持ち直しの動きがみられます。
生産活動は熊本地震の影響が続いており、輸送機械が低下する等、弱含んでいるほか、住宅建設も２ヵ月連続

で前年を下回りました。一方で、個人消費は熊本地震の復興需要により生活必需品が前年を上回る等、持ち直し
の動きがみられ、公共工事についても２ヵ月ぶりに前年を上回りました。

（諸隈 あきこ）

1.生産活動

５月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は93.6と前月比3.2％低下しました。
熊本地震による生産設備の毀損等の影響は、解消

しつつあるものの依然として残っており、輸送機械
や、飲料の生産が減少した食料品・たばこが低下する
等、生産は弱含んでいます。

3.住宅建設

６月の新設住宅着工戸数は、前年同月比9.9％減の
915戸となりました。
「持家」「貸家」「分譲（戸建）」が前年を下回り、全体
でも２ヵ月連続で前年を下回りました。

国土交通省出所■熊本県の新設住宅着工戸数

4.公共工事

６月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比13.2％減の362件、金額が同31.4％増の173億
円となりました。
発注者別では、震災復旧工事があった「国」や、高速

道設備工事があった「独立行政法人等」等が前年を上
回り、全体でも２ヵ月ぶりに前年を上回りました。

西日本建設業保証出所■熊本県の公共工事請負高

5.企業倒産

７月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比66.7％減の３件、負債総額は同89.9％
減の約２億円となりました。
倒産件数、負債総額ともに低水準に抑制されてい

ます。

■熊本県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費

６月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
0.5％増の120億円となりました。
熊本地震の被害を受けて休業していた店舗の再開

の動きがみられるほか、熊本地震の復興需要により、
家具や家庭用品などの生活必需品が前年を上回る
等、個人消費は持ち直しの動きがみられます。

熊本地震の影響は和らぎつつあり、一部には持ち直しの動きがみられる

熊本地震の影響により弱含んでいる

２ヵ月連続で前年を下回る

２ヵ月ぶりに前年を上回る

倒産件数、負債総額ともに低水準に抑制

持ち直しの動きがみられる
■熊本県の百貨店・スーパー販売額（前年比）

九州経済産業局、経済産業省出所

■熊本県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
熊本県、九州経済産業局、経済産業省出所
熊本県 全国 九州７県

熊本県 全国 九州8県
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経 済 動 向 〈熊本県〉
K u m a m o t o

熊本県の最近の経済動向

熊本県の景気

熊本県の景気は、熊本地震の影響が和らぎつつあり、一部には持ち直しの動きがみられます。
生産活動は熊本地震の影響が続いており、輸送機械が低下する等、弱含んでいるほか、住宅建設も２ヵ月連続

で前年を下回りました。一方で、個人消費は熊本地震の復興需要により生活必需品が前年を上回る等、持ち直し
の動きがみられ、公共工事についても２ヵ月ぶりに前年を上回りました。

（諸隈 あきこ）

1.生産活動

５月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は93.6と前月比3.2％低下しました。
熊本地震による生産設備の毀損等の影響は、解消

しつつあるものの依然として残っており、輸送機械
や、飲料の生産が減少した食料品・たばこが低下する
等、生産は弱含んでいます。

3.住宅建設

６月の新設住宅着工戸数は、前年同月比9.9％減の
915戸となりました。
「持家」「貸家」「分譲（戸建）」が前年を下回り、全体
でも２ヵ月連続で前年を下回りました。

国土交通省出所■熊本県の新設住宅着工戸数

4.公共工事

６月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比13.2％減の362件、金額が同31.4％増の173億
円となりました。
発注者別では、震災復旧工事があった「国」や、高速

道設備工事があった「独立行政法人等」等が前年を上
回り、全体でも２ヵ月ぶりに前年を上回りました。

西日本建設業保証出所■熊本県の公共工事請負高

5.企業倒産

７月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比66.7％減の３件、負債総額は同89.9％
減の約２億円となりました。
倒産件数、負債総額ともに低水準に抑制されてい

ます。

■熊本県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費

６月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
0.5％増の120億円となりました。
熊本地震の被害を受けて休業していた店舗の再開

の動きがみられるほか、熊本地震の復興需要により、
家具や家庭用品などの生活必需品が前年を上回る
等、個人消費は持ち直しの動きがみられます。

熊本地震の影響は和らぎつつあり、一部には持ち直しの動きがみられる

熊本地震の影響により弱含んでいる

２ヵ月連続で前年を下回る

２ヵ月ぶりに前年を上回る

倒産件数、負債総額ともに低水準に抑制

持ち直しの動きがみられる
■熊本県の百貨店・スーパー販売額（前年比）

九州経済産業局、経済産業省出所

■熊本県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
熊本県、九州経済産業局、経済産業省出所
熊本県 全国 九州７県

熊本県 全国 九州8県
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2015

長崎県の最近の経済動向

長崎県の景気

長崎県の景気は、弱含んでいます。
公共工事は３ヵ月連続で前年を上回りましたが、住宅建設は２ヵ月連続で前年を下回りました。また、修繕船が

減産となった輸送機械が低下する等、生産活動は弱含んでおり、個人消費についても月後半の天候不順の影響
により、主力の衣料品や飲食料品が前年を下回りました。

（諸隈 あきこ）

1.生産活動 弱含んでいる
５月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は69.4と前月比22.1％低下しました。
主要業種では、修繕船が減産となった輸送機械や、

半導体集積回路の生産が減少した電子部品・デバイ
スが低下する等、生産は弱含んでいます。
　

3.住宅建設 ２ヵ月連続で前年を下回る
６月の新設住宅着工戸数は、前年同月比12.2％減
の563戸となりました。
「持家」「分譲（戸建）」が前年を上回ったものの、「貸
家」が前年を下回り、全体でも２ヵ月連続で前年を下
回りました。

4.公共工事 ３ヵ月連続で前年を上回る
６月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比5.7％増の443件、金額が同10.4％増の165億円
となりました。
発注者別では、トンネル新設工事の大型案件が

あった「国」等が前年を上回り、全体でも３ヵ月連続で
前年を上回りました。

西日本建設業保証出所■長崎県の公共工事請負高

5.企業倒産 ２ヵ月ぶりに前年を上回る
７月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が６件、負債総額は約５億円となりました。
運送業で約３億円の倒産が発生するなど、倒産件

数、負債総額ともに前年を上回りました。

■長崎県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費 弱含みの兆しがみられる
６月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
2.7％減の85億円となりました。
熊本地震による消費マインド低下の影響は和らい

だものの、月後半の天候不順により来店客数が伸び
悩み、主力の衣料品や飲食料品が前年を下回る等、
個人消費は弱含みの兆しがみられます。

弱含んでいる

■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

国土交通省出所■長崎県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲
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九州経済産業局、経済産業省出所

■長崎県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
長崎県、九州経済産業局、経済産業省出所
長崎県 全国 九州７県
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2015

長崎県の最近の経済動向

長崎県の景気

長崎県の景気は、弱含んでいます。
公共工事は３ヵ月連続で前年を上回りましたが、住宅建設は２ヵ月連続で前年を下回りました。また、修繕船が

減産となった輸送機械が低下する等、生産活動は弱含んでおり、個人消費についても月後半の天候不順の影響
により、主力の衣料品や飲食料品が前年を下回りました。

（諸隈 あきこ）

1.生産活動 弱含んでいる
５月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は69.4と前月比22.1％低下しました。
主要業種では、修繕船が減産となった輸送機械や、

半導体集積回路の生産が減少した電子部品・デバイ
スが低下する等、生産は弱含んでいます。
　

3.住宅建設 ２ヵ月連続で前年を下回る
６月の新設住宅着工戸数は、前年同月比12.2％減
の563戸となりました。
「持家」「分譲（戸建）」が前年を上回ったものの、「貸
家」が前年を下回り、全体でも２ヵ月連続で前年を下
回りました。

4.公共工事 ３ヵ月連続で前年を上回る
６月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比5.7％増の443件、金額が同10.4％増の165億円
となりました。
発注者別では、トンネル新設工事の大型案件が

あった「国」等が前年を上回り、全体でも３ヵ月連続で
前年を上回りました。

西日本建設業保証出所■長崎県の公共工事請負高

5.企業倒産 ２ヵ月ぶりに前年を上回る
７月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が６件、負債総額は約５億円となりました。
運送業で約３億円の倒産が発生するなど、倒産件

数、負債総額ともに前年を上回りました。

■長崎県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費 弱含みの兆しがみられる
６月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
2.7％減の85億円となりました。
熊本地震による消費マインド低下の影響は和らい

だものの、月後半の天候不順により来店客数が伸び
悩み、主力の衣料品や飲食料品が前年を下回る等、
個人消費は弱含みの兆しがみられます。

弱含んでいる

■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

国土交通省出所■長崎県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲
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■長崎県の百貨店・スーパー販売額（前年比）
九州経済産業局、経済産業省出所

■長崎県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
長崎県、九州経済産業局、経済産業省出所
長崎県 全国 九州７県
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経 済 動 向 〈佐賀県〉
S a g a

佐賀県の最近の経済動向

佐賀県の景気

佐賀県の景気は、底堅く推移しています。
住宅建設及び公共工事は２ヵ月ぶりに前年を下回ったものの、飲料用缶が増産となった金属製品が上昇する

等、生産活動は底堅く推移しており、個人消費についても主力の飲食料品が前年を上回る等、底堅く推移してい
ます。

（諸隈 あきこ）

1.生産活動

５月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は92.8と前月比6.4％上昇しました。
主要業種では、熊本地震によるサプライチェーン障

害の影響が和らぎ、飲料用缶が増産となった金属製
品や、輸送機械が上昇する等、生産は底堅く推移して
います。

3.住宅建設

６月の新設住宅着工戸数は、前年同月比30.8％減
の360戸となりました。
｢分譲（マンション）」を除く全ての項目で前年を下

回り、全体でも２ヵ月ぶりに前年を下回りました。

国土交通省出所■佐賀県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事

６月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比18.8％増の227件、金額が同3.1％減の81億円と
なりました。
発注者別では、福祉施設建設工事があった「市町

村」等が前年を上回りましたが、「国」「独立行政法人
等」が前年を下回り、全体でも２ヵ月ぶりに前年を下回
りました。

西日本建設業保証出所■佐賀県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産

７月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が５件、負債総額は前年同月比70.7％増の約３億円と
なりました。
小売業で約１億円の倒産が発生するなど、倒産件

数、負債総額ともに前年を上回りました。

■佐賀県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費

６月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
0.7％増の51億円となりました。
主力の飲食料品が前年を上回る等、個人消費は底

堅く推移しています。

底堅く推移している

底堅く推移している

２ヵ月ぶりに前年を下回る

２ヵ月ぶりに前年を下回る

５ヵ月連続で前年を上回る

底堅く推移している
■佐賀県の百貨店・スーパー販売額（前年比）

九州経済産業局、経済産業省出所

■佐賀県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
佐賀県、九州経済産業局、経済産業省出所
佐賀県 全国 九州７県

佐賀県 全国 九州8県
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経 済 動 向 〈佐賀県〉
S a g a

佐賀県の最近の経済動向

佐賀県の景気

佐賀県の景気は、底堅く推移しています。
住宅建設及び公共工事は２ヵ月ぶりに前年を下回ったものの、飲料用缶が増産となった金属製品が上昇する

等、生産活動は底堅く推移しており、個人消費についても主力の飲食料品が前年を上回る等、底堅く推移してい
ます。

（諸隈 あきこ）

1.生産活動

５月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は92.8と前月比6.4％上昇しました。
主要業種では、熊本地震によるサプライチェーン障

害の影響が和らぎ、飲料用缶が増産となった金属製
品や、輸送機械が上昇する等、生産は底堅く推移して
います。

3.住宅建設

６月の新設住宅着工戸数は、前年同月比30.8％減
の360戸となりました。
｢分譲（マンション）」を除く全ての項目で前年を下

回り、全体でも２ヵ月ぶりに前年を下回りました。

国土交通省出所■佐賀県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事

６月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比18.8％増の227件、金額が同3.1％減の81億円と
なりました。
発注者別では、福祉施設建設工事があった「市町

村」等が前年を上回りましたが、「国」「独立行政法人
等」が前年を下回り、全体でも２ヵ月ぶりに前年を下回
りました。

西日本建設業保証出所■佐賀県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産

７月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が５件、負債総額は前年同月比70.7％増の約３億円と
なりました。
小売業で約１億円の倒産が発生するなど、倒産件

数、負債総額ともに前年を上回りました。

■佐賀県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費

６月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
0.7％増の51億円となりました。
主力の飲食料品が前年を上回る等、個人消費は底

堅く推移しています。

底堅く推移している

底堅く推移している

２ヵ月ぶりに前年を下回る

２ヵ月ぶりに前年を下回る

５ヵ月連続で前年を上回る

底堅く推移している
■佐賀県の百貨店・スーパー販売額（前年比）

九州経済産業局、経済産業省出所

■佐賀県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
佐賀県、九州経済産業局、経済産業省出所
佐賀県 全国 九州７県

佐賀県 全国 九州8県
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経 済 動 向 〈大分県〉
O i t a

大分県の景気

大分県の景気は、底堅く推移していますが一部に弱さもみられます。
熊本地震の復興需要により生活必需品が前年を上回る等、持ち直しの動きがみられるほか、住宅建設が２ヵ月

連続で前年を上回りました。一方で、合成ゴムが減産となった化学・石油製品が低下する等、生産活動は弱含み
の兆しがみられます。また、公共工事も３ヵ月連続で前年を下回りました。

（諸隈 あきこ）

1.生産活動

５月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は92.0と前月比7.8％低下しました。
主要業種では、合成ゴムが減産となった化学・石油

製品や、はん用・生産用・業務用機械が低下する等、生
産は弱含みの兆しがみられます。

3.住宅建設

６月の新設住宅着工戸数は、前年同月比25.8％増
の791戸となりました。
「分譲（マンション）」を除く全ての項目で前年を上
回り、全体でも２ヵ月連続で前年を上回りました。

国土交通省出所■大分県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事

６月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比5.3％増の240件、金額が同38.2％減の58億円と
なりました。
発注者別では、県立病院改修工事があった「県」が

前年を上回りましたが、「国」「独立行政法人等」「市町
村」「その他公共的団体」が前年を下回り、全体でも
３ヵ月連続で前年を下回りました。

西日本建設業保証出所■大分県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産

７月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比33.3％増の８件、負債総額は同66.8％
増の約15億円となりました。
医療法人で約11億円の大型倒産が発生するなど、

倒産件数、負債総額ともに前年を上回りました。

■大分県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費

６月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
2.5％増の84億円となりました。　
熊本地震の復興需要により、家具などの生活必需

品や、飲食料品が前年を上回る等、個人消費は持ち直
しの動きがみられます。

底堅く推移しているが一部に弱さがみられる

弱含みの兆しがみられる

２ヵ月連続で前年を上回る

３ヵ月連続で前年を下回る

２ヵ月連続で前年を上回る

持ち直しの動きがみられる
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■大分県の百貨店・スーパー販売額（前年比）
九州経済産業局、経済産業省出所

■大分県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
大分県、九州経済産業局、経済産業省出所
大分県 全国 九州７県

大分県 全国 九州8県
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経 済 動 向 〈大分県〉
O i t a

大分県の景気

大分県の景気は、底堅く推移していますが一部に弱さもみられます。
熊本地震の復興需要により生活必需品が前年を上回る等、持ち直しの動きがみられるほか、住宅建設が２ヵ月

連続で前年を上回りました。一方で、合成ゴムが減産となった化学・石油製品が低下する等、生産活動は弱含み
の兆しがみられます。また、公共工事も３ヵ月連続で前年を下回りました。

（諸隈 あきこ）

1.生産活動

５月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は92.0と前月比7.8％低下しました。
主要業種では、合成ゴムが減産となった化学・石油

製品や、はん用・生産用・業務用機械が低下する等、生
産は弱含みの兆しがみられます。

3.住宅建設

６月の新設住宅着工戸数は、前年同月比25.8％増
の791戸となりました。
「分譲（マンション）」を除く全ての項目で前年を上
回り、全体でも２ヵ月連続で前年を上回りました。

国土交通省出所■大分県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事

６月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比5.3％増の240件、金額が同38.2％減の58億円と
なりました。
発注者別では、県立病院改修工事があった「県」が

前年を上回りましたが、「国」「独立行政法人等」「市町
村」「その他公共的団体」が前年を下回り、全体でも
３ヵ月連続で前年を下回りました。

西日本建設業保証出所■大分県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産

７月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比33.3％増の８件、負債総額は同66.8％
増の約15億円となりました。
医療法人で約11億円の大型倒産が発生するなど、

倒産件数、負債総額ともに前年を上回りました。

■大分県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費

６月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
2.5％増の84億円となりました。　
熊本地震の復興需要により、家具などの生活必需

品や、飲食料品が前年を上回る等、個人消費は持ち直
しの動きがみられます。

底堅く推移しているが一部に弱さがみられる

弱含みの兆しがみられる

２ヵ月連続で前年を上回る

３ヵ月連続で前年を下回る

２ヵ月連続で前年を上回る

持ち直しの動きがみられる
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■大分県の百貨店・スーパー販売額（前年比）
九州経済産業局、経済産業省出所

■大分県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
大分県、九州経済産業局、経済産業省出所
大分県 全国 九州７県

大分県 全国 九州8県
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2015 2016
21121110986 7 43 5 6

2015

経 済 動 向 〈宮崎県〉
M i y a z a k i

宮崎県の最近の経済動向

宮崎県の景気 底堅く推移している

1.生産活動 底堅く推移している
５月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は98.5と前月比1.4％低下しました。
主要業種では、電子部品・デバイスが低下したもの

の、化学が上昇する等、生産は底堅く推移していま
す。
　

3.住宅建設 ２ヵ月ぶりに前年を下回る
６月の新設住宅着工戸数は、前年同月比13.1％減
の503戸となりました。
「持家」「貸家」「分譲（戸建）」が前年を下回り、全体
でも２ヵ月ぶりに前年を下回りました。

■宮崎県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事 ６ヵ月連続で前年を上回る
６月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比27.0％増の409件、金額が同6.6％増の97億円と
なりました。
発注者別では、校舎建設工事があった「市町村」と

「県」が前年を上回り、全体でも６ヵ月連続で前年を上
回りました。

■宮崎県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産 倒産件数、負債総額ともに低水準に抑制
７月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比33.3％減の２件、負債総額は約１億円と
なりました。
倒産件数、負債総額ともに低水準に抑制されてい

ます。

■宮崎県の倒産状況

2.個人消費 底堅く推移している
６月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
0.2％減の55億円となりました。
熊本地震による消費マインド低下の影響が和らぎ、

化粧品や宝飾品などの高額品が前年を上回る等、個
人消費は底堅く推移しています。

宮崎県の景気は、底堅く推移しています。
住宅建設は２ヵ月ぶりに前年を下回ったものの、化学が上昇する等、生産活動は底堅く推移しており、個人消

費についても化粧品や宝飾品などの高額品が前年を上回る等、底堅く推移しています。また、公共工事も６ヵ月
連続で前年を上回りました。

（諸隈 あきこ）

■宮崎県の百貨店・スーパー販売額（前年比）
九州経済産業局、経済産業省出所

■宮崎県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
宮崎県、九州経済産業局、経済産業省出所
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2015

経 済 動 向 〈宮崎県〉
M i y a z a k i

宮崎県の最近の経済動向

宮崎県の景気 底堅く推移している

1.生産活動 底堅く推移している
５月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は98.5と前月比1.4％低下しました。
主要業種では、電子部品・デバイスが低下したもの

の、化学が上昇する等、生産は底堅く推移していま
す。
　

3.住宅建設 ２ヵ月ぶりに前年を下回る
６月の新設住宅着工戸数は、前年同月比13.1％減
の503戸となりました。
「持家」「貸家」「分譲（戸建）」が前年を下回り、全体
でも２ヵ月ぶりに前年を下回りました。

■宮崎県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事 ６ヵ月連続で前年を上回る
６月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比27.0％増の409件、金額が同6.6％増の97億円と
なりました。
発注者別では、校舎建設工事があった「市町村」と

「県」が前年を上回り、全体でも６ヵ月連続で前年を上
回りました。

■宮崎県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産 倒産件数、負債総額ともに低水準に抑制
７月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比33.3％減の２件、負債総額は約１億円と
なりました。
倒産件数、負債総額ともに低水準に抑制されてい

ます。

■宮崎県の倒産状況

2.個人消費 底堅く推移している
６月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
0.2％減の55億円となりました。
熊本地震による消費マインド低下の影響が和らぎ、

化粧品や宝飾品などの高額品が前年を上回る等、個
人消費は底堅く推移しています。

宮崎県の景気は、底堅く推移しています。
住宅建設は２ヵ月ぶりに前年を下回ったものの、化学が上昇する等、生産活動は底堅く推移しており、個人消

費についても化粧品や宝飾品などの高額品が前年を上回る等、底堅く推移しています。また、公共工事も６ヵ月
連続で前年を上回りました。

（諸隈 あきこ）

■宮崎県の百貨店・スーパー販売額（前年比）
九州経済産業局、経済産業省出所

■宮崎県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
宮崎県、九州経済産業局、経済産業省出所
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2015

2015

経 済 動 向 〈鹿児島県〉
K a g o s h i m a

鹿児島県の最近の経済動向

鹿児島県の景気 底堅く推移しているが一部に弱さがみられる
鹿児島県の景気は、底堅く推移していますが一部に弱さがみられます。
食料品や輸送機械が上昇する等、生産活動は底堅く推移しているほか、公共工事が５ヵ月連続で前年を上回り

ました。一方で、個人消費は月後半の天候不順の影響により、主力の衣料品や飲食料品が前年を下回り、住宅建
設についても３ヵ月連続で前年を下回りました。

（諸隈 あきこ）

1.生産活動 底堅く推移している
５月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は85.2と前月比1.4％上昇しました。
主要業種では、食料品や輸送機械が上昇する等、

生産は底堅く推移しています。

3.住宅建設 ３ヵ月連続で前年を下回る
６月の新設住宅着工戸数は、前年同月比5.0％減の
1,099戸となりました。
「持家」「貸家」が前年を上回ったものの、「分譲」が
前年を下回り、全体でも３ヵ月連続で前年を下回りま
した。

国土交通省出所■鹿児島県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事 ５ヵ月連続で前年を上回る
６月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比33.0％増の625件、金額が同28.1％増の224億
円となりました。
発注者別では、廃棄物処理施設建設工事の大型案

件があった「その他公共的団体」等が前年を上回り、
全体でも５ヵ月連続で前年を上回りました。

西日本建設業保証出所■鹿児島県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産 倒産件数、負債総額ともに前月を上回る
７月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比16.7％増の７件、負債総額は同34.5％
減の約21億円となりました。
製造業で約15億円の大型倒産が発生するなど、倒

産件数、負債総額ともに前月を上回りました。

■鹿児島県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費 弱含みの兆しがみられる
６月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
1.5％減の113億円となりました。
熊本地震による消費マインド低下の影響は和らい

だものの、月後半の天候不順により来店客数が伸び
悩み、主力の衣料品や飲食料品が前年を下回る等、
個人消費は弱含みの兆しがみられます。
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■鹿児島県の百貨店・スーパー販売額（前年比）
九州経済産業局、経済産業省出所

■鹿児島県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
鹿児島県、九州経済産業局、経済産業省出所
鹿児島県 全国 九州７県

鹿児島県 全国 九州8県
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2015

経 済 動 向 〈鹿児島県〉
K a g o s h i m a

鹿児島県の最近の経済動向

鹿児島県の景気 底堅く推移しているが一部に弱さがみられる
鹿児島県の景気は、底堅く推移していますが一部に弱さがみられます。
食料品や輸送機械が上昇する等、生産活動は底堅く推移しているほか、公共工事が５ヵ月連続で前年を上回り

ました。一方で、個人消費は月後半の天候不順の影響により、主力の衣料品や飲食料品が前年を下回り、住宅建
設についても３ヵ月連続で前年を下回りました。

（諸隈 あきこ）

1.生産活動 底堅く推移している
５月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は85.2と前月比1.4％上昇しました。
主要業種では、食料品や輸送機械が上昇する等、

生産は底堅く推移しています。

3.住宅建設 ３ヵ月連続で前年を下回る
６月の新設住宅着工戸数は、前年同月比5.0％減の
1,099戸となりました。
「持家」「貸家」が前年を上回ったものの、「分譲」が
前年を下回り、全体でも３ヵ月連続で前年を下回りま
した。

国土交通省出所■鹿児島県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事 ５ヵ月連続で前年を上回る
６月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比33.0％増の625件、金額が同28.1％増の224億
円となりました。
発注者別では、廃棄物処理施設建設工事の大型案

件があった「その他公共的団体」等が前年を上回り、
全体でも５ヵ月連続で前年を上回りました。

西日本建設業保証出所■鹿児島県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産 倒産件数、負債総額ともに前月を上回る
７月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比16.7％増の７件、負債総額は同34.5％
減の約21億円となりました。
製造業で約15億円の大型倒産が発生するなど、倒

産件数、負債総額ともに前月を上回りました。

■鹿児島県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費 弱含みの兆しがみられる
６月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
1.5％減の113億円となりました。
熊本地震による消費マインド低下の影響は和らい

だものの、月後半の天候不順により来店客数が伸び
悩み、主力の衣料品や飲食料品が前年を下回る等、
個人消費は弱含みの兆しがみられます。
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■鹿児島県の百貨店・スーパー販売額（前年比）
九州経済産業局、経済産業省出所

■鹿児島県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
鹿児島県、九州経済産業局、経済産業省出所
鹿児島県 全国 九州７県

鹿児島県 全国 九州8県
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出所 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注）

厚生労働省 総務省 東京商工リサーチ 日本銀行

軽乗用車販売台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）

台年月 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍 ％前年比（％） 件 前年比（％） 百億円 前年比（％） 百億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率

完全
失業率

2.8
3.2
3.2
3.4
3.4
3.8
3.7
3.4
3.6
3.3
3.2
3.5
2.9
2.8
2.9
2.7
2.4

43,320
44,704
46,130
44,821
45,015
45,085
45,133
45,587
45,376
45,624
46,130
46,014
45,884
46,456
46,038
46,010
46,080

4.5
3.1
2.7
4.4
3.9
4.5
4.1
3.5
4.0
3.5
2.7
2.9
3.9
4.1
6.0
5.5
5.4

63,879
65,833
67,577
67,594
67,609
67,104
67,069
67,411
67,034
67,705
67,577
67,441
68,483
70,151
71,170
71,281
71,240

▲10.5
▲10.4
▲8.3
0.0
▲4.7
▲10.8
▲13.1
▲18.6
▲7.3
▲3.4
1.9
▲6.4
4.5

▲13.2
▲7.1
▲19.5
▲7.4

10,855
9,731
8,922
834
824
787
632
673
742
711
699
675
723
746
695
671
763

4.0
3.6
0.0
3.3
3.4
3.3
3.4
3.4
3.1
3.3
3.3
3.2
3.3
3.2
3.2
3.2
3.1

0.93
1.09
1.20
1.18
1.19
1.21
1.22
1.23
1.24
1.26
1.27
1.28
1.28
1.30
1.34
1.36
1.37

319,170
318,755
315,379
317,317
293,042
314,788
317,195
298,733
309,761
294,905
340,474
312,331
297,662
334,609
338,001
306,721
276,602

426,132
423,541
427,270
327,875
581,279
472,058
391,352
338,098
404,876
345,012
751,540
355,700
394,411
369,306
388,135
313,379
589,676

1,690,171
1,733,988
1,511,404
98,660
125,348
110,212
90,536
139,945
108,582
111,038
103,532
118,610
142,705
185,674
84,688
81,614
96,023

1.7
▲0.1
▲1.1
8.3
▲0.9
1.0
3.7
▲1.6
▲2.0
▲3.7
▲4.8
▲2.6
2.2
▲4.9
1.1
▲3.3
▲5.6

0.3
▲0.6
0.9
2.2
2.2
5.3
2.1
▲1.1
0.0
▲2.1
▲2.9
▲0.9
▲3.0
1.3
0.9
▲4.4
1.4

8.5
2.6

▲12.8
▲21.5
▲16.5
▲21.7
▲12.6
▲14.3
▲10.7
▲18.3
▲36.1
▲13.0
▲12.8
▲19.4
▲9.1
▲17.3
▲23.4

出所 国土交通省 経済産業省総務省 日本自動車販売協会連合会日本銀行

項目

年月 台 前年比（％）
▲4.8
▲0.4
▲5.5
1.2
4.6
▲2.0
1.7
▲3.2
▲0.1
▲0.6
3.0
1.1
▲4.0
▲2.6
8.3
7.3
3.6

2,865,354
2,854,078
2,697,940
180,369
239,161
245,165
180,459
259,262
205,907
201,947
203,571
209,395
239,060
346,357
184,247
193,463
247,878

億円 前年比（％）
0.6
1.7
1.3
6.3
0.6
3.2
2.6
2.6
4.0
▲0.8
0.9
2.1
3.3
▲0.2
▲0.1
▲1.9
▲0.7

190,957
194,298
196,732
16,285
15,788
17,056
16,056
15,114
16,072
16,491
20,924
16,913
14,886
16,460
15,456
15,978
15,675

指数 前年比（％）
0.4
2.7
0.8
0.5
0.4
0.3
0.2
0.0
0.3
0.3
0.2
0.0
0.3
▲0.1
▲0.3
▲0.4
▲0.4

101.9
105.1
102.7
103.8
103.6
103.2
102.6
102.1
101.4
101.3
101.0
100.0
99.7
99.6
99.2
99.3
99.2

100.0
102.8
103.6
104.0
103.8
103.7
103.9
103.9
103.9
103.5
103.5
103.0
103.2
103.3
103.4
103.6
103.3

指数 前年比（％）

企業物価指数
（2010年 =100）

消費者物価指数
（2010年 =100）

百貨店・スーパー
販売額

乗用車

1.3
3.2
▲2.3
▲2.2
▲2.4
▲3.2
▲3.7
▲4.0
▲3.9
▲3.7
▲3.5
▲3.2
▲3.4
▲3.8
▲4.2
▲4.3
▲4.2

前年比（％）
6.9

▲10.0
1.6
18.1
31.3
▲9.0
2.6

▲10.1
▲9.5
2.5
▲3.5
▲5.7
9.6
26.0
9.0
7.9

▲15.2

11.8
1.7
4.6
2.8
14.6
18.7
17.7
13.3
▲2.6
2.6
3.9
5.3
12.5
1.1
16.0
15.0
3.7

前年比（％）前年比（％）
13.9
▲19.6
▲0.7
1.1
7.2
8.0
4.1
2.4
2.4
3.5
▲5.4
▲0.1
0.8
4.3
1.2
4.3
1.1

前年比（％）戸
分譲 乗用車新規登録台数貸家持家

11.0
▲9.0
1.9
5.8
16.3
7.4
8.8
2.6
▲2.5
1.7
▲1.3
0.2
7.8
8.4
9.0
9.8
▲2.5

980,025
892,261
909,299
71,720
88,118
78,263
80,255
77,872
77,153
79,697
75,452
67,815
72,831
75,744
82,398
78,728
85,953

出所 経済産業省 内閣府 財務省 西日本建設業保証 国土交通省

生産指数

合計

項目 鉱工業指数（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

季調値年月 前年比（％） 季調値 前年比（％） 季調値 前月（年）比（％）前年比（％） 前年比（％） 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
出荷指数 在庫指数

貿易

輸出金額 輸入金額

機械受注金額
（船舶・電力を
除く民需）

公共工事
保証請負金額

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

19.3
5.4
3.3
10.4
▲8.7
18.1
4.8
▲7.9
▲16.1
8.5
17.9
1.5
▲1.4
28.8
▲35.2
12.8
16.0

95,027
100,195
103,454
8,852
8,877
9,864
8,210
7,544
8,872
7,749
7,973
7,571
8,526
8,511
8,294
9,988
10,295

12.8
4.6
▲5.8
▲14.0
▲1.8
▲10.1
▲1.3
▲10.9
▲4.8
3.3
▲9.6
▲2.6
▲2.2
5.0
10.6
1.4
▲1.8

141,492
147,940
139,365
11,294
15,564
14,632
11,132
12,461
12,530
8,720
8,086
6,535
6,968
13,395
20,301
11,453
15,278

14.9
5.7
▲8.7
▲8.6
▲2.9
▲3.2
▲3.1
▲11.0
▲13.4
▲10.2
▲18.0
▲18.0
▲14.3
▲14.9
▲23.4
▲13.9
▲18.9

9.5
4.8
3.5
2.4
9.5
7.6
3.1
0.5
▲2.2
▲3.3
▲8.0
▲12.9
▲4.0
▲6.8
▲10.1
▲11.3
▲7.4

5.2
4.0
4.8
2.9
▲6.6
▲3.0
▲2.9
5.9
6.4
▲9.7
1.0
15.0
▲9.2
5.5

▲11.0
▲1.4
8.3

▲2.7
2.0
3.2
3.9
3.9
2.7
1.9
2.0
0.2
▲0.4
0.0
0.2
▲0.9
1.8
0.1
0.8
0.0

▲0.6
1.3
▲1.3
▲3.5
1.7
▲1.0
0.7
▲2.0
▲0.8
0.7
▲2.5
▲5.4
▲1.6
▲0.7
▲3.4
▲1.0
▲1.7

97.0
99.0
97.8
96.7
98.3
97.4
96.7
97.0
98.2
97.1
95.9
98.3
93.2
96.7
97.2
94.7
96.9

107.4
109.5
113.0
113.0
113.9
113.2
113.4
113.3
111.9
112.3
112.7
112.4
112.2
115.4
113.4
113.9
113.9

96.9
98.2
96.9
96.2
96.8
96.2
96.4
96.1
98.6
96.2
94.9
96.8
92.8
94.5
96.0
93.5
95.1

▲0.8
2.1
▲1.2
▲4.5
2.1
▲0.6
▲0.9
▲1.2
▲1.6
1.4
▲2.1
▲4.2
▲1.2
0.2
▲3.3
▲0.4
▲1.5

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）
北九州・福岡 大都市圏

台年月 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率

3.7
4.1
4.2
5.1
5.2
5.1
5.0
4.2
4.6
4.6
4.2
4.7
3.9
4.3
4.2
4.0
3.9

157,877
164,399
171,225
166,577
166,518
167,470
167,832
168,392
169,350
170,011
171,225
172,098
172,274
174,282
173,336
173,208
173,043

4.4
3.3
2.6
3.9
3.7
3.6
2.5
3.3
3.5
1.8
2.6
3.0
2.2
2.3
3.3
1.7
2.1

199,612
206,173
211,519
210,375
209,590
208,125
209,096
208,221
209,150
209,130
211,519
211,524
211,613
213,976
216,398
213,985
214,014

▲7.9
▲6.3
7.6

▲18.2
45.2
13.0
40.0
▲8.0
▲38.9
25.0
▲14.3
▲5.9
▲10.0
▲10.7
▲27.0
0.0

▲42.2

351
329
354
27
45
26
28
23
22
30
24
32
27
25
27
27
26

0.79
0.96
1.12
1.09
1.09
1.13
1.13
1.16
1.18
1.19
1.21
1.20
1.24
1.26
1.28
1.30
1.33

307,009
305,204
319,738
319,180
297,711
320,742
320,270
292,484
355,451
297,909
348,450
321,486
296,061
333,932
332,752
289,176
283,681

409,344
395,716
386,647
297,401
531,050
374,224
354,500
322,320
379,815
324,689
698,728
338,400
376,235
368,095
400,040
352,756
543,304

113,170
115,376
106,139
6,714
9,222
9,326
7,292
10,326
8,124
7,908
8,639
8,392
9,754
13,510
6,940
7,347
9,623

▲1.8
▲0.6
4.8
18.1
3.0
10.0
14.2
0.3
11.1
3.7
10.9
▲2.0
8.1
▲6.2
1.9
▲9.4
▲4.7

▲0.1
▲3.3
▲2.3
2.2
▲5.4
▲15.8
▲2.6
1.4
▲1.7
▲1.6
12.1
6.0
5.9
14.3
11.0
18.6
2.3

▲3.7
1.9
▲8.0
▲1.5
5.1
▲4.8
1.7
▲0.5
▲0.9
1.2
6.8
1.7
▲5.7
▲1.2
10.0
9.4
4.3

軽乗用車販売台数

台 前年比（％）
68,478
70,311
60,246
3,787
5,070
4,219
3,607
5,767
3,951
4,307
3,987
4,610
5,914
7,406
3,360
3,190
3,575

9.2
2.7

▲14.3
▲30.2
▲13.6
▲27.1
▲17.2
▲9.4
▲15.2
▲15.3
▲19.7
▲18.5
▲14.2
▲20.2
▲9.8
▲15.8
▲29.5

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）
1.3
1.7
0.5
5.3
▲0.1
4.0
2.2
3.7
1.7
▲4.1
▲0.7
0.5
1.6
▲2.2
▲2.6
▲1.9
▲2.1

665,355
676,846
680,278
55,322
52,723
61,356
55,739
51,535
55,331
55,729
75,282
57,703
50,061
56,546
51,401
54,278
51,616

指数 前年比（％）
▲0.0
2.3
1.9
1.9
1.6
1.5
1.3
1.4
1.8
1.5
1.0
1.0
1.5
1.0
0.5
0.1
0.1

99.6
101.9
103.9
104.1
103.9
104.1
104.2
104.7
104.6
104.1
104.1
103.8
104.4
104.3
104.2
104.1
104.0

消費者物価指数
（2010年 =100） 百貨店・スーパー

販売額

億円 前年比（％）
36.4
▲10.5
3.9

133.5
▲35.9
16.4
▲33.0
▲22.9
11.2
▲49.8
44.2
▲54.0
38.7
8.2

▲25.3
15.3
35.9

3,855
3,450
3,585
293
205
290
228
222
329
195
369
162
470
387
303
338
279

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）
28.5
▲1.4
▲8.4
▲11.1
8.7

▲13.4
▲11.9
▲23.6
▲8.6
▲8.0
▲24.0
▲20.6
▲38.3
▲30.6
▲3.7
▲1.7
49.6

13.6
4.7
▲0.8
▲6.0
6.8
2.6
▲2.0
▲3.8
▲2.6
▲6.9
▲9.6
▲17.8
▲18.6
▲12.8
▲19.5
▲14.3
▲18.8

6.6
5.8
5.9
4.3
12.2
11.5
2.4
2.2
7.9
▲3.7
▲4.7
▲16.3
▲7.8
▲8.7
▲19.2
▲12.7
▲8.0

4,742
4,674
4,283
338
419
424
340
442
432
256
216
168
161
319
467
332
627

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）
27.6
▲20.6
16.3
▲21.2
59.5
13.0
9.3
12.8
75.2
98.1
4.9

▲59.4
75.8
▲26.5
▲12.7
83.9
▲69.3

前年比（％）
8.5
0.0
8.9
▲3.1
20.7
65.5
▲6.3
▲2.8
▲29.1
58.5
21.1
6.9
41.1
25.4
2.9
15.0
23.2

前年比（％）
12.9
▲17.5
2.1
▲0.1
11.3
3.0
1.1
▲4.6
4.2
12.6
1.7
▲3.1
3.3
8.6
7.1
11.7
▲7.3

前年比（％）戸
分譲 福岡市貸家持家

14.5
▲10.4
9.1
▲4.0
28.7
34.9
▲1.1
▲0.5
▲5.2
55.2
11.3
▲9.8
39.5
7.0
0.8
23.7
▲10.4

41,335
37,035
40,415
3,016
4,630
3,399
2,949
3,145
3,056
4,254
3,405
2,723
3,820
3,594
3,472
3,731
4,149

出所 福岡県調査統計課

総合 鉄鋼 食料品・たばこ はん用・生産用機械 輸送機械

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010年 =100） 鉱工業出荷指数
（2010年 =100）

鉱工業在庫指数
（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）
7.7
▲2.3
6.4
6.6
4.1
13.6
13.8
7.7
6.9
5.6
3.3
0.7
▲0.6
7.3
▲6.2
▲7.3

141.4
138.2
147.0
148.0
150.8
156.4
156.8
149.0
145.9
143.7
142.0
140.0
138.0
153.4
139.4
137.2

季調値 前年比（％）
▲3.2
0.8
4.0
2.5
5.9
9.8
0.1
4.6
3.2
6.3
5.1
▲7.4
▲1.3
▲0.2
▲7.9
0.6

105.1
105.9
110.1
110.9
110.0
110.0
105.8
108.7
111.9
111.6
110.9
107.4
105.3
106.2
101.7
109.7

季調値 前年比（％）
▲5.6
▲3.1
9.0
8.2
13.5
21.9
2.3
15.2
9.0
17.0
13.2
▲14.7
▲4.8
▲1.2
▲22.3
0.8

119.6
115.9
126.4
125.0
124.8
130.3
112.0
119.7
128.1
128.0
130.8
120.3
110.6
115.3
101.2
122.5

季調値 前年比（％）
0.2
12.0
3.4
▲3.8
▲2.9
14.1
▲5.6
25.2
▲6.4
2.9
1.5
▲3.3
▲3.4
▲4.9
▲6.5
6.3

100.9
113.0
116.8
115.2
116.8
123.4
114.4
119.0
115.1
117.6
114.1
112.9
108.3
106.2
116.9
120.0

季調値 前年比（％）
▲4.6
▲7.2
3.1
0.1
0.9
5.4
4.4
6.9
3.4
3.5
3.6
1.2
4.0
7.9
2.8
1.5

96.5
89.5
92.3
91.4
91.4
92.8
92.8
93.8
94.1
92.9
93.0
95.9
90.1
93.8
94.6
90.9

季調値 前年比（％）
▲2.0
2.1
1.2
▲4.4
▲0.8
▲2.5
2.9
▲2.1
▲6.8
▲6.9
▲0.4
▲1.8
▲5.2
▲7.8
▲3.8
▲6.6

89.1
91.0
92.1
93.0
92.0
91.2
93.1
92.5
88.1
89.0
92.8
94.9
88.3
86.2
89.1
86.1

季調値 前年比（％）
▲3.1
0.7
4.4
1.6
5.9
10.8
0.7
7.1
3.2
6.6
4.5
▲8.1
▲2.3
▲0.4
▲9.2
0.9

103.9
104.6
109.2
107.9
109.1
109.8
104.2
108.3
110.0
110.2
109.3
106.6
102.3
105.3
101.1
107.2

経済指標全国経済指標 福岡 Fukuoka

鉱工業指数は、前年同期比の値と年間の指数は原数値、月間の指数は季節調整値。機械受注金額は、年間は前年比、月間は前月比。百貨店・スーパー販売額は、調査対象事業所見直し（2010年
7月、2013年7月及び2015年7月）に伴うギャップを調整するリンク係数で処理した数値。家計消費支出の前年比は、名目値の前年比。可処分所得・消費支出は、２人以上の世帯のうち勤労者
世帯（農林漁家世帯を含む）。有効求人倍率は、年間は実数値、月間は季節調整値。新規学卒を除きパートタイムを含む。完全失業率は季節調整値。
預貸金残高は年末、月末残高。都市銀行、地方銀行、第二地方銀行、信託銀行の合計、ただし、特別国際金融取引勘定を含まない。 
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出所 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注）

厚生労働省 総務省 東京商工リサーチ 日本銀行

軽乗用車販売台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）

台年月 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍 ％前年比（％） 件 前年比（％） 百億円 前年比（％） 百億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率

完全
失業率

2.8
3.2
3.2
3.4
3.4
3.8
3.7
3.4
3.6
3.3
3.2
3.5
2.9
2.8
2.9
2.7
2.4

43,320
44,704
46,130
44,821
45,015
45,085
45,133
45,587
45,376
45,624
46,130
46,014
45,884
46,456
46,038
46,010
46,080

4.5
3.1
2.7
4.4
3.9
4.5
4.1
3.5
4.0
3.5
2.7
2.9
3.9
4.1
6.0
5.5
5.4

63,879
65,833
67,577
67,594
67,609
67,104
67,069
67,411
67,034
67,705
67,577
67,441
68,483
70,151
71,170
71,281
71,240

▲10.5
▲10.4
▲8.3
0.0
▲4.7
▲10.8
▲13.1
▲18.6
▲7.3
▲3.4
1.9
▲6.4
4.5

▲13.2
▲7.1
▲19.5
▲7.4

10,855
9,731
8,922
834
824
787
632
673
742
711
699
675
723
746
695
671
763

4.0
3.6
0.0
3.3
3.4
3.3
3.4
3.4
3.1
3.3
3.3
3.2
3.3
3.2
3.2
3.2
3.1

0.93
1.09
1.20
1.18
1.19
1.21
1.22
1.23
1.24
1.26
1.27
1.28
1.28
1.30
1.34
1.36
1.37

319,170
318,755
315,379
317,317
293,042
314,788
317,195
298,733
309,761
294,905
340,474
312,331
297,662
334,609
338,001
306,721
276,602

426,132
423,541
427,270
327,875
581,279
472,058
391,352
338,098
404,876
345,012
751,540
355,700
394,411
369,306
388,135
313,379
589,676

1,690,171
1,733,988
1,511,404
98,660
125,348
110,212
90,536
139,945
108,582
111,038
103,532
118,610
142,705
185,674
84,688
81,614
96,023

1.7
▲0.1
▲1.1
8.3
▲0.9
1.0
3.7
▲1.6
▲2.0
▲3.7
▲4.8
▲2.6
2.2
▲4.9
1.1
▲3.3
▲5.6

0.3
▲0.6
0.9
2.2
2.2
5.3
2.1
▲1.1
0.0
▲2.1
▲2.9
▲0.9
▲3.0
1.3
0.9
▲4.4
1.4

8.5
2.6

▲12.8
▲21.5
▲16.5
▲21.7
▲12.6
▲14.3
▲10.7
▲18.3
▲36.1
▲13.0
▲12.8
▲19.4
▲9.1
▲17.3
▲23.4

出所 国土交通省 経済産業省総務省 日本自動車販売協会連合会日本銀行

項目

年月 台 前年比（％）
▲4.8
▲0.4
▲5.5
1.2
4.6
▲2.0
1.7
▲3.2
▲0.1
▲0.6
3.0
1.1
▲4.0
▲2.6
8.3
7.3
3.6

2,865,354
2,854,078
2,697,940
180,369
239,161
245,165
180,459
259,262
205,907
201,947
203,571
209,395
239,060
346,357
184,247
193,463
247,878

億円 前年比（％）
0.6
1.7
1.3
6.3
0.6
3.2
2.6
2.6
4.0
▲0.8
0.9
2.1
3.3
▲0.2
▲0.1
▲1.9
▲0.7

190,957
194,298
196,732
16,285
15,788
17,056
16,056
15,114
16,072
16,491
20,924
16,913
14,886
16,460
15,456
15,978
15,675

指数 前年比（％）
0.4
2.7
0.8
0.5
0.4
0.3
0.2
0.0
0.3
0.3
0.2
0.0
0.3
▲0.1
▲0.3
▲0.4
▲0.4

101.9
105.1
102.7
103.8
103.6
103.2
102.6
102.1
101.4
101.3
101.0
100.0
99.7
99.6
99.2
99.3
99.2

100.0
102.8
103.6
104.0
103.8
103.7
103.9
103.9
103.9
103.5
103.5
103.0
103.2
103.3
103.4
103.6
103.3

指数 前年比（％）

企業物価指数
（2010年 =100）

消費者物価指数
（2010年 =100）

百貨店・スーパー
販売額

乗用車

1.3
3.2
▲2.3
▲2.2
▲2.4
▲3.2
▲3.7
▲4.0
▲3.9
▲3.7
▲3.5
▲3.2
▲3.4
▲3.8
▲4.2
▲4.3
▲4.2

前年比（％）
6.9

▲10.0
1.6
18.1
31.3
▲9.0
2.6

▲10.1
▲9.5
2.5
▲3.5
▲5.7
9.6
26.0
9.0
7.9

▲15.2

11.8
1.7
4.6
2.8
14.6
18.7
17.7
13.3
▲2.6
2.6
3.9
5.3
12.5
1.1
16.0
15.0
3.7

前年比（％）前年比（％）
13.9
▲19.6
▲0.7
1.1
7.2
8.0
4.1
2.4
2.4
3.5
▲5.4
▲0.1
0.8
4.3
1.2
4.3
1.1

前年比（％）戸
分譲 乗用車新規登録台数貸家持家

11.0
▲9.0
1.9
5.8
16.3
7.4
8.8
2.6
▲2.5
1.7
▲1.3
0.2
7.8
8.4
9.0
9.8
▲2.5

980,025
892,261
909,299
71,720
88,118
78,263
80,255
77,872
77,153
79,697
75,452
67,815
72,831
75,744
82,398
78,728
85,953

出所 経済産業省 内閣府 財務省 西日本建設業保証 国土交通省

生産指数

合計

項目 鉱工業指数（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

季調値年月 前年比（％） 季調値 前年比（％） 季調値 前月（年）比（％）前年比（％） 前年比（％） 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
出荷指数 在庫指数

貿易

輸出金額 輸入金額

機械受注金額
（船舶・電力を
除く民需）

公共工事
保証請負金額

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

19.3
5.4
3.3
10.4
▲8.7
18.1
4.8
▲7.9
▲16.1
8.5
17.9
1.5
▲1.4
28.8
▲35.2
12.8
16.0

95,027
100,195
103,454
8,852
8,877
9,864
8,210
7,544
8,872
7,749
7,973
7,571
8,526
8,511
8,294
9,988
10,295

12.8
4.6
▲5.8
▲14.0
▲1.8
▲10.1
▲1.3
▲10.9
▲4.8
3.3
▲9.6
▲2.6
▲2.2
5.0
10.6
1.4
▲1.8

141,492
147,940
139,365
11,294
15,564
14,632
11,132
12,461
12,530
8,720
8,086
6,535
6,968
13,395
20,301
11,453
15,278

14.9
5.7
▲8.7
▲8.6
▲2.9
▲3.2
▲3.1
▲11.0
▲13.4
▲10.2
▲18.0
▲18.0
▲14.3
▲14.9
▲23.4
▲13.9
▲18.9

9.5
4.8
3.5
2.4
9.5
7.6
3.1
0.5
▲2.2
▲3.3
▲8.0
▲12.9
▲4.0
▲6.8
▲10.1
▲11.3
▲7.4

5.2
4.0
4.8
2.9
▲6.6
▲3.0
▲2.9
5.9
6.4
▲9.7
1.0
15.0
▲9.2
5.5

▲11.0
▲1.4
8.3

▲2.7
2.0
3.2
3.9
3.9
2.7
1.9
2.0
0.2
▲0.4
0.0
0.2
▲0.9
1.8
0.1
0.8
0.0

▲0.6
1.3
▲1.3
▲3.5
1.7
▲1.0
0.7
▲2.0
▲0.8
0.7
▲2.5
▲5.4
▲1.6
▲0.7
▲3.4
▲1.0
▲1.7

97.0
99.0
97.8
96.7
98.3
97.4
96.7
97.0
98.2
97.1
95.9
98.3
93.2
96.7
97.2
94.7
96.9

107.4
109.5
113.0
113.0
113.9
113.2
113.4
113.3
111.9
112.3
112.7
112.4
112.2
115.4
113.4
113.9
113.9

96.9
98.2
96.9
96.2
96.8
96.2
96.4
96.1
98.6
96.2
94.9
96.8
92.8
94.5
96.0
93.5
95.1

▲0.8
2.1
▲1.2
▲4.5
2.1
▲0.6
▲0.9
▲1.2
▲1.6
1.4
▲2.1
▲4.2
▲1.2
0.2
▲3.3
▲0.4
▲1.5

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）
北九州・福岡 大都市圏

台年月 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率

3.7
4.1
4.2
5.1
5.2
5.1
5.0
4.2
4.6
4.6
4.2
4.7
3.9
4.3
4.2
4.0
3.9

157,877
164,399
171,225
166,577
166,518
167,470
167,832
168,392
169,350
170,011
171,225
172,098
172,274
174,282
173,336
173,208
173,043

4.4
3.3
2.6
3.9
3.7
3.6
2.5
3.3
3.5
1.8
2.6
3.0
2.2
2.3
3.3
1.7
2.1

199,612
206,173
211,519
210,375
209,590
208,125
209,096
208,221
209,150
209,130
211,519
211,524
211,613
213,976
216,398
213,985
214,014

▲7.9
▲6.3
7.6

▲18.2
45.2
13.0
40.0
▲8.0
▲38.9
25.0
▲14.3
▲5.9
▲10.0
▲10.7
▲27.0
0.0

▲42.2

351
329
354
27
45
26
28
23
22
30
24
32
27
25
27
27
26

0.79
0.96
1.12
1.09
1.09
1.13
1.13
1.16
1.18
1.19
1.21
1.20
1.24
1.26
1.28
1.30
1.33

307,009
305,204
319,738
319,180
297,711
320,742
320,270
292,484
355,451
297,909
348,450
321,486
296,061
333,932
332,752
289,176
283,681

409,344
395,716
386,647
297,401
531,050
374,224
354,500
322,320
379,815
324,689
698,728
338,400
376,235
368,095
400,040
352,756
543,304

113,170
115,376
106,139
6,714
9,222
9,326
7,292
10,326
8,124
7,908
8,639
8,392
9,754
13,510
6,940
7,347
9,623

▲1.8
▲0.6
4.8
18.1
3.0
10.0
14.2
0.3
11.1
3.7
10.9
▲2.0
8.1
▲6.2
1.9
▲9.4
▲4.7

▲0.1
▲3.3
▲2.3
2.2
▲5.4
▲15.8
▲2.6
1.4
▲1.7
▲1.6
12.1
6.0
5.9
14.3
11.0
18.6
2.3

▲3.7
1.9
▲8.0
▲1.5
5.1
▲4.8
1.7
▲0.5
▲0.9
1.2
6.8
1.7
▲5.7
▲1.2
10.0
9.4
4.3

軽乗用車販売台数

台 前年比（％）
68,478
70,311
60,246
3,787
5,070
4,219
3,607
5,767
3,951
4,307
3,987
4,610
5,914
7,406
3,360
3,190
3,575

9.2
2.7

▲14.3
▲30.2
▲13.6
▲27.1
▲17.2
▲9.4
▲15.2
▲15.3
▲19.7
▲18.5
▲14.2
▲20.2
▲9.8
▲15.8
▲29.5

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）
1.3
1.7
0.5
5.3
▲0.1
4.0
2.2
3.7
1.7
▲4.1
▲0.7
0.5
1.6
▲2.2
▲2.6
▲1.9
▲2.1

665,355
676,846
680,278
55,322
52,723
61,356
55,739
51,535
55,331
55,729
75,282
57,703
50,061
56,546
51,401
54,278
51,616

指数 前年比（％）
▲0.0
2.3
1.9
1.9
1.6
1.5
1.3
1.4
1.8
1.5
1.0
1.0
1.5
1.0
0.5
0.1
0.1

99.6
101.9
103.9
104.1
103.9
104.1
104.2
104.7
104.6
104.1
104.1
103.8
104.4
104.3
104.2
104.1
104.0

消費者物価指数
（2010年 =100） 百貨店・スーパー

販売額

億円 前年比（％）
36.4
▲10.5
3.9

133.5
▲35.9
16.4
▲33.0
▲22.9
11.2
▲49.8
44.2
▲54.0
38.7
8.2

▲25.3
15.3
35.9

3,855
3,450
3,585
293
205
290
228
222
329
195
369
162
470
387
303
338
279

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）
28.5
▲1.4
▲8.4
▲11.1
8.7

▲13.4
▲11.9
▲23.6
▲8.6
▲8.0
▲24.0
▲20.6
▲38.3
▲30.6
▲3.7
▲1.7
49.6

13.6
4.7
▲0.8
▲6.0
6.8
2.6
▲2.0
▲3.8
▲2.6
▲6.9
▲9.6
▲17.8
▲18.6
▲12.8
▲19.5
▲14.3
▲18.8

6.6
5.8
5.9
4.3
12.2
11.5
2.4
2.2
7.9
▲3.7
▲4.7
▲16.3
▲7.8
▲8.7
▲19.2
▲12.7
▲8.0

4,742
4,674
4,283
338
419
424
340
442
432
256
216
168
161
319
467
332
627

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）
27.6
▲20.6
16.3
▲21.2
59.5
13.0
9.3
12.8
75.2
98.1
4.9

▲59.4
75.8
▲26.5
▲12.7
83.9
▲69.3

前年比（％）
8.5
0.0
8.9
▲3.1
20.7
65.5
▲6.3
▲2.8
▲29.1
58.5
21.1
6.9
41.1
25.4
2.9
15.0
23.2

前年比（％）
12.9
▲17.5
2.1
▲0.1
11.3
3.0
1.1
▲4.6
4.2
12.6
1.7
▲3.1
3.3
8.6
7.1
11.7
▲7.3

前年比（％）戸
分譲 福岡市貸家持家

14.5
▲10.4
9.1
▲4.0
28.7
34.9
▲1.1
▲0.5
▲5.2
55.2
11.3
▲9.8
39.5
7.0
0.8
23.7
▲10.4

41,335
37,035
40,415
3,016
4,630
3,399
2,949
3,145
3,056
4,254
3,405
2,723
3,820
3,594
3,472
3,731
4,149

出所 福岡県調査統計課

総合 鉄鋼 食料品・たばこ はん用・生産用機械 輸送機械

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010年 =100） 鉱工業出荷指数
（2010年 =100）

鉱工業在庫指数
（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）
7.7
▲2.3
6.4
6.6
4.1
13.6
13.8
7.7
6.9
5.6
3.3
0.7
▲0.6
7.3
▲6.2
▲7.3

141.4
138.2
147.0
148.0
150.8
156.4
156.8
149.0
145.9
143.7
142.0
140.0
138.0
153.4
139.4
137.2

季調値 前年比（％）
▲3.2
0.8
4.0
2.5
5.9
9.8
0.1
4.6
3.2
6.3
5.1
▲7.4
▲1.3
▲0.2
▲7.9
0.6

105.1
105.9
110.1
110.9
110.0
110.0
105.8
108.7
111.9
111.6
110.9
107.4
105.3
106.2
101.7
109.7

季調値 前年比（％）
▲5.6
▲3.1
9.0
8.2
13.5
21.9
2.3
15.2
9.0
17.0
13.2
▲14.7
▲4.8
▲1.2
▲22.3
0.8

119.6
115.9
126.4
125.0
124.8
130.3
112.0
119.7
128.1
128.0
130.8
120.3
110.6
115.3
101.2
122.5

季調値 前年比（％）
0.2
12.0
3.4
▲3.8
▲2.9
14.1
▲5.6
25.2
▲6.4
2.9
1.5
▲3.3
▲3.4
▲4.9
▲6.5
6.3

100.9
113.0
116.8
115.2
116.8
123.4
114.4
119.0
115.1
117.6
114.1
112.9
108.3
106.2
116.9
120.0

季調値 前年比（％）
▲4.6
▲7.2
3.1
0.1
0.9
5.4
4.4
6.9
3.4
3.5
3.6
1.2
4.0
7.9
2.8
1.5

96.5
89.5
92.3
91.4
91.4
92.8
92.8
93.8
94.1
92.9
93.0
95.9
90.1
93.8
94.6
90.9

季調値 前年比（％）
▲2.0
2.1
1.2
▲4.4
▲0.8
▲2.5
2.9
▲2.1
▲6.8
▲6.9
▲0.4
▲1.8
▲5.2
▲7.8
▲3.8
▲6.6

89.1
91.0
92.1
93.0
92.0
91.2
93.1
92.5
88.1
89.0
92.8
94.9
88.3
86.2
89.1
86.1

季調値 前年比（％）
▲3.1
0.7
4.4
1.6
5.9
10.8
0.7
7.1
3.2
6.6
4.5
▲8.1
▲2.3
▲0.4
▲9.2
0.9

103.9
104.6
109.2
107.9
109.1
109.8
104.2
108.3
110.0
110.2
109.3
106.6
102.3
105.3
101.1
107.2

経済指標全国経済指標 福岡 Fukuoka

鉱工業指数は、前年同期比の値と年間の指数は原数値、月間の指数は季節調整値。機械受注金額は、年間は前年比、月間は前月比。百貨店・スーパー販売額は、調査対象事業所見直し（2010年
7月、2013年7月及び2015年7月）に伴うギャップを調整するリンク係数で処理した数値。家計消費支出の前年比は、名目値の前年比。可処分所得・消費支出は、２人以上の世帯のうち勤労者
世帯（農林漁家世帯を含む）。有効求人倍率は、年間は実数値、月間は季節調整値。新規学卒を除きパートタイムを含む。完全失業率は季節調整値。
預貸金残高は年末、月末残高。都市銀行、地方銀行、第二地方銀行、信託銀行の合計、ただし、特別国際金融取引勘定を含まない。 
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出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省九州経済産業局

（注） 全国と共通の指標については全国の注釈参照。漁業水揚金額は、長崎、佐世保、北松、松浦の４市場の合計。
観光施設入場者数は、グラバー園、島原城、雲仙仁田道、西海パールシーリゾート、平戸城、堂崎天主堂の合計、ただし、雲仙仁田道は自動車の通行台数。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車百貨店・スーパー
販売額

項目 家計消費支出（勤労者世帯）
長崎市

台年月 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高
有効
求人
倍率

5.0
3.4
3.0
2.8
3.1
2.9
2.7
3.2
3.1
2.6
3.0
2.6
2.4
3.3
3.9
4.5
4.5

24,639
25,473
26,243
25,551
25,523
25,678
25,683
25,823
25,852
25,887
26,243
26,129
26,126
26,678
26,217
26,705
26,669

4.6
2.9
1.5
2.3
3.0
1.8
1.9
1.5
1.8
0.8
1.5
1.2
0.1
1.5
2.5
1.2
0.9

45,357
46,661
47,340
47,822
48,119
47,358
47,592
47,131
47,061
47,051
47,340
47,256
47,144
48,388
48,847
48,411
48,552

▲35.5
30.6
▲37.5
▲33.3
0.0
0.0

▲50.0
▲75.0
▲70.0
▲33.3
▲25.0
▲33.3
▲75.0
▲33.3
33.3
0.0

▲80.0

49
64
40
4
5
2
4
1
3
2
3
4
1
2
4
4
1

0.73
0.83
0.97
0.98
0.97
0.98
0.98
0.99
1.01
1.02
1.03
1.04
1.06
1.11
1.13
1.12
1.16

308,148
309,296
287,211
262,414
268,023
273,021
252,501
261,487
344,194
314,655
299,792
308,981
322,763
357,676
337,414
294,193
251,335

391,917
358,973
365,908
292,666
504,335
327,729
340,833
288,751
342,594
319,937
627,194
355,184
385,405
399,793
289,057
312,711
484,537

21,657
22,094
19,805
1,257
1,612
1,756
1,349
2,020
1,471
1,357
1,492
1,672
1,806
2,626
1,417
1,420
1,848

11.9
0.4
▲7.1
9.7
▲2.9
▲1.9
▲20.0
▲33.0
28.9
17.5
▲22.1
3.8
26.0
24.4
2.5
12.1
▲6.2

17.6
▲8.4
1.9
5.3
27.5
▲9.1
5.7
▲2.6
▲6.7
▲3.4
▲22.0
1.2
4.6
25.5
▲6.4
6.8
▲3.9

▲6.9
2.0

▲10.4
▲1.5
▲1.3
▲9.8
▲3.0
6.8
▲8.1
▲10.2
▲4.5
▲2.2
▲9.5
2.7
15.2
13.0
14.6

軽乗用車販売台数

台 前年比（％）
26,688
27,163
22,030
1,518
2,144
1,749
1,266
1,845
1,462
1,504
1,489
1,667
1,803
2,549
1,301
1,207
1,372

7.8
1.8

▲18.9
▲32.4
▲14.6
▲17.3
▲25.8
▲31.5
▲27.5
▲34.2
▲38.6
▲21.7
▲22.2
▲19.8
▲8.9
▲20.5
▲36.0

百万円 前年比（％）
2.4
▲1.5
▲1.7
2.4
▲1.5
1.3
▲0.7
▲0.7
▲1.7
▲6.7
▲2.7
▲0.7
0.4
▲5.4
▲3.6
▲2.3
▲2.7

出所 西日本建設業保証県内主要4魚市場財務省 長崎県観光振興推進本部 総務省国土交通省

項目

年月 指数 前年比（％）
0.2
2.5
1.1
1.0
0.6
0.6
0.5
0.4
0.8
0.9
0.4
0.3
0.6
0.2
▲0.1
▲0.4
▲0.2

99.7
102.2
103.3
103.7
103.3
103.3
103.4
103.6
103.8
103.4
103.2
102.9
103.3
103.1
103.2
103.2
103.1

千人 前年比（％）
9.3
1.4
8.3
9.2
7.2
21.5
16.3
27.5
28.6
▲3.0
8.1
2.1
19.3
▲1.1
▲16.5
▲35.4
▲32.6

2,181
2,211
2,396
295
154
181
285
232
244
223
156
111
162
213
138
191
104

消費者物価指数
（2010年 =100）

億円 前年比（％）
▲14.3
53.0
▲21.4
133.1
31.2
▲17.2
▲64.9
▲63.3
171.8
89.0
26.5
▲28.7
47.1
▲37.5
▲60.9
▲42.8
▲3.5

688
1,052
826
93
64
51
31
35
158
95
42
42
35
28
51
53
62

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

観光施設
入場者数

（主要6施設合計）
億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

23.2
▲2.7
▲11.4
▲19.7
▲32.7
0.8

▲14.5
▲14.0
▲15.8
14.5
▲10.0
▲11.6
▲39.7
▲16.5
114.2
106.7
10.4

9.9
▲1.2
▲17.7
7.7

▲24.1
▲1.0
▲6.2
▲38.4
▲29.6
▲30.1
▲1.8
▲17.3
▲3.1
▲21.8
▲42.7
▲39.4
▲42.3

▲8.6
14.2
▲12.2
▲24.5
▲30.3
201.4
▲38.9
▲45.6
▲68.2
272.1
▲67.3
3.7

▲23.1
262.8
90.3
68.2
20.4

1,973
1,920
1,701
69
149
205
187
161
143
105
81
79
59
174
440
142
165

公共工事
保証請負金額

百万円 前年比（％）
▲6.8
▲6.6
7.5
0.2
▲0.4
▲14.1
▲0.3
13.6
16.8
7.4
16.3
▲27.0
▲5.3
0.8
14.5
▲15.6
▲7.6

60,044
56,060
60,239
4,873
4,412
3,866
4,146
4,904
5,035
5,125
6,407
4,295
4,875
5,640
5,541
4,114
4,076

漁業水揚金額貿易

前年比（％）
1.1
14.3
▲37.5
▲20.7
▲5.9
▲63.6
▲72.3
▲10.3
335.7
▲25.5
▲37.0
172.7
273.7
▲16.7
125.0
▲71.6
12.5

前年比（％）
9.8

▲12.2
14.8
▲24.9
69.3
2.6
17.8
▲69.3
21.2
93.7
18.4
1.8

▲41.7
▲39.1
96.8
▲1.2
▲23.6

前年比（％）
2.8
▲5.5
▲1.1
▲12.3
10.4
6.4
▲4.3
▲2.0
25.4
2.2
23.4
12.1
▲9.2
▲3.2
4.6

▲11.9
2.0

前年比（％）戸
分譲 長崎市貸家持家

5.0
▲5.7
▲0.3
▲18.6
37.0
▲15.4
▲8.3
▲37.4
24.9
30.8
10.8
37.1
▲11.0
▲22.3
54.8
▲14.0
▲12.2

6,661
6,283
6,262
487
641
609
499
366
447
616
493
772
412
527
619
419
563

出所 長崎県統計課 日本銀行長崎支店

総合 はん用・生産用機械 食料品 電子部品 輸送機械

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010年 =100） 電子部品
生産高

新設住宅着工戸数

年月 前年比（％）
▲21.7
▲12.6
1.0
▲8.8
1.1
13.1
▲4.4
▲1.5
5.9
▲1.4
28.8
▲12.6
7.3
58.7
83.8
9.9

季調値
93.7
81.9
82.7
78.0
81.2
80.4
75.3
72.7
84.6
79.6
103.4
87.1
86.8
130.7
138.8
86.7

前年比（％）
▲39.5
▲6.9
▲27.2
▲27.4
▲28.1
▲41.3
▲22.0
▲31.5
▲29.9
▲29.3
▲20.1
1.0
▲5.2
▲9.8
5.7

▲11.6

季調値
49.2
45.8
33.3
32.5
31.7
27.2
30.1
30.3
31.1
34.0
33.2
43.2
42.9
32.5
36.8
28.9

前年比（％）
4.1
▲2.2
4.1
8.5
7.7
11.1
2.2
0.7
4.1
1.7
▲2.1
▲34.6
6.9
1.3
▲6.7
▲9.4

季調値
109.1
106.7
111.1
114.8
113.8
117.8
110.2
110.8
109.9
107.5
106.4
73.4
113.5
108.7
110.0
103.1

前年比（％）
30.7
45.7
▲9.6
27.1
0.6
10.2
1.2
▲1.4
▲21.8
▲38.4
▲36.6
▲30.8
▲26.4
▲19.0
▲48.1
▲47.9

季調値
84.9
123.6
111.7
164.4
139.3
136.9
115.1
111.3
93.6
72.7
76.3
75.0
63.0
91.8
71.9
78.0

前年比（％）
▲9.3
0.2
▲4.4
6.9
▲2.9
2.6
▲1.7
▲4.1
▲7.0
▲16.8
▲6.9
▲21.8
▲2.9
13.2
2.7

▲19.5

季調値
84.4
84.6
80.9
87.2
81.1
80.6
71.7
75.0
76.7
73.9
80.1
75.1
74.0
95.4
89.1
69.4

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）
熊本市

台年月 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率

2.8
4.0
4.4
4.0
4.2
4.5
4.3
4.2
4.0
4.3
4.4
4.2
3.9
3.5
3.8
4.5
4.9

32,621
33,937
35,424
34,388
34,431
34,601
34,555
35,060
34,739
34,899
35,424
35,120
35,134
35,732
35,163
35,931
36,127

2.8
1.8
▲0.7
1.3
1.9
2.5
1.9
2.2
3.6
3.1
4.2
3.3
2.8
2.0
3.7
9.1
7.9

54,720
55,705
55,300
56,452
57,606
56,786
56,590
56,167
56,545
56,869
58,030
57,127
56,871
57,202
58,372
61,573
62,141

▲26.5
▲9.7
9.2
66.7
▲14.3
50.0
60.0
40.0
16.7
▲33.3
▲25.0
▲16.7
100.0
▲77.8
50.0
▲40.0
▲50.0

72
65
71
5
6
9
8
7
7
4
3
5
10
2
3
3
3

0.85
1.00
1.12
1.11
1.11
1.12
1.14
1.15
1.17
1.16
1.14
1.15
1.18
1.21
1.27
1.30
1.30

299,637
309,347
319,388
294,160
294,030
331,687
349,496
321,021
317,143
334,587
342,031
275,864
269,751
284,927
216,390
261,644
239,011

397,409
389,589
409,766
294,614
512,079
483,701
383,738
356,926
430,998
359,308
715,283
349,516
422,335
363,626
338,036
308,514
396,652

35,900
36,838
33,186
2,160
2,637
3,107
2,172
3,388
2,495
2,395
2,669
2,553
3,103
4,293
1,560
2,592
3,148

▲4.7
3.2
3.2
0.6
1.6
8.2
19.3
4.5
▲3.7
19.8
▲5.1
▲5.0
▲4.4
▲14.6
▲36.8
▲11.1
▲18.7

0.2
▲2.0
5.2
6.3
3.5
5.9
4.1
▲0.1
6.4
2.8
▲1.8
9.0
12.1
8.5
▲2.8
4.7

▲22.5

▲5.4
2.6
▲9.9
4.9
▲5.2
0.7
▲5.2
5.2
0.9
▲3.8
12.7
1.4
▲7.3
2.4

▲25.9
20.0
19.4

軽乗用車販売台数

台 前年比（％）
33,820
34,373
29,751
1,958
2,512
2,152
1,906
2,917
1,945
2,285
2,140
2,153
2,888
3,443
1,447
1,445
1,816

6.4
1.6

▲13.4
▲30.0
▲23.0
▲21.9
▲15.8
▲13.5
▲13.7
▲12.2
▲37.4
▲15.6
▲13.3
▲17.6
▲22.8
▲26.2
▲27.7

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）
0.9
4.2
▲1.4
1.2
▲4.5
▲0.8
▲2.6
▲0.3
▲0.0
▲6.9
▲3.4
▲5.3
▲9.4
1.7

▲33.7
▲22.2
0.7

155,042
161,557
159,301
12,570
11,909
14,383
12,831
11,637
12,888
12,757
18,293
13,515
11,341
13,290
8,070
9,777
11,994

指数 前年比（％）
0.0
2.9
0.9
0.5
0.3
0.7
0.2
0.4
0.8
0.5
0.6
0.7
0.9
0.6
0.0
▲0.3
0.3

99.1
102.0
102.9
103.3
102.9
103.2
103.3
103.6
103.5
103.1
103.1
102.5
102.8
103.0
102.9
103.0
103.2

消費者物価指数
（2010年 =100） 百貨店・スーパー

販売額

億円 前年比（％）
13.6
▲5.5
▲8.0
▲72.5
4.1
10.3
1.8
95.9
▲43.4
▲2.6
▲47.6
▲44.6
▲51.8
▲55.2
75.9
178.5
▲0.4

1,183
1,118
1,029
42
99
104
78
135
78
49
50
46
62
43
148
117
98

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）
42.6
▲20.0
▲11.4
▲43.3
▲24.5
1.5
▲4.1
▲12.4
▲23.4
6.5
8.9
4.9
▲9.4
8.8
44.1
▲6.2
31.4

4.9
6.5
0.1

▲20.4
▲26.1
43.9
45.6
▲1.3
▲13.0
▲10.0
▲24.7
▲10.4
▲15.0
▲32.6
▲41.5
▲27.8
11.3

47.1
▲0.5
8.4
25.6
18.8
14.9
▲3.7
15.2
▲7.7
6.9

▲19.1
▲10.1
▲5.3
▲1.6
▲15.7
▲35.3
13.6

2,575
2,060
1,825
91
132
242
166
219
202
167
134
117
67
197
151
85
173

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）
▲19.7
30.0
▲12.3
54.1
12.2
▲1.7
101.1
▲41.3
43.2
▲10.4
▲42.7
▲7.5
23.3
133.8
101.5
9.3

▲12.0

前年比（％）
1.7
▲7.9
▲12.8
▲36.2
63.4
▲8.6
5.4
▲3.1
3.1

▲29.2
▲32.5
▲14.9
64.5
▲10.5
40.3
▲18.2
▲3.0

前年比（％）
19.3
▲15.4
0.8

▲11.7
24.0
▲3.8
6.8
▲1.4
21.2
▲4.9
0.3

▲10.2
▲2.9
28.4
2.3

▲19.6
▲22.2

前年比（％）戸
分譲 熊本市貸家持家

4.8
▲6.7
▲4.8
▲14.3
40.0
▲4.0
17.4
▲7.9
14.1
▲15.7
▲21.9
▲13.4
28.3
7.4
22.1
▲10.8
▲9.9

12,078
11,267
10,723
870
1,015
986
1,004
823
1,077
672
844
744
1,007
1,042
999
776
915

出所 熊本県統計調査課

総合 食料品 電子部品 はん用・生産用機械 輸送機械

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010年 =100） 鉱工業出荷指数
（2010年 =100）

鉱工業在庫指数
（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）
▲7.0
▲3.7
4.3
6.7
20.5
9.9
2.4
▲6.2
▲4.0
▲5.0
▲4.6
▲5.1
▲4.8
▲10.8
▲14.6
▲14.2

91.6
88.2
92.0
93.2
103.2
93.2
88.4
88.2
87.2
87.6
87.2
92.3
84.7
83.5
83.2
80.0

季調値 前年比（％）
▲0.1
6.4
4.8
10.6
18.4
4.4
3.8
6.3
1.2
▲1.8
▲11.5
▲8.0
▲2.9
9.1

▲18.8
▲23.6

100.7
107.1
112.2
118.6
119.2
111.5
110.2
117.3
120.1
108.7
99.7
112.1
100.2
111.5
96.8
88.6

季調値 前年比（％）
▲10.9
▲0.1
▲6.9
▲16.8
▲12.2
▲21.2
4.2
▲2.7
2.4
2.3
14.5
9.7
18.7
17.0
▲9.9
▲47.4

87.3
87.2
81.2
71.9
76.8
68.5
74.4
80.4
87.1
90.8
93.8
95.9
93.0
92.3
75.7
37.0

季調値 前年比（％）
2.7
8.9
5.9

▲26.8
96.6
36.8
13.2
10.2
▲6.7
18.5
▲27.1
▲41.1
▲11.7
45.1
▲33.6
13.9

104.0
113.2
119.9
89.8
196.7
132.2
109.5
119.0
119.8
130.8
90.5
89.0
89.8
132.8
80.1
97.0

季調値 前年比（％）
6.1
20.6
11.7
57.6
21.8
2.8
6.2
10.3
14.1
▲19.0
▲40.4
▲25.4
▲15.3
12.3
▲9.5
▲17.0

141.0
170.1
190.1
243.6
183.6
184.1
200.3
212.8
213.9
157.3
124.8
158.2
136.7
196.1
196.8
197.7

季調値 前年比（％）
▲0.3
▲3.7
▲0.0
▲7.1
3.7
▲1.5
▲4.4
4.2
▲1.6
1.2
▲1.7
▲0.5
3.9
1.5

▲25.4
▲32.3

100.2
96.5
96.5
96.1
99.7
95.9
93.7
97.8
97.7
98.5
93.6
94.3
94.3
95.9
74.5
64.4

季調値 前年比（％）
1.3
6.1
3.7
9.2
18.9
4.6
1.1
4.3
0.4
▲3.9
▲14.0
▲12.0
▲4.8
10.9
▲22.2
▲20.0

104.9
111.3
115.4
119.8
123.8
116.2
113.4
118.7
120.9
109.1
100.1
110.8
101.4
117.3
96.7
93.6

経済指標熊本 Kumamoto経済指標 長崎 Nagasaki

115,478
113,734
111,843
9,130
8,708
10,367
9,450
8,347
8,881
9,074
12,269
9,257
8,171
8,927
8,408
8,917
8,472

前年比（％）
▲2.3
0.0
0.0
▲1.5
0.8
11.4
2.4

▲21.2
▲13.4
0.8
0.8

▲15.0
▲7.5
3.1
5.5
0.6

▲12.8

2015 年
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2013 年
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出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省九州経済産業局

（注） 全国と共通の指標については全国の注釈参照。漁業水揚金額は、長崎、佐世保、北松、松浦の４市場の合計。
観光施設入場者数は、グラバー園、島原城、雲仙仁田道、西海パールシーリゾート、平戸城、堂崎天主堂の合計、ただし、雲仙仁田道は自動車の通行台数。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車百貨店・スーパー
販売額

項目 家計消費支出（勤労者世帯）
長崎市

台年月 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高
有効
求人
倍率

5.0
3.4
3.0
2.8
3.1
2.9
2.7
3.2
3.1
2.6
3.0
2.6
2.4
3.3
3.9
4.5
4.5

24,639
25,473
26,243
25,551
25,523
25,678
25,683
25,823
25,852
25,887
26,243
26,129
26,126
26,678
26,217
26,705
26,669

4.6
2.9
1.5
2.3
3.0
1.8
1.9
1.5
1.8
0.8
1.5
1.2
0.1
1.5
2.5
1.2
0.9

45,357
46,661
47,340
47,822
48,119
47,358
47,592
47,131
47,061
47,051
47,340
47,256
47,144
48,388
48,847
48,411
48,552

▲35.5
30.6
▲37.5
▲33.3
0.0
0.0

▲50.0
▲75.0
▲70.0
▲33.3
▲25.0
▲33.3
▲75.0
▲33.3
33.3
0.0

▲80.0

49
64
40
4
5
2
4
1
3
2
3
4
1
2
4
4
1

0.73
0.83
0.97
0.98
0.97
0.98
0.98
0.99
1.01
1.02
1.03
1.04
1.06
1.11
1.13
1.12
1.16

308,148
309,296
287,211
262,414
268,023
273,021
252,501
261,487
344,194
314,655
299,792
308,981
322,763
357,676
337,414
294,193
251,335

391,917
358,973
365,908
292,666
504,335
327,729
340,833
288,751
342,594
319,937
627,194
355,184
385,405
399,793
289,057
312,711
484,537

21,657
22,094
19,805
1,257
1,612
1,756
1,349
2,020
1,471
1,357
1,492
1,672
1,806
2,626
1,417
1,420
1,848

11.9
0.4
▲7.1
9.7
▲2.9
▲1.9
▲20.0
▲33.0
28.9
17.5
▲22.1
3.8
26.0
24.4
2.5
12.1
▲6.2

17.6
▲8.4
1.9
5.3
27.5
▲9.1
5.7
▲2.6
▲6.7
▲3.4
▲22.0
1.2
4.6
25.5
▲6.4
6.8
▲3.9

▲6.9
2.0

▲10.4
▲1.5
▲1.3
▲9.8
▲3.0
6.8
▲8.1
▲10.2
▲4.5
▲2.2
▲9.5
2.7
15.2
13.0
14.6

軽乗用車販売台数

台 前年比（％）
26,688
27,163
22,030
1,518
2,144
1,749
1,266
1,845
1,462
1,504
1,489
1,667
1,803
2,549
1,301
1,207
1,372

7.8
1.8

▲18.9
▲32.4
▲14.6
▲17.3
▲25.8
▲31.5
▲27.5
▲34.2
▲38.6
▲21.7
▲22.2
▲19.8
▲8.9
▲20.5
▲36.0

百万円 前年比（％）
2.4
▲1.5
▲1.7
2.4
▲1.5
1.3
▲0.7
▲0.7
▲1.7
▲6.7
▲2.7
▲0.7
0.4
▲5.4
▲3.6
▲2.3
▲2.7

出所 西日本建設業保証県内主要4魚市場財務省 長崎県観光振興推進本部 総務省国土交通省

項目

年月 指数 前年比（％）
0.2
2.5
1.1
1.0
0.6
0.6
0.5
0.4
0.8
0.9
0.4
0.3
0.6
0.2
▲0.1
▲0.4
▲0.2

99.7
102.2
103.3
103.7
103.3
103.3
103.4
103.6
103.8
103.4
103.2
102.9
103.3
103.1
103.2
103.2
103.1

千人 前年比（％）
9.3
1.4
8.3
9.2
7.2
21.5
16.3
27.5
28.6
▲3.0
8.1
2.1
19.3
▲1.1
▲16.5
▲35.4
▲32.6

2,181
2,211
2,396
295
154
181
285
232
244
223
156
111
162
213
138
191
104

消費者物価指数
（2010年 =100）

億円 前年比（％）
▲14.3
53.0
▲21.4
133.1
31.2
▲17.2
▲64.9
▲63.3
171.8
89.0
26.5
▲28.7
47.1
▲37.5
▲60.9
▲42.8
▲3.5

688
1,052
826
93
64
51
31
35
158
95
42
42
35
28
51
53
62

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

観光施設
入場者数

（主要6施設合計）
億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

23.2
▲2.7
▲11.4
▲19.7
▲32.7
0.8

▲14.5
▲14.0
▲15.8
14.5
▲10.0
▲11.6
▲39.7
▲16.5
114.2
106.7
10.4

9.9
▲1.2
▲17.7
7.7

▲24.1
▲1.0
▲6.2
▲38.4
▲29.6
▲30.1
▲1.8
▲17.3
▲3.1
▲21.8
▲42.7
▲39.4
▲42.3

▲8.6
14.2
▲12.2
▲24.5
▲30.3
201.4
▲38.9
▲45.6
▲68.2
272.1
▲67.3
3.7

▲23.1
262.8
90.3
68.2
20.4

1,973
1,920
1,701
69
149
205
187
161
143
105
81
79
59
174
440
142
165

公共工事
保証請負金額

百万円 前年比（％）
▲6.8
▲6.6
7.5
0.2
▲0.4
▲14.1
▲0.3
13.6
16.8
7.4
16.3
▲27.0
▲5.3
0.8
14.5
▲15.6
▲7.6

60,044
56,060
60,239
4,873
4,412
3,866
4,146
4,904
5,035
5,125
6,407
4,295
4,875
5,640
5,541
4,114
4,076

漁業水揚金額貿易

前年比（％）
1.1
14.3
▲37.5
▲20.7
▲5.9
▲63.6
▲72.3
▲10.3
335.7
▲25.5
▲37.0
172.7
273.7
▲16.7
125.0
▲71.6
12.5

前年比（％）
9.8

▲12.2
14.8
▲24.9
69.3
2.6
17.8
▲69.3
21.2
93.7
18.4
1.8

▲41.7
▲39.1
96.8
▲1.2
▲23.6

前年比（％）
2.8
▲5.5
▲1.1
▲12.3
10.4
6.4
▲4.3
▲2.0
25.4
2.2
23.4
12.1
▲9.2
▲3.2
4.6

▲11.9
2.0

前年比（％）戸
分譲 長崎市貸家持家

5.0
▲5.7
▲0.3
▲18.6
37.0
▲15.4
▲8.3
▲37.4
24.9
30.8
10.8
37.1
▲11.0
▲22.3
54.8
▲14.0
▲12.2

6,661
6,283
6,262
487
641
609
499
366
447
616
493
772
412
527
619
419
563

出所 長崎県統計課 日本銀行長崎支店

総合 はん用・生産用機械 食料品 電子部品 輸送機械

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010年 =100） 電子部品
生産高

新設住宅着工戸数

年月 前年比（％）
▲21.7
▲12.6
1.0
▲8.8
1.1
13.1
▲4.4
▲1.5
5.9
▲1.4
28.8
▲12.6
7.3
58.7
83.8
9.9

季調値
93.7
81.9
82.7
78.0
81.2
80.4
75.3
72.7
84.6
79.6
103.4
87.1
86.8
130.7
138.8
86.7

前年比（％）
▲39.5
▲6.9
▲27.2
▲27.4
▲28.1
▲41.3
▲22.0
▲31.5
▲29.9
▲29.3
▲20.1
1.0
▲5.2
▲9.8
5.7

▲11.6

季調値
49.2
45.8
33.3
32.5
31.7
27.2
30.1
30.3
31.1
34.0
33.2
43.2
42.9
32.5
36.8
28.9

前年比（％）
4.1
▲2.2
4.1
8.5
7.7
11.1
2.2
0.7
4.1
1.7
▲2.1
▲34.6
6.9
1.3
▲6.7
▲9.4

季調値
109.1
106.7
111.1
114.8
113.8
117.8
110.2
110.8
109.9
107.5
106.4
73.4
113.5
108.7
110.0
103.1

前年比（％）
30.7
45.7
▲9.6
27.1
0.6
10.2
1.2
▲1.4
▲21.8
▲38.4
▲36.6
▲30.8
▲26.4
▲19.0
▲48.1
▲47.9

季調値
84.9
123.6
111.7
164.4
139.3
136.9
115.1
111.3
93.6
72.7
76.3
75.0
63.0
91.8
71.9
78.0

前年比（％）
▲9.3
0.2
▲4.4
6.9
▲2.9
2.6
▲1.7
▲4.1
▲7.0
▲16.8
▲6.9
▲21.8
▲2.9
13.2
2.7

▲19.5

季調値
84.4
84.6
80.9
87.2
81.1
80.6
71.7
75.0
76.7
73.9
80.1
75.1
74.0
95.4
89.1
69.4

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）
熊本市

台年月 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率

2.8
4.0
4.4
4.0
4.2
4.5
4.3
4.2
4.0
4.3
4.4
4.2
3.9
3.5
3.8
4.5
4.9

32,621
33,937
35,424
34,388
34,431
34,601
34,555
35,060
34,739
34,899
35,424
35,120
35,134
35,732
35,163
35,931
36,127

2.8
1.8
▲0.7
1.3
1.9
2.5
1.9
2.2
3.6
3.1
4.2
3.3
2.8
2.0
3.7
9.1
7.9

54,720
55,705
55,300
56,452
57,606
56,786
56,590
56,167
56,545
56,869
58,030
57,127
56,871
57,202
58,372
61,573
62,141

▲26.5
▲9.7
9.2
66.7
▲14.3
50.0
60.0
40.0
16.7
▲33.3
▲25.0
▲16.7
100.0
▲77.8
50.0
▲40.0
▲50.0

72
65
71
5
6
9
8
7
7
4
3
5
10
2
3
3
3

0.85
1.00
1.12
1.11
1.11
1.12
1.14
1.15
1.17
1.16
1.14
1.15
1.18
1.21
1.27
1.30
1.30

299,637
309,347
319,388
294,160
294,030
331,687
349,496
321,021
317,143
334,587
342,031
275,864
269,751
284,927
216,390
261,644
239,011

397,409
389,589
409,766
294,614
512,079
483,701
383,738
356,926
430,998
359,308
715,283
349,516
422,335
363,626
338,036
308,514
396,652

35,900
36,838
33,186
2,160
2,637
3,107
2,172
3,388
2,495
2,395
2,669
2,553
3,103
4,293
1,560
2,592
3,148

▲4.7
3.2
3.2
0.6
1.6
8.2
19.3
4.5
▲3.7
19.8
▲5.1
▲5.0
▲4.4
▲14.6
▲36.8
▲11.1
▲18.7

0.2
▲2.0
5.2
6.3
3.5
5.9
4.1
▲0.1
6.4
2.8
▲1.8
9.0
12.1
8.5
▲2.8
4.7

▲22.5

▲5.4
2.6
▲9.9
4.9
▲5.2
0.7
▲5.2
5.2
0.9
▲3.8
12.7
1.4
▲7.3
2.4

▲25.9
20.0
19.4

軽乗用車販売台数

台 前年比（％）
33,820
34,373
29,751
1,958
2,512
2,152
1,906
2,917
1,945
2,285
2,140
2,153
2,888
3,443
1,447
1,445
1,816

6.4
1.6

▲13.4
▲30.0
▲23.0
▲21.9
▲15.8
▲13.5
▲13.7
▲12.2
▲37.4
▲15.6
▲13.3
▲17.6
▲22.8
▲26.2
▲27.7

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）
0.9
4.2
▲1.4
1.2
▲4.5
▲0.8
▲2.6
▲0.3
▲0.0
▲6.9
▲3.4
▲5.3
▲9.4
1.7

▲33.7
▲22.2
0.7

155,042
161,557
159,301
12,570
11,909
14,383
12,831
11,637
12,888
12,757
18,293
13,515
11,341
13,290
8,070
9,777
11,994

指数 前年比（％）
0.0
2.9
0.9
0.5
0.3
0.7
0.2
0.4
0.8
0.5
0.6
0.7
0.9
0.6
0.0
▲0.3
0.3

99.1
102.0
102.9
103.3
102.9
103.2
103.3
103.6
103.5
103.1
103.1
102.5
102.8
103.0
102.9
103.0
103.2

消費者物価指数
（2010年 =100） 百貨店・スーパー

販売額

億円 前年比（％）
13.6
▲5.5
▲8.0
▲72.5
4.1
10.3
1.8
95.9
▲43.4
▲2.6
▲47.6
▲44.6
▲51.8
▲55.2
75.9
178.5
▲0.4

1,183
1,118
1,029
42
99
104
78
135
78
49
50
46
62
43
148
117
98

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）
42.6
▲20.0
▲11.4
▲43.3
▲24.5
1.5
▲4.1
▲12.4
▲23.4
6.5
8.9
4.9
▲9.4
8.8
44.1
▲6.2
31.4

4.9
6.5
0.1

▲20.4
▲26.1
43.9
45.6
▲1.3
▲13.0
▲10.0
▲24.7
▲10.4
▲15.0
▲32.6
▲41.5
▲27.8
11.3

47.1
▲0.5
8.4
25.6
18.8
14.9
▲3.7
15.2
▲7.7
6.9

▲19.1
▲10.1
▲5.3
▲1.6
▲15.7
▲35.3
13.6

2,575
2,060
1,825
91
132
242
166
219
202
167
134
117
67
197
151
85
173

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）
▲19.7
30.0
▲12.3
54.1
12.2
▲1.7
101.1
▲41.3
43.2
▲10.4
▲42.7
▲7.5
23.3
133.8
101.5
9.3

▲12.0

前年比（％）
1.7
▲7.9
▲12.8
▲36.2
63.4
▲8.6
5.4
▲3.1
3.1

▲29.2
▲32.5
▲14.9
64.5
▲10.5
40.3
▲18.2
▲3.0

前年比（％）
19.3
▲15.4
0.8

▲11.7
24.0
▲3.8
6.8
▲1.4
21.2
▲4.9
0.3

▲10.2
▲2.9
28.4
2.3

▲19.6
▲22.2

前年比（％）戸
分譲 熊本市貸家持家

4.8
▲6.7
▲4.8
▲14.3
40.0
▲4.0
17.4
▲7.9
14.1
▲15.7
▲21.9
▲13.4
28.3
7.4
22.1
▲10.8
▲9.9

12,078
11,267
10,723
870
1,015
986
1,004
823
1,077
672
844
744
1,007
1,042
999
776
915

出所 熊本県統計調査課

総合 食料品 電子部品 はん用・生産用機械 輸送機械

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010年 =100） 鉱工業出荷指数
（2010年 =100）

鉱工業在庫指数
（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）
▲7.0
▲3.7
4.3
6.7
20.5
9.9
2.4
▲6.2
▲4.0
▲5.0
▲4.6
▲5.1
▲4.8
▲10.8
▲14.6
▲14.2

91.6
88.2
92.0
93.2
103.2
93.2
88.4
88.2
87.2
87.6
87.2
92.3
84.7
83.5
83.2
80.0

季調値 前年比（％）
▲0.1
6.4
4.8
10.6
18.4
4.4
3.8
6.3
1.2
▲1.8
▲11.5
▲8.0
▲2.9
9.1

▲18.8
▲23.6

100.7
107.1
112.2
118.6
119.2
111.5
110.2
117.3
120.1
108.7
99.7
112.1
100.2
111.5
96.8
88.6

季調値 前年比（％）
▲10.9
▲0.1
▲6.9
▲16.8
▲12.2
▲21.2
4.2
▲2.7
2.4
2.3
14.5
9.7
18.7
17.0
▲9.9
▲47.4

87.3
87.2
81.2
71.9
76.8
68.5
74.4
80.4
87.1
90.8
93.8
95.9
93.0
92.3
75.7
37.0

季調値 前年比（％）
2.7
8.9
5.9

▲26.8
96.6
36.8
13.2
10.2
▲6.7
18.5
▲27.1
▲41.1
▲11.7
45.1
▲33.6
13.9

104.0
113.2
119.9
89.8
196.7
132.2
109.5
119.0
119.8
130.8
90.5
89.0
89.8
132.8
80.1
97.0

季調値 前年比（％）
6.1
20.6
11.7
57.6
21.8
2.8
6.2
10.3
14.1
▲19.0
▲40.4
▲25.4
▲15.3
12.3
▲9.5
▲17.0

141.0
170.1
190.1
243.6
183.6
184.1
200.3
212.8
213.9
157.3
124.8
158.2
136.7
196.1
196.8
197.7

季調値 前年比（％）
▲0.3
▲3.7
▲0.0
▲7.1
3.7
▲1.5
▲4.4
4.2
▲1.6
1.2
▲1.7
▲0.5
3.9
1.5

▲25.4
▲32.3

100.2
96.5
96.5
96.1
99.7
95.9
93.7
97.8
97.7
98.5
93.6
94.3
94.3
95.9
74.5
64.4

季調値 前年比（％）
1.3
6.1
3.7
9.2
18.9
4.6
1.1
4.3
0.4
▲3.9
▲14.0
▲12.0
▲4.8
10.9
▲22.2
▲20.0

104.9
111.3
115.4
119.8
123.8
116.2
113.4
118.7
120.9
109.1
100.1
110.8
101.4
117.3
96.7
93.6

経済指標熊本 Kumamoto経済指標 長崎 Nagasaki

115,478
113,734
111,843
9,130
8,708
10,367
9,450
8,347
8,881
9,074
12,269
9,257
8,171
8,927
8,408
8,917
8,472

前年比（％）
▲2.3
0.0
0.0
▲1.5
0.8
11.4
2.4

▲21.2
▲13.4
0.8
0.8

▲15.0
▲7.5
3.1
5.5
0.6

▲12.8

2015 年
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2
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出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車 家計消費支出（勤労者世帯）
大分市

台 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率軽乗用車販売台数

台 前年比（％）

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）指数 前年比（％）

消費者物価指数
（2010年 =100） 百貨店・スーパー

販売額

億円 前年比（％）

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）前年比（％）前年比（％）前年比（％）戸
分譲 大分市貸家持家

出所 大分県統計調査課

総合 鉄鋼 はん用･生産用機械 電子部品 化学

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010年 =100） 鉱工業出荷指数
（2010年 =100）

鉱工業在庫指数
（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）
3.0
3.7
▲3.2
24.8
24.0
17.0
20.8
23.9
25.5
26.4
▲1.7
5.8
11.3
8.7
6.3

▲20.8

102.7
106.5
103.1
139.4
127.0
122.6
125.5
132.4
127.5
127.9
124.1
120.4
129.1
128.2
123.2
107.6

1.0
▲2.4
▲0.5
9.3
0.1
▲2.6
▲1.7
▲4.6
▲1.1
▲4.0
6.3
▲2.1
6.1
▲8.5
▲7.6
▲3.1

97.3
96.6
99.6
103.8
102.0
99.6
98.7
97.1
98.4
94.4
95.9
98.4
100.3
98.6
99.8
92.0

▲2.6
▲0.7
3.1
8.6
11.3
6.1
4.6
▲1.3
1.6
▲2.6
▲2.7
▲5.0
1.3
▲5.2
▲3.7
▲10.6

106.1
103.6
103.1
108.6
104.6
103.0
102.6
100.9
103.5
99.7
106.5
100.0
102.0
94.9
99.2
106.2

84.8
83.5
103.1
90.2
89.7
92.4
86.8
68.8
86.9
82.3
81.3
82.5
83.0
72.7
89.1
91.5

▲23.7
▲1.5
23.4
6.7
4.4
15.6
11.0
▲19.4
2.3
▲1.8
1.7
▲9.5
▲6.6
▲18.8
▲5.2
1.6

106.6
96.5
103.1
117.5
114.8
103.1
104.2
105.4
99.0
97.3
100.8
101.3
96.8
100.3
101.3
82.9

10.4
▲9.4
6.8
30.6
50.4
8.3
0.5
▲4.6
▲4.4
▲9.7
▲0.1
▲5.5
▲3.5
▲14.9
▲9.4
▲30.3

95.5
93.5
93.1
96.2
96.7
93.2
91.4
89.7
91.1
86.2
86.3
91.0
96.4
94.7
94.5
87.9

▲3.8
▲2.1
▲0.4
1.2
8.6
3.3
0.5
▲6.9
▲1.4
▲9.2
▲9.2
▲8.4
1.2
▲4.2
▲3.8
▲8.0

104.0
93.7
95.8
100.5
96.4
97.4
98.7
95.1
95.2
92.8
94.8
97.5
94.3
90.8
92.3
92.5

1.6
▲9.9
2.2
9.8
9.8
7.0
1.6
4.0
1.7
▲1.1
3.4
4.2
1.3
▲1.8
▲5.2
▲8.0

21.5
▲16.3
▲4.7
30.7
22.3
30.5
▲11.2
▲12.7
▲18.9
▲25.1
▲38.5
▲21.3
▲1.8
▲29.3
▲13.9
▲42.1
▲35.1

22.3
5.4

▲28.7
▲12.7
▲7.7
▲37.6
▲20.8
▲38.6
▲39.9
▲45.6
▲43.4
▲36.6
▲21.2
▲43.6
▲42.9
▲36.2
▲47.8

1,732
1,403
1,331
96
94
111
105
165
142
67
63
79
60
113
148
48
58

24.1
▲19.0
▲5.1
22.2
▲38.4
▲17.5
▲1.3
▲17.1
▲13.4
36.1
▲21.5
▲15.8
15.7
47.4
▲44.4
▲49.3
▲38.2

1,006
700
848
98
86
129
43
74
41
46
102
44
123
63
56
74
61

58.5
▲30.5
21.2
340.5
12.2
50.1
▲20.4
▲8.8
▲32.0
▲47.5
75.0
6.4
97.0
▲19.5
22.4
▲24.2
▲28.5

7,431
6,165
7,254
521
629
1,011
398
587
583
713
595
462
448
637
428
777
791

11.4
▲17.0
17.7
38.6
13.1
80.9
8.2

▲25.9
7.4
84.2
26.9
▲18.9
▲29.1
18.8
▲10.6
49.1
25.8

21.9
▲10.8
17.5
45.0
20.7
81.4
57.1
▲4.5
2.6
78.5
56.7
▲25.4
▲49.6
12.4
78.8
76.4
65.8

16.0
▲18.9
3.2
25.3
▲18.3
40.2
15.9
▲12.4
▲5.1
29.7
2.6

▲12.4
▲11.2
8.2

▲25.0
16.1
19.5

▲18.8
▲27.1
59.6
82.2
157.4
156.1
▲58.8
▲83.0
139.4
409.1
21.6
▲15.9
10.6
86.8
▲52.9
▲31.7
▲64.5

100.1
103.0
104.1
104.7
104.1
104.2
104.6
104.7
104.7
104.2
103.9
103.4
103.6
103.6
103.9
104.4
104.2

0.2
2.9
1.0
1.0
0.4
0.5
0.5
0.5
0.7
0.8
0.6
0.3
0.6
0.0
0.0
▲0.3
0.1

113,980
113,025
110,621
8,653
8,238
10,067
9,007
8,130
9,039
9,082
12,836
9,335
8,237
9,420
8,180
8,605
8,447

▲1.0
▲0.8
▲2.1
0.1
▲3.4
0.3
▲1.4
▲0.6
▲0.4
▲5.4
1.2
▲0.1
▲0.7
▲1.5
▲2.1
▲0.6
2.5

24,796
25,450
23,101
1,470
1,987
2,040
1,653
2,189
1,623
1,663
1,614
1,762
2,187
3,008
1,575
1,647
2,118

▲3.8
2.6
▲9.2
▲8.4
5.7
▲5.6
0.3
▲3.2
▲13.9
▲8.1
▲5.7
▲9.1
▲6.6
▲0.7
1.5
12.0
6.6

22,690
25,200
20,343
1,338
1,656
1,574
1,251
1,840
1,390
1,528
1,321
1,521
1,879
3,011
1,099
1,014
1,175

6.3
11.1
▲19.3
▲18.6
▲17.0
▲27.1
▲14.4
▲21.9
▲5.4
▲17.1
▲50.9
▲24.9
▲17.7
5.6

▲14.5
▲24.2
▲29.0

448,318
424,746
426,416
384,113
492,299
497,175
385,992
315,571
403,261
337,755
804,497
373,032
423,294
326,558
397,461
304,653
614,623

▲3.6
▲5.3
0.4
22.7
▲20.7
16.2
3.5

▲11.1
1.9

▲14.8
2.9
6.4
1.3
▲6.4
4.8

▲20.7
24.8

342,834
316,410
314,339
284,276
320,132
277,458
270,701
262,785
271,716
407,769
314,162
275,368
280,567
296,002
323,669
303,265
392,327

0.3
▲7.7
▲0.7
▲7.0
17.1
▲3.3
▲5.7
▲12.8
▲21.4
34.1
▲5.3
▲18.9
▲15.0
▲15.7
▲5.5
6.7
22.6

0.78
0.90
1.05
1.06
1.07
1.06
1.06
1.08
1.09
1.10
1.11
1.06
1.08
1.09
1.12
1.13
1.15

▲13.4
▲27.6
45.2
▲40.0
▲50.0
500.0
▲25.0
－　　　
100.0
400.0
▲50.0
▲28.6
▲57.1
▲28.6
0.0

▲33.3
▲33.3

58
42
61
3
3
6
3
6
6
5
2
5
3
5
6
2
2

34,726
35,354
36,029
35,821
35,985
35,428
35,578
35,438
35,664
35,428
36,029
35,746
35,664
36,365
36,555
36,424
36,916

3.0
1.8
1.9
2.0
2.1
2.0
1.6
2.6
3.5
1.0
1.9
1.9
1.3
2.0
2.9
1.7
2.6

21,712
22,620
23,415
22,658
22,836
22,926
22,914
23,113
23,091
23,122
23,415
23,309
23,405
23,519
23,420
23,437
23,514

2.2
4.2
3.5
3.9
4.9
4.5
4.0
4.1
4.4
3.5
3.5
3.1
3.0
3.2
3.6
3.4
3.0

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車 家計消費支出（勤労者世帯）
佐賀市

台 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率軽乗用車販売台数

台 前年比（％）

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月

項目

年月

項目

年月

百万円 前年比（％）指数 前年比（％）

消費者物価指数
（2010年 =100） 百貨店・スーパー

販売額

億円 前年比（％）

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）前年比（％）前年比（％）前年比（％）戸
分譲 佐賀市貸家持家

出所 佐賀県統計分析課

総合 一般機械 電子部品 化学 食料品

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010年 =100） 鉱工業出荷指数
（2010年 =100）

鉱工業在庫指数
（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）

経済指標佐賀 Saga

▲36.6
4.6
▲2.5
▲8.3
0.6
▲1.0
▲0.4
▲0.2
▲8.3
▲0.7
▲11.1
▲22.2
3.7
3.4
▲3.4
7.7

47.1
49.3
48.1
47.6
49.1
46.1
52.6
47.8
49.4
47.0
46.2
42.6
48.8
49.5
45.2
51.8

▲27.7
0.8
▲0.4
16.3
5.4
7.5

▲26.9
28.8
▲18.6
▲21.8
4.5
▲3.3
▲13.1
2.1
7.9

▲22.5

92.4
95.4
94.3
92.5
93.2
97.3
95.1
103.3
95.7
91.6
94.4
96.5
89.7
90.4
87.2
92.8

▲3.9
3.2
▲1.2
▲9.2
▲0.8
1.3
▲2.3
3.9
▲1.7
▲2.5
4.6
▲4.1
3.1
▲6.6
0.4
0.7

72.4
73.0
72.7
90.2
67.4
76.8
58.2
106.1
57.7
59.4
64.3
85.9
64.4
93.8
55.9
70.8

92.2
97.0
96.5
74.7
99.0
102.2
93.9
102.9
97.0
91.7
94.8
90.3
94.6
106.8
83.1
84.4

▲9.4
5.2
▲0.5
▲32.0
11.2
11.7
▲4.7
2.5
▲6.9
▲6.0
7.8

▲20.4
18.1
▲2.7
▲8.1
14.6

96.3
93.9
94.2
92.7
91.3
99.1
91.2
92.2
92.2
89.7
114.5
90.4
91.8
99.7
99.1
98.1

▲4.3
▲2.5
0.3
▲3.5
1.8
▲0.5
▲4.5
▲2.7
▲3.8
0.2
21.0
1.7
5.9
1.1
5.9
5.8

96.1
98.1
97.0
95.3
96.0
98.6
97.3
104.5
99.0
94.7
92.9
98.5
96.5
90.3
90.1
95.9

3.3
2.1
▲1.1
▲8.9
▲1.3
0.1
▲2.7
4.2
0.4
▲3.3
▲5.8
▲3.2
▲3.5
▲6.1
▲0.2
1.4

92.8
78.0
84.7
82.7
83.1
81.3
90.3
92.7
88.0
81.2
84.3
82.0
83.9
86.5
88.2
83.3

▲8.8
▲15.9
8.6
9.7
15.3
12.6
16.6
18.0
3.4
4.6
11.7
3.0
3.0
▲3.1
0.7
0.5

11.7
5.0
▲8.4
▲34.6
▲91.4
1,014.2
54.5
▲19.3
▲96.4
1,804.7
991.4
8.4
80.1
▲33.8
44.8
11.9
410.0

▲2.1
21.5
▲12.0
▲10.9
▲5.5
1.9

▲10.3
▲20.4
▲11.0
28.2
▲46.0
▲15.3
▲29.1
▲15.5
▲18.0
▲5.8
▲39.9

1,178
1,127
1,012
50
84
79
131
77
79
66
61
41
44
65
151
82
81

9.4
▲4.3
▲10.2
▲37.2
▲30.2
▲33.2
46.6
▲30.0
▲45.9
▲19.3
▲23.2
▲54.2
▲24.7
6.9

▲14.6
63.3
▲3.1

684
753
702
20
136
65
98
46
20
60
63
19
29
43
85
26
50

14.6
10.2
▲6.7
▲77.9
116.2
81.0
97.5
▲10.9
▲71.7
36.4
▲25.7
▲31.8
▲27.6
26.7
▲8.0
31.1
▲63.5

5,568
4,830
4,941
408
520
456
479
475
442
503
296
399
340
479
304
595
360

23.1
▲13.3
2.3
9.7
7.9
5.3
50.2
63.2
11.1
48.8
▲46.0
5.8

▲10.8
105.6
▲18.1
45.8
▲30.8

23.4
▲20.0
▲3.2
16.4
5.7
0.0
32.5
1.7

▲13.4
▲5.5
▲32.9
25.2
9.0
▲4.3
▲18.9
43.6
▲5.4

13.5
▲9.1
26.3
101.8
19.2
▲8.1
76.4
220.0
29.8
133.1
▲63.3
▲11.8
▲38.5
420.0
▲20.2
47.7
▲51.7

71.2
▲3.0
▲48.3
▲80.5
▲26.2
132.4
0.0
17.2
91.7
70.0
36.4
52.0
100.0
204.8
4.3
39.1
▲20.8

99.4
101.9
102.9
103.1
102.9
103.0
103.2
103.3
103.6
103.0
103.1
102.5
102.8
102.8
103.0
103.3
102.9

0.2
2.5
0.9
0.7
0.6
0.5
0.3
0.4
0.6
0.3
0.5
0.5
0.8
0.3
0.2
0.2
0.0

63,512
62,431
64,345
5,116
5,031
5,604
5,618
5,014
5,403
5,420
7,254
5,697
4,912
5,164
5,013
5,223
5,068

▲1.1
▲1.7
3.1
4.2
3.2
2.8
4.7
9.6
8.4
3.5
5.4
11.0
7.0
▲0.3
0.6
2.1
0.7

15,018
15,393
14,071
924
1,191
1,261
913
1,356
1,056
1,022
1,053
1,274
1,339
1,826
922
1,032
1,324

▲5.9
2.5
▲8.6
1.7
3.2
▲0.9
▲0.8
3.7

▲10.3
▲4.3
4.9
6.2
▲7.3
0.8
9.9
11.7
11.2

16,696
17,270
14,437
993
1,248
1,059
876
1,199
1,099
1,036
975
1,238
1,332
1,723
856
740
831

7.3
3.4

▲16.4
▲24.4
▲14.9
▲35.5
▲22.5
▲24.9
▲13.1
▲35.6
▲41.2
▲5.6
▲12.0
▲22.2
▲6.1
▲25.5
▲33.4

436,794
436,905
456,886
323,229
694,333
488,828
446,684
371,394
454,807
383,284
776,748
336,293
437,978
292,962
386,304
271,510
567,869

1.4
0.0
4.6
▲0.8
7.7
13.1
14.9
▲1.3
8.2
4.6
2.6
▲5.0
2.1

▲14.6
▲7.4
▲16.0
▲18.2

320,917
300,942
298,373
296,439
294,933
268,232
301,881
271,003
303,080
243,979
319,037
293,204
272,800
284,728
308,952
263,693
261,723

▲0.6
▲6.2
▲0.9
10.5
9.9

▲21.1
2.2
▲1.3
8.0

▲16.1
▲3.0
▲12.5
▲11.2
▲17.0
4.1

▲11.0
▲11.3

0.78
0.89
0.93
0.90
0.91
0.92
0.95
0.97
0.99
0.99
1.02
1.01
1.03
1.04
1.10
1.11
1.13

51
37
35
2
2
2
4
3
7
5
1
2
2
2
4
4
7

▲10.5
▲27.5
▲5.4
▲33.3
▲50.0
0.0

100.0
0.0
75.0
25.0
▲50.0
▲33.3
▲33.3
100.0
100.0
100.0
250.0

22,454
22,662
23,158
23,157
23,205
23,065
23,048
22,825
22,943
22,919
23,158
23,137
22,832
23,500
23,629
23,569
23,579

3.8
0.9
2.2
1.7
2.2
2.2
1.7
2.5
3.3
2.0
2.2
2.1
0.4
0.8
2.3
1.8
1.6

11,621
12,130
12,618
12,349
12,329
12,393
12,447
12,429
12,443
12,477
12,618
12,634
12,643
12,680
12,641
12,629
12,678

3.2
4.4
4.0
4.9
4.8
4.8
4.5
4.4
4.7
4.3
4.0
4.6
4.4
3.4
4.1
2.3
2.8

経済指標 大分 Oita

2015 年
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2013 年
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2
2016. 1

7
8
9

11
10

12

3

6

2015 年
2014 年
2013 年

2015. 5

5

6

4

2
2016. 1

7
8
9

11
10

12

3

6

2015 年
2014 年
2013 年

2015. 5

5

6

4

2
2016. 1

7
8
9

11
10

12

3

6

2015 年
2014 年
2013 年

2015. 5

5

6

4

2
2016. 1

7
8
9

11
10

12

3

6

2015 年
2014 年
2013 年

2015. 5

5

6

4

2
2016. 1

7
8
9

11
10

12

3

6

2015 年
2014 年
2013 年

2015. 5

5

6

4

2
2016. 1

7
8
9

11
10

12

3

6

98FFG MONTHLY SURVEY Vol.94



出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車 家計消費支出（勤労者世帯）
大分市

台 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率軽乗用車販売台数

台 前年比（％）

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）指数 前年比（％）

消費者物価指数
（2010年 =100） 百貨店・スーパー

販売額

億円 前年比（％）

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）前年比（％）前年比（％）前年比（％）戸
分譲 大分市貸家持家

出所 大分県統計調査課

総合 鉄鋼 はん用･生産用機械 電子部品 化学

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010年 =100） 鉱工業出荷指数
（2010年 =100）

鉱工業在庫指数
（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）
3.0
3.7
▲3.2
24.8
24.0
17.0
20.8
23.9
25.5
26.4
▲1.7
5.8
11.3
8.7
6.3

▲20.8

102.7
106.5
103.1
139.4
127.0
122.6
125.5
132.4
127.5
127.9
124.1
120.4
129.1
128.2
123.2
107.6

1.0
▲2.4
▲0.5
9.3
0.1
▲2.6
▲1.7
▲4.6
▲1.1
▲4.0
6.3
▲2.1
6.1
▲8.5
▲7.6
▲3.1

97.3
96.6
99.6
103.8
102.0
99.6
98.7
97.1
98.4
94.4
95.9
98.4
100.3
98.6
99.8
92.0

▲2.6
▲0.7
3.1
8.6
11.3
6.1
4.6
▲1.3
1.6
▲2.6
▲2.7
▲5.0
1.3
▲5.2
▲3.7
▲10.6

106.1
103.6
103.1
108.6
104.6
103.0
102.6
100.9
103.5
99.7
106.5
100.0
102.0
94.9
99.2
106.2

84.8
83.5
103.1
90.2
89.7
92.4
86.8
68.8
86.9
82.3
81.3
82.5
83.0
72.7
89.1
91.5

▲23.7
▲1.5
23.4
6.7
4.4
15.6
11.0
▲19.4
2.3
▲1.8
1.7
▲9.5
▲6.6
▲18.8
▲5.2
1.6

106.6
96.5
103.1
117.5
114.8
103.1
104.2
105.4
99.0
97.3
100.8
101.3
96.8
100.3
101.3
82.9

10.4
▲9.4
6.8
30.6
50.4
8.3
0.5
▲4.6
▲4.4
▲9.7
▲0.1
▲5.5
▲3.5
▲14.9
▲9.4
▲30.3

95.5
93.5
93.1
96.2
96.7
93.2
91.4
89.7
91.1
86.2
86.3
91.0
96.4
94.7
94.5
87.9

▲3.8
▲2.1
▲0.4
1.2
8.6
3.3
0.5
▲6.9
▲1.4
▲9.2
▲9.2
▲8.4
1.2
▲4.2
▲3.8
▲8.0

104.0
93.7
95.8
100.5
96.4
97.4
98.7
95.1
95.2
92.8
94.8
97.5
94.3
90.8
92.3
92.5

1.6
▲9.9
2.2
9.8
9.8
7.0
1.6
4.0
1.7
▲1.1
3.4
4.2
1.3
▲1.8
▲5.2
▲8.0

21.5
▲16.3
▲4.7
30.7
22.3
30.5
▲11.2
▲12.7
▲18.9
▲25.1
▲38.5
▲21.3
▲1.8
▲29.3
▲13.9
▲42.1
▲35.1

22.3
5.4

▲28.7
▲12.7
▲7.7
▲37.6
▲20.8
▲38.6
▲39.9
▲45.6
▲43.4
▲36.6
▲21.2
▲43.6
▲42.9
▲36.2
▲47.8

1,732
1,403
1,331
96
94
111
105
165
142
67
63
79
60
113
148
48
58

24.1
▲19.0
▲5.1
22.2
▲38.4
▲17.5
▲1.3
▲17.1
▲13.4
36.1
▲21.5
▲15.8
15.7
47.4
▲44.4
▲49.3
▲38.2

1,006
700
848
98
86
129
43
74
41
46
102
44
123
63
56
74
61

58.5
▲30.5
21.2
340.5
12.2
50.1
▲20.4
▲8.8
▲32.0
▲47.5
75.0
6.4
97.0
▲19.5
22.4
▲24.2
▲28.5

7,431
6,165
7,254
521
629
1,011
398
587
583
713
595
462
448
637
428
777
791

11.4
▲17.0
17.7
38.6
13.1
80.9
8.2

▲25.9
7.4
84.2
26.9
▲18.9
▲29.1
18.8
▲10.6
49.1
25.8

21.9
▲10.8
17.5
45.0
20.7
81.4
57.1
▲4.5
2.6
78.5
56.7
▲25.4
▲49.6
12.4
78.8
76.4
65.8

16.0
▲18.9
3.2
25.3
▲18.3
40.2
15.9
▲12.4
▲5.1
29.7
2.6

▲12.4
▲11.2
8.2

▲25.0
16.1
19.5

▲18.8
▲27.1
59.6
82.2
157.4
156.1
▲58.8
▲83.0
139.4
409.1
21.6
▲15.9
10.6
86.8
▲52.9
▲31.7
▲64.5

100.1
103.0
104.1
104.7
104.1
104.2
104.6
104.7
104.7
104.2
103.9
103.4
103.6
103.6
103.9
104.4
104.2

0.2
2.9
1.0
1.0
0.4
0.5
0.5
0.5
0.7
0.8
0.6
0.3
0.6
0.0
0.0
▲0.3
0.1

113,980
113,025
110,621
8,653
8,238
10,067
9,007
8,130
9,039
9,082
12,836
9,335
8,237
9,420
8,180
8,605
8,447

▲1.0
▲0.8
▲2.1
0.1
▲3.4
0.3
▲1.4
▲0.6
▲0.4
▲5.4
1.2
▲0.1
▲0.7
▲1.5
▲2.1
▲0.6
2.5

24,796
25,450
23,101
1,470
1,987
2,040
1,653
2,189
1,623
1,663
1,614
1,762
2,187
3,008
1,575
1,647
2,118

▲3.8
2.6
▲9.2
▲8.4
5.7
▲5.6
0.3
▲3.2
▲13.9
▲8.1
▲5.7
▲9.1
▲6.6
▲0.7
1.5
12.0
6.6

22,690
25,200
20,343
1,338
1,656
1,574
1,251
1,840
1,390
1,528
1,321
1,521
1,879
3,011
1,099
1,014
1,175

6.3
11.1
▲19.3
▲18.6
▲17.0
▲27.1
▲14.4
▲21.9
▲5.4
▲17.1
▲50.9
▲24.9
▲17.7
5.6

▲14.5
▲24.2
▲29.0

448,318
424,746
426,416
384,113
492,299
497,175
385,992
315,571
403,261
337,755
804,497
373,032
423,294
326,558
397,461
304,653
614,623

▲3.6
▲5.3
0.4
22.7
▲20.7
16.2
3.5

▲11.1
1.9

▲14.8
2.9
6.4
1.3
▲6.4
4.8

▲20.7
24.8

342,834
316,410
314,339
284,276
320,132
277,458
270,701
262,785
271,716
407,769
314,162
275,368
280,567
296,002
323,669
303,265
392,327

0.3
▲7.7
▲0.7
▲7.0
17.1
▲3.3
▲5.7
▲12.8
▲21.4
34.1
▲5.3
▲18.9
▲15.0
▲15.7
▲5.5
6.7
22.6

0.78
0.90
1.05
1.06
1.07
1.06
1.06
1.08
1.09
1.10
1.11
1.06
1.08
1.09
1.12
1.13
1.15

▲13.4
▲27.6
45.2
▲40.0
▲50.0
500.0
▲25.0
－　　　
100.0
400.0
▲50.0
▲28.6
▲57.1
▲28.6
0.0

▲33.3
▲33.3

58
42
61
3
3
6
3
6
6
5
2
5
3
5
6
2
2

34,726
35,354
36,029
35,821
35,985
35,428
35,578
35,438
35,664
35,428
36,029
35,746
35,664
36,365
36,555
36,424
36,916

3.0
1.8
1.9
2.0
2.1
2.0
1.6
2.6
3.5
1.0
1.9
1.9
1.3
2.0
2.9
1.7
2.6

21,712
22,620
23,415
22,658
22,836
22,926
22,914
23,113
23,091
23,122
23,415
23,309
23,405
23,519
23,420
23,437
23,514

2.2
4.2
3.5
3.9
4.9
4.5
4.0
4.1
4.4
3.5
3.5
3.1
3.0
3.2
3.6
3.4
3.0

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車 家計消費支出（勤労者世帯）
佐賀市

台 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率軽乗用車販売台数

台 前年比（％）

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月

項目

年月

項目

年月

百万円 前年比（％）指数 前年比（％）

消費者物価指数
（2010年 =100） 百貨店・スーパー

販売額

億円 前年比（％）

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）前年比（％）前年比（％）前年比（％）戸
分譲 佐賀市貸家持家

出所 佐賀県統計分析課

総合 一般機械 電子部品 化学 食料品

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010年 =100） 鉱工業出荷指数
（2010年 =100）

鉱工業在庫指数
（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）

経済指標佐賀 Saga

▲36.6
4.6
▲2.5
▲8.3
0.6
▲1.0
▲0.4
▲0.2
▲8.3
▲0.7
▲11.1
▲22.2
3.7
3.4
▲3.4
7.7

47.1
49.3
48.1
47.6
49.1
46.1
52.6
47.8
49.4
47.0
46.2
42.6
48.8
49.5
45.2
51.8

▲27.7
0.8
▲0.4
16.3
5.4
7.5

▲26.9
28.8
▲18.6
▲21.8
4.5
▲3.3
▲13.1
2.1
7.9

▲22.5

92.4
95.4
94.3
92.5
93.2
97.3
95.1
103.3
95.7
91.6
94.4
96.5
89.7
90.4
87.2
92.8

▲3.9
3.2
▲1.2
▲9.2
▲0.8
1.3
▲2.3
3.9
▲1.7
▲2.5
4.6
▲4.1
3.1
▲6.6
0.4
0.7

72.4
73.0
72.7
90.2
67.4
76.8
58.2
106.1
57.7
59.4
64.3
85.9
64.4
93.8
55.9
70.8

92.2
97.0
96.5
74.7
99.0
102.2
93.9
102.9
97.0
91.7
94.8
90.3
94.6
106.8
83.1
84.4

▲9.4
5.2
▲0.5
▲32.0
11.2
11.7
▲4.7
2.5
▲6.9
▲6.0
7.8

▲20.4
18.1
▲2.7
▲8.1
14.6

96.3
93.9
94.2
92.7
91.3
99.1
91.2
92.2
92.2
89.7
114.5
90.4
91.8
99.7
99.1
98.1

▲4.3
▲2.5
0.3
▲3.5
1.8
▲0.5
▲4.5
▲2.7
▲3.8
0.2
21.0
1.7
5.9
1.1
5.9
5.8

96.1
98.1
97.0
95.3
96.0
98.6
97.3
104.5
99.0
94.7
92.9
98.5
96.5
90.3
90.1
95.9

3.3
2.1
▲1.1
▲8.9
▲1.3
0.1
▲2.7
4.2
0.4
▲3.3
▲5.8
▲3.2
▲3.5
▲6.1
▲0.2
1.4

92.8
78.0
84.7
82.7
83.1
81.3
90.3
92.7
88.0
81.2
84.3
82.0
83.9
86.5
88.2
83.3

▲8.8
▲15.9
8.6
9.7
15.3
12.6
16.6
18.0
3.4
4.6
11.7
3.0
3.0
▲3.1
0.7
0.5

11.7
5.0
▲8.4
▲34.6
▲91.4
1,014.2
54.5
▲19.3
▲96.4
1,804.7
991.4
8.4
80.1
▲33.8
44.8
11.9
410.0

▲2.1
21.5
▲12.0
▲10.9
▲5.5
1.9

▲10.3
▲20.4
▲11.0
28.2
▲46.0
▲15.3
▲29.1
▲15.5
▲18.0
▲5.8
▲39.9

1,178
1,127
1,012
50
84
79
131
77
79
66
61
41
44
65
151
82
81

9.4
▲4.3
▲10.2
▲37.2
▲30.2
▲33.2
46.6
▲30.0
▲45.9
▲19.3
▲23.2
▲54.2
▲24.7
6.9

▲14.6
63.3
▲3.1

684
753
702
20
136
65
98
46
20
60
63
19
29
43
85
26
50

14.6
10.2
▲6.7
▲77.9
116.2
81.0
97.5
▲10.9
▲71.7
36.4
▲25.7
▲31.8
▲27.6
26.7
▲8.0
31.1
▲63.5

5,568
4,830
4,941
408
520
456
479
475
442
503
296
399
340
479
304
595
360

23.1
▲13.3
2.3
9.7
7.9
5.3
50.2
63.2
11.1
48.8
▲46.0
5.8

▲10.8
105.6
▲18.1
45.8
▲30.8

23.4
▲20.0
▲3.2
16.4
5.7
0.0
32.5
1.7

▲13.4
▲5.5
▲32.9
25.2
9.0
▲4.3
▲18.9
43.6
▲5.4

13.5
▲9.1
26.3
101.8
19.2
▲8.1
76.4
220.0
29.8
133.1
▲63.3
▲11.8
▲38.5
420.0
▲20.2
47.7
▲51.7

71.2
▲3.0
▲48.3
▲80.5
▲26.2
132.4
0.0
17.2
91.7
70.0
36.4
52.0
100.0
204.8
4.3
39.1
▲20.8

99.4
101.9
102.9
103.1
102.9
103.0
103.2
103.3
103.6
103.0
103.1
102.5
102.8
102.8
103.0
103.3
102.9

0.2
2.5
0.9
0.7
0.6
0.5
0.3
0.4
0.6
0.3
0.5
0.5
0.8
0.3
0.2
0.2
0.0

63,512
62,431
64,345
5,116
5,031
5,604
5,618
5,014
5,403
5,420
7,254
5,697
4,912
5,164
5,013
5,223
5,068

▲1.1
▲1.7
3.1
4.2
3.2
2.8
4.7
9.6
8.4
3.5
5.4
11.0
7.0
▲0.3
0.6
2.1
0.7

15,018
15,393
14,071
924
1,191
1,261
913
1,356
1,056
1,022
1,053
1,274
1,339
1,826
922
1,032
1,324

▲5.9
2.5
▲8.6
1.7
3.2
▲0.9
▲0.8
3.7

▲10.3
▲4.3
4.9
6.2
▲7.3
0.8
9.9
11.7
11.2

16,696
17,270
14,437
993
1,248
1,059
876
1,199
1,099
1,036
975
1,238
1,332
1,723
856
740
831

7.3
3.4

▲16.4
▲24.4
▲14.9
▲35.5
▲22.5
▲24.9
▲13.1
▲35.6
▲41.2
▲5.6
▲12.0
▲22.2
▲6.1
▲25.5
▲33.4

436,794
436,905
456,886
323,229
694,333
488,828
446,684
371,394
454,807
383,284
776,748
336,293
437,978
292,962
386,304
271,510
567,869

1.4
0.0
4.6
▲0.8
7.7
13.1
14.9
▲1.3
8.2
4.6
2.6
▲5.0
2.1

▲14.6
▲7.4
▲16.0
▲18.2

320,917
300,942
298,373
296,439
294,933
268,232
301,881
271,003
303,080
243,979
319,037
293,204
272,800
284,728
308,952
263,693
261,723

▲0.6
▲6.2
▲0.9
10.5
9.9

▲21.1
2.2
▲1.3
8.0

▲16.1
▲3.0
▲12.5
▲11.2
▲17.0
4.1

▲11.0
▲11.3

0.78
0.89
0.93
0.90
0.91
0.92
0.95
0.97
0.99
0.99
1.02
1.01
1.03
1.04
1.10
1.11
1.13

51
37
35
2
2
2
4
3
7
5
1
2
2
2
4
4
7

▲10.5
▲27.5
▲5.4
▲33.3
▲50.0
0.0

100.0
0.0
75.0
25.0
▲50.0
▲33.3
▲33.3
100.0
100.0
100.0
250.0

22,454
22,662
23,158
23,157
23,205
23,065
23,048
22,825
22,943
22,919
23,158
23,137
22,832
23,500
23,629
23,569
23,579

3.8
0.9
2.2
1.7
2.2
2.2
1.7
2.5
3.3
2.0
2.2
2.1
0.4
0.8
2.3
1.8
1.6

11,621
12,130
12,618
12,349
12,329
12,393
12,447
12,429
12,443
12,477
12,618
12,634
12,643
12,680
12,641
12,629
12,678

3.2
4.4
4.0
4.9
4.8
4.8
4.5
4.4
4.7
4.3
4.0
4.6
4.4
3.4
4.1
2.3
2.8

経済指標 大分 Oita

2015 年
2014 年
2013 年

2015. 5

5

6

4

2
2016. 1

7
8
9

11
10

12

3

6

2015 年
2014 年
2013 年

2015. 5

5

6

4

2
2016. 1

7
8
9

11
10

12

3

6

2015 年
2014 年
2013 年

2015. 5

5

6

4

2
2016. 1

7
8
9

11
10

12

3

6

2015 年
2014 年
2013 年

2015. 5

5

6

4

2
2016. 1

7
8
9

11
10

12

3

6

2015 年
2014 年
2013 年

2015. 5

5

6

4

2
2016. 1

7
8
9

11
10

12

3

6

2015 年
2014 年
2013 年

2015. 5

5

6

4

2
2016. 1

7
8
9

11
10

12

3

6

99 FFG MONTHLY SURVEY Vol.94



出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車 家計消費支出（勤労者世帯）
宮崎市

台 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率軽乗用車販売台数

台 前年比（％）

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）指数 前年比（％）

消費者物価指数
（2010年 =100） 百貨店・スーパー

販売額

億円 前年比（％）

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）前年比（％）前年比（％）前年比（％）戸
分譲 宮崎市貸家持家

出所 宮崎県総合政策部統計調査課

総合 電気･情報通信化学 食料品

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010年 =100） 鉱工業出荷指数
（2010年 =100）

鉱工業在庫指数
（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）

経済指標宮崎 Miyazaki

▲7.1
8.1
0.9
▲4.5
5.0
5.5
2.2
▲7.0
▲4.9
5.9

▲18.2
▲11.2
8.1
▲8.9
▲6.8
34.3

94.4
102.1
103.1
91.5
104.5
101.9
100.3
96.4
96.9
107.6
85.5
93.6
98.5
94.0
95.1
122.6

8.1
11.3
21.9
27.7
28.4
26.0
15.8
4.6

▲20.0
▲3.1
▲7.1
▲7.9
▲0.7
▲9.7
▲18.6
▲19.2

98.2
102.0
101.1
101.7
103.0
103.3
100.9
98.3
97.7
102.7
97.0
100.0
98.5
99.0
99.9
98.5

0.0
3.9
▲0.9
▲2.1
2.5
4.6
▲0.4
▲5.1
▲6.8
0.9
▲6.4
▲5.6
▲0.4
▲3.2
0.2
▲2.2

76.0
84.5
103.1
100.7
102.3
101.4
97.1
90.5
79.3
94.1
94.5
96.1
97.4
90.3
88.9
80.6

131.9
135.6
127.5
127.3
127.7
124.0
123.8
122.1
124.6
122.3
126.0
125.4
120.4
120.0
122.0
119.8

8.0
2.8
▲6.0
▲6.7
▲6.7
▲6.5
▲9.9
▲8.6
▲7.8
▲10.0
▲5.9
▲5.4
▲7.2
▲8.7
▲5.9
▲5.3

104.2
108.3
103.3
102.9
107.1
117.7
103.8
104.8
104.6
103.7
102.9
103.2
101.4
104.4
110.3
105.2

▲0.1
3.9
▲4.6
▲10.5
▲4.4
10.1
▲2.4
▲3.4
▲2.5
▲2.9
▲1.5
▲2.1
3.3
4.5
19.7
3.0

105.5
104.9
105.0
103.7
111.2
105.0
103.3
104.0
111.4
105.5
104.1
108.3
105.8
101.0
105.9
99.0

2.6
▲0.6
0.1
▲3.3
7.4
0.6
▲0.9
▲2.4
6.2
1.1
▲1.9
2.5
9.4
1.7
▲0.5
▲3.8

109.0
116.2
122.8
125.1
124.2
122.7
121.6
121.8
120.4
122.7
120.0
119.0
117.6
118.0
119.5
121.7

▲6.4
6.6
5.7
8.2
4.1
3.6
2.2
2.1
0.7
2.6
▲1.6
▲3.1
▲2.8
▲6.2
▲4.8
▲2.7

22.1
6.9
8.6
21.3
38.4
15.9
9.8
▲4.0
3.8
▲1.1
▲17.7
▲14.2
▲25.6
▲26.9
▲1.0
▲20.8
▲21.6

0.6
22.9
0.9
▲3.5
▲4.9
2.0
▲6.5
▲13.7
▲12.7
10.1
▲21.0
▲35.2
40.0
▲32.1
▲21.6
▲17.3
▲23.1

1,695
1,479
1,097
62
91
124
107
125
141
83
58
110
72
152
107
113
97

24.2
▲12.8
▲25.9
▲34.6
▲45.9
▲22.6
6.3

▲23.9
▲10.3
6.5

▲33.6
35.0
29.9
50.8
61.0
81.6
6.6

735
619
637
31
42
41
54
34
42
49
34
114
22
21
21
70
43

41.2
▲15.8
3.0

▲41.7
16.8
▲45.2
▲24.8
▲37.7
▲42.4
▲23.4
30.2
465.7
▲79.2
▲77.0
▲77.2
123.7
1.0

7,869
6,440
6,443
469
579
542
689
659
544
519
483
409
580
631
708
594
503

16.5
▲18.2
0.0

▲23.7
32.2
▲1.8
11.3
26.5
▲0.5
▲19.5
16.4
▲2.2
27.5
68.3
▲0.4
26.7
▲13.1

16.6
▲15.8
0.1

▲23.0
10.0
▲5.5
23.6
▲14.4
8.7
20.3
20.7
2.5
▲2.5
28.2
▲4.5
9.0
▲6.4

14.7
▲18.5
0.1

▲23.3
79.0
15.2
29.3
59.2
▲38.4
▲49.1
▲5.0
13.8
99.2
150.0
▲9.2
10.9
▲16.4

30.9
▲24.6
▲0.9
▲20.3
53.3
▲38.8
▲50.9
133.3
235.3
▲33.3
24.4
▲37.5
13.4
75.5
95.6
176.6
▲31.9

100.1
102.8
103.8
103.9
103.7
103.7
104.1
104.1
104.3
103.8
103.9
103.5
103.6
103.7
103.5
103.8
103.7

0.2
2.7
0.9
0.9
0.8
0.3
0.2
▲0.1
0.4
0.4
0.3
0.2
0.5
0.1
▲0.2
▲0.2
0.0

74,743
73,975
74,458
6,184
5,538
6,709
6,360
5,412
6,048
6,121
8,786
5,920
5,189
5,756
5,503
6,029
5,524

▲0.8
▲1.0
0.7
8.2
▲2.1
3.8
1.7
0.1
1.9
▲4.6
3.5
▲1.5
▲2.2
▲5.5
▲6.7
▲2.5
▲0.2

▲9.2
1.1
▲9.5
▲4.9
▲9.3
3.5
▲0.3
1.0
3.7
1.9
5.1
0.9
▲8.4
▲6.8
22.6
12.4
14.6

21,773
22,004
19,924
1,364
1,571
1,857
1,507
1,901
1,588
1,462
1,407
1,629
1,767
2,330
1,502
1,533
1,801

21,911
23,607
19,053
1,320
1,584
1,431
1,090
1,814
1,385
1,300
1,221
1,379
1,639
2,333
911
972
1,018

4.9
7.7

▲19.3
▲22.5
▲19.5
▲20.9
▲29.8
▲11.9
▲10.8
▲27.7
▲38.2
▲23.6
▲24.6
▲10.3
▲31.3
▲26.4
▲35.7

367,510
327,618
367,971
268,686
480,832
319,482
314,848
305,602
331,947
298,064
838,245
321,178
346,533
316,800
369,384
305,462
550,385

12.5
▲10.9
12.3
▲2.3
▲10.6
▲4.0
11.4
13.6
4.4
19.4
77.8
25.5
▲2.2
2.8
8.8
13.7
14.5

293,817
276,273
267,725
281,931
233,857
257,721
275,592
239,855
250,536
239,160
352,664
362,596
277,343
407,450
367,077
323,512
301,035

11.6
▲6.0
▲3.1
▲3.7
▲26.4
▲2.4
11.0
4.7
13.2
▲16.2
20.9
43.9
10.2
35.0
33.0
14.7
28.7

0.77
0.93
0.94
1.01
1.01
1.04
1.06
1.08
1.09
1.10
1.10
1.07
1.09
1.13
1.18
1.23
1.26

38
42
39
4
3
3
3
4
5
3
5
2
1
1
3
1
5

▲44.1
10.5
▲7.1
100.0
▲50.0
200.0
0.0

100.0
0.0
50.0
150.0
100.0
▲50.0
0.0

▲40.0
▲75.0
66.7

27,246
28,395
29,666
29,131
29,337
28,994
29,091
29,163
29,110
29,212
29,666
29,260
29,766
29,908
29,872
29,743
30,091

5.0
4.2
4.5
3.6
4.8
4.8
4.7
4.7
4.9
4.6
4.5
3.7
4.7
3.4
2.8
2.1
2.6

19,859
21,550
23,138
21,890
21,775
21,932
21,977
22,369
22,490
22,532
23,138
22,979
23,067
23,315
23,164
23,068
23,166

7.8
8.5
7.4
8.5
8.3
8.3
7.8
7.5
8.8
7.3
7.4
7.3
7.1
6.6
9.0
5.4
6.4

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車 家計消費支出（勤労者世帯）
鹿児島市

台 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率軽乗用車販売台数

台 前年比（％）

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月

項目

年月

項目

年月

百万円 前年比（％）指数 前年比（％）

消費者物価指数
（2010年 =100） 百貨店・スーパー

販売額

億円 前年比（％）

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）前年比（％）前年比（％）前年比（％）戸
分譲 鹿児島市貸家持家

出所 鹿児島県統計課

総合 電気･情報通信 電子部品 窯業・土石製品 食料品

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業出荷指数
（2010年 =100）

鉱工業在庫指数
（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）
▲19.4
▲8.0
4.0
▲0.2
11.9
1.9
8.5
4.4

▲10.4
▲11.6
▲19.7
▲16.8
▲14.8
▲20.6
▲16.5
▲7.5

49.8
45.8
47.6
49.1
47.7
44.9
43.9
46.2
42.4
43.1
41.9
46.9
42.7
42.2
44.2
44.5

13.4
▲15.7
▲15.9
▲16.9
▲26.4
▲17.8
▲36.2
▲17.8
▲14.3
20.8
11.4
12.2
8.2
35.9
1.0
3.3

87.5
88.6
86.3
87.4
86.1
88.3
83.0
83.6
87.0
85.5
80.9
86.1
85.6
82.3
84.0
85.2

▲1.4
1.3
▲2.6
▲5.0
▲2.0
▲0.8
▲1.5
▲5.5
▲2.8
▲3.2
▲8.1
▲6.0
▲0.4
▲6.9
▲5.5
▲1.5

120.3
101.4
85.2
93.1
85.1
85.5
69.0
85.3
89.3
92.8
87.7
94.0
97.2
101.3
93.3
95.1

89.7
92.2
91.9
102.7
96.9
85.9
81.2
72.2
74.9
82.6
83.6
99.9
104.2
95.3
97.0
93.2

14.5
2.8
▲0.3
11.8
12.3
▲0.8
▲12.6
▲18.9
▲21.1
▲16.8
▲12.3
▲13.1
▲0.8
▲12.5
▲8.2
▲8.6

102.9
104.4
101.6
100.8
104.9
109.1
104.3
95.9
104.5
99.6
95.0
97.5
99.8
97.9
96.4
99.0

1.3
1.5
▲2.6
▲5.8
1.5
3.0
2.7
▲4.6
1.0
▲2.4
▲7.9
▲6.5
3.0
▲6.0
▲2.9
▲1.0

91.6
90.5
88.9
90.2
83.7
90.2
87.1
88.3
90.2
88.8
86.8
90.3
90.1
85.9
89.9
88.5

▲2.8
▲1.2
▲1.8
▲4.6
▲5.2
▲0.5
▲0.5
▲3.5
▲1.4
0.0
▲2.5
▲3.8
0.9
▲3.6
▲0.5
▲0.5

121.0
131.7
142.8
131.4
157.5
157.6
162.4
154.4
147.1
139.8
135.5
139.0
137.8
136.8
131.4
131.1

13.7
8.8
8.4
▲2.6
12.4
17.2
20.9
22.2
14.8
8.7
2.5
2.0
4.5
4.7
▲1.6
▲0.2

81.1
4.6

▲15.0
▲21.7
19.3
▲0.1
23.8
▲35.6
▲3.3
1.2
18.4
▲3.9
11.7
3.4
9.1
▲9.5
▲47.8

21.6
▲3.2
▲31.7
▲4.6
▲33.2
▲40.2
▲32.6
▲28.9
▲24.7
▲34.1
▲44.9
▲53.2
▲37.3
▲46.6
▲39.0
▲27.0
▲20.5

2,494
2,322
1,982
121
175
223
183
234
234
146
170
81
106
173
158
150
224

5.0
▲6.9
▲14.6
▲36.9
1.1

▲12.2
▲17.6
▲8.7
▲9.3
▲14.3
13.9
▲22.0
9.7
14.8
8.6
23.5
28.1

1,075
965
864
60
92
82
80
53
95
49
52
144
45
60
113
71
74

1.1
▲10.2
▲10.5
▲0.6
41.1
35.9
23.2
▲36.8
▲36.7
▲53.3
7.0

149.1
▲21.2
▲15.4
▲0.2
17.7
▲19.5

11,307
9,980
10,578
799
1,157
923
947
841
942
964
837
831
849
1,123
883
760
1,099

16.6
▲11.7
6.0
20.0
30.3
72.5
▲1.9
▲4.6
3.0

▲12.8
▲15.1
21.7
7.7
45.8
▲4.7
▲4.9
▲5.0

20.2
▲21.0
0.8
3.3
0.8
19.8
▲1.0
1.0
10.2
▲8.3
▲7.6
▲5.9
▲10.4
14.5
▲10.6
12.6
9.7

17.5
▲6.1
14.9
20.8
40.0
161.8
▲3.5
2.0
1.4
▲7.7
▲12.7
37.3
▲2.2
▲53.3
▲8.3
▲5.3
2.6

1.4
12.4
▲7.7
58.6
97.6
69.4
0.0

▲48.7
▲1.1
▲41.7
▲40.2
52.3
129.8
736.2
101.8
▲35.7
▲59.0

99.4
101.7
103.0
103.3
103.1
103.5
103.5
103.6
103.4
103.0
102.9
102.2
102.3
102.6
102.6
102.9
102.7

0.1
2.3
1.2
1.2
1.1
1.2
1.0
0.8
0.6
0.8
0.4
0.1
0.5
0.0
▲0.3
▲0.3
▲0.4

156,589
156,274
155,844
12,804
11,526
14,300
12,958
11,345
13,066
13,441
18,110
12,311
11,108
12,647
11,998
12,771
11,341

▲0.0
▲0.2
▲0.3
3.6
▲0.9
2.5
1.8
0.8
2.0
▲3.0
▲1.1
0.5
3.8
▲3.5
▲1.9
▲0.3
▲1.6

30,442
31,427
28,786
1,798
2,321
2,630
2,092
2,876
2,183
2,228
2,254
1,956
2,495
3,706
1,937
1,881
2,507

▲5.6
3.2
▲8.4
▲7.6
▲1.8
▲11.0
▲4.6
5.6
▲1.6
▲5.6
▲0.8
▲11.5
▲1.1
▲2.7
4.0
4.6
8.0

27,432
29,256
24,252
1,698
1,853
1,846
1,658
2,187
1,613
1,613
1,527
2,067
2,146
3,710
1,277
1,331
1,494

4.6
6.6

▲17.1
▲16.1
▲16.6
▲19.5
▲13.9
▲11.8
▲13.3
▲21.4
▲46.5
▲15.4
▲20.0
7.2

▲23.5
▲21.6
▲19.4

465,539
435,987
446,776
365,368
570,554
517,374
443,711
330,466
451,544
309,057
779,390
347,676
426,068
331,626
343,744
290,162
599,482

6.2
▲6.3
2.5
8.9
▲6.0
7.1
9.5

▲14.1
6.5

▲14.9
4.4
▲6.7
2.6

▲20.4
▲11.7
▲20.6
5.1

338,203
327,504
311,771
336,126
311,587
320,520
434,829
280,729
289,030
251,192
302,114
306,910
271,855
294,534
342,756
293,128
336,882

2.2
▲3.2
▲4.8
6.0
5.8
▲5.5
46.8
▲9.1
▲12.7
▲15.1
▲14.2
5.9
▲2.0
▲8.6
5.3

▲12.8
8.1

0.71
0.75
0.87
0.87
0.86
0.87
0.88
0.87
0.89
0.91
0.92
0.93
0.94
0.93
0.97
1.00
1.04

76
75
64
7
5
6
5
5
2
4
4
7
7
6
4
4
6

5.6
▲1.3
▲14.7
40.0
▲28.6
20.0
▲16.7
▲37.5
▲60.0
▲42.9
100.0
▲12.5
75.0
0.0

▲50.0
▲42.9
20.0

41,032
42,403
43,634
43,505
43,515
42,818
43,308
42,893
43,052
43,352
43,634
43,190
43,641
43,225
44,519
44,173
44,414

4.5
3.3
2.9
4.1
4.0
3.6
3.5
2.9
3.7
3.7
2.9
2.4
2.4
1.1
1.6
1.5
2.1

29,574
31,603
33,074
31,715
31,814
31,998
32,094
32,275
32,427
32,716
33,074
33,092
33,151
33,646
33,540
33,542
33,667

5.0
6.9
4.7
5.8
5.9
5.9
5.6
5.4
5.0
4.6
4.7
4.9
4.8
6.0
6.1
5.8
5.8

経済指標 鹿児島 Kagoshima

電子部品

鉱工業生産指数（2010年 =100）
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出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車 家計消費支出（勤労者世帯）
宮崎市

台 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率軽乗用車販売台数

台 前年比（％）

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）指数 前年比（％）

消費者物価指数
（2010年 =100） 百貨店・スーパー

販売額

億円 前年比（％）

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）前年比（％）前年比（％）前年比（％）戸
分譲 宮崎市貸家持家

出所 宮崎県総合政策部統計調査課

総合 電気･情報通信化学 食料品

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010年 =100） 鉱工業出荷指数
（2010年 =100）

鉱工業在庫指数
（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）

経済指標宮崎 Miyazaki

▲7.1
8.1
0.9
▲4.5
5.0
5.5
2.2
▲7.0
▲4.9
5.9

▲18.2
▲11.2
8.1
▲8.9
▲6.8
34.3

94.4
102.1
103.1
91.5
104.5
101.9
100.3
96.4
96.9
107.6
85.5
93.6
98.5
94.0
95.1
122.6

8.1
11.3
21.9
27.7
28.4
26.0
15.8
4.6

▲20.0
▲3.1
▲7.1
▲7.9
▲0.7
▲9.7
▲18.6
▲19.2

98.2
102.0
101.1
101.7
103.0
103.3
100.9
98.3
97.7
102.7
97.0
100.0
98.5
99.0
99.9
98.5

0.0
3.9
▲0.9
▲2.1
2.5
4.6
▲0.4
▲5.1
▲6.8
0.9
▲6.4
▲5.6
▲0.4
▲3.2
0.2
▲2.2

76.0
84.5
103.1
100.7
102.3
101.4
97.1
90.5
79.3
94.1
94.5
96.1
97.4
90.3
88.9
80.6

131.9
135.6
127.5
127.3
127.7
124.0
123.8
122.1
124.6
122.3
126.0
125.4
120.4
120.0
122.0
119.8

8.0
2.8
▲6.0
▲6.7
▲6.7
▲6.5
▲9.9
▲8.6
▲7.8
▲10.0
▲5.9
▲5.4
▲7.2
▲8.7
▲5.9
▲5.3

104.2
108.3
103.3
102.9
107.1
117.7
103.8
104.8
104.6
103.7
102.9
103.2
101.4
104.4
110.3
105.2

▲0.1
3.9
▲4.6
▲10.5
▲4.4
10.1
▲2.4
▲3.4
▲2.5
▲2.9
▲1.5
▲2.1
3.3
4.5
19.7
3.0

105.5
104.9
105.0
103.7
111.2
105.0
103.3
104.0
111.4
105.5
104.1
108.3
105.8
101.0
105.9
99.0

2.6
▲0.6
0.1
▲3.3
7.4
0.6
▲0.9
▲2.4
6.2
1.1
▲1.9
2.5
9.4
1.7
▲0.5
▲3.8

109.0
116.2
122.8
125.1
124.2
122.7
121.6
121.8
120.4
122.7
120.0
119.0
117.6
118.0
119.5
121.7

▲6.4
6.6
5.7
8.2
4.1
3.6
2.2
2.1
0.7
2.6
▲1.6
▲3.1
▲2.8
▲6.2
▲4.8
▲2.7

22.1
6.9
8.6
21.3
38.4
15.9
9.8
▲4.0
3.8
▲1.1
▲17.7
▲14.2
▲25.6
▲26.9
▲1.0
▲20.8
▲21.6

0.6
22.9
0.9
▲3.5
▲4.9
2.0
▲6.5
▲13.7
▲12.7
10.1
▲21.0
▲35.2
40.0
▲32.1
▲21.6
▲17.3
▲23.1

1,695
1,479
1,097
62
91
124
107
125
141
83
58
110
72
152
107
113
97

24.2
▲12.8
▲25.9
▲34.6
▲45.9
▲22.6
6.3

▲23.9
▲10.3
6.5

▲33.6
35.0
29.9
50.8
61.0
81.6
6.6

735
619
637
31
42
41
54
34
42
49
34
114
22
21
21
70
43

41.2
▲15.8
3.0

▲41.7
16.8
▲45.2
▲24.8
▲37.7
▲42.4
▲23.4
30.2
465.7
▲79.2
▲77.0
▲77.2
123.7
1.0

7,869
6,440
6,443
469
579
542
689
659
544
519
483
409
580
631
708
594
503

16.5
▲18.2
0.0

▲23.7
32.2
▲1.8
11.3
26.5
▲0.5
▲19.5
16.4
▲2.2
27.5
68.3
▲0.4
26.7
▲13.1

16.6
▲15.8
0.1

▲23.0
10.0
▲5.5
23.6
▲14.4
8.7
20.3
20.7
2.5
▲2.5
28.2
▲4.5
9.0
▲6.4

14.7
▲18.5
0.1

▲23.3
79.0
15.2
29.3
59.2
▲38.4
▲49.1
▲5.0
13.8
99.2
150.0
▲9.2
10.9
▲16.4

30.9
▲24.6
▲0.9
▲20.3
53.3
▲38.8
▲50.9
133.3
235.3
▲33.3
24.4
▲37.5
13.4
75.5
95.6
176.6
▲31.9

100.1
102.8
103.8
103.9
103.7
103.7
104.1
104.1
104.3
103.8
103.9
103.5
103.6
103.7
103.5
103.8
103.7

0.2
2.7
0.9
0.9
0.8
0.3
0.2
▲0.1
0.4
0.4
0.3
0.2
0.5
0.1
▲0.2
▲0.2
0.0

74,743
73,975
74,458
6,184
5,538
6,709
6,360
5,412
6,048
6,121
8,786
5,920
5,189
5,756
5,503
6,029
5,524

▲0.8
▲1.0
0.7
8.2
▲2.1
3.8
1.7
0.1
1.9
▲4.6
3.5
▲1.5
▲2.2
▲5.5
▲6.7
▲2.5
▲0.2

▲9.2
1.1
▲9.5
▲4.9
▲9.3
3.5
▲0.3
1.0
3.7
1.9
5.1
0.9
▲8.4
▲6.8
22.6
12.4
14.6

21,773
22,004
19,924
1,364
1,571
1,857
1,507
1,901
1,588
1,462
1,407
1,629
1,767
2,330
1,502
1,533
1,801

21,911
23,607
19,053
1,320
1,584
1,431
1,090
1,814
1,385
1,300
1,221
1,379
1,639
2,333
911
972
1,018

4.9
7.7

▲19.3
▲22.5
▲19.5
▲20.9
▲29.8
▲11.9
▲10.8
▲27.7
▲38.2
▲23.6
▲24.6
▲10.3
▲31.3
▲26.4
▲35.7

367,510
327,618
367,971
268,686
480,832
319,482
314,848
305,602
331,947
298,064
838,245
321,178
346,533
316,800
369,384
305,462
550,385

12.5
▲10.9
12.3
▲2.3
▲10.6
▲4.0
11.4
13.6
4.4
19.4
77.8
25.5
▲2.2
2.8
8.8
13.7
14.5

293,817
276,273
267,725
281,931
233,857
257,721
275,592
239,855
250,536
239,160
352,664
362,596
277,343
407,450
367,077
323,512
301,035

11.6
▲6.0
▲3.1
▲3.7
▲26.4
▲2.4
11.0
4.7
13.2
▲16.2
20.9
43.9
10.2
35.0
33.0
14.7
28.7

0.77
0.93
0.94
1.01
1.01
1.04
1.06
1.08
1.09
1.10
1.10
1.07
1.09
1.13
1.18
1.23
1.26

38
42
39
4
3
3
3
4
5
3
5
2
1
1
3
1
5

▲44.1
10.5
▲7.1
100.0
▲50.0
200.0
0.0

100.0
0.0
50.0
150.0
100.0
▲50.0
0.0

▲40.0
▲75.0
66.7

27,246
28,395
29,666
29,131
29,337
28,994
29,091
29,163
29,110
29,212
29,666
29,260
29,766
29,908
29,872
29,743
30,091

5.0
4.2
4.5
3.6
4.8
4.8
4.7
4.7
4.9
4.6
4.5
3.7
4.7
3.4
2.8
2.1
2.6

19,859
21,550
23,138
21,890
21,775
21,932
21,977
22,369
22,490
22,532
23,138
22,979
23,067
23,315
23,164
23,068
23,166

7.8
8.5
7.4
8.5
8.3
8.3
7.8
7.5
8.8
7.3
7.4
7.3
7.1
6.6
9.0
5.4
6.4

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車 家計消費支出（勤労者世帯）
鹿児島市

台 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率軽乗用車販売台数

台 前年比（％）

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月

項目

年月

項目

年月

百万円 前年比（％）指数 前年比（％）

消費者物価指数
（2010年 =100） 百貨店・スーパー

販売額

億円 前年比（％）

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）前年比（％）前年比（％）前年比（％）戸
分譲 鹿児島市貸家持家

出所 鹿児島県統計課

総合 電気･情報通信 電子部品 窯業・土石製品 食料品

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業出荷指数
（2010年 =100）

鉱工業在庫指数
（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）
▲19.4
▲8.0
4.0
▲0.2
11.9
1.9
8.5
4.4

▲10.4
▲11.6
▲19.7
▲16.8
▲14.8
▲20.6
▲16.5
▲7.5

49.8
45.8
47.6
49.1
47.7
44.9
43.9
46.2
42.4
43.1
41.9
46.9
42.7
42.2
44.2
44.5

13.4
▲15.7
▲15.9
▲16.9
▲26.4
▲17.8
▲36.2
▲17.8
▲14.3
20.8
11.4
12.2
8.2
35.9
1.0
3.3

87.5
88.6
86.3
87.4
86.1
88.3
83.0
83.6
87.0
85.5
80.9
86.1
85.6
82.3
84.0
85.2

▲1.4
1.3
▲2.6
▲5.0
▲2.0
▲0.8
▲1.5
▲5.5
▲2.8
▲3.2
▲8.1
▲6.0
▲0.4
▲6.9
▲5.5
▲1.5

120.3
101.4
85.2
93.1
85.1
85.5
69.0
85.3
89.3
92.8
87.7
94.0
97.2
101.3
93.3
95.1

89.7
92.2
91.9
102.7
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■
九
州
の
地
方
銀
行
と
し
て
は
初
と
な
る

　ベ
ト
ナ
ム
で
の
拠
点
開
設

　
福
岡
銀
行
は
平
成
28
年
７
月
１
日（
金
）、ア
ジ
ア
に

お
け
る
お
取
引
先
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
体
制

の
拡
充
を
図
る
た
め
、九
州
の
地
方
銀
行
と
し
て
初
め

て
、ベ
ト
ナ
ム
に
駐
在
員
事
務
所
を
開
設
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
福
岡
銀
行
の
海
外
拠
点
は
８
拠
点（
大

連
・
上
海
・
香
港
・
台
北
・バ
ン
コ
ク・シ
ン
ガ
ポ
ー
ル・

ニュ
ー
ヨ
ー
ク・ホ
ー
チ
ミ
ン
）と
な
り
、う
ち
ア
ジ
ア
で

は
７
拠
点
と
、”面
“で
カ
バ
ー
す
る
体
制
を
構
築
し
て

い
ま
す
。

■
ホ
ー
チ
ミ
ン
事
務
所
の
役
割

　
ベ
ト
ナ
ム
は
9
，0
0
0
万
人
超
の
人
口
を
抱
え
、

か
つ
そ
の
平
均
年
齢
が
29
歳
と
若
く
活
気
に
溢
れ
た

国
で
、昨
年
末
に
発
足
し
た
A
E
C（
A
S
E
A
N
経

済
共
同
体
：
詳
細
は
F
F
G
調
査
月
報
6
･7
月
合

併
号
の
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ポ
ー
ト
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
）の
中
で
も
、最
も
成
長
が
期
待
さ
れ
る
国
の
一
つ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ホ
ー
チ
ミ
ン
事
務
所
で
は
、ベ
ト
ナ
ム
の
経
済
・
金

融・産
業
等
に
関
す
る
情
報
提
供
に
加
え
、お
取
引
先

企
業
の
ベ
ト
ナ
ム
で
の
事
業
展
開
の
サ
ポ
ー
ト
や
、ベ
ト

ナ
ム
の
現
地
企
業
と
九
州
の
企
業
と
を
結
び
つ
け
る

ビ
ジ
ネ
ス
マッ
チ
ン
グ
に
も
注
力
し
て
い
く
予
定
で
す
。

■
海
外
で
も
い
ち
ば
ん
近
く
で
ビ
ジ
ネ
ス
を

　サ
ポ
ー
ト

　
F
F
G
で
は
今
後
も『
あ
な
た
の
い
ち
ば
ん
に
。』を

追
求
し
、海
外
で
も
お
取
引
先
企
業
の
い
ち
ば
ん
近
く

で
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

左側が井上所長

福
岡
銀
行「
ホ
ー
チ
ミ
ン
駐
在
員
事
務
所
」が
開
設

平
成
28
年
７
月
、
福
岡
銀
行
は
ベ
ト
ナ
ム
に
ホ
ー
チ
ミ
ン
駐
在
員
事
務
所（
以
下
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
事
務
所
）を
開
設
し
ま
し
た
。

今
回
は
ホ
ー
チ
ミ
ン
事
務
所
の
概
要
に
つ
い
て
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

住所

TEL

Suite 1108,Saigon Tower,29 Le Duan Street,
District 1,Ho Chi Minh City, Vietnam
+84-8-3822-2802

■ 福岡銀行 ホーチミン駐在員事務所

ふくおかフィナンシャルグループ

FFG海外ネットワーク

大連

上海

台北

バンコク

シンガポール

香港

●

●

●

ホーチミン●

●

●

●

アジアを“面”でカバー！

「FFGの海外ビジネスサポート」がTV番組で取り上げられます！

タイトル
「商機はアジアにあり ～九州からアジアへ広がるビジネスフィールド～」
放送日時
【福岡県】 ＴＶＱ九州放送    9月17日（土）12時00分～12時30分
【熊本県】 ＲＫＫ熊本放送    9月24日（土）14時00分～14時30分
【鹿児島県】 ＭＢＣ南日本放送 9月24日（土）15時00分～15時30分
【長崎県】 ＮＢＣ長崎放送    9月25日（日）15時00分～15時30分
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FFG Watching

見つけたアジア
File.20

折たたみ屋根市場 タイ国鉄メークロン線 
　メークロン市場は、世界で一番危険な市場と紹介されるほど、特に外国人旅
行者に人気のスポットです。
　メークロン駅手前の踏切を越えると、線路の両脇はテント屋根に覆われ線路
まではみ出した市場があります。
　列車の通過時間になると、アナウンスを合図に線路上の商品を移動し、一斉
にテント屋根をたたみます。すれすれで列車が通過し大迫力です。

バンコク駐在員事務所　佐々木

(c) NOBUO KAWAGUCHI/SEBUN PHOTO /amanaimages

タイ
メークロン
タイ
メークロン

［Data］
タイ王国 基礎データ

面　　積　51万4,000平方キロメートル
人　　口　6,593万人（2010年）（タイ国勢調査）
首　　都　バンコク
G　D　P　3,952億ドル（名目、2015年、国家経済社会開発庁）
総貿易額　輸出：約2,121億ドル  輸入：約1,775億ドル
主要貿易相手国
　輸出：米国、中国、日本
　輸入：中国、日本、米国
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　輸出：米国、中国、日本
　輸入：中国、日本、米国
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p ro f i l e

ダ
ン
ス
に
懸
け
る
青
春

か

　
福
岡
大
学
附
属
若
葉
高
等
学
校
・
ダ
ン
ス
部
は
、

創
作
ダ
ン
ス
の
甲
子
園
と
称
さ
れ
る「
全
日
本
高
校
・

大
学
ダ
ン
ス
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
」で
史
上
最
多
優
勝
、世

界
大
会
で
2
度
優
勝
の
実
績
を
誇
り
、昨
年
は
チ
ア

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
で
も
世
界
一
に
輝
い
た
。

　「
ダ
ン
ス
は
集
団
演
技
の
為
、動
き
を
揃
え
る
の
が

大
変
で
す
が
、皆
と
気
持
ち
が
一
つ
に
な
っ
た
と
き
に

や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
」

　
勉
強
の
時
間
以
外
は
ダ
ン
ス
漬
け
の
毎
日
だ
が
、

彼
女
達
の
表
情
は
明
る
く
輝
い
て
い
る
。

　「
見
て
く
だ
さ
る
方
々
に
私
た
ち
の
パ
ワ
ー
を
感
じ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
踊
り
に
し
た
い
で
す
！
」

　
日
々
修
練
を
重
ね
、彼
女
達
は
舞
台
で
羽
ば
た
く
。

頑張るあなたを紹介するコーナーです

九州の達人

23

Master of Kyushu

若
葉
高
等
学
校 

ダ
ン
ス
部 

キ
ャ
プ
テ
ン

Age 18
福岡大学附属若葉高等学校3年 
ダンス部 キャプテン

GONDA NANAKO

権田 菜々子
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